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　──熱いよ……ばあちゃん、どこ？

　激しい砲ほう撃げきによる爆ばく音おんや震しん動どうは、少年が隠かくれている暗い酒さか樽だるの中まで克こく明めいに届いていた。

　それらがようやく遠のいて、少年は小さな両手で酒樽の蓋ふたを持ち上げる。細く開いたそこから熱と煙けむりと、そして人間や魔ま物ものたちの焼ける臭においが流れ込んできた。

　アルカナ・グランデ帝てい国こく軍による攻こう撃げきが突とつ如じよ開始されたとき、この大きな酒樽に少年を隠してくれたのは祖母だった。その無事な姿を一刻も早く見つけたくて、酒樽と蓋の隙すき間まから瞳ひとみをのぞかせる。

「……っ!!」

　叫さけびそうになるのを片手で無理やり押さえ込んだ。一度悲鳴をあげてしまったら、喉のどが嗄かれてもなお泣なき叫ぶことをやめられないと思った。

　崩ほう落らくした家の壁かべの向こうにあったのは、生き物のように暴れまわる炎ほのおと、黒い煙を上げて倒とう壊かいしてゆく家屋。丁てい寧ねいに敷しきつめられた石いし畳だたみは無む惨ざんにも掘ほり起こされ、そこを熱風が吹ふき抜ぬけて灰かい燼じんや火の粉が舞まい上がる──地じ獄ごくのような光景が少年のすみれ色の瞳に映った。

　どうして、ついさっきまでここは──少年が暮らす黒くろ猫ねこ族の町は、小さいながらも花と緑のあふれる綺き麗れいな町だった。黒猫の一族の末まつ裔えいが暮らし魔物がひっそりと身を寄せる、静かで穏おだやかな町だったのに。

『産業革命が興おこってから、この国の政府はおかしくなったんだよ。〝魔ま物もの狩がり〟なんていう恐おそろしいことを始めて……』──祖母はいつもそう嘆なげいていた。少年は滅め茶ちや苦く茶ちやに混乱した頭で、それでも懸けん命めいに考える。これが、〝魔物狩り〟だ。黒猫族の町は今、魔物狩りに遭あったんだ──。

　広大な土地と揺ゆるぎない国力を保持するこのアルカナ・グランデ帝国には、人間の他ほかに〝魔物〟が存在する。海には人魚が、森の奥深くには魔ま獣じゆうが、夜の闇やみには吸血鬼ヴアンパイアや名前もない魔物たちが数多あまた棲せい息そくし、黒猫族の末裔であるこの町の民たみも秘ひそかに魔物の末まつ端たんに属していた。

　そしてその頂点に君臨するのが竜りゆうであり、彼らとほぼ同等の地位に、強い魔力と知ち恵えを持つ魔女がいる。竜と魔女はともに魔物たちを統とう率そつし守護する絶対的存在だった。

『私たち黒猫の一族はね、大昔からずうっと魔女の眷けん族ぞくとして生きてきたんだよ。それはとても誇ほこらしいことなんだ』──亡なくなった両親の代わりに、祖母は少年に魔物だったころの昔話を聞かせてくれる。

　かつては黒猫にも人型にも、その姿を自在に変化させることができたという。

　黒猫の姿をしていても言葉を巧たくみに操あやつり、夜目がきき、様々なところへ足音もなく潜もぐり込める。その特性を活かし、黒猫の一族は密みつ偵ていを得手とした。音を生まない四し肢しには魔女が作り出す魔薬を塗ぬった鋭するどい爪つめを忍しのばせる。ぴんとつり上がった大きな瞳は万ばん象しようを透すかし遠えん隔かく地ちまでもとらえる〝黒猫の魔眼〟と称たたえられていた。

　やがて人間との交わりを重ねた黒猫の一族は魔物の血を薄うすくして人間の世界に溶とけ込んでゆく。今では本来の姿である黒猫になることもできなくなった。それでも魔女の眷族であることに変わりはなく、魔物狩りが起きたときは魔女の指示を仰あおいで魔物たちを助け、町全体で匿かくまう。

　黒猫族の末裔がそれを強く誇りにしていることをいつも肌はだで感じている少年は、昨夜も祖母にせがんで大好きな竜や魔物たちのことを聞かせてもらったばかりだった。

『ねえ、竜ってどのくらい大きいの？　このベッドでもいける？』

『ふふ……一いつ緒しよに眠ねむりたいのかい？　それならもっと大きなベッドを作ろうかねえ。竜はとんでもなく大きくて、強いんだ。だから彼らは魔物だけじゃなく人間も守る。それくらい竜は強くて立派で、偉い大だいなんだよ』

『わあ、すごいね。格好いいなあ。竜が魔物も人間も守るのは、みんな友達だからでしょ？　黒猫も人間と結けつ婚こんしたんだもの、みんな仲良しなんだよね？』

『そうだね』

『じゃあどうして人間は魔物狩りなんてするんだろ……？』

　本当に、何度考えてもわからない。なぜ人間は魔物を殺すのか。しかし少年がそう訊たずねると祖母の表情はひどく悲しげになってしまった。

　アルカナ・グランデ帝国に興った産業革命と時を同じくして始められた〝魔物狩り〟──それは魔物という人ならざる存在に世界の統治者の座を奪うばわれることを恐れた、人間の身勝手さが生み出した法令だった。

　それはある日突とつ然ぜん始まった。〝人類の進歩を阻はばむ魔物を殲せん滅めつせよ〟──政府の一方的な宣言のもと、各地で帝国軍による魔物の討とう伐ばつが実行される。科学と軍事力を集結して行われたそれはあまりにも酷むごく凄せい惨さんで、その最大の標的は、竜と魔女だった。

　魔物たちを守る盾たてとなった竜は、強きよう[image: 靭]じんな鱗うろこをも破は壊かいし心臓まで達する大たい砲ほうによって次々と斃たおされ、己おのれの危険を顧かえりみず魔物たちを逃にがすことを優先した魔女は、恐るべき速さでその生存数を減らしてゆく。そして、ほぼ人間と変わらなかった少年の両親は、それでも魔女の眷族として魔物たちを匿うために働き、魔物狩りの巻き添ぞえとなって死んだ。

　少年の問いは祖母に悲しいことをたくさん思い出させてしまった。それを打ち消したくて、少年は違ちがう質問を重ねる。

『ねえ、俺じゃ強い魔物になれない？　黒猫に変身できないし、魔力もないけど……俺、魔物がいい。竜みたいにみんなを守れる強い魔物になるにはどうしたらいいの？』

　夢中になってそう訊ねると、祖母はようやく微笑ほほえんでくれる。そしてきらきらと輝かがやく少年のすみれ色の瞳、その右の眦まなじりを優やさしく撫なでて言ってくれた。

　おまえの右みぎ眼めには、ちゃんと魔物の証あかしが宿っている。誉ほまれ高き黒猫の魔眼が──。

「……ばあちゃん、どこにいるの!!」

　少年は酒樽から身を乗り出して叫んだ。熱風に吹かれた火の粉がちりちりと頰ほおを焼いて流れてゆく。炎の柱があちこちに上がり、今また轟ごう音おんを立てて家が崩くずれ落ちた。

　こんな地獄みたいな世界の真ん中で、祖母は恐ろしさで動けなくなっているに違いない。早く見つけて守ってあげたかった。

　少年は、小さな身体からだにほんの少しだけ流れている魔物の血を強く意識する。ぴんとつり上がった猫ねこのような瞳を限界まで開くと視みえてくる。その右眼だけが建物や樹木を透かし視て、遥はるか遠方までをとらえた。大だい丈じよう夫ぶ、祖母はもう見つかる──。

「なんにも視えない」

　違う。少年は知りたくもないことに気づいてしまい、唇くちびるをきつく嚙かみしめる。

　なにも視えないのではない。もう、誰だれもいないのだ。

　祖母も魔物も町も、なにもかも帝国軍に焼き尽つくされてしまった。

「……う、うぅっ……」

　恐きよう怖ふとも絶望とも違う、明確な怒いかりを覚えて身体がぶるぶると震ふるえだす。少年の綺麗なすみれ色の瞳を濡ぬらすものは悲ひ涙るいではなく悔くやし涙なみだだった。

　小さな拳こぶしで酒樽を思いきり殴なぐると、それが均きん衡こうを崩して倒たおれ、少年は外に放ほうり出された。

　顔を地面に打ちつける。熱を含ふくんだ土が口の中に入ってくる。猫の瞳からぼろぼろと出てくる悔し涙が熱い土に染み込んでいく。

　──こんなところで死ぬもんか！

　絶対に生き延びて、祖母や黒猫族の仲間、魔物たちの仇かたきを討うってやる。そう強く思いながら口の中の土を吐はき出していると、家屋を壊こわす乱暴な音がして、びくりと身をすくませた。

　帝国軍が残党を捜さがしているのだろう。奴やつらは魔物を根絶やしにしたいのだ、見つかったら今ここで狩かられてしまう。少年が倒れた酒樽に急いで潜り込もうとしたときだった。

「誰か！　誰かいないか!?　殺さない、必ず助ける！　生きてるなら声を出せ！」

「え……？」

　女の人の声だった。一帯に重く澱よどむ煙や灰燼をものともしない、遠くまでよく通るその声があまりにも綺麗だったので、少年は思わず振ふり向むく。

「あっ！」

　互たがいの姿を認め合い、少年と同時に声をあげたその女性は物もの凄すごく背が高かった。おそらく十五テナー（約二百センチ）はある。

　──もしかして、魔女？

　しかしそのあとすぐに、やはり違うかもしれないと少年は思い直した。

　黒猫族の町をおとずれる魔女たちは一人違たがわず黒くろ髪かみで黒か紫むらさきの瞳をしていて、見上げるほどの長ちよう軀くと、痛々しいまでに瘦やせた蒼あお白じろい肌をしていた。そして皆みなとても物静かで儚はかなげだった。

　少年のところへ駆かけ寄ってきた女性は、長軀であること以外その特とく徴ちようが当て嵌はまらない。

「坊ぼうや、よかった！　怪け我がをしてるなら見せてごらん。すぐに治してあげる」

「だい、じょうぶ……」

　少年は、頰についた土を拭ぬぐってくれる美しい女性を見上げた。

　歳は二十歳はたち前後のようだ。柔やわらかそうな生き地じを幾いく重えにも重ねた黒のロングワンピース、そこからのぞく長い手足は瘦せているわけではなく、きゅっと引き締しまっている。ただでさえ長身なのに驚おどろくほど高いピンヒールのブーツを履はき、大小の宝石がちりばめられたネックレスやブレスレットを幾いくつも重ねてつけていた。

　黒のキャペリンハットからあふれ出る、強く巻かれた長い赤毛はまるで揺らめく炎のようだ。エメラルド色に煌きらめく瞳と、それを彩いろどる瑠る璃り色いろのシャドウ。真っ赤なルージュをひいた唇。

　そして、漆しつ黒こくのネイルが艶つやめく左手には、生き血で染めたみたいに鮮あざやかな朱しゆ色いろの鉞まさかり──。

「やっぱり……ま、魔女？　もしかして……、──ジゼル、さま？」

「おや、驚いた。こんな幼いのにあたしを知ってるのかい？　〝さま〟は余計だけどねえ」

「うそ……！」

　自分で言っておきながら、すぐには信じることができなかった。

　黒髪と黒い瞳ひとみ、瘦せた蒼白い身体、物静かで儚げなその姿形──魔ま物ものたちのあいだで認にん識しきしている魔女とは正反対の風ふう貌ぼうをした、ただ一人の魔女・ジゼル。

　彼女がひどく目立つ格好をしているのは、政府や魔物狩りの目を自分に向けさせるためだという。しかしジゼルは決して狩られることのない一族最強の魔女。左手に持つ朱色の鉞は、魔物や人間の寿じゆ命みようを断たち切ることができるという、最強位の魔女の証だった。

「本物の、ジゼル……？　すご、い……！」

　伝説とも謳うたわれる魔女が目の前にあらわれて、少年の心臓は壊れんばかりに高鳴る。

　なにもかもを失った身であることも、強い怒りや恨うらみも一いつ瞬しゆん忘れてしまうほどだった。

　ばくばくと鳴る少年の心臓の音が聞こえたのだろう。ジゼルは笑えみを浮うかべて訊ねてくる。

「あたしのこと、誰かから聞いたのかい？」

「ば、ばあちゃんが教えてくれたんだ。最強位の魔女ジゼルは絶世の美女で、魔女とは思えないようなぎらぎらの派手な格好をしていて、左手に朱色の鉞を持ってるんだよ、って……」

「あはは、全部当たってるじゃないか」

　比類なき美女であり一族最強の魔女・ジゼルは、地じ獄ごくみたいなこの場所でも明るい声で軽快に笑う。その貌かおは現世のものとは思えないほど綺き麗れいで、少年は頰を赤くして見み蕩とれてしまった。

「おまえは黒くろ猫ねこちゃんだね？　ここにいては帝てい国こく軍に見つかる。すぐに離はなれよう。残念だがあたしたち以外に生きている者はもういない」

　ジゼルは周囲をきっと睨にらみつけながら鉞の柄えに手をかざし、撫でるような仕草をした。

　魔女の掌てのひらから星ほし屑くずのようなものがきらきらとこぼれ落ちてきて、柄だけがすうっと長く伸のびる。その鮮やかな魔術に気を取られていると、鉞の柄に跨またがったジゼルに抱だき上げられた。

「鉞で飛ぶの？　箒ほうきじゃないの？」

「魔女はみんな自分の乗りたいものに乗るのさ。鉞でも箒でも、人間の骨でもね」

　ジゼルがピンヒールで地面を蹴けると、少年は自分の身体まで軽くなったように感じた。

　少年とジゼルを乗せた鉞は煙けむりと熱風を切り裂さいて物凄い速さで上じよう昇しようする。その勢いに小さな身体を攫さらわれそうになってジゼルにすがりつき、ぎゅっとまぶたを閉じた。

　頰を強く撫でてゆく風に熱さを感じなくなり、少年はまぶたを開く。熱風は消えても、眼下に広がるのは一面の焼け野原と、所々にかろうじて形を残す真っ黒な家屋だけだった。

　本当に町がひとつ消され、大切な人たちは跡あと形かたもなく焼かれてしまった。亡なき骸がらを集めて悼いたむことすら許されない。

　ジゼルとの思いがけない出会いでわずかに治まっていた、強い怒りがふたたび湧わいてくる。

　幼い少年はそれを抑おさえる術を知らなかった。

「ねえ、どうして人間は魔物も町も燃やすの!?　誰も悪いことしてないのにっ」

「本当にね。おまえの言う通りだ」

　ジゼルは勢いを失わない炎ほのおを忌いま々いましげに見おろし、憤いきどおりに眉まゆをひそめる。

「あたしのせいだよ。あたしに頼たのまれて魔物を匿っていたことが、政府の奴らにばれたんだ。だからこの町そのものが魔ま物もの狩がりの標的になってしまった。ここは表向きは完全な人間の町で、黒猫族の末まつ裔えいが暮らしていることは奴らだって知らないのに……帝国軍は本当に容よう赦しやがない。許しておくれ。あたしのせいで、おまえの家族も仲間も殺されて──」

　そう言いながら少年を見てくるジゼルが、驚いたとばかりに目を瞠みはる。少年はすでに涙を瞳の奥に閉じ込めて、怒りのあまり歯をぎりぎりと鳴らしていた。

「おまえ、悲しくないのかい？」

「悲しくない。悔しいよ！　ジゼルのせいじゃない、人間が悪いんだ。ばあちゃんや仲間を殺した人間を俺は絶対に許さないっ」

「おや、ずいぶん剛ごう毅きだこと」

「俺、魔物を守りたいんだ。でも、なんの力もない……」

　なぜ自分はこんなにも幼くて無力なのだろう。人間への恨みは、弱い自分自身への恨みでもあった。魔ま力りよくが宿っていても、この右眼だけでは一いつ匹ぴきの魔物すら守ることができない。

　俯うつむく少年の右の眦にジゼルの指が触ふれる。猫の瞳で見つめた魔女は、にっこりと笑っていた。

「黒猫の魔眼だね？　綺麗なすみれ色をしている。あたしはたくさんの宝石を見てきたけど、おまえの瞳ほど美しいものはなかったよ。バイオレット・トパーズ──うん、いい魔眼だ」

　あまりにも微び弱じやくで祖母以外は誰も気づかない少年の魔力を、魔女は簡単に見つけてくれた。

「でも、眼がよく視えるだけじゃだめなんだ。俺にもっと強い魔力があったら、魔物を襲おそう人間をみんなやっつけてやるのに」

「……その強い心さえあれば充じゆう分ぶんだ──」

　そう独り言のようにつぶやくジゼルに、意を決した少年は前のめりになって訊たずねる。

「ジゼル、教えて。どうしたら竜りゆうみたいな強い魔物になれるの？　ばあちゃんも、誰も知らなかったんだ。ジゼルは知ってるんだよね？」

「ああ、知ってるよ。あたしはね、強い竜を守る方法だって知ってる」

「うそ……！　すごい！　お願い、教えて！　俺の名前は──」

　名乗ろうとする少年の唇に、漆黒のネイルが艶めく長い人差し指があてられた。

　魔女は、ぞっとするほど綺麗に嗤わらう。

「おまえに過去と名前を棄すてる覚かく悟ごがあるのなら、あたしが立派な魔物に育ててやろう」

　それはとてつもなく残ざん酷こくな要求であるのに、どうしてか少年には甘美なものに聞こえた。

　魔物を守るための代だい償しようにしては軽いとすら思った。そんなもの、今すぐ棄ててやる。少年は一いつ片ぺんの迷いもなくうなずいた。

「うん！　俺、魔物になって必ずみんなを守ってみせるよ」

「よし。今ここで過去を棄てるんだ。今日までの出来事を口にして嘆なげきでもしたら、あたしはこの鉞でおまえの寿命を断ち切るよ」

「大丈夫、嘆くなんてそんなこと絶対にしない。強い魔物になれるなら、なんだって耐たえてみせるよ。ジゼルの鉞にだって誓ちかえる」

「あはは！　いい子だ、リーゼ」

　ジゼルはまた軽快に笑う。そして少年にとても素す敵てきな名前をくれた。

「おまえの名はリーゼ。魔女の古い言葉で〝永遠とわの守もり人びと〟を意味する。リーゼ、あたしの黒猫、あたしの息子むすこ。──最後の弟で子しだ」

「はいっ」

「いいかいリーゼ、魔女の一族はこういうとき『イエス・マム』って言うんだ。母親にも師し匠しようにも姐あね御ご衆にも、目上の者にはそう返事をするのがしきたりさ。言ってごらん？」

　それは母親に教えてもらう初めての呪じゆ文もんだった。これを唱えたらリーゼは魔女の一族になれる。そんな気すら起きるくらい、すばらしい呪文だと思った。

　この先、少年は多くの覚悟を決めることになる。その最初の覚悟──過去を棄て、最強位の魔女を母親とし、魔物たちを守り抜ぬく──そうかたく心に決めて、リーゼは唇くちびるを動かした。

「イエス・マム」

「ふふっ……、よしっ！」

　綺麗に微笑ほほえむジゼルがパチンと指を鳴らすと、リーゼはそのまま眠ねむってしまった。

　そのときジゼルが魔術をかけたのだろう。リーゼは七歳より前の記き憶おくがうっすらとしか残っていない。でも、眠るリーゼの額を撫なでながら言ったジゼルの言葉は、一句違たがわず憶おぼえている。

「リーゼ、早く大きくおなり。あたしはおまえに託たくすって決めたんだ。おまえなら必ず使いこなせる。あたしたち魔物の最後の希望、〝ドラゴンギルド〟を──」
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「ここでいい。停とめてくれ」

　辻つじ馬車をおりて料金を多めに支し払はらってやると、御ぎよ者しやは「どうぞまたご贔屓ひいきに」と言ってゆっくりと馬を歩かせていった。夜よ露つゆに濡ぬれた石いし畳だたみを打つ蹄ひづめの音が小さくなってゆくのを聞きながら、懐かい中ちゆう時計を確認する。午前三時半──。パチンと音を立てて閉まった時計をウェスト・コートのポケットに入れ、リーゼはホテルを見上げた。

「ばかみたいに高いもんばっか建てやがって」

　アルカナ・グランデ帝国に興おこった産業革命は絶頂期に向かって、日々怒ど濤とうの勢いで科学を進歩させ生産技術を革新させている。その躍やく進しんを誇こ示じするように、帝てい都とには高層建築物が次々と建てられていた。先達て竣しゆん工こうした、帝都の中心にそびえる巨きよ大だいな時計塔とうもまた然しかりで、天を衝つくほど高いそれにリーゼは少々辟へき易えきしたくらいだった。

　今もまたあきれながら見上げている高級ホテル、その最上階に並ぶ窓にひとつだけまだ明かりが灯ともっている。リーゼはその部屋を目指してホテルに入った。

　しんと静まり返った深夜の受付に男が二人だけ立っている。

「お、お客さま……？」

　仕立ての良いテール・コートとウェスト・コートに、アスコットタイを結ぶその姿は執しつ事じにしか見えないだろう。白く秀しゆう麗れいな顔立ちと、きちんと束ねたポニーテールを揺ゆらすさまは、一見しただけでは男か女かわからないらしい。不本意だが華きや奢しやに見られがちの細身、しかしその右手には禍まが々まがしいほど朱あかい鉞まさかりを持っている。

　真夜中にあらわれた闖ちん入にゆう者の、そのアンバランスさに二人の男は一様に困こん惑わくの表情をした。

　そんな男たちの視線などまったく気にせず、リーゼは受付を横切ってエレベーターホールへと向かう。昇しよう降こう機に乗り込み、最上階のボタンを押した。

　チン、と短い音を立てて扉とびらが開くと、リーゼは長い廊ろう下かを迷いなく進む。

「お待ちくださいませ、お客さまっ」

　すると腹の出た禿はげ頭あたまの男が血相を変えて駆かけ寄ってきた。リーゼの持つ鉞を見た受付の男たちはさすがに不ふ審しんを抱いたのだろう、支配人に報告したようだ。

　支配人と思おぼしきその男はリーゼが二十歳にも満たぬ小こ僧ぞうだと気づいても、ホテルキーパーとしての礼節をぎりぎりのところで弁わきまえる。

「お客さま！　困ります！　このような深夜に……お休みになられている他ほかのお客さまにご迷めい惑わくがかかります！」

　リーゼは心の中で舌打ちをした。俺ならおまえのそのでかい声で目が覚めちまうがな、と苛いら立だったがそれは欠片かけらも表に出さず無視に留めおく。

「面めん倒どうはかけません。速すみやかに終わらせますので」

　目的地である部屋の前に着くと、扉に顔を寄せた。室内にいる者の声を聞くためではない。その姿を視みるためだ。リーゼは猫ねこのようにぴんとつり上がったすみれ色の瞳ひとみを限界まで見開き、扉の向こうを睨みつける。

　──視えた。

　裸はだかの女二人はどうでもいい。用があるのは女たちと戯たわむれる一人の男だ。

　否いな、正しくは一匹の竜──長い三つ編みと、その金髪ブロンドから出ている堂々とした角。広い背に浮うかぶ緑色の鱗うろこ。

　まちがいない、サリバンだ。

　支配人は自分が無視されていることにようやく気づき、ヒステリックな声を出す。

「け、警察を呼びますぞ！」

「かまいませんがホテルの評価が落ちるのでは？　それに、中にいる者は弊へい社しやの軍人です」

「ぐ、軍人？　……お、おいっ、おまえ、いいかげんに──」

　ふたたび支配人を無視する。一発で仕留める自信があった。ぴかぴかに磨みがき上げられ誇ほこらしげに光る金のドアノブに向かって、リーゼは鉞を勢いよく振ふりおろす。

「ああっ……」

「きゃあぁっ！」

　バキン、と金属が割れる音に、支配人の悲ひ愴そうな声と女たちの悲鳴が重なった。おかげで扉を蹴け破やぶる音は小さめにできたと思う。それらに一歩以上も遅おくれて飄ひよう々ひようとした声が聞こえてきた。

「わあ、うそぉ？　リーゼ？」

「てめぇ、何日無断外がい泊はくすりゃ気が済むんだ!!」

　突とつ然ぜん入ってきた執事みたいな細身の男、その眉び目もく秀しゆう麗れいな姿からはおよそ想像のつかない口の悪さと怒ど号ごうに驚おどろいたのか、女たちの悲鳴がぴたりとやんだ。怒ど鳴なられたサリバン本人はけろっとしている。

　認めたくはないが、風の竜・サリバンは超ちよう絶ぜつがつくほどの美竜だった。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような、神秘的な美しさを宿す緑色の鱗。すらりとした首と、風を編む長い鉤かぎ爪づめ。凪ないでいても常に揺れる豊かな鬣たてがみは、風を生み出し自在に操あやつる風ふう竜りゆうの証あかしだった。

　その鬣は、人型のときには砂金で染め上げたようにきらきらと輝かがやく金髪になる。同色の長いまつげと、整った鼻び梁りよう。竜のときも人型のときも変わらないその端たん麗れいさは、竜の一族で一、二を争うと言っても過言ではない。

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、土竜ゲノムス、風竜シルフイード──よっつある竜種の中で、シルフィードは気まぐれな性格を持った美男子が生まれる傾けい向こうにあると聞いたが、中でもサリバンの美び貌ぼうはずば抜けていた。

　本人はそれを充じゆう分ぶんに理解し、その容姿を利用して何十年ものあいだとんでもなく淫いん蕩とうな暮らしをしてきたようだ。サリバンが「一人で眠るの大きらい」と公言し夜ごと男女問わずベッドをともにすることは、竜の一族のあいだで至し極ごく普ふ通つうに浸しん透とうしているらしい。ただ、ベッドで一いつ緒しよに眠る以外になにをしているのか理解できていない竜もいるが。

　自由気ままな風竜が、たとえ聞くに堪たえないほど淫いん靡びで爛ただれた生き方をしてきたのだとしても、それはリーゼに関係ないし重要ではない。

　重要なのは今である。サリバンは、もうただの竜ではない。

　結社〝ドラゴンギルド〟の従業員であり、帝てい国こく軍に所属する軍士なのだ。

　今までのように連夜の所在不明は許されない。与あたえられた〝巣〟で休み、朝になれば遠えん征せい地へ出動しなくてはならなかった。

「ドアの修理費はギルドまで請せい求きゆうください。修理中、使用できないこの部屋の宿しゆく泊はく代金も合わせて請求いただいてけっこうです」

　女たちと同様、ぽかんと口を開ける支配人にリーゼは自分の名めい刺しを手て渡わたす。

「ギルド!?　ギルドって、あの結社〝ドラゴンギルド〟？　あんたが、筆頭バトラー!?　信じられん、若すぎるだろうっ。いったい幾いくつなんだ？」

　いよいよ興奮した支配人は、頼たのみもしないのに名刺に記き載さいされた内容を大声で読み上げる。他の宿泊客が目を覚ましてしまったなら、七割がたこの男の責任だろう。

　リーゼは十八になったばかりだがそこまで答える義理はない。みたび支配人を無視して室内に散らばっているサリバンの衣服──ドラゴンギルド専用の軍服を拾いはじめる。

「ねぇ、リーゼ。まだかかるの？」

「………」

　乙女おとめたちと戯れ足りないと駄だ々だを捏こねるサリバンを無理やり引っ剝ぺがして連れ帰るつもりでいたのに、なぜかリーゼがサリバンを待たせる状じよう況きようになっている。ひどく不本意なそれに首をかしげながら、ドラゴンギルドの紋章エンブレムがついた上着、パンツ、黒革のロングブーツを拾った。

　組んだ長い脚あしをぶらぶらさせるサリバンは乙女たちに完全に背を向けて、軍服を拾うリーゼをじっと見つめてくる。つい今しがたまでベッドでからみ合っていた相手に、なぜそんな冷たい態度がとれるのかリーゼには理解できない。怯おびえている乙女たちが気の毒になってくる。

　宥なだめるくらいしてやればどうだとリーゼが気を遣つかう羽目になった。

「帰るぞ。竜りゆうになれ」

　軍人用の手て袋ぶくろを軍ぐん帽ぼうに突つっ込みながら言うと、サリバンはその端たん整せいな顔ににっこりと笑えみを浮かべて立ち上がった。

　長く美しい三つ編みが揺れ、裸ら体たいがあらわになる。見上げるほどの長ちよう軀くと、引き締しまった身体からだの所々には緑色の鱗が煌きらめく。そして、おそらくこの不ふ埒らちな竜だけの特とく徴ちよう──だだ漏もれの雄おすの色いろ香かに、怯えていた乙女たちのみならず支配人まで感かん嘆たんの溜ため息をつく。

　リーゼだけは、猫みたいな瞳を半開きにしてあきれた。

　成体の竜は人型をとれるが人間とは骨格の作りがまるで違ちがう。手足の長さや太さ、胸むな板いたの厚さや性器の大きさ、歯し牙がの数や硬こう度どまで、人間の規格にはまったく当て嵌はまらない。

　その平均身長は十五テナー（約二百センチ）もあり、そこからさらに伸のびる角は、人間を基準にして造られた家屋の扉に必ずぶつかってしまうほどだった。

　人間とは形の異なる、縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳が見おろしてくる。その視線はリーゼの顔から両耳につけた紫水晶アメジストのピアスへと移り、最後に右手に持つ朱しゆ色いろの鉞をとらえた。

「そんな物ぶつ騒そうなもの持ってる子を乗せるわけないでしょ。ここに置いてって」

「これはジゼルのだ。そこらの安物と一緒にするな。いいからさっさと飛べ」

　鉞には魔ま女じよの力が消え残っていて、リーゼでも柄えを伸び縮みさせることができる。普ふ段だんは短くしている柄をサリバンの目の前で少しだけ伸ばし、それで竜の背を軽く叩たたいてみせた。

「もうっ……、ほんと乱暴なんだから」

　サリバンはそうぼやきながらも、乙女たちのことは見向きもせずに窓辺へ歩いていく。彼女たちとの情事に未練は欠片もないということは、ここにいる全員がわかった。

　サリバンは興味を失くしたものに対して冷れい淡たんになると感じたのはリーゼだけだろうか。　>>>♥

　今夜はリーゼが来たせいで気分が削そがれたのかもしれない。とはいえ、一言の挨あい拶さつもしないのは如何いかがなものかと思う。最低限の節度は弁えるべきだと思い、シーツを頭からかぶる乙女二人と、名刺とリーゼたちを交こう互ごに見る支配人に向かって深く一礼した。

「夜分に大変失礼いたしました。お風邪かぜを召めしませんよう。おやすみなさい」

　頭を上げると同時に、ばっ、と夜気を切る音が聞こえたので、リーゼは鉞の柄を元通り短くすると躊ちゆう躇ちよなく最上階の窓から飛びおりる。

　夜の闇やみの中なかでも充分見てとれるほどに、緑色の鱗が煌めく風竜は綺き麗れいだった。空中でリーゼをそつなく攫さらいその背に乗せると、サリバンは豊かな鬣をなびかせて翼つばさを広げる。

　飛び方すら洗練された美しいシルフィードに、部屋に残された者たちの「おぉ……」とか「すごぉい、ほんとに竜だったんだぁ」という声がしたが、それもすぐに聞こえなくなった。

　サリバンは真夜中の空を泳ぐように渡わたってゆく。

　時計塔とうが遠ざかる。それを中心に蜘蛛くもの巣すのように張り巡めぐらされた道路、ガス灯が点々と灯ともるそこを走る馬車は疎まばらだ。酒場や歓かん楽らく街がいにはこの時間も明かりが煌こう々こうと輝き、高級住宅地は暗く静かだった。

　──竜に乗って帝てい都とを見おろす日が来るなんてな……。

　そんなこと、一いつ瞬しゆんだって想像したことはなかった。

　最強位の魔女である母親と二人、森の奥深くにある住すみ処かで暮らしていた。毎日、美しい彼女をより綺麗にするための服を選び装そう飾しよく品を磨いて、手足の爪つめに色を塗ぬる。母親をたずねてくる魔女や竜や魔物たちの世話をし、魔ま物もの狩がりが起きたときは母親とともに現場に駆けつけて傷ついた魔物を助け逃にがす。

　そんな暮らしがずっと続くのだと、信じて疑わなかった。続くことだけを願っていたのに。

　母親は──ジゼルは、〝ドラゴンギルド〟を遺のこして死んでしまった。

　度たび重かさなる魔物狩りによって、魔物はどの種族もことごとく絶ぜつ滅めつの危機にさらされている。

　それを阻そ止しし彼らを守護できるのは、最強の魔物である竜以外にない。しかし竜の一族もまた絶滅寸前に追いやられている。なんとしても竜を守り、その生を繫つなぐたったひとつの手段──結社・ドラゴンギルドの設立は、ジゼルの数十年におよぶ悲願だった。

　竜や魔物をなによりも愛していたジゼルは、同じように魔物が好きで守りたいという強い意志を持った黒くろ猫ねこ族の少年と出会い、息子むすこにし──リーゼにドラゴンギルドを託たくして死んでいった。母親は竜のために、なにものにも代えがたいその強く美しい魔女の命をなげうったのである。彼女を喪うしなってまだたったの二か月しか経たっていない。そのあいだに、大好きだった竜たちのことをリーゼは疎うとみはじめていた。

「ホテルまで来るなんて驚いたなあ。熱ねつ烈れつに追いかけられて、ぼく愛されてるよね？」

　くすくすと笑うその声に思考を遮さえぎられた。サリバンがすらりとした首を少し傾かたむけ、瞳ひとみだけをこちらに向けてくる。風竜がぱちぱちとまばたきをすると、松の葉みたいな太く長いまつげがきらきらと輝きながら揺ゆれ、そこからまた新たな風が生まれた。

「でも、どうして居場所がわかったの？　ジゼルに教えてもらった魔術かなにか？」

「俺は眼めだけはいいんだ。おまえの行くところなんかどこでも透すけて視みえる」

「ええっ？　それほんと？」

　半分は噓うそで半分は本当だった。

　帝都は建物も生き物も多すぎる。リーゼの右眼に宿る魔眼でも、そこから一いつ匹ぴきの竜を見つけ出すことは難しい。しかし竜の兄弟たちは、精神を研とぎ澄すませることで互たがいがどのあたりにいるかを感じとり、遠く離はなれていても言葉を伝え合うことができる。竜特有の濃こい魔物の血と強い絆きずながそれを可能にするという。

　今こ宵よい、リーゼはサロメという水竜オンデイーヌにサリバンの居場所を訊たずねた。サリバンと同等の端麗さをしている竜とは彼のことだ。厳密に言えばサリバンは派手で煌びやかだが、サロメは優美で麗うるわしく、美しさの質は異なっている。リーゼが唯ゆい一いつ友人と呼べる竜でもあった。

　サロメと友人になったのは魔女の息子になってすぐのことだ。住処の近くを駆かけていて転び、石で脚をざっくり切ったところを助けてもらった。初めて会ったときの清せい麗れいさと淑しとやかな姿に、リーゼはサロメのことを雌めすの竜だと勘かん違ちがいしてしまう。脚が血だらけでもまったく泣かない強く小さなリーゼのことを、サロメはたいそう気に入り、口から不思議な水を出して血を止めてくれた。「自分で歩けるよ」と言ったが、サロメはリーゼを抱だいて魔女の住処まで一緒に帰ってくれる。紹しよう介かいする前に二人が友達になっていたことを知ったジゼルは軽快に笑った。

　サロメとはそこから十年の付き合いになる。今夜サリバンを連れ戻もどしたいと言うと、彼はすぐに居場所を教えてくれた。「部屋まではわかりませんが」と申し訳なさそうにしていたが、ホテルさえ特定してもらえたら充分だった。

「リーゼってほんとに怖こわいねえ。すっごく好みの綺麗な顔してるのになあ」

「言ってろ」

　乙女たちとの情事を強制終しゆう了りようされても、リーゼがぞんざいな口をきいても、サリバンは少しも怒おこらない。それどころか、なぜかとても楽しそうに笑った。

　ほどなくしてアルカナ大たい帝ていの住む宮きゆう殿でん群が見えてくる。リーゼは眉まゆをひそめた。

　中世特有の重じゆう厚こうで美び麗れいなゴシック様式を保持した、見る者の溜め息を誘さそう宮殿の群れには、政府の中ちゆう枢すう部があり帝てい国こく軍の総司令部がある。

　この宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが、産業革命の幕開けを導き出し、魔物たちの地じ獄ごくの門を開けた。そして、ジゼルは帝国軍の総司令部でみずから命を絶ったのである。

　竜を狩からせないための組織・ドラゴンギルドは、最強位の魔女の命なくして設立することは不可能だった──政府の人間や軍人とギルド設立の交こう渉しようを行うジゼル、魔女の血に染まりゆく契けい約やく書しよ、怒いかり狂くるう軍人たち──二か月前に宮殿群で起きたその凄せい絶ぜつな光景は、まぶたを閉じただけで嫌いやでも鮮せん明めいに浮うかんでくる。

　リーゼにとってはこの美しい宮殿群こそが悪と遺い恨こんの巣そう窟くつだった。

　アルカナ大帝の宮殿群を支えるように立つ岩山、その鋭するどく切り立った裏側に向かってサリバンが大きく旋せん回かいする。生き物が到とう底てい棲せい息そくできないこの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに、ドラゴンギルドはあった。

　断崖の下方には造られたばかりの、竜専用の発着ゲートがみっつ並んでいる。そのうちのひとつのゲートにサリバンは着陸した。

「髪かみ、編んで。ばらばらするのきらい」

「おまえ、編め編めばっか言ってくるな。自分で始末できねえなら短く切っちまえよ」

　ふたたび人型になったサリバンの重く長い金髪ブロンドを手早く編んでやる。しんと静まり返ったギルドのエントランスホールを抜ぬけ、艶つややかな飴あめ色いろの大階段を上がり、長い廊ろう下かを歩いた。

「どこまでついてくるの？　このままぼくの巣で一いつ緒しよに寝ねちゃう？」

「勘かん弁べんしろよ。──ここまでだ」

〝巣〟と呼ばれる、竜たちに与あたえられた巨きよ大だいで豪ごう奢しやな部屋。サリバンがそこに入るまでを見届ける必要があった。巣の大きな扉とびらが開かれる。ずっと持っていた軍服一式を手渡すと、今まで怒りもしなかった竜りゆうがここにきてリーゼを責めはじめた。

「ぼく、すべすべの肌はだに触ふれてないと眠ねむれないの。リーゼのせいだから、なんとかして？」

「起きてりゃいい。じき朝の打ち合わせだ」

「もぅ、追いかけてくるくせにつれないなぁ……。ほんと猫ねこみたい」

「猫？」

　その言葉に心臓が跳はねて、立ち去ろうとしていたのに足を止めてしまった。長軀のサリバンがわずかに細めた金色の瞳で見おろしてくる。

「ねえ、知ってた？　ジゼルが人間を養子にしたことって、魔物のあいだでたちまち噂うわさになったんだよ。初めてきみを見たときから、猫ちゃんみたいだなって、ずっと気になってたんだ」

「は……？」

　わずかな動どう揺ようを隠かくす。リーゼが黒猫であることは誰だれにも知られたくない、ジゼルと二人だけの大切な秘密だった。サリバンがそれに気づいたわけではなく、内心安あん堵どする。

　それにしてもいつ見られたのだろう。母親をたずねてくる竜の中にサリバンはいなかった。

「ジゼル以外の誰にも懐なつかない、なびかない、綺麗な猫ちゃん。どうしたらぼくのものになるのかなあって考えてたの」

「おまえ、なにを言って──」

　サリバンの長い指が顎あごの下に滑すべり込んでくる。指先でそこを撫なでられた。猫にすることをそのままされて腹が立ち、きっと睨にらみつける。

「ほら、その猫みたいな瞳。かわいいね。ぞくぞくしちゃう」

　もしかしたらサリバンはリーゼの正体に勘かんづいていて、鎌かまをかけているのかもしれない。

　この竜と二人きりにはならない方がいい。魔物の直感が働いた気がした。

　顎をいじってくる手を払はらい除のけるよりも一瞬だけ早く、もう片方の手で腕うでをつかまれる。

「おい。なにしやがる。放せ」

「すっごく綺麗なのに、こんなに強気でお口の悪い子なんてそういないよね。……ふふ。でもぼく、きみみたいな男の子をあんあん啼なかせるの大好き」

「いいかげん黙だまれ。放せ。手首を落とされたいのか？」

「威い嚇かくもかわいい。──じき朝なんでしょ？　それまでぼくと気持ちいいことしよ？」

　きつい苛いら立だちに、朱しゆ色いろの鉞まさかりを持つ右手に力が入る。

　サリバンにとってはさして変わらないのだろう。リーゼも、あの乙女おとめたちも。

　完全になめられている。

　ふざけるなと思った。ドラゴンギルドに所属する以上、サリバンは従業員でありその上司はリーゼである。ジゼルがそう決めたのだ。

「おまえの節操なしに文句はないがギルドには断じて持ち込むな。余所よそでやっとけ」

「あはは、筆頭バトラーに怒られちゃった。……でも難なん攻こう不ふ落らくっていいね。すごく燃える」

　何十年ものあいだ、この端たん麗れいで好色な竜に落とせない者なんて一人もいなかったのだろう。

　そして冷めてしまえば平然と背を向けるのだろうか。今夜のあの乙女たちにしたように。

　そんな刹せつ那なの色いろ恋こいや愛あい欲よくに、リーゼは関心がない。巻き込まれる気は毛頭なかった。

「……ねえ。竜のセックスに興味ない？」

　サリバンはなおも妖よう艶えんな流し目をして誘ってくる。本気で連れ込むつもりだ。

　片方の足が部屋に入りでもすれば、そこで組み敷しかれる。

　腕をつかんでくる力強さでそうわかったから、リーゼも本気で振ふり払い、自室へ帰った。




　　　　２




「いいかげん泣きやんだらどうだ？」

　翌日は朝から強い怒りによる頭痛に苛さいなまれた。確かく認にんした懐かい中ちゆう時計は午後三時を指している。

　ドラゴンギルドの最奥に作られた、筆頭バトラーの執しつ務む室しつ。ここにある応接セットのソファに、リーゼはかれこれ二時間も座っていた。自分の仕事場なのでなんら不自由はないが、柔やわらかなソファでもさすがに腰こしや尻しりが痛くなってくる。

　ローテーブルを挟はさんだ向かいのソファには、今朝帝国軍に捕ほ獲かくされ、正午過ぎにギルドへ輸送されてきた若い竜──否いな、幼い竜が、無理やり着せられたスモックの裾すそを握にぎって泣いていた。

　そのローテーブルには竜向けの雇こ用よう契けい約やく書しよとペンが一本、そして、ドラゴンギルドに所属するすべての竜とバトラーが目を通すべき〝鮮せん血けつの契約書〟があった。

「なにをそんなに泣く必要がある？　その紙にサインするだけだろ？」

　最強の魔ま物ものなのに、なにを怖がって泣いているのかリーゼにはよくわからない。

　帝国軍に捕つかまったことだろうか。魔女の血で染められた〝鮮血の契約書〟が、今にも滴したたり落ちそうなくらい血を含ふくんでいることだろうか。それとも、苛立つリーゼだろうか。

　──たぶん、全部だろうな。

　泣いている幼い竜の名はオーキッド。竜種は風竜シルフイード、もちろん雄おすだ。

　最強の魔物の名に相応ふさわしく、竜は雄しか生まれてこない。

　世界でたった一いつ匹ぴきの雌の竜──永生の竜母神ティアマトーが産み落とす雄の竜たちは、一匹違たがわず純血種であり、番つがうことも仔こを増やすこともなく一代で死んでいく。三百年近く生きるエドワード老ろうも、淑しとやかなサロメも淫いん奔ぽんなサリバンも、そして泣いてばかりのオーキッドも、同じ竜母神から生まれた兄弟だ。

　濃こい魔物の血で繫つながった竜の兄弟たちは四種類に分けられる。火竜サラマンダーは赤、水竜オンデイーヌは水色、土竜ゲノムスは琥こ珀はく色いろ、風竜シルフイードは緑──鱗うろこの色で竜種は誰にでも簡単に見分けることができた。

　しかしオーキッドについて竜種以外に得られた情報は少ない。この二時間ひたすら泣く彼がリーゼに語ったのは自分の名前と、二日前に初めて人間になれたということだけだった。

　竜は幼生体から成体に成長すると人型をとれるようになる。つまり、オーキッドは二日前まで幼生体──ちびの子供だったということだ。それはリーゼの目にもよくわかった。

　スモックからのぞく色白の手足は細くて頼たよりない。白いうなじや小さな肩かたに浮かぶ鱗は、芽め吹ぶいたばかりの若葉みたいな淡あわい黄緑色をしている。身長もリーゼと同じ十三テナー弱（約百七十センチ）しかない。竜とは思えない低さだ。

　薔ば薇ら色いろの頰ほおと短いくるくるの巻き毛。まだ伸のびかけの竜の角はその金髪に埋うもれていた。

　雄の竜にも魔物にも見えない、天使と聞かされた方がよほどしっくりとくる。

「よく聞け」

　泣くばかりでなにを訊きいても返事をしなくなったオーキッドに二時間も付き合ってやった。

　もう充じゆう分ぶんだろう。リーゼは話を進めることにした。

「おまえが今いるここはドラゴンギルド。竜と、彼らを補ほ佐さする人間による組織だ。組織形態は結社だがその位置は帝国軍の末まつ端たんにある。つまり、ドラゴンギルドに所属する竜は結社の従業員となり帝国軍の軍士となる。ただの魔物じゃなくなるわけだ。したがって『一匹』ではなく『一機』と数えられるようになる。支給する軍服一式とサーベルは着用厳守だ。竜を補佐する俺たち人間のことはバトラーと呼べ。ここまででなにか質問はあるか？」

　オーキッドは驚おどろいて、涙なみだで濡ぬれた大きな瞳ひとみをぱちぱちと瞬またたかせる。こんなに早口で淀よどみなく喋しやべる生き物は初めて見たと言いたげな表情だ。

　早口にもなる。リーゼはこの二か月間、竜たちに同じ説明を幾いく度どとなく繰くり返してきた。

「しつ、もん……？　わかん、ない」

「そうか。では続けよう。──ギルドと所属契約が成立したら魔ま物もの狩がりを免まぬがれ、帝国のために働くことになる。大規模な人災の鎮ちん静せい、火山噴ふん火かや竜たつ巻まきなど天災時における人命の守護、鉱毒・煙えん毒どく類の回収および浄じよう化か、超ちよう大型物資の輸送などが主たる仕事だ。竜たちには任務遂すい行こうの代だい償しように各おの々おの〝巣〟が与えられる。他ほか、趣しゆ味み嗜し好こう・遊ゆう戯ぎ・地位・名めい誉よ・議会での発言権・金のすべてを保障する。不便や面めん倒どうがあれば俺たちに言え。バトラーは竜の要望にすべて応こたえる」

「はつげん、けん……？　メイヨって、なに？　そんなの、いらない……」

「なら行使しなければいい。権利としては充分すぎると思うがな。サインするか？」

　そう言うとオーキッドはまた口を閉とざして俯うつむく。リーゼは彼に聞こえるようにはっきりと舌打ちをした。どうしても怒りと苛立ちを抑おさえることができない。

　竜が狩かられた──今朝その報告を受けたからだ。

　結社・ドラゴンギルドが設立されて約二か月。そのあいだ、帝国軍によって捕獲された多くの竜たちがここをおとずれ、去っていき、魔物として狩られた。

　ギルドに所属している限り、竜が帝てい国こく軍に狩られることは決してない。リーゼの母親であり最強位の魔女であるジゼルが遺のこした呪のろいによって、帝国軍は竜を狩ることができなくなった。

　それなのになぜ竜は狩られるのか。答えはひとつ。自分の意志でドラゴンギルドを抜ぬけるからだ。帝国軍は常にギルドを監かん視ししている。みずからここを脱だつ退たいした竜たちは、自由を得て一日も経たたないうちに狩られていった。

　現在ドラゴンギルドに所属する竜のうち、昨夜は三さん匹びきの竜が所在不明だった。サリバン、アデマール、ガーディアン──いずれも自由気ままな竜種・風竜である。

　サリバンはギルドを脱退する気はないが自由奔ほん放ぽうに生きていたころの癖くせがまったく抜けていない。そのため夜な夜な行方ゆくえをくらまし、ギルドを抜けた竜とみなされ狩られても文句は言えない状じよう況きようにあった。アデマールは脱退の意志を示してギルドを去った。ガーディアンは抜けたのか、ただの気まぐれで帰き還かんしていないだけなのかわからない。

　リーゼは判断を誤った自分を責めた。昨夜の様子を見る限り、サリバンが狩られることはなかったと思う。それよりもアデマールを追いかけ、ギルドに戻もどれと説得すべきだった。

　リーゼがサリバンを優先したばかりに──アデマールは今朝、死し骸がいとなって発見された。

　どこにもぶつけようのない怒いかりが己おのれの中に蓄ちく積せきされてゆく。

　ガーディアンが狩られたという報告はまだ入っていない。オーキッドにさっさとサインをさせ、ガーディアンを捜さがしに行きたかった。このあいだにも彼が狩られてしまうのではないかと気が気でない。苛立ちが増してくる。頭痛がひどくなる。リーゼはオーキッドの気持ちを完全に無視して話をどんどん進めていった。

「おまえがどの地域に飛んでどんな仕事をするのかは毎朝の打ち合わせで確認する。遠えん征せい地ちに出動して案件を片づけたら必ずここに帰還するんだ。俺たちバトラーがおまえを洗せん浄じようし、怪け我がや出血を発見するオーバーホールを行う。それが終われば議会だ。議会がない日は自由にすればいい。ただし自由にしていいのはギルド内のみだ。外出するときは必ずバトラーを同行させるか、私用発着願を事前申しん請せいし──」

「ま、待って、もう、わかんない。──お、お兄さまに会わせて……」

「お兄さま？　誰だれだ？」

「サリバン」

　ぐずぐずと泣き、言葉も拙つたないオーキッドがその名前だけはしっかりと言いきる。

　意外だった。頼るべき兄はエドワード老か、若年寄的存在であるサロメが適切だと思うが、オーキッドは迷いなくあの淫奔な竜りゆうを頼りとする。なにもかも恐おそれる幼い竜がここまで懐なつき心を開く存在がサリバンであるとは信じがたい。同じ竜種だからというわけでもなさそうだった。サリバンがオーキッドを甚いたく可愛かわいがり面倒を見ているということだろうか。

「彼は遠征地へ飛んでる。今ここにはいない」

「じゃあ……、サロメ、バーチェスでもいい、誰でもいいの。あなたの……人間の言うことはよくわからない、から……。お兄さまから聞きたい」

　──人間、ね。

　先刻からずきずきと痛むこめかみ、そこにある血管が切れるかと思った。

　オーキッドに罪はない。むしろ的確だ。

　もはや竜母神ティアマトーと並んで伝説と化した最強位の魔女・ジゼル。その息子むすこであるリーゼに魔力はほぼ皆かい無むであり、さして人間と変わらなかった。

　しかしリーゼは毎日魔物たちに接し、その世話をし、魔物のコミュニティで成長してきた。

　だから、的確ではあるが──『人間』と言われることに無む性しように腹が立つ。

「悪いがこの時間はみんな出動してる。それに、ここにいる竜はおまえとは違ちがう。ドラゴンギルドの従業員であり、アルカナ・グランデ帝国軍の軍士だ。会わせてやることはできない」

「いや、だ。あなた、すごくいじわる……、うっ、ぅ……」

「泣くなっ。成体になったら安易に涙を落とすなと兄たちに教わらなかったのか!?」

　堪こらえきれず大きな声を出してしまい、オーキッドの細い肩がびくっと揺ゆれた。

　竜の血は猛もう毒どく、涙は薬、精液は永遠の若さの源──アルカナ・グランデ帝国に生きる者でこの伝承を知らぬ者はいない。後者ひとつは噂うわさの範はん疇ちゆうを抜けないが、前者ふたつは魔ま物もののあいだでは周知の事実だった。帝国の人間も複数の実例を認めたと聞く。

　サロメやフォンティーンをはじめとする竜たちがジゼルのもとをおとずれ、彼女が差し出す薬くすり瓶びんに涙を落とすところをリーゼは何度も見てきた。

『竜の涙ってのはね、万ばん象しように影えい響きようを及およぼす劇薬なんだ。竜はそれをちゃんとわかってるから、絶対に泣かない。魔物に頼たのまれて初めて泣くんだよ』──竜の涙が入った薬瓶をリーゼに見せながら、ジゼルはそう教えてくれた。魔女たちはその涙を原料にして様々な魔薬を作る。形あるものを再生し命を延ばす薬も、なにもかも奪うばい破は壊かいする薬も。

「竜の涙は劇薬だ。それくらいおまえも知ってるだろうっ？　強大な魔物が他の魔物や生き物に与あたえる影響は大きい。おまえは最強の魔物である竜の自覚をもっと持つべきだ」

　オーキッドが花びらみたいな唇くちびるをきゅっと嚙かんで泣くのを我が慢まんした。

　とてつもなく重い沈ちん黙もくが執しつ務む室しつを覆おおう。

　ギルドを抜けて狩られたアデマール、所在不明のガーディアン、『人間』呼ばわりされたことへの、わけのわからぬむかつき──リーゼの苛いら立だちはピークに達した。

「サインしろ。拒きよ否ひすればここを出た途と端たん首と胴どうが離はなれて心臓を抉えぐり出されるぞ？」

「うそ。どうしてそんなひどいこと言うの？」

「噓うそじゃない。今朝も狩られたばかりだ。アデマール……知らないとは言わせない」

　同じ竜種の兄の名にオーキッドは身体からだをすくめ、首が折れそうなほどうなだれる。

　薄うすい鱗の浮うかぶ真っ白なうなじが震ふるえているのが、リーゼのところからも見てとれた。

「いやだ……怖こわい、こわい……。お兄さまに会わせて……」

「だめだ。サインしろ。サインできないなら今すぐ竜に戻れ。幼生体の飼育小屋に放り込んでやる。卵も幼生体もまだ見つかってないから飼育小屋の設置はあとまわしになってるけど、屋根と壁かべだけはできてるからな。そこで幼生体のふりしてろ。ギルド内にいれば狩られない」

「なんで……、なんであなた、そんなひどい言い方ばっかりするの」

　オーキッドはまた泣きだしてしまった。リーゼはソファにもたれて天を仰あおぎ、溜ため息をつく。

　──ジゼルなら、オーキッドになんの迷いもなくサインさせるんだろうな。

　ジゼルならどう話すだろう、どう動くのだろう──リーゼは折々にそう思った。それほどに竜たちの統制をとることもドラゴンギルドの運営も難しく、リーゼの細い肩かたに重く伸のしかかる。

　母親なら簡単にすることが、リーゼはなにひとつできない。

　今の自分はオーキッドと変わらない。若く稚ち拙せつでひどく未熟だということを思い知らされてばかりだった。

「………」

　ソファにもたれてまぶたを閉じていると、ドスン……という轟ごう音おんが執務室にも響ひびくようになって、竜たちの帰還が始まったことに気づく。

　ジゼルの考えに理解を示し、ドラゴンギルドの設立に協力してくれた人間──同どう僚りようのバトラーは六人と非常に少なく、帰還した竜たちの洗浄とオーバーホールはバトラーを総動員してもまわらない。リーゼも今すぐゲートへ行かなければならなかった。

「サインしろ……悪いようにはしない。狩られることも絶対にないし好きなだけお兄さまたちに会えるようになる。ここで──ギルドで一いつ緒しよに暮らすんだからな」

　リーゼはまぶたを閉じたまま、なかば投げやりにつぶやく。これでもオーキッドがサインしないのなら本当に飼育小屋に放り込むしかない。恐れ震える小さな竜を、断じて狩らせるわけにはいかなかった。

　カタ、と音が鳴ったのでリーゼはまぶたを開く。うなだれたままのオーキッドが、それでもゆっくりとペンに手を伸ばしていた。

　説得できたとは到とう底てい思えなかった。泣き疲つかれたオーキッドが根負けしただけのことだ。

　でも今はもうそれでかまわない。リーゼには手段を選ぶほどの余よ裕ゆうも経験値もなかった。

「サ、サイン、って……、なにを書いたらいいの……？」

「自分の名前だけでいい。──綴つづり、わかるか？」

　できるだけ声を柔やわらかくして訊きいてやると、天使みたいな魔物は上うわ目め遣づかいをして首を横に振ふる。リーゼは立ち上がって移動し、オーキッドの隣となりに腰こしをおろした。

　ペンに触ふれるのも初めてなのだろう。五本の指で握にぎりしめるような奇き妙みような持ち方しかできない、そのぶるぶると震えるオーキッドの手に自分の手を重ねる。

　そうして一緒にペンを動かし、〝ORCHID〟と書いてやった。

　サインが入った雇こ用よう契けい約やく書しよを帝国軍の総司令部に提示すれば、この可愛らしい竜が狩られることはない。深く息をついていると執務室の扉とびらが強くノックされて、バトラーのクロードが入ってくる。防護服姿のまま発着ゲートから駆かけてきたようで、息を切らしていた。

「ガーディアンが帰ってきたぞ！」

「なに、本当かっ？」

「ああ。怪我もしてないみたいだ。よかったな！」

　大きな安あん堵どと同時に、気を揉もまされた分の怒りが込み上げてきた。

　オーキッドの手はまだ震えている。彼のことは優やさしいクロードに任せた方がいいと思った。

「クロード、こいつに新しい巣と軍服一式を手配してやってくれ。名前はオーキッド。ちょうど今、契約書にサインした」

「よし、わかった」

「ま、待って……！　どこ行くの、お兄さまに会わせてくれる約束──」

「わかってる。誰か行かせるからおまえは自分の巣で待っとけ。絶対に巣から出るなよ」

　そう言い捨てて発着ゲートへと走る。

　みっつしかないゲートに竜が五ご匹ひきもいるのが見えて、リーゼは舌打ちをした。

　バトラーたちが懸けん命めいに考えて発着スケジュールを組んでも、竜はそれを無視して勝手ばかりする。毎日、竜たちの帰き還かんが始まるとゲートと脱だつ衣い室しつは戦場と化した。

　ゲートに足を踏ふみ入れる。サリバン、エドワード老、キュレネー、シーモア──帰還した四匹の竜の中に、ガーディアンが交ざっていた。

　ゲート内にいる竜のまわりには防護服姿のバトラーたちが立っている。リーゼはサリバンの前まえ脚あしを跨またぎキュレネーの尾おを飛び越こえて、その先にいるガーディアンを怒ど鳴なりつけた。

「どこでなにをしていたんだっ！　勝手な真似まねをするな!!」

　無断外がい泊はくした自覚があるのだろう、いづらそうにしていたガーディアンだが、その怒ど号ごうを受けて表情を一変させた。縦長の瞳どう孔こうをぎゅうっと細くした、巨きよ大だいな金色の瞳ひとみが見くだしてくる。

「なんだよ……一日戻もどらないのがなんだってんだ？」

「ギルドを抜ぬけたら狩かられるんだぞ！　仕事以外はギルドにいろ！」

「おまえ、ギルド、ギルドうるさいんだよ。俺たちは今まで魔物も人間も守ってきた。なんでギルドなんかに縛しばられて強制されなきゃならない？　俺たちの身になって考えてみろ」

　言われなくても充じゆう分ぶんすぎるほど考えている。もう考えたくもないのに、リーゼの頭の中はジゼルが遺のこしたドラゴンギルドでいっぱいだった。魔物たちを想おもって死んでいった彼女のためにも、竜りゆうの数をこれ以上減らすわけにはいかなかった。

「俺はおまえたちを心配してるんだっ」

「それのどこが心配してるんだよ。おまえは頭ごなしに怒鳴ってばっかりだ。シーモアなんか本気でおまえにびびってんだぞ」

　そのシーモアは大きな前脚で自分の両目を覆い、どうやっても隠かくしきれない竜の巨きよ体たいを懸命に縮こまらせてバトラーの背に隠れていた。温おん厚こうで真ま面じ目めな性格を持つ土竜ゲノムスたちの中でも、シーモアはひときわ優しいが、ひどく臆おく病びようでリーゼにはいつも一定の距きよ離りをおく。

　竜たちがリーゼを疎うとましく思っていることはよくわかっていた。リーゼとてあんなに好きだった竜に今は怒いかりすら覚えるときがある。ずきずきと痛む頭に血がのぼる。なぜ竜はギルドを去っていくのだろうか。竜がいなくなったら、ジゼルが遺したドラゴンギルドは──。

「おまえたちが狩られたらギルドはどうなる！」

「うるさい！　ギルドがどうなろうが知るか!!」

　ガーディアンが怒鳴りながら風を生む。ごうっ、と突とつ風ぷうが吹ふいて、一いつ瞬しゆんだけ閉じてしまったまぶたを開けると、そこにガーディアンはいなかった。

「あらら、飛んでっちゃった……。せっかく帰ってきたのにねえ」

　四し肢しを折って悠ゆう々ゆうと座り、すらりとした首を空へ向けたサリバンがのんびりとつぶやく。

「追いかける！　サリバンっ、俺を乗せて飛んでくれ」

「ほっとけば？　追いかけたら余計戻ってこなくなるよ？　明日あしたにはまた帰ってくるって」

「おまえ、同じ竜種の兄弟が狩られてもいいのか!?　戻ってくる保証がどこにある」

「同じ竜種だからわかるんでしょ？　誰だれもがリーゼに追いかけられて嬉うれしいわけじゃないよ。ぼくは嬉しいけど。──でもガーディアンは嫌いやだと思う。さっきの言い方はよくないよ」

　完全に兄弟の肩を持つサリバンに冷めた瞳で諭さとされて、体温がにわかに下がった気がした。

「キュレネー、エドワード老っ……」

　残る二匹にも乗せてくれるよう頼たのんだが、キュレネーはサリバンに同意を示すように黙だまって首を横に振り、エドワード老はとても悲しそうな瞳で見つめ返してくる。

「……っ」

　防護服姿のバトラーたちもどうすればいいのかわからないようで皆みなそこに立ち尽つくす。

　ひどく気まずい空気を破ったのは、焦あせった様子で走ってくるバトラーのコレットの声だった。

「リーゼっ。また帝てい国こく軍から呼び出しだ。今すぐ来いって……！」

「くそっ、次から次へと……。おい、誰かオーキッドのところに行ってやってくれ！　午前中に捕ほ獲かくされてさっき契約書にサインした。今は巣にいて、兄の誰かを──」

　リーゼが言い終わらないうちに、のんびりと座っていたサリバンが瞬しゆん時じに人型になった。

「噓だ、……オーキッド！」

　長く重たい髪かみを三つ編みにもせず、濡ぬれた身体もそのままに部屋へ向かって駆けだす。弟が泣いていると察知したのだろうか、一瞬だけ見えたその横顔には強い焦しよう燥そうの色があった。

　いつも飄ひよう々ひようとしたサリバンがあんな表情をするなんて──ひどく意外に思いながら、リーゼは帝国軍の総司令部へ行くため反対の方向へ走りだす。

　総司令部までの道は嫌きらいだった。

　ジゼルと二人で歩いたその帰り、リーゼは母親の亡なき骸がらと血の滴したたる〝鮮せん血けつの契約書〟を抱だいてこの道を駆けた。ほんの二か月前のことだ。

　そのときの母親の軽さは、今もまだこの両りよう腕うでにはっきりと残っている──。
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　──その日の朝、寝しん室しつから出てきたジゼルが、彼女の生来の色である黒くろ髪かみと紫し紺こんの瞳をしていたので、リーゼはとても驚おどろいた。

　普ふ段だん、髪や瞳の色をくるくると変えて楽しんでいるジゼルの、その本来の姿を見たのは数えるほどしかない。でもリーゼはこのジゼルが一番好きだった。瞳の色が似ているので、本当の親子みたいに思えるから。

　ジゼルの服を選び長い髪を結ゆい、装そう飾しよく品をつけて手足の爪つめにネイルを施ほどこすのはリーゼの仕事だった。リーゼは毎日そうしているように、母親に訊たずねる。

「ネイル何色にする？」

「おまえの瞳と同じ、綺き麗れいなすみれ色にしておくれ」

「──っ!?　なんで……!?」

　それは母親と息子むすこのあいだだけで取り決められた合図だった。

　ジゼルがすみれ色のネイルを選ぶとき、それは、みずからの命をなげうって〝ドラゴンギルド〟を創つくるとき──その合図だった。でも──。

「もっとずっと先って……俺が大人の男になるまで絶対に創らないって言ったじゃないか！」

「おまえはあと二十日もすれば十八になるだろう？　それで充分だ。──もう待てない。帝国軍は竜を狩ることに躍やつ起きになってる。昨夜も二匹やられた。このままじゃ二十日も経たたないうちにティアマトーだけを残して竜の一族は絶ぜつ滅めつしてしまう。そうなればなにもかも終わりだ」

「だからって魔ま女じよは絶滅していいのか!?　もうジゼルしかいないのに！」

「あたしが死んでもおまえが生きている限り、魔女の一族は決して絶えやしないよ」

「ちがう！　そんなのまちがってる！　ジゼルが一番わかってるだろ？」

　強い魔物になって必ずみんなを守ってみせる──そう約束をして名前をもらい、息子にしてもらったのに、リーゼはその約束を果たせていない。

　ジゼルにどれだけたくさんのことを教えてもらっても、魔術をかけてもらっても、右みぎ眼めの魔眼以外に力は宿らず、リーゼはほとんど人間と変わらなかった。

「リーゼ。おまえの魔眼には映ったはずだ。あたしたち親子の大切な竜の、哀かなしい最さい期ごが」

「……っ」

　二十歳はたち前後にしか見えない魔女は一人掛がけのソファに座り、立ち尽くす息子の細い身体からだを抱き寄せる。ジゼルはとても長ちよう軀くだから、いつもそうしてリーゼと視線の高さを合わせてくれた。

　リーゼが自分で高く結い上げた髪の、その揺ゆれる髪先に長い指をからませて、ジゼルはとても綺麗に笑う。毎日見み蕩とれてきた母親に、リーゼは今日もまた切なくなるほど目を奪うばわれる。

「すみれ色のネイルを持ってきておくれ。おまえに預けただろう？」

「………」

「あと、鉞まさかりとパイプと手帳と、短たん剣けん。それくらいかねえ」

　彼女が肌はだ身み離はなさず持ち歩くものの中に、ひとつだけ異物が交ざっていた。いつもと同じ飄々とした口調で話すジゼルの、その覚かく悟ごが揺るぎないものであることをリーゼは知る。

「リーゼ？　いつもみたいに、返事してくれないのかい？」

「………。──イエス・マム。……でも、ひとつ頼みがある」

「なんだい」

　リーゼは、七歳のときから一度も外したことのない紫水晶アメジストのピアスを指さす。

「ジゼルが作ってくれた、この揃そろいのピアス……。今日はジゼルもこれをつけて」

「おまえとは相変わらず気が合うねえ、あたしもそうしようと思っていたんだ」

　リーゼがジゼルと暮らすようになってちょうど十年が経とうとしていた。

　少年だったリーゼは青年になり、細身ながらも引き締しまった体たい軀くとなる。数多あまたいる魔物の生態や薬草の知識を得て、魔女の文字も簡単なものなら解読できるようになった。魔物たちの世話のやりがいも知った。魔眼を宿すすみれ色の瞳は輝かがやきを増し、短いポニーテールが年々長くなることを成長の証あかしと見ていたジゼルは、嬉しそうに愛いとしそうに指をからませてくる。

　そのあいだも魔ま物もの狩がりは断続的に行われ、百二十匹はいたとされる竜はその数を四半分以下にまで落とし、魔女に至ってはジゼル以外の生存者が一人も確かく認にんできなくなっていた。

「人間どもを侮あなどっていたね。ほんの三百年前まで、玩具おもちやみたいな武器で領土の奪い合いばかりしてたのにさ」

　産業革命が興り、新たに生み出された化学薬品や強力な兵器によって、魔物がここまで追いつめられることになろうとは──ジゼルも考えが及およばなかったという。

　しかし竜さえ生きていれば他ほかの魔物は守られ、絶滅することはない。言い方を変えれば、竜が絶滅するときは魔物がこの世界から一いつ匹ぴき残らず消えるときということだ。

　竜をこれ以上失わないための手段──ドラゴンギルド設立はジゼルの悲願だった。命をなげうつことにはなんの躊ちゆう躇ちよもない。しかしあとを任せられる者がおらず、困り果てていたという。

『そんなとき、おまえと出会った。揺るぎない意志を宿した綺麗なすみれ色の瞳ひとみと、賢さかしげな顔と、なにより魔物たちを想う強い心に惚ほれた。やっと出会えたって、本当に嬉しかったんだよ。あたしは確信したんだ、リーゼなら必ずドラゴンギルドを使いこなせるってね』──そう聞かされたのはリーゼが十三歳になったときだった。それがあまりにも衝しよう撃げき的で悲しくて、三日も自室に閉じ籠こもり、ジゼルをずいぶん困らせてしまったことを思い出す。

「あはは、困ってなんかないさ。ちょっと拗すねてる感じが可愛かわいかったくらいだよ」

　リーゼがすみれ色のネイルを施すあいだ、ジゼルはいつも通りおしゃべりをして軽快に笑う。

　フード付きの黒いローブは魔女の正装だった。ジゼルはフードをかぶり、左手に柄えを短くした朱しゆ色いろの鉞を持つ。リーゼは黒のスーツに母親のお下がりのリボンタイを結ぶ。

　支し度たくを終えるとジゼルは二人の住すみ処かに火をつけた。リーゼもここにはもう戻もどらない。

　アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群を目指す親子の耳には同じ紫水晶のピアスが揺れる。

　政府と帝国軍は、魔物狩りを行うたびにそれを妨ぼう害がいし、一個中隊相当の兵士を殺すジゼルにひどく手こずっていた。そのジゼルの方から『竜りゆうのための組織・ドラゴンギルドを設立するなら拘こう束そくされてやろう』と申し出ると、当然のことながら食いついてくる。

「奴やつらは諸もろ手てを挙げてギルド設立の交こう渉しように応じると言ってきた。見ててごらん、あたしの出す条件をおおかたのむよ。奴らはギルドを創る気なんてこれっぽっちもないからね。なんにでもイエスと答えてさっさとあたしを生け捕どりにしたいのさ。政府の人間どもは魔女を皆みな殺ごろしにしておきながら、本当はその生体研究をしたくてしかたない。あたしの身体をすみずみまで調べるつもりだよ、いやらしい奴らだねえ。研究できるなら死体でもいいと思ってる」

「死体を研究する？　あんなに殺したくせに、死んだ魔女がどうなるのか知らないのか」

「魔女は人間なんかに死に際を絶対見せないからね。政府と帝国軍はうつけの集まりだ。なんにも恐おそれることはないよ、リーゼ」

　アルカナ大帝の宮殿群、そこにある帝国軍の総司令部では、元げん帥すいと多くの将官たち、そして政府の要人たちが魔女の到とう着ちやくを待っていた。

　総司令部の重い大おお扉とびらをリーゼが開く。身長が十五テナー（約二百センチ）あるジゼルは「ずいぶんと小さな扉だねえ」と言ってその長軀を屈かがめ、部屋に入った。

「あ、あれが魔女ジゼル……」

「でかい……化け物だ──」

　朱色の鉞を持ってぬうっと立つ黒い魔女が死神にでも見えたのだろうか。金の枠わくのついた立派な椅い子すに踏ん反り返っていた男たちは、皆一様に慄おののいて怯おびえの表情をした。

　ジゼルはひとつだけ空いている椅子に悠ゆう々ゆうと腰こしかける。そのすぐそばにリーゼが立つと、若い将官が片かた眉まゆをつり上げた。

「その子供は何者だ？　邪じや魔まだ、出て行かせろ」

「この子はリーゼ。あたしの息子で弟で子しだ」

「なんだと？　人間の子供ではないか！」

「おまえたちがばかみたいに魔女をぼろぼろ殺すからだろう？　まあ、仮に魔女が生き残っていたとしても、あたしはこの子を弟子にしてるけどねえ。それくらい優ゆう秀しゆうなのさ。うつけのおまえたちとは違ちがう。──このリーゼを〝結社・ドラゴンギルド〟の筆頭バトラーに据すえる」

「なにっ!?　そんな勝手は許さんぞ！」

「黙だまれ。おまえごとき若造が口出しできることじゃない。──あたしを拘束したいんだろう？　さあ、とっとと始めようじゃないか」

　そうして始まったドラゴンギルド設立における交渉は、終始ジゼルの独どく擅せん場じようだった。

　・発見した竜は捕ほ獲かくしギルドへ輸送。結社所属の応否は筆頭バトラーが問う。

　・軍事予算の二十三パーセントをギルドに分配。

　・帝てい国こく軍による竜とバトラーへの直接命令および干かん渉しようの禁止。

「帝国軍所属にしてやるし軍服の着用厳守も認めてやるが、うちはあくまで結社だ。命令も依い頼らいも苦情も、すべて必ず筆頭バトラーを通せ」

「めちゃくちゃだ。軍事予算の二十三パーセントだと？　狂くるってる……」

「あとは竜の趣しゆ味み嗜し好こう・遊ゆう戯ぎ・地位・名めい誉よ・議会での発言権・金の保障。そうそう大事なことを忘れてた、〝ドラゴンギルドに所属する竜は狩からない〟──ふむ。まぁ、こんなところかな」

　過度な条件に将官たちは青ざめながらも、タイプライターを打つ音が止められることはなかった。ジゼルの言う通り、彼らはこの条件をのむふりをして魔女を拘束し、ギルドは創らないつもりなのだろう。ジゼルさえ拘束できればどうとでもなると思っているに違いない。

　元帥が契けい約やく書しよにサインする。契約書に誤字が一文字もないか確認すると、ジゼルもサインを入れる。ここにドラゴンギルド設立の契約は締てい結けつされた。

　魔女を拘束するために軍人たちが早々に腰を浮うかせた。ジゼルは立ち上がる。

「リーゼ」

　ジゼルが朱色の鉞を手て渡わたしてくる。リーゼはそれを受け取る代わりに短剣を母親に渡した。　>>>♥

「この魔女の命を、竜と魔物とあたしの息子、そしてドラゴンギルドに捧ささげよう」

「なに……？」

　魔女の言葉の意図をつかみあぐねる男たちを高いところから見くだすと、ジゼルは短剣を己おのれの心臓に突つき立てた。

「なにをする!!　魔女め、狂ったか!?」

　将官たちが一いつ斉せいに驚きよう愕がくし恐きよう怖ふする。ジゼルは血液をより多く出すために心臓を深く抉えぐり、机に突っ伏ぷした。魔ま女じよの身体の下で契約書が鮮せん血けつに染まってゆくそのさまを、リーゼはまばたきもせずに睨にらみつづける。

　人間たちにほとんど知られていない魔女の生態。その中で唯ゆい一いつ、知れ渡った事実──最強位の魔女は生しよう涯がいに一度だけ、己の命と引き換かえに永遠に消えない魔術をかけることができる。

　愚おろかな軍人たちは、今になってようやくジゼルの覚悟に気がついた。

「早くっ、早く魔女を拘束しろ！　呪のろいをかけさせるな！　く、口を塞ふさげっ」

「ジゼルに近づくな!!」

　リーゼは力いっぱい鉞まさかりを振ふりおろす。だんっ、と音を立てて机に大きな亀き裂れつが走った。

　人間なんかに指一本触ふれさせない。リーゼはうつ伏すジゼルを自分の身体からだで覆おおう。

　弱々しくなった母親の声。でもその声でたしかに紡つむがれた呪いが、皆みなの耳に届いた。

「ドラゴンギルド──この契約が不ふ履り行こうとなったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅めつ亡ぼうする」

「滅亡だと……!?　きさま!!　よくも！　取り消せっ、今すぐ呪いを解け!!」

「ギルドの竜を殺すな……、殺せば帝国は必ず滅ほろぶ……はは、魔女の呪いはしつこいよ」

「ああっ？　ジゼル！　ジゼルっ、どうしたんだよ、なんだよこれっ……!?」

　ジゼルの身体がしゅうしゅうと奇き妙みような音をさせながらガスみたいなものを吐はきはじめた。

　その長ちよう軀くが目に見えて縮んでゆく。フードからあふれる艶つややかな黒くろ髪かみがみるみる白しら髪がになって抜ぬけ落ちる。ローブから出ている腕うでが枯かれ木きのように瘦やせて皺しわだらけになった。

「ジゼル！」

　四百年ものあいだ、美しい魔女の形を保持しつづけてきた肉体が、強い魔力という支えを失って本来の姿に崩ほう壊かいしてゆく。その見るに堪たえない醜みにくさと正体不明のガスから逃のがれようと、将官たちは手や腕で顔を覆う。ジゼルは最後の力を振ふり絞しぼってにやりと嗤わらった。

「竜は、あたしたち親子の……魔物たちのものだ。人間どもには渡さない。せいぜい……魔物に怯えて生きるがいい」

　茨いばらで鼓こ膜まくをざらざらと搔かくような、しわがれた魔女の声には、殺された魔物たちの深い怨えん恨こんと凄すさまじい呪いが宿っていて、政府の要人たちの中には恐怖のあまり気を失う者もいた。

「リーゼ……、どこ……？」

「ジゼルっ、俺ここにいるよ！」

　母親はもう眼めが見えていないようだった。空くうを彷徨さまよう皺だらけの手をきつく握にぎりしめる。

「あたしの息子むすこはおまえだけ……誇ほこりある魔物の血を決して絶やしちゃいけないよ……」

「イエス・マム！　わかってる、大だい丈じよう夫ぶ、俺ちゃんと頑がん張ばるから！」

　小さくなったジゼルを滅め茶ちや苦く茶ちやに抱だきしめると、脆もろくなった骨が折れてしまった。

　痛いだろうに、ジゼルはとても安心したみたいに綺き麗れいに笑う。

　リーゼの腕の中で、最強位の魔女は息を引き取った。

「おのれジゼル!!　──竜どもを捕獲しろ！　今これより竜は帝国の家か畜ちくである!!」

　元帥が狂きよう人じんのようになって叫さけんだ。今このときから帝国は〝鮮血の契約書〟に記き載さいされたことのすべてを履り行こうしてゆかねばならない。そうしなければ魔女の呪いが発動して帝国は滅ぶ。

　怒いかり狂う男たちを放って、リーゼは鮮血に染まった契約書を握りしめる。机に刺さしたままの鉞を抜き、ジゼルを抱だき上げて部屋を飛び出した。

　骨と皮だけになった小さな魔女は、綿わた菓が子しみたいに軽かった。

　顔も手足も皺だらけの醜いジゼル。今まで見てきたどのジゼルよりも、一等綺麗だった。

「あっ……」

　ぼうっ、と音を立ててジゼルの身体に火がついた。魔女は死後すぐに自然発火する。その身に宿る秘密を誰だれにも暴あばかれないようにするため、凌りよう辱じよくを回かい避ひするための手立てだった。

　宮殿群の裏側にある断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきまで必死で駆かけ、そこにある草くさ叢むらにそっとジゼルを横たえる。

　枯れ木みたいな魔女の亡なき骸がらは、よく燃えた。紫し黒こくの炎ほのおを滅茶苦茶に睨にらみつける。

　魔女特有の、たまらなく甘い匂においが漂ただよってきた。この匂いは永遠に忘れたくない。いつでもリーゼが望んだときに喚よび起こせるよう、喉のどが灼やけつくほど甘いそれを目いっぱい吸い込む。

　すると、甘い匂いに紛まぎれて清らかな水の香かおりがした。

　馴な染じみの水竜オンデイーヌの気配を感じて、リーゼは紫黒の炎を見つめたままつぶやく。

「助かるよ。思ってたより火の勢いが強いから、じつはちょっとびびってたんだ」

「古くからの、友人でしたから。ティアマトーさまも、叶かなうならここに来たかったと」

「うん……」

　サロメがいれば、たとえ草に燃え移っても水を出して消してもらえる。普ふ通つうの紅こう炎えんと違って紫黒の炎は熱くなさそうだ。昨夜半分とっといたレモンパイ食っときゃよかった──そんなどうでもいいことで頭の中をいっぱいにする。そうしないと心が壊こわれそうだった。

　ジゼルのことが、本当に好きだった。

　毎日行う、美しい彼女をより綺麗にするための作業。魔ま物もの狩がりから仲間を助ける暮らし。

　それはときに穏おだやかでときに危険で、魔女の息子であることを強く感じられる日々だった。

　ずっと続くことを、それだけを願っていたのに。魔女との濃のう密みつな日々は夢のように過ぎて、あっけなく終わりを迎むかえる。リーゼはサロメと並んで燃え盛る炎を見つめつづけた。

「泣かないのですか。リーゼは竜りゆうみたいです」

「泣いてる暇ひまなんかあるかよ。これから忙いそがしくなるぜ。俺も、おまえたち竜も」

「はい」

　翌日から捕獲された竜が帝てい都とに輸送されてきた。

　ジゼルはひとつだけミスを犯おかす。ドラゴンギルドの設置場所の指定が抜けていた。

　がさつで大おお雑ざつ把ぱな母親らしい失態で微笑ほほえましくすら思う。場所などどこでもよかった。

　政府は監かん視し目的と侮ぶ辱じよくを籠こめて、アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群の裏側──断崖絶壁をギルドの設置場所に指定してくる。建設工事はすべて自分たちでやらされた。

『贅ぜいを尽つくした結社にしておくれ。そのために軍事費をうんと巻き上げるからね』──豪ごう奢しやで派手なものをこよなく愛していたジゼルに、本当に何度もそう言われていたリーゼは、彼女の遺志を尊重することにした。

　壮そう麗れいで巨きよ大だいな部屋を丸ごと絶壁に埋うめ込むという力ちから業わざは、土や岩の形を自在に変える土竜ゲノムスだけの為なせる業だった。断崖絶壁に竜の巣が連なっていく。エントランスホールを作り、大階段を設置する。竜の発着ゲートはみっつあれば充じゆう分ぶんだった。

〝魔女絶ぜつ滅めつす。帝国軍、竜を召しよう集しゆう。帝都にて竜結社発足せり〟──新聞各社は挙こぞってこの事変を第一面に掲けい載さいし、ドラゴンギルドの名は瞬またたく間に帝国を駆け抜けた。
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「遅おそい！　ドラゴンギルドには時間や規律を守れる奴やつが一人もおらんのか！」

　呼び出しを受けたので全力で駆けてきたが、総司令部にある一室に入るなり怒ど号ごうを浴びた。毎回のことなのでリーゼは絶対に謝らないと決めている。

「用件を伺うかがいます」

　帝国軍の干渉はリーゼが予想していたよりも遥はるかにきついものだった。三日に上げず呼び出しがかかり、あれこれと難なん癖くせをつけられては謂いわれない問責を受ける。

　ジゼルが遺のこした〝鮮血の契約書〟によって、帝国軍は竜やバトラーに直接干渉することができない。その不満や鬱うつ憤ぷんは筆頭バトラーであるリーゼにすべてぶつけられた。

　今も比ひ較かく的てき狭せまいこの部屋に十五人ほどの軍人がいて、リーゼを取り囲むように座っている。メダルをやたらとぶら下げた軍服を着ているので高等階級の軍人なのだろう。

　そのような地位にいる彼らが、二十歳はたちにも満たぬ男子一人に挙って圧力をかけてくる。

「軍服姿の竜が歓かん楽らく街がいで確かく認にんされている。帝てい国こく軍の名折れだ！　恥はじを知れ!!」

　腹に響ひびく恫どう喝かつと薄うす汚ぎたない嘲ちよう笑しようが、閉とざされた狭せまい部屋を満たしていく。

　リーゼは心の中で舌打ちをした。まちがいなくサリバンのことだ。

「それも毎夜だ。ギルドを抜けた竜とみなし、昨夜、潜せん伏ぷく先のホテルに討とう伐ばつ隊を派は遣けんした」

「なっ……!?」

「しかし夜明け前に突とつ入にゆうしたときには部屋にいなかった。勘かんが働いて逃にげたようだな」

「なんと、それはまた惜おしいことをしましたなあ」

　軍人たちの高笑いはいつまでもやまない。竜がどれほど偉い大だいで尊い存在であるかも知らないで、まるでゲームに興じているかのようだ。リーゼは露ろ骨こつに不快感を表情に出した。

　しかし同時に背筋が寒くなる。昨夜サリバンを連れ帰るのが三十分でも遅おくれていたら、リーゼは彼の死し骸がいを回収することになっていただろう。

「夜な夜な歓楽街を徘はい徊かいする竜など聞いたこともないわ。竜にそんなことをさせるためにジゼルは死んだのか？　めでたい奴よ」

　ここに朱しゆ色いろの鉞を持ってこなかった自分を褒ほめてやりたかった。持ってきていたら、まちがいなく軍人たちを一人残らず滅めつ多た打うちにしている。

　どれだけ苛いら立だっても切れそうになっても、リーゼが自分から発言することはほとんどない。初めて呼び出されてからの数回は返事もしたし異議を唱えもしたが、そうすると無む駄だに時間が延びることに気づいた。それからは無言を貫つらぬくようにしている。

　しかしものを言わない分、表情や態度に出るようになった。眼球に痛みを感じるほど睨みつける。そうしても軍人たちは誰一人嘲あざ笑わらいをやめない。

「おまえの管理不行き届きだ。コントロールできないならそう報告しろ。総司令部より優ゆう秀しゆうな将官を派遣してやる」

「よくよく見ればジゼルに似て憎にくたらしいほど綺麗な顔をしているではないか。その顔と身体を使って竜どもを操あやつればよかろう」

「は……？」

「わからんのか？　おい、誰かやり方を教えてやれ」

　入室してからずっと途と切ぎれない嘲笑に野や卑ひな笑い声が加わった。男たちが一いつ斉せいにベルトを外す音がする。その不気味な音に身体が強こわ張ばった。華きや奢しやな身体が、七人の屈くつ強きような体たい軀くに囲まれる。そのうち三人はすでに裸はだかの上半身をさらしていた。

「おいおい、何人咥くわえさせるつもりだ？　竜に使う前に尻しりが壊れてしまうぞ？　仕事にならんではないか」

「まあ、そうなれば男だん娼しよう館にでも放り込めばよい。ギルドの責任者よりよほど適職だろう」

「そうだな。昨夜取り逃がした竜とそこで再会するのもおもしろい」

　リーゼを囲む若い軍人の壁かべの向こうから、老将官たちの下げ劣れつな会話が聞こえてきた。

　気持ち悪いほど筋肉の盛り上がった男が迫せまる。つかまれた腕を振りほどこうとしたが力の差は歴然だった。ぞっと肌はだが粟あわ立だつ。

「竜、には……よく言い聞かせます。歓楽街へは二度と行かせません。……失礼します」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。リーゼはそのまま部屋を退出──否いな、逃げ出した。

　軍人たちが手を叩たたき腹を抱かかえて笑う。扉とびらが閉まる直前にそれが見えた。

　ドラゴンギルドへの道を転がるように駆ける。痛みを訴うつたえてくる心臓も、エントランスホールで会ったバトラーまでも無視して大階段を駆け上がる。執しつ務む室しつに飛び込んで鍵かぎをかけた。

「はっ、はあっ……！　くっ、……そ」

　脂あぶら汗あせとも冷や汗ともつかぬものが細い顎あごを伝い落ちる。

　身体からだが震ふるえているのは怒りではなく明確な恐きよう怖ふからで、それにショックを受けた。

　男の自分が、なぜ同じ男にこんな恐怖を覚えるのか。怯おびえている自分が許せない。こんな怯えるに足らない嫌いやがらせを真に受けて翻ほん弄ろうされている自分がどうしても許せなかった。

　ギルドを潰つぶしたい政府と帝国軍がそこを脱だつ退たいした竜を狩かるのは当然のことで、同時にリーゼに降参させようと画策してくる。リーゼの口から「責任者をやめ、ギルドを解散させる」という言葉を引き出すための嫌がらせではあるが、その質は極ごく悪あくで、あのまま部屋を出ていなければ今ごろ軍人たちに犯されている。奴らはそれを平然と行い、たやすく揉もみ消す。

　一いつ瞬しゆん、あの部屋に垂れ込めた淫いん猥わいな空気。閉ざされた狭い空間で七人の男たちに次々と嬲なぶられる、それを想像してしまい胃の中のものがせり上がってきた。

「ぅ、──ぐ、……」

　吐はき気けを抑おさえながら、なかば這はうようにして書類が山積みになっている机にたどり着く。

　机に備え付けられた引き出しを開け、中に入れている朱色の鉞まさかりを手にする。テール・コートのポケットから手帳とパイプも取り出して、母親がリーゼのために遺してくれたそれらを搔かき抱いだき、耳元に揺ゆれる紫水晶アメジストのピアスに触ふれた。そして冷静になることに努め、考える。

　ジゼルならどうする？　怯ひるみなど見せない。あの悪ふざけを逆手にとって誘さそい惑まどわせ、そのあと脅おどしでもかけて、奴らを黙だまらせるくらいの気き概がいを見せる。ジゼルなら──。

「ジゼル……」

　ドラゴンギルドが設立されて約二か月、そのあいだに竜たちは相次いでギルドを抜け、魔ま物ものとして狩られていった。『ジゼルならいいが、人間の子供に使し役えきされる謂れはない』──竜たちは口を揃そろえてそう言う。残っている竜もリーゼを疎うとみ、誰だれも言うことを聞かない。一人で帝国軍の問責を受けることは耐たえがたく、逃げることでしか己おのれの身を守ることができなかった。

　ジゼルに託たくされたのに、なにひとつ思うようにいかない。

　ぶざまなリーゼに、ジゼルはがっかりしているだろうか。目の前で母親を喪うしなったときでさえ我が慢まんできた涙なみだが今あふれそうになり、必死で耐える。

　なかなかやまない震えがひどく癪しやくに障さわった。拳こぶしを作って震える腿ももを殴なぐりつける。母親の朱あかい鉞を、その揺るぎない強さの象しよう徴ちようを、掌てのひらに爪つめが食い込むほど強く握にぎりしめる。

　──なんにも恐おそれることはないよ、リーゼ。

　──あたしの息子むすこはおまえだけ。誇ほこりある魔物の血を決して絶やしちゃいけないよ。

「イエス・マム。……俺は大だい丈じよう夫ぶだ、まだやれる」

　母親がくれた言葉を呪じゆ文もんのように繰くり返し思い出し、己を奮い立たせる。

　誰かに守護されるなど、はなから考えていない。

　誰にも頼たよらない、助けもいらない。自分の身は自分で守る。

　そして、ジゼルが遺したドラゴンギルドを守り抜くんだ──。
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　翌日の午後四時過ぎ、リーゼたちバトラーは防護服姿で発着ゲートに立っていた。

　普ふ段だん、バトラーはその呼び名の通りテール・コート姿で竜りゆうたちの世話をする。しかし帰き還かんする竜をゲートで迎むかえるときだけは、撥はつ水すい性の高いフード付きの作業服・ブーツ・ゴム手て袋ぶくろ・マスク・ゴーグル──これらを装着した防護服姿になるのが決まりだった。

　遠えん征せい地での任務を終えた竜は、その巨大な身体に様々なものを付着させて帰還する。

　泥どろや煤すすはもちろんのこと、鉱毒やウィルスを持った虫、正体不明の瘴しよう気きまで連れて帰ってくるときもある。そして、竜本人も気づかないほどの小さな傷を負い、そこから出血している場合が最も多く、かつ危険だった。竜にとってはかすり傷でも、そこに滲にじむ血液に触れたら人間は死んでしまう。これらの汚お染せんや有毒物質から身を守るために防護服の着用を必ひつ須すとした。

　遠征地から帰還したサロメが第一ゲートに着陸し、バトラー二人が洗せん浄じようとオーバーホールを始める。水すい紋もんを描えがくような美しい鱗うろこが、水を浴びてより清らかな透とう明めい感かんを呈ていする。第二ゲートで待機していたリーゼは、その様子を眺ながめながらサロメに声をかけた。

「なあ、サロメ。貯水タンクの聖水が残り少ないんだ。悪いけど足しといてくれるか？」

「はい。わかりました」

　水竜オンデイーヌは一いつ匹ぴき違たがわず淑しとやかでとても綺き麗れいだ。性格は穏おだやかで物静かだが、その清せい麗れいな身のうちにとんでもない残ざん虐ぎやく性を秘ひめている竜もいるので侮あなどれない。切れたら最も怖こわい竜種であるといえる。そんな彼らの最大の特とく徴ちようは、癒いやしと浄じよう化かの力を持っているということだった。

　水竜が吐く水には強力な治ち癒ゆ・浄化作用があり、怪け我がの進行やおおかたの毒素を抑よく制せいする。リーゼはオンディーヌたちに頼たのんで貯水タンクに水を吐き出してもらっていた。バトラーではどうにもできない鉱毒や煙えん毒どく、瘴気などはそれを使って浄化にあたる。

　水竜だけが生み出せるその清らかな水は〝聖水〟と呼ばれ、非常に重宝された。

　サロメに続き、サリバンが第二ゲートに、ガーディアンが第三ゲートに着陸する。サリバンの背に乗り、デッキブラシで緑色の鱗を洗いはじめるリーゼの心境はひどく複雑だった。

　そんなリーゼの思いも知らないで、サリバンが上じよう機き嫌げんで話しかけてくる。

「ほら、ガーディアン、ちゃんと戻もどってきたでしょう？　仕事もしてきて偉えらいよねえ」

「………」

　昨日、言い争いになりギルドを出て行ったガーディアンは、サリバンの言った通り今朝早く戻ってきた。まだリーゼとは口をきこうとしない。しかし予定通り遠征地へ飛び、今帰還した。サリバンがなにかしら声をかけ彼を説得してくれたように思われる。

　オーキッドのことも、どのようにして説とき伏ふせたのか知らないが、今日の彼はまったく泣いていない。バトラーからギルド内の設備説明や規則などをおとなしく聞いていた。

　いつものリーゼなら「助かった、ありがとう」と礼を言う。しかしこれらを差し引いても、今はサリバンを許すことができない。

「おまえ、また歓かん楽らく街がいに行くつもりじゃないだろうな」

「うん、行くよ。昨夜はオーキッドと眠ねむったから今日は誰か抱かないと、ぼく死んじゃう」

　淫いん奔ぽんな竜はしゃあしゃあと返事をする。リーゼは怒いかりに任せてマスクとゴーグルを外し、大きな声を出した。

「ふざけんな!!　なに考えてんだおまえは！」

「え、なんでそんなに怒おこるの？　ちゃんと仕事してるじゃない。あとはぼくの勝手でしょ？」

「勝手なわけあるかよ！　おまえのせいで俺はな……！」

　サリバンのせいで、帝てい国こく軍に呼び出された。軍服姿の竜が歓楽街で毎夜確かく認にんされていると。恥はじを知れと恫どう喝かつされた。ジゼルの死は無駄だったと、最も言われたくないことでばかにされた。身体を使って竜を操あやつれと。ギルドの責任者より男娼の方が適職だとまで言われ、嘲笑われた。

「おまえのせいで俺は──」

　サリバンのせいで、リーゼは輪りん姦かんされそうになった。

　それを全部ぶちまけてしまいたい。しかしそうしたところでこの竜が反省し心を入れ替かえるなど考えられないし、淫いん蕩とう癖へきが治るとは到とう底てい思えなかった。

　サリバンは金色の瞳ひとみをすっと細めて見おろしてくる。長いまつげが気だるそうに揺れた。

「ぼくのせいで、なに？」

「うるさいっ。二度と歓楽街なんか行かせねえからな！」

「なにその言い方……リーゼってほんと頭ごなしだよね。昨日それでガーディアンと喧けん嘩かになったんでしょう？　少しは学んでよ」

　そう言ってサリバンはぷいっと顔を背そむけた。あっちへ行けと言わんばかりに、長い尾おを振ふってリーゼを追い払はらおうとする。

「あっ!?」

　思いもよらないことに、サリバンの振った尾がデッキブラシに強く当たり、その先せん端たんが鱗と鱗のあいだに滑すべり込んでしまった。しかも挟はさまっただけではない。強い衝しよう撃げきのままに、皮ひ膚ふを破って竜の肉にまで到とう達たつしたのが、デッキブラシを持っているリーゼには克こく明めいに感じとれた。

「わ、悪いっ」

　大好きな竜を傷つけるなんて最低だ！　──ジゼルと暮らしていたころの自分にそう怒られた気がして、ひどく動転した。太い柄えが刺ささっているのにサリバンはそれに気づいていない。

「なに？　……ああ、なんだ。刺さったの」

「ごめん、痛いよな、今すぐ手当てするから」

「そんなの痛くも痒かゆくもないよ。いいから触さわんないで。──ねえサロメ、ここに聖水かけて」

　サリバンはオーバーホールを終えた兄竜に向かって甘くねだるように話しかける。

　触るなと言われたことも忘れて、リーゼは焦あせってデッキブラシを引き抜いた。

「なにするんだっ！　やめろ！　早く離はなれろ！」

「え──」

　びしゃっ、と大きな音を立てて、それは驚おどろくほど激しく噴ふき出してきた。

　粘ねん性せいも濃のう度ども恐ろしく高い、まるで泥でい濘ねいのような竜の血が、リーゼの顔をどろりと伝い口こう腔こうに侵しん入にゆうし、防護服の襟えりから中に潜もぐり込んでいく。沸わき立った湯よりも熱いそれに、反り返った身体が凄すさまじい痙けい攣れんを起こす。

「ぐ、あ……あつい、熱いぃっ……」

「リーゼ!!」

　その場にいた竜たちが叫さけび、バトラーたちは悲鳴をあげた。

　真っ赤な夜空にたくさんの星々が瞬またたいている──砂金のような粒つぶが交ざった竜の血液、それに侵おかされたリーゼの右みぎ眼めが幻まぼろしを映し出して壊こわれた。

　眼球が溶とけていく。肌はだが灼やけていく。熱い、痛い。内臓が爛ただれていく──。

　灼しやく熱ねつと猛もう毒どくを孕はらむ竜の血に、リーゼは絶ぜつ叫きようすることすら許されずその場に倒たおれた。

「リーゼっ、リーゼ!!　死んじゃだめだっ！」

　人型になったサリバンが叫びながらブーツとゴム手袋を引きちぎる。防護服を破り、その下に着ているテール・コートやシャツまでも破り捨てられて、リーゼは全ぜん裸らにされた。

「サロメ！　聖水吐いて！　早く！」

「はいっ……」

　五感が次々と壊れていく。物もの凄すごく遠いところから機械で作ったノイズ交じりの声がたくさん聞こえてきた。大量の水らしきものが降ってきて、幻げん影えいの滝たき壺つぼに突つき落とされる。

　息ができない。わかる、もう死ぬんだ──。

「サリバン、私の水だけでは無理です。私たちの血は、人間には毒性が強すぎる……！」

「くそっ、なんでこんなことになるんだっ！」

　いつも飄ひよう々ひようとしたサリバンが信じられないほどきつい口調になる。サロメの吐き出した聖水でびしょ濡ぬれになりながら逼ひつ迫ぱくするその姿は別人みたいだった。

　サリバンが馬乗りになってくる。逞たくましい両りよう脚あしで上体を押さえつけられる。眼前に竜の長い指が迫せまる。それらは物凄い速さで上下して、なにかをこすっているような動きをした。

　なにしてんだ？　重い、苦しい、どいてくれ──。

「リーゼ、口を開けて！　開けろっ！　──サロメっ、この子の口開かせて！」

　なにがどうなっているのかまったく理解できない。天と地の感覚もなくなって、自分がどこにいるのかわからなくなる。茨いばらの布で包まれたみたいに全身に激痛が走っている。痛くて怖くて食いしばっていると、人型になったサロメの両手が唇くちびるにかかり口を限界までこじ開けられた。

　なにか飲まされる。なんだ？　怖い。絶対に嫌いやだ、飲みたくなんかない──。

「──、っ……！」

　馬乗りになっているサリバンの下か肢しがぶるっと震ふるえた。口腔の知覚など完全に失っているのに、口の中に大量に注ぎ込まれた粘ねん液えきのようなものの熱さだけはまざまざと感じる。

　その粘液にまみれた唇に、誰だれかの唇が重なってきて息を吹ふき込まれた。それは意思を持った風のような動きをして、気道から体内の奥へと粘液を運ぶ。

「……かっ、──はぁ、っ……！」

　熱い粘液が体内の中ほどに到達すると、遠ざかっていた感覚がわずかに戻ってきた。

　竜の血に侵され、機能することを放ほう棄きしかけていた心臓や肺が活動を再開する。

　声が出る。全身が痙攣していることがやっとわかる。でも眼が霞かすんでいてよく見えない。

　清らかな水の香かおりのする長い髪かみが、汗あせみずくの頰ほおにさらさらと落ちてきた。

「リーゼっ。大だい丈じよう夫ぶですか、しっかりしてください」

「だめだ、サロメ、俺死んじまう、ギルドが、どうしよう、ジゼルのギルドが」

　ひっ、ひっ、と呼吸が激しく乱れて小刻みになる。頭あたまに浮うかんだことが唾だ液えきに混ざって勝手に口から垂れ流れていく。意識が取り戻せただけで、身体じゅうは激痛に苛さいなまれたままだった。脳も身体からだもいっさいコントロールできない。死の影かげはまだすぐそこにあった。

「死なせないよ」

　そう言って、瘧おこりに罹かかったようにカタカタと震えるリーゼを抱だき上げたのは、サロメではなくサリバンだった。

「絶対に死なせない。ぼくが治ち療りようするんだもの」

「え……？」

　なにを言っているのかまったくわからない。サリバンが駆かけだし、ゲートが遠のく。追いかけてこないサロメはサリバンの言葉の意味を理解し、弟に任せようと思ったのだろうか。

　竜りゆうの巣に連れていかれ、竜専用に作られた広く大きな寝しん台だいにおろされた。サリバンが覆おおいかぶさってくる。その動きに無む駄だはなく、膝ひざ裏うらに滑り込んできた手で脚あしを限界まで開かされた。

「なに、しやが、る」

　寝台の上、雄おすの竜と人間の男が全裸で重なるさまは、リーゼをひどく不安にさせる。

「助かる方法……命を繫つなぎ止める方法はひとつだけだよ。知ってるでしょう？」

　少しも笑わないサリバンの真顔が間近に迫った。縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳がやけに妖あやしい光を宿している。竜の瞳に喚かん起きされ、あの伝承を思い出す──竜の血は猛毒、涙なみだは薬、精液は永遠の若さの源──猛毒による身体じゅうの細さい胞ぼうの壊え死しを、精液で抑制するつもりか？

「くだら、ない、噂うわさだろうが、っ……」

「本当にそう思ってる？　ほとんど死んでたきみが言葉を話せるまで回復したのは、ぼくの精液を飲んだからだって、もうわかってるでしょう？」

「な、に……!?」

　激痛と震えのやまない身体に、さらに戦せん慄りつが走る。サリバンとサロメによって無理やり飲まされた、得体の知れない粘液のようなもの。それが、この竜の体液だったというのか。

「うそだ、ろっ」

「噓うそか本当か、噂か真実か、全部リーゼの身体で確かめたらいいじゃない。今すぐね」

　見る者の心を奪うばう極ごく上じようの美び貌ぼうに冷ややかな表情を浮かべるサリバン。しかしその陰いん茎けいは鍛きたえ上げられた腹に貼はりつくほど熱いきり立っていた。その異様な落差が恐きよう怖ふに拍はく車しやをかける。

　こんな好こう色しよくの竜に貫つらぬかれるくらいなら、このまま死んだ方がましだ。

　でもリーゼは死ぬわけにはいかなかった。

「ジゼル──」

　ドラゴンギルドさえ創つくらなければジゼルは死なずに済んだ。リーゼと出会ったことが、彼女にギルド設立を実行せしめた。自分たちが出会いさえしなければ、リーゼがあの黒くろ猫ねこの町で仲間とともに死んでいたら、ジゼルは今も生きていられたのに。

　憎にくむのはまちがっている。最愛の母親を死へ追いやったのは人間であり、リーゼ自身である。

　そう理解していても、彼女の命と引き換かえに生まれたドラゴンギルドが憎かった。

　ここで命を保障された竜たちも、ギルドに所属してなお奔ほん放ぽうなままのサリバンも、母親が命に代えて創った最後の砦とりでをたやすく抜ぬける竜も、皆みなが憎い。

　憎いのに、ジゼルのためだけにギルドを守りたい。そのために竜の精液を摂せつ取しゆしてまで生に食くらいつこうとする自分が一等ぶざまで憎かった。

「このままだと死ぬから挿いれて射精するね。ほぐしてあげる時間ないのが残念だな」

　その苦く悩のうなど知る由よしもないサリバンが、リーゼにとっては凌りよう辱じよく以外のなにものでもないそれを至極あっさりと言う。しかしその声には焦しよう燥そうが含ふくまれているように聞こえた。

「放せっ、やめ、ろ！」

「時間ないって言ってるでしょう。いい子だからじっとしてくれる？」

　猛毒を受けて崩ほう壊かいしかけた身体はリーゼの言うことを聞かなくて、少しの抵てい抗こうもままならない。かたく閉とざされた後こう孔こうにサリバンが大量の先走りを塗ぬり込む。慣れた手つきで窄すぼまりに指先を引っかける。硬かたく濡ぬれた先せん端たんがそこを押し拡ひろげて入ってきた。

「う、あ、ぁっ……！　ひ……！」

「うんうん、怖こわいね。でも大丈夫だよ、上手に吞み込めてる。ね？　ほら、もう半分入った」

　サリバンはぐずる幼児をあやすような口調で宥なだめながらも、その長大なペニスを埋うめきるために容よう赦しやなく腰こしを進めてくる。竜の血で弱りきった体内がぐずぐずと拓ひらかれていく。

　激痛に苛まれている身体に、今さら痛みがひとつ増えたところでなんのことはない。

　しかしその強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんに今度こそ下肢から崩壊してゆく錯さつ覚かくを起こした。

　わずかな焦りとともに陰茎を根元まで挿そう入にゆうしたサリバンが、驚きにその長ちよう軀くを揺ゆらす。

「えっ？　うそ……きみ魔ま物ものだったの？」

「!!」

「でもすごく微び弱じやくだね。人間とほとんど変わらないのかな？　挿れてやっとわかったくらいだもの。──黒猫か。ほんとに猫ちゃんだったんだ。どうりでぼくの血を浴びても即そく死ししないはずだよ。人間は即死だけど、魔物は少し苦しんでから死ぬものね」

「ちが、う……、俺は……」

「違ちがわないでしょ？　ジゼルが人間を養子にしたなんておかしいと思ったもの。魔物だったのなら納なつ得とくだよね」

　ジゼルとリーゼしか知らないことを、サリバンに見み抜ぬかれた。

　親子二人だけの秘密だったのに。ジゼルとの、とても大切な秘ひめごとだったのに──。

「ジゼル……、助け……て、助けてくれ──」

　もう我が慢まんできなかった。この二か月ずっと心の中で叫んできた言葉が、そのたびに堪こらえて吞み込んできた言葉が、唇からぽろぽろとこぼれ落ちていく。

「やだな、勘かん違ちがいしないでくれる？　みんなの前で自じ慰いまでして助けたのはぼくなんだけど」

「いや、だ……、ジゼル……」

　深すぎる繫がりが決してほどけないものだとわかっていても、限界まで上半身をひねる。

　母親の幻影を追うようにシーツを搔かき、形なきものに必死ですがろうとするリーゼに、サリバンが見せたこともないきつい苛いら立だちをあらわにした。

「ジゼル、ジゼルってうるさいんだよ。きみはもうあの女のものじゃないっ」

「……っ？」

　サリバンの言葉の意味が理解できないうちに、長い腕うでが伸のびてきて、必死でひねっていた上体をたやすく向き直らされた。

　ぼくの言うこと聞かない子はいじめちゃうよ──そう言わんばかりに、ひどく苛立つサリバンが加か虐ぎやく的な顔になった。形の整った唇の端はしをつり上げて嗤わらう。

「そういえばあの子、処女のまま死んだんだ？　四百年も生きてもったいないなあ。あっ、でもきみ、舐なめるくらいはしてあげてたんでしょ？　ぼくに言ってくれたら天国みたいな快感をあげられたの、に──」

　超ちよう絶ぜつがつくほど美しい竜の、その端たん麗れいな顔が醜みにくくひしゃげる。

　サリバンの頰を思いきり殴なぐりつけた手の骨にひびが入ったが、今さら痛みなど感じなかった。

「それ以上母親を侮ぶ辱じよくするなら殺す」

「殺す？　おもしろいこと言うね。どうぞ好きにして？　あの女が遺のこした呪のろいを忘れちゃった？　ギルド所属の竜は狩かれないんでしょ。ぼくを殺したら帝てい国こくがなくなっちゃうよ？」

「ぐ……う、っ……」

　竜の血が──猛もう毒どくが、ふたたび体内のあちこちで暴れだす。また内臓が爛ただれ、皮ひ膚ふが灼やかれるような幻げん覚かくに襲おそわれる。わずかに遠のいていた死の気配が間近に迫せまった。

「死んじゃっていいの？　大好きなママが遺したギルドを放って死んじゃっていいわけ？」

　気道になにか詰つまったようで声が出ず、言い返すことができない。

　げほっ、と吐はき出した咳せきには赤黒い血の塊かたまりが交ざっていた。唇や顎あごが、色の汚きたない血液にまみれる。どろりとしたそれが不味まずくて眉まゆをひそめた。

「苦しそうだね……。ぼくの精液ほしいでしょう？」

　リーゼ自身でも気持ち悪いと思うのに、サリバンは平気なのだろうか。唇や顎に付着した悪お血けつを少しも厭いとうことなく長い舌で舐め取ってくる。

「ん、ぁぅ……」

　リーゼの口内に溜たまった血までも舌で浚さらい、ちゅう、と音を立てて吸引した。

　サリバンの綺き麗れいな唇くちびるが赤黒く染まる。舌なめずりをして、ささやいてくる。

「ほら、早くしないと死んじゃうよ？　どうすればいいか、わかるでしょう？」

「は……？」

　本当にわからなくて困こん惑わくの表情を浮かべると、サリバンは端たん整せいな貌かおをわずかに歪ゆがませる。

「サリバンの精液おなかいっぱいちょうだいって、かわいくおねだりして見せて？　そしたらリーゼの中にうんと出してあげる」

「ふっ……、ははっ……！」

　どうしようもないほど笑えてきた。

　ジゼルが死ぬことほど、リーゼにとって耐たえがたいことはない。

　それに比べれば、これは取るに足らない、くだらないアクシデントだ。この性しよう根ねの腐くさった竜から搾しぼれるだけ搾り取ってやれ。身体が完治したらギルドから追い出せばいい──。

　竜の血に侵おかされ、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみ。それでも思いきりサリバンを睨にらみつける。

「おまえの精液、腹いっぱいよこせ」

「やだなあ、ぜんぜんかわいくない。もういいよ……」

　サリバンが溜め息をつく。繫がったまま身体をうつ伏ぶせにされてすぐ、ぱんっ、と肉と肉のぶつかり合う音がした。直後、腹の奥に熱い体液を感じ、竜が一ひと突つきで射精したことを知る。

「──っ！」

　そこから何度もそれを繰くり返された。サリバンは長くリーゼの中に留とどまったのち二、三度だけ抜き挿さしをして、深い一突きで射精する。その精液を体内に浴びるたび身体からだは回復へ向かっていることが克こく明めいに感じとれ、それにすら腹が立った。

　発情を覚えた竜が皆そうなのかはわからないが、サリバンの生せい殖しよく器官の精強さは凄すさまじいものがある。十を超こえる射精を終えてもリーゼの中で屹きつ立りつは硬こう度どを保ちつづけ、放出されるその量が減ることはなく濃のう度ども高いままだった。

「ん……。──まあ、これくらい出しておけば今のところ大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

　もう何度目かわからない射精を終えたサリバンは、先刻のきつい苛立ちや加虐的な表情を消して、いつもの飄ひよう々ひようとした風ふう竜りゆうに戻もどっていた。

「う、……」

　挿入されっぱなしだった竜の長い陰茎が初めて出て行く、その感かん触しよくに身体がわななく。しかしそれは一いつ瞬しゆんで去り、猛毒による震ふるえも治まっていることにリーゼは気がついた。

　信じがたいことだが、全快した感覚があった。あの伝承──竜の精液が永遠の若さの源かどうかは判断できないが、生き物の寿じゆ命みように影えい響きようを与あたえるものだということだけは明確に知れた。

　回復はしたが身体のどこにも力が入らない。猛毒の後こう遺い症しようだろうか、ひどく気だるくて頭がぼんやりとする。途と中ちゆう、何度も意識が飛び、浅い眠ねむりと覚かく醒せいを繰り返していたようだ。長時間うつ伏せたままサリバンを受け入れつづけた下半身は、骨を抜かれたみたいに弛し緩かんしていた。

　リーゼはゆっくりと横おう臥がして身体を丸め、まぶたを閉じる。

　時間の感覚は竜の血を浴びたときすでに失っていて、今が何時なのかわからない。

　帰き還かんしたサリバンを洗せん浄じようし、言い合いになって血を浴びたのは夕刻だった。それが真っ暗になり、ギルド全体が静まり返っているのだから、皆が寝ね入いる時間なのだろう。

　ふぅ、とサリバンが息をつきながら傍かたわらに身を横たえ、リーゼの背をつついてくる。

「ねえ。髪かみ、編んで。ばらばらして鬱うつ陶とうしいよ」

「………」

　それが先刻まで生死の境を彷徨さまよっていた者にかける言葉なのかと言いたかった。

　全快できたはいいものの、二人分の汗あせやサリバンの体液、他ほかにもよくわからないもので身体じゅうがべっとりとしている。不快なこれを先にどうにかしたい。髪を編むのはそのあとだ。脚あしに力を込めてみたが駄だ目めだった。立てそうにないので、肩かた越ごしにサリバンに言う。

「風ふ呂ろ場ばに連れていけ」

「ぼく、奉ほう仕しされるのは好きだけど、するのは大きらい。──ねえ、髪、編んでってば」

「本当いい性格してるぜ」

　しゃあしゃあと答えてくる竜への腹立たしさを力に変えて、立ち上がってやろうと思った。

　寝しん台だいに座って絨じゆう毯たんに足をおろす。先ほどより少しだけ力が入れられそうだった。なんとか立ち上がり歩こうとして──勢いよく転び、頭をしたたかに打ちつけた。

「ちょっと、大丈夫？　今すごい音した……」

　戦せん慄りつが走る。倒たおれたのは、脚に力が入らないせいではなかった。

　──全快、してない。

　視覚がおかしいままだった。左右の視力がばらばらで、世界がぼやけて歪んで見える。

「そん、な……」

　左ひだり眼めは問題ない。竜の血に侵された右眼が、ほとんど見えていなかった。明暗が識別できないし焦点も合わない。通常の機能すら失っていた。

　右の瞳が眼球としての役目を果たさない。つまりそれは──。

「俺の……、魔、眼が──」

　リーゼと魔ま物ものの世界を繫つなぐ唯ゆい一いつの存在が、リーゼが完全な人間ではなく、誇ほこりある魔物の血を宿しているというたったひとつの証あかしが、消えてしまった。

「うっ、うぅ……っ」

　魔眼を返してくれ。手足を一本ずつ渡わたすから魔眼だけは取り上げないでくれ──姿なきものにそう慈じ悲ひを乞こいたくなる。

　なぜ天はここまでリーゼに過か酷こくな運命を与えるのだろうか。大切なものをどれだけ失えば許されるのだろう。それでもまた朝が来ればドラゴンギルドの責任者として立てと言うのか。

　頭も心も身体も、なにもかも、もう限界に近い。

　慟どう哭こくしたい衝しよう動どうを、それでもまた抑おさえ込んで、風呂場へ向かってずるずると這はっていく。

「なん、だよ……？」

　すると身体が浮うき、絨毯が遠のいた。サリバンがリーゼを抱だき上げて顔をのぞき込んでくる。

「さっき、どこ打ったの？　見せて」

「どこも打ってない。おろせ。……もうほっといてくれ！　俺にかまうなっ」

「もう、またそんな言い方して。お口が悪いのはかまわないけど、言い方まちがえたらぼく本気で怒おこるからね」

「……っ」

　風呂場に連れていかれ、人型の竜専用のバスタブにおろされる。人間とは懸かけ離はなれた巨きよ軀くや長身を持つ竜でもゆったりと入れるそれは、細身のリーゼにはプールみたいに感じられた。

「助かった。あとは自分でやれるから。うしろ向いてしゃがめよ。髪、編んでやる」

　乱暴な物言いを咎とがめられたばかりなので努めて平常を装って言った。サリバンの長い髪を手早く編んでゆく。気持ちが滅め茶ちや苦く茶ちやに乱れているので早く一人になりたい。熱い湯を浴び、飽ほう和わ状態の混乱を洗い流す。そうして失った魔眼を取り戻す方法を考えたかった。

「できたぞ。立っていい」

「ありがと」

　しかしどうしてかサリバンまでバスタブに入ってきた。向かい合って座る竜が真しん鍮ちゆう製のバルブをひねり、温かいシャワーが降ってくる。その大きな手で揉もまれた石せつ鹼けんはすぐに泡あわ立だった。

　濡ぬれて頰ほおに貼はりついた髪が、サリバンの長い指で梳すかれて耳にかけられる。泡を纏まとう竜の手が首筋に触ふれ、細い肩かたの上をなめらかに滑すべってゆく。

「なんだこれ。奉仕しないんだろ？　もう頼たのむから一人に──」

「これは奉仕じゃないよ。お礼して？」

「礼？」

「ぼくが大好きなこと、リーゼはよく知ってるでしょう？」

「は……？」

　ただでさえ端麗なその貌に、ぞくっとするほどの艶なまめかしさが宿っている。焦点の合わない壊こわれた瞳でも充じゆう分ぶんに見てとれた。

　泡にまみれたサリバンの両手が腰こしに纏わりついてくる。両りよう脇わきにある腰こし骨ぼねを丸くなぞったその手が、白く薄うすい下腹を撫なでまわす。じわじわと込み上げてくる得体の知れない感覚に、この淫いん猥わいな竜がなにを求めているのかを知った。

「……っ！　ばかも休み休み言え！　おまえ、あんなに出しておいて──」

「さっきのは治ち療りよう」

　平たい胸が、竜の大きな手に覆おおわれる。そこに浮かぶ緑色の鱗うろこまでもが淫みだらに光って見える。

「今からするのはセックス」

　にっこりと笑う美竜に、胸にあるふたつの尖とがりをつままれた。びくんと跳はねた身体がようやく言うことを聞いて、サリバンの手首を強くつかむ。

「やめ、ろっ。ふざけるな……！　やることは一いつ緒しよだろうが、都合よく言い換かえやがって」

「ぜんぜん違ちがうよ？　どう違うのかはすぐにわかる」

　綺麗でいやらしい顔が間近に迫せまる。砂金を溶とかしたような金色のまつげが、妖あやしく揺ゆれた。

「助けたお礼にぼくを気持ちよくして？　黒くろ猫ねこちゃん」

「──憶おぼえとけ、絶対に、おまえを」

　殺してやる──その言葉は重なってきた唇に吞のみ込まれていった。

「ん……、ぅっ……！」

　弾だん力りよくのあるそれに激しく食はまれて唇が開いてしまう。人間のものよりずっと長い竜の舌が、口内の奥に縮こまる舌を捕とらえ、ねっとりとからみついてくる。

　泡にまみれた両の乳ち首くびを捏こねられてしごかれて、乳輪をくるくるとなぞられる。石鹼の油分でなめらかな動きをするそれにぞくぞくと肌はだがざわめいた。

「あっ、……あぁ、っ」

「ほら、リーゼの乳首こりこりになったよ……いやらしく泡から飛び出してきた」

　普ふ段だんは存在すら忘れているそこが未知の感覚にきゅっと凝しこる。赤く腫はれた尖りに泡がとろりと流れ落ちるその光景がやけに淫らで、強きよう烈れつな羞しゆう恥ちにみまわれた。

「うる、さいっ……。は、はな……せ。──ひ、ぁ」

　硬かたく立ち上がった乳首をぴんっと弾はじくと、その手は下腹部へおりていった。

　体内に射精されているあいだ一度も触れられなかったそこに竜の大きな手が沈しずんでゆく。

　なんの反応も示さない性器に、サリバンはまた子供を宥なだめるような声を出した。

「まだ怖こわいよね？　リーゼは一度だって勃ぼつ起きしなかったもの。ずっと小さくて震えてた」

「おまえ、なにを、言って──、……触さわる、な！」

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふと混乱で縮こまっているそれを親指と人差し指でつまみ、くにくにとあやしながらささやいてくる。

「柔やわらかくてすっごくかわいい……。ぼく、リーゼの小さいままのペニスが好きだよ。さっきは触るのを我が慢まんしてあげてたんだから。本当はね、中に射精するよりも、震えてるここにずうっとキスしてたいなって思ってたの。怖がってるリーゼが気持ちよくなって泣いちゃうまで、くにゃくにゃの柔らかいペニスをうんと優やさしく食んであげてさ──あ、硬くなってきた」

　普段からよく喋しやべる竜が一層饒じよう舌ぜつになる。綺き麗れいな貌かおに似合わぬその歪ゆがんだ猥言に身のすくむ思いがするのに、強い刺し激げきを受けて茎くきが芯しんを持ちはじめた。

　一度熱を持ってしまったら、サリバンの技ぎ巧こうに抗あらがえるはずがなかった。長い指できつくこすられて柔やわくくすぐられ、先せん端たんの孔あなをいじられる。手の支えなしで自立するようになると、それを待っていたみたいに、茎を離れたサリバンの手が陰いん囊のうを転がし、その下へ潜もぐり込む。

「くっ、う……っ、……あ、あ」

　サリバンは後こう孔こうを執しつ拗ようにいじくった。指の腹で撫でまわし爪つめでかりかりと搔かき、指先を引っかけて弾く。寝台では決してされることのなかった行こう為いに羞恥が一気に込み上げてくる。

　淫らな刺激を受けるたびに足が勝手に跳ね、その拍ひよう子しに下か肢しからプシュッと水音がした。

「……ひ、ぁっ」

「あっ？　もう、ぼくの精液が漏もれてきたよ。もったいないなあ。ちゃんと飲まないとリーゼが苦しくなるんだよ？　中に戻もどさなきゃ」

「もぅ、やめ、ろ──、うっ……あ！」

　もうなにものも侵しん入にゆうさせまいとかたく閉じているのに、長い指を二本まとめて埋うめられた。

「ああ、すごい、さっきまでずっと挿れたままだったのに、もう狭せまくなってる」

「……ふざけ、んな。抜ぬけっ……」

　今こうしてしっかりと見てしまったサリバンの陰いん茎けいに、リーゼはぞっと肌を粟あわ立だてた。

　大きさもそうだが、なにより驚おどろくのはその長さで、割れた腹筋にぴたりとくっつく屹きつ立りつの先端は臍へそよりも上に位置する。これが己おのれの身のうちに収まっていたとは到とう底てい思えない。

「ぼく、きついの大好き……」

　サリバンが淫猥な興奮に息を乱しながら妖しげな表情でつぶやく。形の綺麗な唇くちびるから放たれるそれはいっそ恐おそろしくて、びくりと身体からだを震ふるわせた。もう絶対に嫌いやなのに、竜りゆうに喰くわれる──怯おびえるリーゼに気づいたサリバンは、なにを勘かん違ちがいしたのか焦あせって宥めてくる。

「あっ、狭くても痛くないよ、ほら、ぼくの精液で濡れてるから。ね？　すぐ入るよ……」

　シャワーの降りつづくバスタブ、その角に追いつめられて逃にげ場ばを失ったリーゼに竜の長ちよう軀くが覆いかぶさってくる。その身体は本当に大きくて、ぼやけたままのリーゼの世界にサリバンだけが存在しているみたいになった。

「ちがう……おまえ、おかしい……、あ！　だめだ、やめろっ……挿れる、な……！」

　長時間受け入れつづけて、やっと出て行ったばかりなのに──サリバンはすぐに激しい抽ちゆう挿そうを始めた。二、三度動かすだけだった先ほどとはまったく違う。強きよう[image: 靭]じんな腰を繰くり返し打ちつけられて、焦しよう点てんの合わない視界が大きく揺れ動いた。

「あっ、あっ！　もうっ、いや、だっ──」

　限界寸前だった頭と心と身体が、それを超こえた。

　どうしてリーゼだけが残ざん酷こくな運命を背負い、屈くつ辱じよくにまみれなければならないのだろう。

　目の前で最愛の母親を喪うしなっても悲しむ時間すら与あたえられず、託たくされたギルドを統制することも抜ける竜を止めることもできない。帝てい国こく軍の問責にさらされ、男だん娼しようみたいな扱あつかいを受けても誰だれにも言えなかった。

　たった一人で、挫くじけそうになっても何度も心を奮い立たせてきたのに。

　それなのに、なぜ今こんなことになっている？　──竜の血を浴びて、この世のものとは思えない恐怖を味わった。猛もう毒どくに苦しみ悶もん絶ぜつするという地じ獄ごくを見て、体内に竜の精液を注入された。それだけでは許されなくて、今もこうして屈辱を受けている。

　張りつめていたものが一気に決けつ壊かいした。もう、今すぐ、なにもかもから解放されたい。

　唯ゆい一いつの拠よりどころだった、ジゼルに「いい魔ま眼がんだね」と褒ほめられた猫ねこの瞳ひとみまで失って、その壊れてしまった瞳から涙なみだがあふれてくる。　>>>♥

「リーゼ？」

「くっ……、そ……！」

　決して泣くまいと、ジゼルを焼き尽つくす紫し黒こくの炎ほのおに誓ちかった。何度泣きそうになっても必ず耐たえてきたのに。今だけは絶対に泣きたくない。サリバンに涙を見られたくない。またふざけてばかにされる。そうされたら耐えられない。ジゼルの朱あかい鉞まさかりで本当にこの竜を殺してしまう。

「泣くほど嫌……？　そんなにぼくのこと怖い……？」

　しかしその声は甘く掠かすれていただけだった。

「ごめんね。リーゼの中すごくいいの……だからやめられなくて……。もう怖くしないよ」

　まだ激しく振ふりたいだろうに、我慢して腰を止めたようだった。リーゼがこぼした涙を丁てい寧ねいに舐なめ取るサリバンは、やたら優しく甘やかしてくる。揶や揄ゆや苛いら立だちは欠片かけらもなかった。

　リーゼの涙で濡れたサリバンの唇が、ふたたび重なってくる。

　抵てい抗こうするのが億おつ劫くうになって、されるがまま口内をあやされていると、強こわ張ばっていた身体が柔らかくなり、極限まで引き攣っていた脳が溶けていくみたいになった。

「……ん、──ぁ……」

「もう泣かないで。ね？　うんと気持ちよくしてあげるから……」

　風ふ呂ろ場ばに満ちた湯気や石鹼の香かおりに紛まぎれて、経験したことのない、知らない匂においがしてくる。

　たまらなくいい匂いで、リーゼはそれをずっと感じていたいと思った。その願いを叶かなえるみたいに匂いはどんどん濃のう厚こうになって、石せつ鹼けんの香りなどあっという間に搔き消けされてしまう。

「あ……、サリバン──」

「なあに？」

　身体を中ちゆう枢すうから麻ま痺ひさせるような官能的な匂いは、この美しく端たん麗れいな竜から放たれていると気づく。もっと近くで匂いたい。ずっと覆いかぶさったままのサリバンの、肩かたの前側に流れ落ちる三つ編みを握にぎった。それを頼たよりに上体を起こし、竜の逞たくましい胸むな板いたに鼻先を押しあてて匂いを目いっぱい吸い込む。

「ん──。は……ぁ」

　堪こらえられないほど気持ちいい匂いがした。リーゼは初めて快感というものを得て、性器の先端から透とう明めいの蜜みつをとろとろとこぼしはじめる。

　鼻先で触ふれたサリバンの胸板が興奮に膨ふくらむのを感じた。その息づかいも荒あらくなっている。

「かわいい、ね……。おねがい、そのまま髪かみ握ってて……」

「あっ、あっ」

　緑色の鱗が浮うかぶ大きな手でリーゼのうなじを支えると、サリバンはふたたび抽挿を始めた。弱いわけでも激しすぎるわけでもなく、リーゼが最も感じやすい速さをわかっているみたいな動きだ。油断していたら時折深く挿さし込まれて腰こしをぐりぐりとまわされ、甘美な刺激に脚あしがピクンピクンと跳ねる。

「気持ちいい？」

「あ、あ……ぅ、──ん、……」

　応とも否いなともつかない声を漏らすので精せい一いつ杯ぱいだった。

　もとより性的なことにあまり関心が持てず経験はまったくない。そんなリーゼでもわかるほど、なにもかもが違ちがう。サリバンの言う通り、さっきの行為は単なる治ち療りようで、今繫つながっているそれは紛れもないセックスだった。

　初めてなのに、本来は性器を受け入れる場所ではないのに、痛みや苦しみが少しもなくて、そのことがだんだん怖くなってくる。

　すべてこの匂いのせいだ。甘く濃厚な竜の匂いがリーゼを駄だ目めにする。

「リーゼ……綺麗だよ。すごく上手に感じてるね……」

「ひ、ぁ……っ」

　歯の浮くような言葉をばかにする余よ裕ゆうなど欠片もない。それどころかそのいやらしく掠れた声に反応してしまう。

　奥まで入っていた陰茎がずるずると引き抜かれていく。言葉にできないその感かん触しよくに肌はだがわなないた。先端だけを咥くわえさせられて、もどかしさを感じてしまった後孔が困こん惑わくにひくつく。

　また一気に挿そう入にゆうされて内ない壁へきをこすり上げられ、リーゼは白い喉のどをさらして喘あえいだ。

「ああぁ……」

「ぼくのペニス、どう？」

　サリバンが訊たずねながら腰をゆっくりと引いていく。先端だけを入り口に引っかけてまた突つき入れて、リーゼにその存在を覚え込ませるような動きをする。

「ねえ、教えて？」

「……ん、……強、い……あ、あ……長い──」

　脳が思考することを完全に放ほう棄きしていた。言わなくてもいいのに、リーゼは感じているままを唇からこぼした。その答えを聞いたサリバンはとても満足そうにしてにっこりと笑う。

「そう、ぼくのペニスは長いでしょう？　これを使って、リーゼのおしりの孔をたくさんこすったり、奥の方をいっぱい撫なでたり、搔いたり、突いたりできるの。気に入った……？」

「……、あっ」

　また聞くに堪たえない卑ひ猥わいなことを耳じ孔こうに吹ふき込まれて、身体がすくむ。その拍子に茎くきの先端からぴゅっと蜜が飛び出てしまった。ひどく恥はずかしくて顔が一気に赤くなる。

「ふふ……、よかった、気に入ってくれたみたい。気持ちよくいけるところ突いてあげるね」

　腹に散ったそれを指で掬すくって舐めると、サリバンはリーゼのうなじを支えて尻しりをつかみ、思いきり腰を送り込んできた。

「あっ、あっ、あっ」

　一突きごとにあのいい匂いが濃こくなってゆく。竜の強きよう烈れつな色いろ香かに吞のみ込まれる。

　内壁の一部を集中的に突き上げられて、茎を貫つらぬく細い管が激しくわなないた。

「ひ、あ、……あ！　いく、もう……、あぁ──」

　サリバンの三つ編みをぎゅっと握りしめ、綺き麗れいな緑色の鱗うろこが浮かぶ腕うでにすがる。

　ぴくぴくと震える性器が白い蜜を小刻みに噴ふき上げてゆく。

「ああ、リーゼは漏らし方まで愛らしいね……」

「──っ！」

　溜ため込んでいたものを吐はき出してしまうと猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに襲おそわれた。

　身体からだの火ほ照てりよりも顔が熱くなって、握っている三つ編みを慌あわてて手放す。その様子を見ていたサリバンがふっと笑い、絶頂に向かうための腰使いを始めた。

　あれだけ竜りゆうの精液を受けたばかりだ、今さら外に出せなどと抗あらがうのも面めん倒どうになって、早々に果ててくれることだけを願う。

「あ、……？」

　しかしどうしてかサリバンは陰いん茎けいを引き抜ぬき、リーゼの腹に精液を撒まいた。

　不思議に思って見上げた竜の金色の瞳は驚おどろくほど冷めきっている。つい今までねっとりとした興奮に息を乱していたのに、その急な落差に思わず戸と惑まどいの声を出す。

「なん、で……？」

「え？　──ああ。いつもの癖くせで、つい。リーゼには中で出してもよかったんだっけ……」

「どういう、ことだ？　癖って……なんだ？」

「ぼく、いっさい中に出さない主義なの。人間の寿じゆ命みようが無む駄だに延びちゃうでしょ」

　聞かされた者が寂さびしくなるような、温度のない声と言葉。

　そこには人間を突き放す冷れい淡たんさしか存在していなかった。

「リーゼもちゃんと浴びなよ。風邪かぜひいちゃうからね」

　驚くリーゼを放って、サリバンは立ち上がるとシャワーを浴び、淡たん々たんとつぶやいて風呂場を出て行く。緑色の鱗が浮かぶそのうしろ姿に、ホテルで乙女おとめたちに冷たく背を向けるサリバンを思い出した。今のサリバンは、あのときとよく似ている──。

「………」

　戸惑いと混乱と、わずかな火照りを残したリーゼの身体に、シャワーがぱさぱさと音を立てて降ってくる。

　とても美しくて端麗なシルフィードは、ひどくつかみどころがない。

　淫いん奔ぽんではあるが仕事はするし兄弟を大切にする。

　いつも飄ひよう々ひようとしているのに、苛立ったり加か虐ぎやく的な表情をするなんて初めて知った。

　セックスが好きだと言って夜ごと人間を抱だくのに、その人間たちに対して冷たい──。

　熱いシャワーが二人の精液と、リーゼの疲ひ労ろうと混乱を洗い流してゆく。

　そこに残ったのは、つかみどころのないサリバンへの不思議な感情だけだった。










　　　　４




　夜が明けた午前六時五十五分──。

　リーゼはアスコットタイを結んだテール・コート姿で執しつ務む室しつを出た。きちんと束ねたポニーテールを揺ゆらしコツコツと踵かかとを鳴らして、脱だつ衣い室しつへの廊ろう下かを歩いていく。

　昨夜の泣き乱れた自分を思い出すと、羞恥と情けなさで悶もん絶ぜつしそうだった。しかし不思議と頭はすっきりとし、気持ちも重たくはない。

　だからといってなにかが解決したわけではなく、問題は山積している。

　今しがたリーゼを動どう揺ようさせた知らせ──一人のバトラーが退職の意志を示し、姿を消した。

　ドラゴンギルドを脱だつ退たいする竜たちに対して憤いきどおりを覚えるリーゼだが、バトラーに対しては同意と申し訳のなさが先に立つ。

　バトラーの仕事は過か酷こくだった。しかも今いるバトラーたちはギルド設立に立ち会ってくれたメンバーである。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき以外なにもない状態から約二か月、現状を維い持じするまでには筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい苦労があった。

　もちろん今も軌き道どうに乗っていないことの方が多い。そんな中、昨日リーゼが竜の血を浴びて、ゲートは大混乱と逼ひつ迫ぱくに包まれた。あれを見て恐きよう怖ふしない人間はいない。

　リーゼも叶うならここから逃にげ出したい。そう思うから、いなくなったバトラーに対して憤りなど欠片かけらもなく、むしろここまでともに働いてくれたことを感謝するだけだった。

　艶つややかな飴あめ色いろの大階段をおり、エントランスホールを通って脱衣室の扉とびらを開く。

「おはようございます。朝の打ち合わせを始めます」

「リーゼ!?」

　竜の血を浴びて死にかけたリーゼがいつも通りあらわれたことに、脱衣室に集まっていた竜とバトラーたちは皆みな驚きよう愕がくの表情をした。

　ドラゴンギルドの中枢はリーゼの執務室ではなく、この脱衣室だった。業務の要となる部屋だけあって、贅ぜいを尽くしたギルドの中でもひときわ広く豪ごう奢しやな造りになっている。

　床ゆかには色いろ鮮あざやかなモザイクタイルを敷しきつめ、壁かべや柱には焦こげ茶ちや色のウォールナット材を使った。陶とう器き製の大きな洗面台と真しん鍮ちゆうの蛇じや口ぐちを等とう間かん隔かくに設置し、その手前には優美な猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すを並ならべている。談話用のゴブラン織りのソファに、フロマン社の振り子ホール時計クロツク。給茶のための小さなかまども用意した。

　壁と同色の大おお棚だなには大小様々のタオル、香こう油ゆや香こう水すいの瓶びん、櫛くしや歯ブラシが収められている。その他ほかにも大型の鏡、軍服を吊つるすラック、アイロン台まで──すべてギルドで働く竜のためだけに用意されたものだった。

　この脱衣室は発着ゲートと繫がっていて、皆ここで軍服を脱ぬいで裸はだかになり、ゲートに向かうあいだに竜の姿となって出動する。反対に帰き還かんした竜は洗せん浄じようとオーバーホールを終えてゲートからこの部屋に入り、身体を拭ふいて軍服を着用し、髪かみを整える。

　そして毎朝七時から、この脱衣室で竜とバトラーによる朝の打ち合わせをすることが慣例となっていた。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「なんで起きてきたんだ。寝ねてろよ！　今すぐ部屋に帰れ！」

　竜やバトラーたちが口々にそう言ってくる。その慌てぶりと焦あせりように、リーゼの方が驚いたくらいだった。

「大丈夫だ、ありがとう。昨日はみんなに迷めい惑わくをかけてしまって申し訳なかった。すまない」

「おまえ猛もう毒どくを浴びたんだぞ？　死んでてもおかしくない。しばらく休みにするべきだ」

「俺が竜の血を浴びたことは内々のアクシデントであって、帝てい国こくのみんなには関係ない。ギルドを閉めるわけにはいかないんだ。今日だって依い頼らいも案件もきてるぞ」

「いや、ギルドじゃなくて、おまえだけ休めばいいじゃないか。安静にしてろよ」

「あ……。そういうことか……」

　ギルドは通常営業して自分だけ休む。その考えがまったく思い浮うかばなかった。

　そんなリーゼを、竜たちは感心半分あきれ半分の瞳ひとみで見つめてくる。

「とにかく今は大丈夫だ。打ち合わせを始めよう」

　そうして朝の打ち合わせを終えて出動した竜たちが帰還するころ、リーゼはいつも通り防護服姿で発着ゲートに立った。それにもまた驚かれることになる。

「昨日あんな目に遭あった場所でよく同じ作業ができるな。ここはいいから脱衣室にいろよ」

「大丈夫だって。それに……一人退職しただろ……。だから──」

　ただでさえ少ないバトラーが今日一人減ってしまった。リーゼもゲートに立たなければ完全にまわらなくなる。

「完治はしておらんはずだよ。また苦しくなる。もう休みなさい」

　第一ゲートで迎むかえたエドワード老もたいそう驚いて、サリバンと同じようなことを言った。

『ぼくの精液が体内から消えたらまた苦しくなるよ。欲しくなったらおいでね』──サリバンはそう言ったが、本当になんの苦痛もない。竜の血を浴びたのかと疑うほどに良好だった。

　もうサリバンには頼たのみたくないので、この状態が維持されることだけを強く願っている。

　そしてふと思いつく。竜の血を浴びた人間は即そく死し、魔ま物ものは悶もん死し。そして魔女だけがそれに耐たえうる肉体を持っている。しかし広い世界だ、魔女以外にも竜の血に打ち克かつ身体を持つ者がいるかもしれない。そしてそれに自分が当て嵌はまってくれたら──淡あわい期待とわかっていてもすがりたくなった。

「エドワード老は竜の血を浴びた人間を見たことがありますか？　生き延びた者は？」

「何度かある。生き延びた人間もいるらしいが、わしが見た者はみな死んだ。わしらは生き物たちが血に触ふれんよう努める。だから事例そのものが少ないのだ。あれだけの量を浴びて死にかけたおまえさんが翌日ぴんぴんしてたら、そりゃあ誰だれでも驚くよ。わしも驚いた」

「みんなが過か敏びんになっているのは、血で人間が死ぬことに竜も慣れてないからなんですね」

「そういうことだ。昨日の出来事に衝しよう撃げきを受けていない竜はおらん。誰しも自分の血で生き物が苦しみ死ぬところなど見たくないものな。心が痛んでしかたない」

　エドワード老は約二百七十歳という最さい高こう齢れいの竜だった。彼と同じくらい長く生きた竜は多くいたが、高齢になればなるほどドラゴンギルドという存在を受け入れようとしない。自由でいたころを忘れることができず、一度は所属したギルドを抜け、皆狩かられてしまった。

　エドワード老もまた自由を切望している竜に違ちがいないのだが、サロメ同様、長く友人だったジゼルに敬意を払はらい、ここで働いてくれている。

「わしらの血は人間にとっては毒性が強すぎる。油断してはいけないよ」

「はい。でも大丈夫です、本当に元気ですので。俺が仕事しないわけにはいきませんからね」

「気き丈じようなところがジゼルによく似ているね。一度は失いかけた命だ、大切にするんだよ」

「はい……！　ありがとうございます」

　エドワード老が言ってくれた何気ない言葉が、リーゼにとってはこれ以上ないほどの励はげみになる。魔物たちにジゼルに似ていると認めてもらえることは本当に嬉うれしかった。

　リーゼは深みのある琥こ珀はく色いろの鱗うろこを洗っていく。エドワード老は第三ゲートに帰還していたサリバンとともに脱衣室に帰っていった。

　リーゼはそのあともゲートに立ち、帰還する竜りゆうを迎えつづける。今日最後の仕事を終えて戻もどってきたサロメとバーチェスの洗浄を終えるころには陽ひが落ち、空は藍あい色いろになっていた。

　ゲートを閉めて防護服を脱ぎ、テール・コート姿で脱衣室へ帰る。まだ竜やバトラーがいるそこに交ざって片づけを始めた。

「………」

　──熱い……。

　なんの前まえ触ぶれもなく、ぼうっと内臓に火がつくような感覚があった。身体からだの内側は熱いのに皮ひ膚ふは蒼あお白じろくて、でも汗あせがびっしりと浮かんでいる。

「リーゼ？　おい」

　突とつ然ぜん様子がおかしくなったことに皆が気づく。大丈夫だと言いたかったのに声が出なかった。

「大丈夫ですかっ……」

　脱衣室がぐにゃりと歪ゆがむ。駆かけ寄ってきてくれたサロメに抱だきとめられて、床で身体を打つことは免まぬがれた。でも熱くて寒くてしかたない。また身体ががたがたと震ふるえだす。

「は、あっ……、はっ……、熱い……さむ、い──」

「熱が出ているのですか？」

　サロメの綺き麗れいな手が額にあてられる。水竜はひんやりとしているはずなのに、その手は熱くも冷たくもなかった。また感覚が壊こわれていることに気づく。

「おい、リーゼ！　しっかりしろよ！」

「やっぱり治ってないんじゃないか……！　どうするサロメ!?」

　ここにはサリバン以外にも竜がいる──集まってきた竜とバトラーたちを見るリーゼに、ふと遠いところから言葉が降ってくる錯さつ覚かくが起きた。

　たしかにそうだ。考えてみれば、猛毒を抑おさえられるのはサリバンだけではない。ここにいる竜の精液なら、誰のものでも同じ効果を発揮してくれる。本当は体内に注がれるのも口こう腔こうから摂せつ取しゆするのも嫌いやでしかたなかった。でもそうしなければリーゼは死んでしまう。

　サロメ、バーチェス、シャハト──焦しよう点てんの合わないぼやけた瞳で見つめて、やはり無理だと思った。彼らが発情を覚えているかは定さだかではないし、習得していても精液をくれなどとは到とう底てい言えない。たとえそれが馴な染じみの竜であるサロメだったとしても。

　サロメなら、それこそ命を繫つなぐ手立てとして粛しゆく々しゆくと行い体液をくれるのだろう。でもリーゼには受け入れがたいことだし、絶対に嫌だと思った。二人は、古くからの友人だから。

　──サリバン。

　サロメにも言えないことを、誰にも頼めないことを、どうしてかサリバンには言えるような気がした。否いな、言える。それはひどく不本意で腹立たしくもあるけれど、あのきらきら光る三つ編みを揺ゆらす竜がふとここにあらわれたら、リーゼはそこに手を伸のばしてしまう。

　しかし早いうちに帰還したサリバンは軍服姿のまま外出した。その行き先は歓かん楽らく街がいだろうし、そうなら今日はもう戻らない。

「は、っ……、苦し……」

「リーゼ、私の水を浴びますか？　涙なみだを飲みますか？　それとも──」

　たとえ怪け我がの進行を抑よく制せいする聖水を浴び、薬である涙を飲んでも、サリバンが帰ってくる夜明けまでもつとは思えなかった。

　リーゼは絶対に死ねないし死にたくない。生きてジゼルが遺のこしたギルドを守りたい。そのためにたくさんの耐えがたい苦く渋じゆうを味わってきた。それにひとつ加わるだけだ。

　断じて望まない竜の友との性せい行こう為いもまた耐えればいいだけのこと──。

「悪、い……、おまえの──」

　ひどく申し訳ない気持ちでいっぱいになりながら、抱きとめてくれているサロメの腕うでに手を乗せたとき、脱だつ衣い室しつの扉とびらが開いた。

「サロメ、預かってくれてありがと。その子、巣に連れて帰るね」

「サリバン！　どこに行っていたのです？」

「ちょっとそこまでお買い物。迷惑かけちゃってごめん」

　帰ってきた──きらきら光る三つ編みは、焦点の合わないリーゼのぼやけた世界には一条の光みたいに見えた。そんな幻げん影えいにほっと息をつく自分にひどく戸と惑まどう。

　サロメはふらふらと出かけていた弟を咎とがめるような声を出しながらも安あん堵どの表情をした。

　その腕からリーゼを引き取ると、サリバンはそこにいる皆みなに向かってにっこりと笑い、脱衣室を出た。サリバンが巣に向かうあいだにも肺が痛んで呼吸がしづらくなっていく。

「ぼく以外の誰から精液をもらおうとしたの」

　巣の中央には豪ごう奢しやな応接セットがある。そのソファにリーゼを抱いたまま座ると、サリバンがきつい口調でそう訊きいてきた。ついさっきまで綺麗な笑え顔がおをしていたのに、どうしてそんなに機き嫌げんが悪くなるのかリーゼにはわからない。

「そんな、こと、してない」

「してなくても思ったでしょう。誰。早く言って」

　嫌になるくらい低い声だ。誰かの名前を言ったらその竜を再起不能にしそうな気き迫はくだった。

　なぜ今リーゼが怒おこられなくてはならないのだろう。思い当たる節がない。なにか言い返したいけれど、でも猛もう毒どくに侵おかされた身体が本当につらくて、朦もう朧ろうとしながら唇くちびるを動かした。

「サリバンの……。でもおまえ、また、いなかったから、どうしよう、かと──」

　言い終わらないうちに物もの凄すごい力で抱きしめられて、いよいよ呼吸が止まりそうになる。

「ちゃんと帰ってくるから、ぼくの巣にいて。他ほかの誰かのことなんて一いつ瞬しゆんでも考えちゃだめ」

「いて……ぇ。ちょっと、かげん、しろよ……息、できない……」

「あっ、ごめんね。──わ、リーゼくん汗ぐっしょりだ」

　次の瞬間には不機嫌さを消したサリバンが、首筋に浮うかぶ夥おびただしい汗の粒つぶをちゅっちゅっと吸っていく。髪かみを結ゆってあらわになっているうなじや耳の裏までもくまなく舐なめられた。

「ん……」

　その弾だん力りよくのある唇や長い舌の感かん触しよくは、リーゼに不思議な安心感を齎もたらした。

　脱衣室にサリバンがあらわれたとき、サロメは安堵していたがリーゼはそれ以上に安堵してしまった。今もサリバンが当たり前のように身体を楽にしようとしてくれるから、リーゼも余計な意地を張らないで言える。

「も、苦し……から、早く……ほし、い」

「うんうん、すぐにあげるよ。うんと気持ちよくなっておなかいっぱいにしようね」

「や……、頼むから、普ふ通つうにしてくれ……」

　ソファにリーゼを寝ねかせてその着衣を剝はいでいくサリバンは、またあの綺麗なくせにいやらしい顔をしている。それを直視できないリーゼは、なにかを諦あきらめるようにまぶたを閉じた。

〝治ち療りよう〟なのだから二、三度動かして出すだけの機械的な方でやればいいものを、サリバンはあの粘ねばついた方でやるつもりだ。否、彼にはもう選せん択たく肢しなど存在しないのだろう。

　そうわかる。だってあの濃のう厚こうでいい匂においがすでにあふれている。

　さっきまで怒っていたのに、ずいぶんと機嫌をよくしたサリバンがついばむような口づけを何度も重ねてくる。治療にキスは要いらないだろ──そう思いながらも、また身体に力が入れられなくなったリーゼは、唇を割ってからんできた竜の長い舌を受け入れた。
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　──腹減ったな……。

　夢の中にいるリーゼはそうぼんやりと考える。でも、なんだかとても心地ここちいい夢なので、起きて朝食をとるかこのままもうしばらくまどろんでいようか迷った。

　ジゼルを喪うしない、彼女が遺したギルドのことで頭がいっぱいのリーゼは、起きているときはもちろんのこと夢の中でも常に逼ひつ迫ぱくしている。この二か月はずっと眠ねむりが浅かった。こんなにもよく眠って、しかも穏おだやかな夢まで見られるなんて、ギルドができて初めてのことだ。

　夢の中でリーゼは横おう臥がしている。その頭を支えるクッションは硬かたい。でも柔やわらかすぎる枕まくらは好きではないので、この硬さがちょうどよかった。

　誰かが髪を梳すいてくる。ジゼルだろうか。リーゼは七歳のときにジゼルの息子むすこになったと同時に弟で子しにもなって働きだした。仕事を頑がん張ばった夜は、眠るまでこんなふうに髪を梳いてくれたことがあったと思い出す。

　細い肩かたや腕を撫なでられて、うなじや肩けん甲こう骨こつに弾力のあるものが絶え間なく押しあてられたり、肌はだをそっと食はまれたりする。それがとても心地いいから、なかなか夢から抜ぬけられない。

　でも少し様子がおかしくなってきた。リーゼの腕を撫でる大きな手が脇わきを通って下腹部へおりていく。脚あしのあいだにひっそりと息づくそれを指先でつままれ、くにくにとあやされた。

「──おい」

　完全に目を覚ましたリーゼは、がばっと振ふり向むいた。夜明け前の最も眠たいときにもかかわらず、憎にくたらしいほど端たん整せいな顔がそこにある。にっこりと笑っていた。

「おはよ」

「おはよ、じゃねえ」

　寝しん台だいで眠っていることに驚おどろく。いつの間に移動したのだろう。信じがたいことに夢うつつにちょうどいいと満足していた硬い枕は、緑色の鱗うろこが浮かぶ風竜の腕だった。

　おまけに髪を梳かれ背に口づけられて眠るなど、これではまるで単なる情事のあとではないか。それを心地いいと思ってしまった自分にも、股こ間かんをいじりつづけるサリバンにも腹が立って、ぴたりとくっついている竜りゆうの身体めがけて肘ひじ鉄てつを食くらわせた。

「痛いったぁい、なにするの」

「そりゃ俺の台詞せりふだろうが。いつまでつまんでんだ、この変態竜」

　痛いのは、鋼みたいに鍛きたえられたサリバンの腹ではなくリーゼの肘ひじだ。骨が砕くだけるかと思った。その強きよう[image: 靭]じんな体たい軀くと生せい殖しよく器官を持つ風竜が、またしゃあしゃあと言う。

「ぼくの精液って罪なくらい効果覿てき面めんだなあ。体調だけじゃなく凶きよう暴ぼう性まで復活するなんて。昨日のリーゼくん、すごくかわいかったんだよ？　早くちょうだいっておねだりしてきたの。もうほんとたまらなかった。体調だけ戻もどって、あのままでいたらいいのに……」

「噓うそつけ！　俺が朦朧としてたのをいいことに好き勝手言いやがって」

「噓じゃないってば。憶おぼえてないの？　昨夜はリーゼくん二回もいったんだよ。ぼくの三つ編みぎゅって握にぎってさ。二回目はね、イヤだイヤだってぐずりながら薄うすい精液をうんとたくさん漏もらしてね、それがもう、もう、すっごくかわいくていやらしくてね、見てるだけでぼくもいっちゃったんだ。ぼく、あんなに滾たぎったの初めて……ハァ、思い出しただけで勃ぼつ起きしそう」

「………」

　竜の血ではなく恥はじで死ねる。リーゼは心からそう思った。そして疑念は確信へと変わる。

　サリバンは魔ま物ものの中で最も美しく端たん麗れいで、その性格に少々難がある淫いん奔ぽんの変態竜だ。

　これ以上寝台に入っていたらなにを言われ、されるか知れない。緊きん急きゆう避ひ難なんの意味も込めて風ふ呂ろに入ると決めた。幸いにも体調は良好で、だるくも重くもない。普通に歩ける。リーゼは寝台から抜けて絨じゆう毯たんにおり、一歩踏ふみ出したところで──また転び、とっさに両手をついた。

「リーゼくんっ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「大丈夫、ちょっと立ち眩くらみしただけだ」

　平静を装ってソファまで歩き、そこに置いてあるウェスト・コートから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　午前五時十分──。その文も字じ盤ばんを左ひだり眼めだけで見て時間を知る。次に右眼だけで見る。

　やはりぼやけていて読み取ることができなかった。横臥している状態から立ち上がって歩くときに必ず転ぶのは、左右の焦点が違ちがうことに脳が慣れていないからだろう。

　パチンと音を立てて閉まった時計をソファに置き、風ふ呂ろ場ばへ向かった。

　バスタブに入り、真しん鍮ちゆう製のバルブをひねる。降ってくる熱い湯が溜たまってゆく様子を、座ってしばし見つめる。石せつ鹼けんを手に取り、黙もく々もくと泡あわ立だてた。

「………」

　もしかしたら……という思いがあった。竜の精液をもっと多く浴びれば、この右眼も回復するのではないかという浅せん慮りよを、リーゼはどうしても捨て去ることができなかった。

　だから昨夜はサリバンが望むままに放出するそのすべてを体内に浴びたというのに。

　──ジゼルの薬があったらな。

　ジゼルなら、この瞳ひとみを再生できる薬を作れたのだろう。きっと二人の住すみ処かにもあったはずだ。でも住処は燃やしてしまって、なにも残っていない。リーゼにはもうなんの手立てもない。

「くそっ……」

　パシャ、と殴なぐった水面が音を立てる。魔眼を失う日が来るなんて思っていなかった。

　リーゼは自分が魔物なのか人間なのか、何者かもうわからない。今は考えたくもなかった。せめて両眼の焦点を合わすことはできないだろうか。昨日はなんとか乗りきったが、このままではギルドの業務に支障が出てくる。どうにか──そう考えながら無我夢中で石鹼を泡立てていると、いきなり湯の高さがぐんと上がって驚おどろく。竜の巨きよ軀くのせいだった。

「そのソープいっぱい泡立つでしょう？　気に入ったのならもっと買ってくるよ？」

「要らん……」

　向かい合って座るサリバンが近づいてきて、そうすることが当然のように股また座ぐらに手を伸のばしてくる。リーゼはその胸むな板いたに足をあてると、渾こん身しんの力を込めて押し返し、距きよ離りを保った。

　足あし蹴げにしてもサリバンは怒おこりもせず、その足を舐めてくる。指を一本ずつねぶり、指と指のあいだに舌を這はわせ、踵かかとや足の裏に口づけて踝くるぶしを撫でまわす。

「おまえなぁ……」

　先ほどの寝台での愛あい撫ぶといい、後こう戯ぎまで抜かりない淫奔な竜にあきれるばかりだった。

「抱だいた人間にいちいちこんなことしてんのか？　どうりで朝まで帰ってこないはずだぜ」

「するわけないじゃない。リーゼくんだからでしょ」

　その思いもよらない即そく答とうに不覚にもどきりとしてしまった。しかも、いつの間にか呼び方まで変わっている。いつからだろう。動どう揺ようしてしまって思い出せない。

　サリバンは舐め終えた足を撫でたりくすぐったりと、やたら可愛かわいがりながらも、口角を下げて不服そうな顔をする。

「だいたいねえ、一晩セックスして眠るだけだよ？　名前も知らないし顔も憶えてないよ。興味もないし。そんな人間たちに時間も労力も割さくわけないでしょ？　ばかばかしい」

「え、えっ？　でもホテルにいたあの女性たちは？　おまえの恋こい人びとなんだろ？」

「ははっ、なにそれ？　リーゼくんて真ま面じ目めな顔しておもしろいこと言うね。愛だの恋だの、人間同士でやってなよ。ぼくには関係ない。もし人間が好きだとか愛してるとか言ってきたら、我が慢まんできずにおなか抱かかえて笑っちゃうよ」

　とてつもなく酷ひどいことをぺらぺらと喋しやべるサリバンに啞あ然ぜんとなり、違い和わ感かんを覚えた。なぜだろうと考えて、ジゼルの言葉を思い出す。

『竜は気に入った者にとことん肩かた入いれして執しゆう着ちやくして、やたら束そく縛ばくしたがるんだ』──ジゼルに教えてもらった竜の習性と、サリバンの発言は正反対だ。そこに人間への執着は微み塵じんもない。それどころか、人間について語るその金色の瞳は冷たさを通り過ぎて、いっそ冷れい酷こくともとれた。

「笑うなんていくらなんでも酷くないか。他種族とだって恋れん愛あいできるし伴はん侶りよにもなれるだろ？　恋人や愛する人は要らないのか？」

「要らないな。そもそもぼく人間のこと好きじゃないんだ。どちらかというと、きらい」

「なっ……？　嫌きらい？　だったらなんで毎日人間を抱くんだ？」

「人間のことはきらいだけど、一人で眠るのはもっときらいだから。セックスして、眠る。それだけでいいの。ぼく、魔物も人間も混血も雄おす雌めす関係なく抱くよ？　でも人間が一番後あと腐くされがなくていいんだ。魔ま物もの狩がりが始まってからは人間の数が圧あつ倒とう的に多くなったしね」

「………。おまえ、それ──」

　とても寂さびしくないか──？　そう口にするのは憚はばかられて、言葉を吞のみ込んだ。

　それは最愛の人を亡なくしたリーゼが抱える寂しさとはまた違う種類のもののように感じる。リーゼもたしかに凄すごくつらいのだが──愛する人や失くすものが存在すらしないというのは、なにか途と方ほうもない寂しさのように思われた。

　やはりサリバンはつかみどころがなくて、リーゼはひどく戸と惑まどう。

　一人で眠ることを避さけるために、嫌いな人間と夜ごと肌を重ねるサリバン。抱く者の名も知らず、朝が来ればその顔すら忘れてしまう。

　愛することも愛されることも拒こばんで、刹せつ那なの享きよう楽らくだけを求めている。それだけでいいと語る風竜の瞳は、見ているこちらが寂しくなるほど冷たくて、色までも失くしているように感じた。

　人間に時間も労力も割かない──そう言いきるのなら、今ごろサリバンは風呂に入るリーゼを放って、ほどなくやってくる朝まで眠ねむっているはずだ。それなのに、わざわざ風呂場まで来てリーゼをかまい、足蹴にされてもその足を時間をかけて丁てい寧ねいに愛撫するのはなぜだろう。

　どこか矛む盾じゆんしていると感じるのはリーゼだけだろうか。

　──俺の場合は、竜の血を浴びたというアクシデントがあるからだけどな……。

　本物のサリバンはどれだろう。あるいは全部がそうなのだろうか。たとえ魔眼であっても、それは見み極きわめられないような気がした。

　サリバンは愛撫していた足を放し、もう片方の足を取る。そしてまた指を口に含ふくむことから始めていく。その様子をなんとも言えない不思議な気持ちで見つめていると、サリバンが伏ふせている金色の長いまつげを揺ゆらして笑った。

「リーゼくんこそ恋人は？　あっ、でも童どう貞ていでしょ？　先に処女喪そう失しつしちゃったね」

「だ、黙だまれ……。俺はギルドのことで手いっぱいなんだ。恋愛にかまけてられるかよ」

「リーゼくんてどうしてそんなにギルドばかりなの？　もっと遊んだっていいんじゃない？」

「ジゼルのためだ。俺はジゼルが命に代えて遺のこしたギルドを守る。遊ぶ暇ひまなんかない」

「ああ、そう」

「おまえも仕事以外はギルドにいろ。無断外がい泊はくばっかりしないで自分の巣で寝ねろよ。軍服のまま歓かん楽らく街がいへ行くな。だから帝てい国こく軍なんかに目をつけられて──」

　そう話すうちにサリバンが間近に迫せまる。さっきと同じように足で力いっぱい胸板を押しても今度はびくともしなかった。あれはリーゼに合わせていただけで、この強きよう堅けんさが竜の標準であることにあらためて気づかされる。

「おい……人の話聞いてんのか」

「聞いてるよ。自分の巣に──〝ジゼルが遺したギルド〟にいたらいいんでしょ」

　金色の瞳がすっと細くなった。また声を低くして、昨日のようにいきなり機き嫌げんが悪くなる。

「なんだよその言い方。俺はただ狩かられないためにギルドにいろって──」

　静かだった水面がぱちゃぱちゃと音を立てて揺れる。驚くほど慣れきった動きで竜の手が尻しりの下に滑すべり込んできて、すっかり閉じきっているそこをカリッときつく搔かかれた。

「──っ！　ばか、やろ……放せっ。もうするかよ。俺はめちゃくちゃ調子がいいんだ」

「でもまた夕方には苦しくなると思うよ。完治してないからね」

「よく言うぜ。あれだけやっておいてか？」

「うん。だってそうなるように精液の量を調節したから」

「ふざけんな……！　またみんなに迷めい惑わくかかるだろうが。やめてくれっ」

「あはは、冗じよう談だんだって。──もう苦しい思いなんてさせないもの」

　サリバンはその美び貌ぼうに意地悪なのか優やさしいのかよくわからない表情を浮うかべる。本気でうろたえるリーゼの頰ほおを伝う水すい滴てきを舐なめ取り、耳元でささやく。

「リーゼくんに苦しい思いなんか二度とさせない。少しでも身体からだがおかしくなったらすぐに治してあげたいんだ。だからお願い、今日は体調がよくてもぼくの巣にいて。リーゼくんが巣にいるなら、ぼくちゃんと帰ってくるもの」

「なんだよそれ。そんな、交こう換かん条件みたいな──」

　おどけたり機嫌が悪くなったり優しくなったりするサリバンは、最後に綺き麗れいに笑う。

　そして困こん惑わくするリーゼに「約束ね？」と言って、ちゅっと口づけると風呂場から出て行った。

「………」

　つかみどころのないサリバンに、リーゼは惑まどわされてばかりだ。

　ジゼルを喪うしないドラゴンギルドを立ち上げてからの約二か月間は、怒りと苛いら立だちと憤いきどおりしかなかったのに、この数日は恥はずかしかったり安あん堵どしたり戸惑ったりと、他ほかの感情が忙いそがしい。

　無断外泊ばかりするサリバンに痺しびれを切らして、連れ戻もどすためにホテルへ向かったのはほんの数日前のことだ。軍人たちに輪りん姦かんされそうになった原因でもあり、母親を侮ぶ辱じよくしリーゼを辱はずかしめた竜りゆうのことを一いつ瞬しゆんとはいえ本気で殺してやりたいと思ったほどなのに。

　今その思いは潜ひそまっていて、気まぐれで飄ひよう々ひようとしたシルフィードの、その真意がどこにあるのかを知ってみたいと思っている。そんなことを思っている自分にリーゼはまた戸惑う。

「リーゼくーん、来て。早く拭ふいてー」

　部屋の方から声がしたので思考をやめて大きな溜め息をひとつつき、風呂場を出た。

　サリバンは全身びしょ濡ぬれのままソファに座っている。リーゼは先に自分の身体を手早く拭きスーツを着て、髪かみを高く結ゆい上げた。

「ほら、立てよ」

　そして真新しいバスタオルを手に取ると、立ち上がったサリバンの長ちよう軀くを拭いていく。

　サリバンは必要に迫られない限り、自分ではいっさいなにもしない。彼の主義らしく、それを徹てつ底ていしていた。

　毎日、帰き還かんして洗せん浄じようを終え脱だつ衣い室しつに入っても、濡れたままで立っている。バトラーたちに「下着くらい自分で穿はけ」とよく怒おこられているが、綺麗に微笑ほほえむだけで頑がんとして動かない。

　リーゼはそれでかまわないと思っている。バトラーはあくまで竜たちの補ほ佐さ役であり、数多あまたの任務を遂すい行こうする彼らを全面的にサポートするのが仕事だからだ。

　大規模な人災の鎮ちん静せいや天災時における人命の守護など、自分では決してできないことをやってのける彼らが面めん倒どうだと言うのなら、下着の一枚くらい穿かせてやろうと思う。

　それにリーゼは魔ま物ものたちの世話をし、彼らの身なりを自分の手で整えることが好きだった。髪を綺麗に結ったり衣服をきちんと着せたり──七歳のときからジゼルの身のまわりの世話をすべて一人でしてきたことに強く起因している自覚がある。

　どれだけ手て際ぎわよく、また丁寧にできるか、秘ひそかに燃えてしまうのが常だった。

　サリバンの長い金髪ブロンドを編み直し、下着を穿かせる。平常時でもずっしりとして長い性器を下着の中に押し込むことは脱衣室でもしてきたのに、今になってサリバンは「あぁん、リーゼくん、もっと強くして」とからかってきた。拳こぶしでそこを思いきり殴なぐってやりたい気持ちを抑おさえて軍服を着せ、ロングブーツを履かせる。軍ぐん帽ぼうをかぶせ軍人用の手て袋ぶくろを嵌はめさせて完かん了りようした。

「どうした？　着き心地ごこち悪いとこあるか？」

　着せられたばかりの軍服をじっと見るサリバンが「ううん。その逆」と首を横に振ふる。

「他の子に着せてもらうと、どこか緩ゆるいんだよね。皺しわが寄ってたりさ。でもリーゼくんだとそんなことないの。身体にぴったりくっついてくる感じ。ぼくの言いたいことわかる？」

「それはどうも」

　リーゼはふっと笑って礼を言う。サリバンは何気なく言っただけなのだろうけど、バトラーとしての血がさわさわと騒さわぐ感じがして嬉うれしかった。

「そうそう、大事なこと忘れてた。リーゼくんにこれあげる」

　サリバンが軍服のポケットから取り出したものを手て渡わたしてくる。受け取ったそれは片手に乗るほどの大きさで、やけに平たい箱だった。促うながされるまま箱の蓋ふたを開け、息を吞む。

「………。なんで──、俺の眼めのこと、知ってるんだ……」

　部屋の窓から朝あさ陽ひが差し込んでくる。

　その光を反射させ、小さな箱の中の片眼鏡が鮮せん明めいな輝かがやきを放った。

「わかるよ。いつもと動きがぜんぜん違ちがったもの。エドの爺じいさまを洗浄してるリーゼくんを見て、右眼がほとんど見えてないんだって気づいて、ぼく、ものすごく焦あせって──」

　その言葉から、昨日外出していたのはこの片眼鏡を買い求めるためだったと知る。綺麗に磨みがかれた片眼鏡を見つめるリーゼの胸が高鳴っているのは、驚おどろきと、確かな喜びからだった。

　しかし不思議にも思う。リーゼが懸けん命めいに隠かくしていたことだ、そんな一瞬で気づけるものなのだろうか。それにサリバンとは出会ってまだ二か月で、しかも同じギルド内で働いていても行動をともにしているわけではない。むしろ別々に過ごす時間がほとんどだったのに。

　彼の言う「いつもと動きがぜんぜん違った」の「いつも」とは、どこを指しているのだろう。

　訊ききたいことが色々あったけれど、サリバンを見たら訊けなくなった。

「ごめんね。たぶんもう視力は戻してあげられないんだ」

　おどけてばかりの飄々とした風竜はどこへ行ってしまったのだろう。サリバンは見たこともないような真しん剣けんで痛々しい表情をする。見ているリーゼの胸が詰つまるくらいに。

「なんでおまえが謝るんだよ。血を浴びたのは俺の不注意だ。サリバンは俺を止めてくれただろ。助けてもくれた」

「うん。でも嫌いやなんだ。ぼくの血でリーゼくんがあんなに怖こわくて苦しい思いをしたなんて。そんなこと絶対させたくなかったのに。あのままリーゼくんが死んでたら、ぼくも生きてない」

「なんだそりゃ……おおげさだな。おかげさまで死ぬどころか不死身路線まっしぐらだろ？」

　すらりとした広い背をいつになく丸くして気落ちするサリバンが、うっかり可愛かわいく見えてしまった。リーゼが少し声を軽くして言うと、ようやくいつものように綺麗に笑う。

「ねえ、つけてあげる。ぼくの魔力も入れたから、普ふ通つうの眼鏡よりもよく見えると思うよ」

　サリバンが箱から片眼鏡を取り出し、もう片方の手をリーゼの顎あごに添そえてくる。

　身長が十五テナー（約二百センチ）あるサリバンに対し、十三テナー弱（約百七十センチ）のリーゼはほとんど真上を向かされるようになったが、おとなしく従ってまぶたを閉じた。

　フレームのひんやりとした感かん触しよくが心地ここちいい。ゆっくりとまぶたを開く。

「本当に、よく見える……」

　ぼやけた世界が晴れてゆく。視界がとても良好になる。

　サリバンが大急ぎで買ってきてくれた片眼鏡は、不思議と測ったかのようにぴったりで、それはリーゼに視覚の再生を実感させてくれると同時に心の靄もやまでも晴らしてくれるようだった。

　魔眼を失ったことにいつまでも悲観ばかりしていられない。

　母親が遺したドラゴンギルドはこれからも毎日運営していく。なにひとつ思うようにいっていないけれど、ここで挫くじけずに努力を重ねれば、いつか好転してくれるときが来るのではないか──明めい瞭りようになった視界は、そんな気持ちにさえさせてくれる。

　そして、今はっきりと見上げたサリバンは、溜ため息をつきたくなるほど美しくて端たん麗れいだ。

　その綺麗な貌かおが柄がらにもなく紅潮しているのが、視力を取り戻した瞳ひとみにはっきりと映った。

「うわぁ。リーゼくん似合いすぎ。すっごくエロティック。どうしよう、みんなリーゼくんのこといやらしい眼で見るようになるよ、危険だよ、うぅん、つけない方がいいのかなあ？」

　そんなありもしないことで至し極ごく真剣に悩なやむサリバンに、リーゼはぴんとつり上がった猫ねこの瞳を半分にして、心からあきれたまなざしを向ける。すると竜の長軀がびくんと跳はねた。

「そんな色っぽい瞳で見つめちゃだめっ。あ、あっ。……ほら、勃ぼつ起きしちゃったじゃない。リーゼくんのせいだからね。……ねえ、七時までに終わらせるから一回だけしよ？　眼鏡してるリーゼくんを突つきたいな。今でも充じゆう分ぶん綺麗でセクシャルなのに、どうなっちゃうんだろ──」

「俺、腹減ってるから食堂行くわ。おまえも朝の打ち合わせ遅おくれんなよ。じゃ、あとでな」　>>>♥

「えっ、ひどい、なんでそんなにつれないの？」

　本気で切なげな声を出すサリバンに笑え顔がおで片手を上げ、リーゼは部屋を出て食堂へ向かう。

　サリバンとの向き合い方にも、ひとつの方針を立てた。

　飄々としているときが常態であることはわかった。優しさもある。苛立ったり機嫌が悪くなると意地悪をしてくる。しかしそうなるには彼なりの理由があるようなので、リーゼはそれを知る努力くらいはしようと思った。

　時折見せる冷れい酷こくな金色の瞳の、その真意は一日二日ではわかるまい。だからといって穿せん鑿さくもしない。知る必要があるのならおのずと知れるだろうと思う。

　そして、しばしば生み出される変態的発言は、容よう赦しやなく流していくことに決めた。

「おはよう」

「おっ、どうしたんだその眼鏡？　格好いいな」

「じつは竜の血を浴びたときにほとんど見えなくなってた。でもこれでまったく問題ない」

「ええっ？　本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ？　頼たのむから無理しないでくれよな」

「ああ。どうしてもきついときは休ませてもらうよ。もうしばらく迷めい惑わくかけるけど、ごめん」

　食堂でバトラーたちと挨あい拶さつを交かわし、ともに朝食をとった。

　リーゼは毎回二人分の量を食べる、細身の大食漢である。バトラーは皆みな知っていることなので誰だれも驚かない。ここ数日失うせていた食しよく欲よくが完全に戻ってきていた。

　ロールパン、ベーコンエッグ、トマトとマッシュルームのソテー、サラダ、大量のポリッジ、スコーンまで──コックにすべて二人分用意してもらい、それを次々とたいらげてゆく。

　ジゼルはよくあきれていた。『そんなぺたんこのおなかのどこに入るのかねえ』と──。

　朝の打ち合わせを終えて、出動した竜りゆうたちが帰還するころになっても、体調は良好な状態を保つことができていた。昨日のように突とつ然ぜん苦しくなる予感もない。

　サリバンは『精液の量を調節した』と言っていたが、あれは意地悪でついた噓うそであり、実際は一晩かけて大量に流し込んだのだろう。おそらく、仕事を終えて自室で休み、朝が来ても今と同じ良好な状態でいられる。今夜は竜の精液を体内に取り込む必要はなかった。

　しかし、サリバンのあの言葉が気にかかる。

『リーゼくんが巣にいるなら、ぼくちゃんと帰ってくるもの』──それはある種とても魅み惑わく的な言葉だった。これが本当なら、リーゼがサリバンの巣に留とどまりさえすれば、彼はリーゼの体調を確かめるために一度は巣に足を運ぶ。つまりそれは、今夜サリバンが軍服姿で歓かん楽らく街がいへ行くことを止められるかもしれないということだ。

　否いな、絶対に行かせない。そうすれば帝てい国こく軍に見つかることもなく、狩かられる危険もゼロになる──それは、ドラゴンギルドの筆頭バトラーにとってはこの上なく魅み力りよく的なことだった。

　気まぐれな性格を持つシルフィードのことだ、サリバンは戯たわむれに言っただけかもしれない。真っ向から信用することは避さけた方がいい。

　でも、試ためしてみたくなる。

　あの淫いん蕩とうで自由奔ほん放ぽうな風竜シルフイードをギルド内に留められるのか──。

　脱衣室で竜の着き替がえを手伝いながらそう考えていると、バトラーのクロードがやってきた。

「また帝国軍からの呼び出しだ。どうする？」

「わかった。すぐ行く」

　いつも通り対応しようとすると、クロードが表情を曇くもらせた。

「おまえ体調よくないんだし、一度くらい拒きよ否ひしてもいいんじゃないか？　それに……ちょっと様子が違ってた気がする」

「様子が違うって？　どういうことだ？」

「電話口の男、いつも大きな声で怒ど鳴なってくるくせに今日はやたら静かだったんだ。なにかを含ふくんだような声でさ……怪あやしくないか？」

　いつも電話対応をしてくれるクロードの言うことだから信用できる。しかしその違いをリーゼ自身でも確かく認にんしなくてはならない。なにが原因なのかも知る必要がありそうだった。

「……大丈夫だ、行ってくる。俺がいないあいだに帰き還かんが終わったらゲートを閉めてくれ」

「わかった。くれぐれも気をつけてくれよ」

　夕ゆう闇やみが迫せまる中、総司令部までの道を足早に進む。いつもの嫌がらせでもそうでなくても、逃にげ出すという、この前のような失態だけはしない。密室だから立場が危あやうくなるのだ。扉とびらを開けたままにするくらいはリーゼにもできる。そしてなんとか言い負かしてやりたかった。

「失礼します」

　そう意気込んで部屋に入ったリーゼは、その雰ふん囲い気きの違いに眉まゆをひそめた。

　まず、いつも扉を開けたと同時に飛んでくる怒ど号ごうがない。開けたままにしておこうと思っていた扉は乱暴に閉められ、しかもそこに軍人が二人も立った。これも今まで一度もなかったことだ。そして、常に嘲あざ笑わらいを浮うかべている軍人たちが、今日は誰一人として笑っていなかった。

　クロードの言葉が蘇よみがえる。たしかに静かではあるが、なにかを含んでいるような静けさだ。

　訝いぶかしく思いながら目の前に座る老将官を睨にらみつけると、なぜかわなわなと震ふるえていた。

　怒いかりか怯おびえか、その理由は見当がつかない。前回の呼び出しから三日しか経たっておらず、そのあいだに咎とがめられるようなことは竜たちもギルドもしていなかった。

　なにを言われても撥はね返す。そう思いながらふたたび老将官を見み据すえると、男は深い皺しわが刻まれた頰ほおを引き攣らせて大声を出した。

「きさま！　魔ま女じよの一族であることを隠かくしておったな！」

「は？　仰おつしやっていることの意味がまったく理解できませんが」

「では竜の血を浴びても死亡しなかったのはなぜだ！」

「──!!」

　どうしてこいつらが知っているんだ──どんな問責を受けても言い返す気き概がいがあったのに、思いもよらぬその言葉に頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になった。瞠どう目もくし、驚きよう愕がくの声が出そうになる。抑おさえきれない動どう揺ように身体からだが揺ゆれてしまった。

　冷然を貫つらぬくリーゼの態度が急変したことで、ここにいる軍人たちは老将官の言葉が流言ではなく事実であると悟さとったに違ちがいない。口々に非難の言葉を浴びせてくる。

「おまえも魔女なのだろう!?　ジゼルの実子なのだろうっ？　よく似たその面つらが証しよう拠こだ！」

「あつかましくも人間のふりなどしおって！　きさまら親子は帝国を謀たばかった重罪人だ！」

「違う!!」

「ならば説明しろ！　すべて詳つまびらかにせよ！　我々全員を納なつ得とくさせてみろ！」

　帝国軍は常にギルドを監かん視ししている──いつもみずから竜たちに説明する至極当然のことを、リーゼは今ようやく思い出した。

　あの事故も見られていた。竜の血を浴びて倒たおれるリーゼ、叫さけぶ竜と悲鳴をあげるバトラー、騒そう然ぜんとする発着ゲート──そのすべてを帝国軍に監視されていた。

「答えろ！　竜の血を浴びたきさまが生き延びたその理由を！」

「っ……」

　竜の血は猛もう毒どく、涙なみだは薬、精液は永遠の若さの源。

　竜の血を浴びた人間は即そく死し、魔物は悶もん死し、そして魔女だけがそれに耐たえうる肉体を持っている──アルカナ・グランデ帝国に生きる者でこの伝承を知らぬ者はいない。

　だから軍人たちは竜の血を浴びても死亡しなかったリーゼを魔女呼ばわりするのだろう。

　竜の血が猛毒であり、涙が薬であることは、帝国の人間も複数の実例を認めたと聞く。

　しかし精液に関しては実証を得るどころか現物の入手すら叶かなわず、ただの噂うわさに留まっている。

　その竜の精液でリーゼは回復し、命を取り留めた。それをここで言うつもりは微み塵じんもない。

　竜たちの重大な秘密を軍人どもにさらすことなど断じてしたくない。それに、この事実を知られたら帝国軍の怒りの矛ほこ先さきは竜に──サリバンに向いてしまう。

　そうなるくらいなら、リーゼは死を選ぶ。死を以もつて沈ちん黙もくを貫いてやる──。

「なぜ答えない。狩られるのが恐おそろしいのか？　ん？　どうなんだ」

「………」

「たとえきさまが魔女でも魔物でも狩らずにいてやるぞ？　さっさと答えろ」

　自分は魔物だと、ジゼルの息子むすこであり魔女の一族なのだと、胸を張って言えたらどれだけすばらしいだろう。たとえそれで狩られたとしても、リーゼは堂々と死んでいける。

　しかし今のリーゼは自分が何者なのかわからない。自分は魔物だと叫んでも、人間だと言っても、どちらも噓のような気がした。

「なにをする！　放せっ」

　黙だまったままでいると、防護服を着た二人の軍人に左右から腕うでをつかまれた。

　さらにもう一人、小こ柄がらな男が近づいてくる。カチャリと片眼鏡を鳴らし、睨みつける。

　医者か、研究者だろうか。不健康そうな顔つきに白衣を纏まとっていた。ゴム手て袋ぶくろを嵌はめた両手でガラス瓶びんを持っている。やけに大きなその瓶に入っているものを確認したとき、リーゼの中に凄すさまじい嫌けん悪おと怒りが同時に生まれた。

　──竜の血！

　なにを優位と思ったのか、軍人たちがここにきてあの嘲ちよう笑しようを浮かべはじめる。

「答えないのならこれをきさまに浴びせる。死なないのだろう？　魔女だからな。たとえ死んでも文句は言えんぞ？　説明責任を果たさないきさま自身の罪なのだからな」

「なんてことしやがる！　よくも竜の血を！」

　老将官たちはこれに乗じてリーゼを殺すつもりだ。そして責任者不在となったドラゴンギルドは帝国軍で支配するか、表向きは運営しているように見せかけて中を虚うろにでもするのだろう。怒りの針が振ふりきれて、なにも考えられなくなる。今はただ、あのガラス瓶に囚とらわれている竜の血を一秒でも早く人間たちから解放してやりたかった。

「さっさとかけろよ！　その血を俺にかけろ！　てめぇら全員道連れにして死んでやる！」

　あの血を浴びても即死など絶対にしてやらない。意地でも心臓を動かして、大切な竜を辱はずかしめた人間どもに血を擦なすりつけてみせる──両腕を滅め茶ちや苦く茶ちやに振って暴れ、拘こう束そくをほどこうとした。半はん狂きよう乱らんになって叫ぶリーゼの気き迫はくに白衣の男が慄おののく。痺しびれを切らした老将官が叫んだ。

「なにをしているっ、早くそいつに血をかけろ！」

　そのとき、バキッ、バリンッ！　という耳を劈つんざく爆ばく音おんとともに窓ガラスと扉が破は壊かいされ、大きな竜たつ巻まきとそれに従うように夥おびただしい数の小さな竜巻が入ってきた。

「うわあぁっ！」

「なんだっ。これは……！」

　その竜巻たちはまるで個々が意思を持っているかのように次々と軍人たちを襲おそう。

　リーゼとその腕をつかむ軍人のところへ竜巻がみっつ迫りくる。男たちは慄く時間すら与あたえられずに、激しく渦うずを巻くふたつの竜巻に身体を削けずられて絶ぜつ叫きようしながら倒れた。最後に残ったひとつは渦をほどくと緑色の風になってリーゼをふわりと包み込む。

　その風に守られながら、すでにこの部屋の支配者となった大きな竜巻を見つめた。

　リーゼの目の前で、竜巻が人の姿に形を変えてゆく。ドラゴンギルドの軍服と軍ぐん帽ぼうと、そこから伸のびる竜の角。見上げるほどの長ちよう軀くと広い背に揺れる、煌きらめく金色の三つ編み。

「サリバン!?」

　軍人用の手袋をきゅっと引っ張って整えながら、サリバンは部屋の片かた隅すみを睥へい睨げいする。そこに縮こまってがたがたと震えている若い兵士に向かって指示を出した。

「ぼくの逮たい捕ほに必要ならば議事録をとりたまえ。ただし、ギルドが閲えつ覧らん申しん請せいを行う。今日ここで起きたことのすべて──帝国軍によるドラゴンギルド責任者の拘束および人体実験も含むすべてが記き載さいされていない場合、即そつ刻こく議会にて公式な異議申し立てをさせるのでそのつもりで」

　温度のない言葉が機先を制する。激げき怒どしているその声はいっそ静かだった。

　サリバンが片手を軽く上げると、轟ごう音おんを立てていた小さな竜巻たちが姿を消す。　>>>♥

　怪け我がを負い、呻うめき声をあげる軍人たちを竜りゆうは高いところから見くだした。

「気になってしかたないみたいだから教えてあげるよ。竜の血を浴びて死にかけたリーゼを治したのはぼくだ」

「やめろサリバン！」

　必死になって止めたが間に合わなかった。身体に力が入らなくなって、その場に座り込んでしまう。リーゼが命に代えても守りたいことをなぜサリバンは言ってしまうのだろう。

　腕から血を流しながらも老将官は驚愕に眼めを剝むく。その眼はサリバンを次の標的ととらえたに違いない。絶対にそれだけは避さけたかったのに。

「きさまが治しただと!?　いったいどうやって──」

「すばらしいっ！　これは世紀の大発見だっ！　これで人間はまた一歩神に近づく！」

　老将官を差しおいて白衣の男が金切り声をあげた。不気味なほど極度の興奮状態にある。

「お、教えてください！　涙でですか、それとも精液でですかっ。分量は？　投とう与よ回数は？　お願いします、もっと詳くわしいデータをくださいっ！」

「どっちだろうねえ？」

　サリバンは男の顎あごをぐいっとつかみ、間近に寄せてにっこりと嗤わらう。男の顎がつ骨こつの激しく軋きしむ音がリーゼのところまで伝わってきて、聞くに堪たえないその音に肌はだが粟あわ立だった。

「きみ、試ためしてみない？　その血を浴びなよ。そしたら好きなだけあげる。涙でも精液でも」

「ぎ、ぃ……あ……！」

　怒りと妖よう艶えんが同居したサリバンの綺き麗れいな笑え顔がおは、リーゼでもぞっとするほど恐ろしい。

　強きよう烈れつな殺気がびりびりと伝わってくる。顎を粉々に砕くだかれてのたうつ白衣の男からガラス瓶を奪うばうと、サリバンはふたたび軍人たちを見くだした。

「あのさあ。なにかにつけてうちの責任者呼び出すの、やめてくれない？　この子忙いそがしくってさ、おじさんたちの下品で下等なお遊びの相手する時間なんかないの。帝てい国こく軍が無能だから仕事がギルドに流れてきてるんだよね。その処理で手いっぱいなわけ。わかる？」

　この部屋にいる人間はもう誰だれ一人サリバンに逆らうことができなかった。大量に流血したせいで顔を蒼あおくする老将官が最後の抵てい抗こうを見せる。

「こいつが呼び出されるのはきさまの怠たい慢まんのせいだがな」

「怠慢？　ぼくのどこが。議会だって出てあげてるけど？」

「軍服姿で歓かん楽らく街がいを徘はい徊かいすることだ！　次は逃にがさんぞっ。歓楽街で発見次し第だい狩かってやる！」

「ああー、それね。狩る能力があるなら好きにして……」

　ひどく気だるげに返事をしたサリバンが三つ編みを揺らしながら近づいてくる。空いている片方の腕でリーゼを抱だき上げると、ガラスの砕け散った窓へと歩いていく。

「今後は安易に呼び出すな。そっちから人をよこせ。わかってると思うけど、うちの責任者の事前許可がないと人間はドラゴンギルドに入れないよ。契けい約やく違い反はん者しやはぼくが殺す」

　そう言い捨ててサリバンは窓から飛び出し、連なる宮きゆう殿でん群の屋根を駆かけていく。ドラゴンギルドに向かっている途と中ちゆうで脚あしを止め、「ぼくの手袋、外して」と静かな声で言った。

　乞こわれるまま手袋を外すと、サリバンはガラス瓶を割って竜の血を手にした。

　リーゼの目の前で、長く綺麗な指が緑色の風を編んでいく。

　編んだ風で竜の血を包んだサリバンがそれにふっと息を吹ふきかけると、風は意思を持ったようにある場所を目指して飛んでいった。

「あの血、どうなるんだ……？」

「あのままエトナ火山まで飛んでいく。そこでマグマに灼やかれて自然に還かえるんだ」







　とうに陽ひは落ちて星々も瞬またたきはじめていた。みっつのゲートは閉められていて、リーゼは竜全員の帰き還かんが無事に終わったことを知る。

　サリバンは竜の巣が連なる岩がん壁ぺきへ足をかけ、大窓を開けてそこから室内に入った。

　黙りこくっているリーゼを抱いたままソファに座ると、腕に思いきり力を込めてくる。

「痛い……」

「どうしていつもみたいに怒おこらないの？　ばかやろうとか、ふざけんなとか、言わないの」

「怒ってる。あいつら、竜の……兄弟の血を。屈くつ辱じよくだ」

「ちがうっ、リーゼくん殺されかけたんだよ!?　あいつら全員殺してやればよかった……っ」

「………」

　そのことについては怒る気になれない。

　瓶の中に詰つめられた竜の血を見たときは経験したことのない怒いかりを覚えた。でも自分が浴びることであの竜の血を人間から解放できるのなら、死んでもかまわないと思った。

　緑色の風に包まれたときは言葉にできない安あん堵ど感かんがあって、サリバンが来てくれて本当に嬉うれしかったのに。リーゼが死んででも守りたかった秘密をサリバンがあっさり言ってしまって、怒りなど吹き飛んでしまった。

　身体からだが震ふるえているのは、リーゼを殺そうとした軍人たちへの怒りからではない。嬉しかったのに、ひどく嫌いやな心配ごとができて──自分でも制せい御ぎよできない感情の揺ゆれからだった。

「なんであんなこと言ったんだ。おまえだけが狙ねらわれることになったら、俺は──」

「ぼく強いの。わかってる？」

「………。わかってる」

　初めてしっかりと認にん識しきした。端たん麗れいさと軽けい薄はくな雰ふん囲い気きに騙だまされがちだが、サリバンは風を自在に操あやつる竜であり、世界最強の魔ま物ものだ。

　その逞たくましい肩かたに寄りかかってまぶたを閉じ、深い息をひとつつく。

「助けにきてくれて……、竜の血を取り戻もどしてくれて、ありがとうな。本当は自分で取り返したかったけど、できなかった」

　魔物が血を抜ぬかれること、竜が鱗うろこを剝はがれること、人魚が骨を抜かれることは凌りよう辱じよくに等しい。叶かなうなら、あの竜の血をきつく抱いて辱めを消し、自分の手で自然に還してやりたかった。

　でも、できない。触ふれたくても触れられない。

　なにもできない自分が恨うらめしくてしかたなかった。

　身体の震えを抑おさえてくれるみたいに、サリバンがより一層腕に力を込めて抱だきしめてくる。

「もう、まだ震えてるくせに、なに言ってるの」

「あの血……、兄弟の誰かわかるのか？」

「さあ。さすがに血だけになるとわかんないな。でもわからない方がいいよ、わかってしまったら忘れられなくなる。それに、兄弟は自由を得たよ。もう大だい丈じよう夫ぶ」

「うん。……ありがとう」

　その言葉に心から安あん堵どする。きつく抱きしめられると震えも治まった。もたれかかっている竜の体たい軀くはとても大きくて力強い。ジゼルによく似ていてほっとしてしまう。

　落ち着いてきた頭で考える。数日前、あの部屋で軍人たちに嬲なぶられそうになったときは、恐きよう怖ふと絶望しかなかった。今日も同等の、否いな、それ以上の事態に陥おちいったのに、どうしてか絶望はなかった。どこかから誰かに見守られているような気がして、そしたらサリバンがあらわれた。

「サリバンはなんで俺があの部屋にいるってわかったんだ？」

「片眼鏡のフレームにぼくの鱗を埋うめ込んであるの。ぼくは鱗を通してリーゼくんがどこでなにをしてるか視みることができるんだよ。便利でしょう？　今日早さつ速そく役に立ってよかった……」

「なんだよそれっ」

　思いもよらないその返事に、竜の膝ひざから飛びおりるようにして立ち上がった。

　竜の鱗には宝石以上の価値があり、たとえ欠片かけらであっても数億の値がつく。竜たちが己の鱗を自在に変形させることは知っていたが、まさか透とう視し能力まであるとは──。

　いつも視られている──怖こわくなって片眼鏡を外そうとしたが、それは意思を持っているかのようにリーゼにくっついて離はなれない。

　サリバンに罪の意識は皆かい無むのようで、とても不思議そうな顔をして見つめてくる。

「どうして外そうとするの？　ぼくじゃなきゃ外せないよ。鱗は、つけた竜しか外せないの」

「なんだそれ……！　なんで黙だまってた？　騙したのと同じだろ」

「騙してなんかないっ。そんな言い方しないで。リーゼくんを守るためだよ。ぼくの血で苦しくなったらすぐに助けるためだ。帝国軍の奴やつらのところになんか二度と行かせないから！」

　腕うでを取られ、引き寄せられる。抵抗しても力ではまったく歯が立たない。ソファに座るサリバンの長い脚のあいだに立たされる。腰こしに腕がまわってきて、左の腿ももに座らされた。

「ねえ、ぼくのことそんなに嫌きらい？　頼たよりない？　どこがだめ？」

「………。奴らに呼び出されるのは、おまえが歓楽街をふらついてるせいでもある」

「もう二度と行かない。だってリーゼくん、ぼくの巣にいるでしょう？」

「なんでそうなるんだ。おまえはそうやって話の筋をずらして、わけがわからんようにする」

　猫ねこのような瞳ひとみを半分にしたあきれ顔をすると、サリバンはとても機き嫌げんよく笑う。

　先ほどの強烈な殺気が噓うそみたいだった。左腿に座るリーゼに両腕をまわして、細い腰のあたりで手を組む。リーゼは竜の長い手足にすっかり包まれるようになってしまった。

　これはあまりよくない。ジゼルにいつもされていたことなので、つい気が緩ゆるんでしまう。

「教えて？　ぼく頼りない？」

「わからん。俺は誰かに頼りたいと思ったことない」

「ぼくに頼ってよ。リーゼくんって、危あやういもの」

「危うい……？　俺が？」

「うん。お口も悪くて気き丈じようだけど、情に厚いよね。さっきだってぼくが治したって言っちゃえばいいのに言えなかったでしょう？　竜りゆうの血のことでも本気で怒る。でもそれってさ、隙すきがあるってことなんだよ。リーゼくんのそういうとこ、ぼくは好き。すっごく守りたくなる」

「………」

　サリバンと話していると調子が狂くるう。自分の知らなかった自分までも暴あばかれて、どれだけ未熟で隙だらけなのかを知らされる。ひどく心こころ許もとないことなのに、サリバンがそれでいいと言うから、リーゼはまた戸と惑まどうだけになってしまう。

　なんだか張り合う気も撥はね返す気力も失うせてしまい、竜の腿の上でぼうっとしてしまった。サリバンは容よう赦しやなくぐいぐいと質しつ問もん攻ぜめをしかけてくる。

「ねえ、ぼくのこと嫌い？」

「わからんことばっかり訊きくな……」

「どこか痛くない？　苦しい？　ぼくの精液ほしい？」

「どこも痛くない。苦しくない。要いらん！」

「えぇー。そこだけはっきり言うんだ……」

　サリバンは心から残念そうにする。思っていた通り、今夜は苦しくならずに朝まで眠ねむれそうだった。この体調のいい時間を有効に使いたい。リーゼはすっと立ち上がる。

「あら、リーゼくんどこ行くの？　お風ふ呂ろ？　一いつ緒しよに入ろ。あわあわのお風呂作ってあげる」

「執しつ務む室しつ。仕事残ってるから。今日は本当にありがとうな。色々助かった」

「だ、だめっ！　ぼくの巣にいるって約束したでしょ！」

「約束なんかいつしたんだよ。というか、今いたろ。もう充じゆう分ぶんだろ。おやすみ。また明日あした」

「だめ！　いやだっ、絶対だめ！　今日の仕事はおしまい！」

「なんなのよ、おまえ……」

　美しく端麗で、最強の魔物なのに。助けにきてくれたときは強く格好がよく、恐おそろしくもあったのに。兄弟の血を自然に還すための風を編む姿に憧どう憬けいすら抱いた。それなのに、この竜は淫いん奔ぽんでわがままで変態でもあって、リーゼはときどき残念な気持ちになる。

　結局、全力で「ぼくの巣にいるって約束したんだから！」を押し通されて、一歩も外に出ることができなかった。おまけに一緒に風呂に入らされ、股こ間かんにおける無む駄だな攻こう防ぼう戦せんを展開する羽目になり、ぶち切れて風呂を出たら次は裸はだかで寝ねろだの、わがままが甚はなはだしい。

「俺はすこぶる調子がいいんだっ。下半身に一度でも触れたら即そつ刻こく出て行くからな！」

「わかってるってば……。さっき殺されかけた子とは思えない凶きよう暴ぼうさだよね、ほんと……」

　自分でどうやっても外せなかった片眼鏡は、サリバンが触れると外れた。竜が最強の魔物に値あたいする強い魔力を持っていることをふたたび知らされる。

　サリバンに背を向けて横たわると、すぐさま頭の下に竜の腕が滑すべり込んできて吃驚びつくりした。

「あぁん、セックスしないと眠れないー。リーゼくん、一いつ瞬しゆんだけこっち向いて。ねえ……」

　そんな淫奔竜の本気の嘆なげきを無視してまぶたを閉じ、眠ったふりをする。

　リーゼは許したつもりはなかったが、サリバンは触れてもいいと勝手に決めた上半身をくまなく愛あい撫ぶして、納なつ得とくしたのか諦あきらめたのか、寝ね息いきを立てはじめた。

「………」

　暗くなった竜の巣に、猫の瞳がきらりと光る。リーゼはなかなか眠れなかった。

　軍人たちに犯おかされそうになったとき、ジゼルの形見を抱きしめても震えは一向に止まらなかった。今日は殺されそうになったというのに、サリバンの腕の中だと驚おどろくほどすぐに震えは消えた。この不思議な出来事を、リーゼは適当に受け流すことができない。

　──危ういって、守りたくなるって、なんだ……？

　そんなふうに考えたことはなかった。誰だれかに守護されるなど、はなから考えていない。誰にも頼らない、助けもいらない。自分の身は自分で守る。それが当然だとずっと思っていた。

　誰かを──サリバンを頼りとすることは、それこそひどく危うい予感がした。

「ん……？」

　広く豪ごう奢しやな竜の巣に風が吹ふき込んできた。大窓を閉め忘れたのかもしれない。

　身体を返し、眠る竜の向こうに見た大窓は閉まっている。そこで初めて、眠るサリバンが生み出している風だということに気がついた。

　それは暗くら闇やみの中でも美しく煌きらめき、焦しよう点てんの合わないリーゼの瞳にも鮮せん明めいに映る緑色の風。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような、神秘的な美しさを宿すサリバンの鱗と同じ色をしている。

　──綺き麗れいだ……。

　リーゼは巣の中を舞まう風にしばし見み惚ほれ、すぐそばで眠るシルフィードを見つめる。

　砂金で染め上げたような、きらきらと輝かがやく金色の三つ編み。同色の長いまつげは自身が生み出す風で揺れていた。整った鼻び梁りようと、弾だん力りよくのある形の美しい唇くちびる。切れ長の瞳の、その眦まなじりに浮うかぶ宝石みたいな緑色の鱗に少しだけ触れてみたくなる。

　眠っていても、無意識でも、こんなに綺麗な緑風を編むことができるサリバン。

　これとよく似た風をリーゼはどこかで感じたことがある。

　いつ、どこでのことだっただろう。まぶたを閉じて記き憶おくをたどった。

「あ。フェールベルンの庭、か……」

　その庭は魔ま女じよの森にある。少年だったころ、毎日そこに遊びに行っていたことを思い出す。

　ジゼルとリーゼの住すみ処かがあった魔女の森は、とても美しい森だった。

　朝あさ陽ひを受けて黄金こがね色いろに輝き、昼は豊かな樹葉の緑一色となり、夕暮れには炎ほのおを纏まとったみたいに鮮せん烈れつな赤色に染まって、夜は黒曜石よりも深い黒色になる。

『あたしのお祖母ばあちゃまがかけた魔術なんだ。凄すごいだろう？』──魔女の森に張られたその強力な結界は千年以上経たった今も残っていて、森に入れるのは魔物の血を持っている者だけだった。人間は一歩でも足を踏ふみ入れたら死んでしまう。

　ジゼルは息子むすこになったばかりのリーゼを置いて、一人で出かけることが多かった。今思えばあれも魔ま物もの狩がりから魔物たちを逃にがしていたのだろう。

　人間は誰一人入ってこないので、森の中なら自由にしていいと言われていた。

　リーゼは毎日フェールベルンの庭に遊びに行った。そこでたくさんの魔物と友達になる。

　フェールベルンとは魔女の古い言葉で〝金銀鳥〟を意味するそうだ。その名の通り、世界中でこの庭にしか棲せい息そくしない金色と銀色の番つがい鳥どりが多くの巣を作る。

　庭にはシャムロックやニワトコの花がいつも綺麗に咲さきこぼれ、林りん檎ごや木き苺いちごがたわわに実っていた。優やさしい木こ漏もれ日びと心地ここちいいそよ風、柔やわらかな苔こけ桃もも。リーゼは毎日そこで小さな魔物たちと一緒に昼ひる寝ねをしていた。

　魔女の森で一年が過ぎ、ジゼルの髪かみを結ゆい衣服を整え爪つめの色を染める仕事をすっかり覚えてしまっても、リーゼは時間ができると必ずフェールベルンの庭へ遊びに行く。

　サリバンの生み出す緑風とよく似た風を感じたのはそのころで、たったの一度きりだった。

　なぜそれをよく憶おぼえているのかというと、珍めずらしいことが重なったからだ。

　フェールベルンの庭にはいつも風が吹いていたけれど、その日吹いた風だけは格別に心地よかった。あまりにも気持ちよかったからリーゼは眠りこけてしまって、気づいたらジゼルに抱だかれて住処に戻もどっていた。こんなことは初めてだった。

　起きたリーゼにジゼルは少しきつく言ってくる。それも珍しいことだった。

『いいかい、リーゼ。フェールベルンの庭に遊びに行くのはかまわないが、あそこではもう二度と眠ってはいけないよ。わかったね』

『イエス・マム。でもどうして？　今日俺が眠ったままだったから？　昼寝もだめ？』

『いいや。昼寝はかまわないよ。ただ、あの庭では絶対に眠ってはいけない。眠ってるあいだに攫さらわれてしまうからね』

『えぇっ！　だ、誰に？　人間に？』

『ここに人間は入ってこないさ。可愛かわいいおまえを攫いたい魔物はいるだろうからね。昼寝をしたいなら必ず自分のベッドで眠るんだよ。いいね。あたしに約束しておくれ』

『イエス・マム。約束する。でもさ、ジゼルもフェールベルンの庭に遊びに行こうよ。それなら昼寝しても大だい丈じよう夫ぶだよね？　金銀鳥の雛ひなもたくさん孵かえったんだよ。一緒に見たいな』

『ああ。そうしよう。やっと誘さそってくれたねえ。ずっと待っていたんだよ』

　リーゼは母親の言いつけを守り、フェールベルンの庭で昼寝をすることはなくなった。

　でもあれはいったいなんだったのだろう。一度だけ吹いた特別な風と、自分で目覚めることができなかったリーゼ、そしてジゼルのきつい言いつけ。

　ずっと訊こうと思って結局忘れてたな──リーゼはそう思いながら、あのときと同じ心地いい緑風に頰ほおを撫なでられて眠りの淵ふちに落ちていった。




　　　　６




　翌日のドラゴンギルドは不ふ穏おんな空気に包まれていた。ここ数日のアクシデントで忘れかけていたが、このぎすぎすとした雰ふん囲い気きが通常であったことをリーゼは簡単に思い出す。

　ドラゴンギルド所属の竜とバトラーが全員集まっている脱だつ衣い室しつ。そこに設しつらえたフロマン社の振ふり子こ時計は午後六時を指している。堂どう々どう巡めぐりの話し合いを始めて二時間ほどが経った。

　竜たちもそうだろうが、リーゼの苛いら立だちもかなりのものだった。でも頭ごなしに言っては駄だ目めだと理解したので、声を荒あららげないように努め、根気よく最初から話をする。

「もう一度言う。議会での発言権は、おまえたち竜の地位を高くするために、ジゼルが〝鮮せん血けつの契けい約やく書しよ〟に入れたんだ。契約を履り行こうしていくのは政府と帝てい国こく軍だけじゃない。もちろんギルドも履行の義務はある。議会への出席は竜りゆうたちの務めだ」

「議会なんて、おれたちはそんなこと望んでない。人間のすることだろう？」

　同じ返事をされて、リーゼは溜ため息をつく。片眼鏡がカチャリと音を立てた。

　ジゼルが竜たちを想おもって決めたことが、彼らに理解してもらえないのはつらいものがある。

　ギルドが設立されて約二か月、これまで議会に出席したのはサリバンとサロメだけだった。

　もちろん政府側も竜に出席などされたくないし、竜たちもそれを過か敏びんに感じとるから余計に出席しなくなる。しかしこれが干かん渉しようを受ける原因になるのは明らかだ。

　昨日サリバンの襲しゆう撃げきを受けた帝国軍がリーゼをすぐに呼び出すことはないと思うが、だからこそ今のうちに干渉される要素をなくしていきたかった。

「自分たちの言いたいことや意見を然しかるべき場所で発言していいんだぞ。そのための権利だ」

「別になにも言いたいことなんかない。もっと自由がほしいだけだ」

「………」

　なにを言っても竜たちは動かない。ふたたび溜め息をつきながら、ふと室内を見まわした。

　ガーディアンやバーチェスは苛立っている。サロメはおとなしく座り、サリバンはサロメの長い髪をずっといじくっていた。オーキッドは不安そうにして、シーモアは居い眠ねむりをしている。

　リーゼなりに我が慢まんもしてきたし苛立ちも抑おさえてきたが、シーモアが鼻先でぷぅぷぅと膨ふくらませている風船が見えたとき、我慢の糸の切れる音がした。

「シーモア！　寝るな！　てめぇらの権利の話してんだろうが！」

「ひぃっ。ご、ごめんなさい……！」

　シーモアが巨きよ体たいを揺ゆらして飛び起き、脱衣室がしんと静まり返る。ガーディアンが舌打ちをしたようだった。怒ど鳴なった直後に後こう悔かいが始まる。リーゼのせいで不穏な雰囲気は最悪になってしまった。これでまた竜たちとの距きよ離りが開いてしまう──。

「あはは！　シーモアってほんとはギルド最強なんじゃない？　ぼくも居眠りしたかったけど怖こわくてできなかったよ。度胸あるねえ！　格好いいなあ」

　最悪の雰囲気を打ち破ったのは、サリバンの軽快な笑い声だった。それにつられたサロメや他ほかの兄弟も笑う。本当に不思議でしかたないのだが、その瞬しゆん間かんから脱衣室の空気ががらりと変わったのを、リーゼは強く感じた。サリバンが兄弟に綺麗な笑え顔がおを向けて話しだす。

「まあまあ、そんな嫌いやがらないで。議会なんて小一時間座ってるだけだよ？　けっこうおもしろいよ。それこそ居眠りしてる人間を見つけて笑っちゃったりさ。ねえ、サロメ？」

「私は笑いません……」

「もうっ、協力してよ！」

「はい。勉強になります。人間の政治の中ちゆう枢すうを知ることは悪いことではありません」

「うんうん、シャハトは興味あるって言ってたでしょ？　一いつ緒しよに行こっ」

　そう言ってサリバンは生き真ま面じ目めな性格の弟にぎゅっと抱きつく。シャハトは少し照れた様子をしながらも、やはり気が進まないようだった。

「でも政府の人間ばっかり不気味だよ。あいつら、いつだって僕たちを狩かることで頭がいっぱいだろ？　そんなところに一人で行くのはなぁ……」

　その言葉に、はっとなる。たしかにそうだ。リーゼも一人で帝国軍の問責を受けることは耐たえがたい。それと同じ思いを竜たちにさせようとしているのではないだろうか。

　そして、昨日、総司令部の部屋にドラゴンギルドの軍服を着たサリバンが──同じ紋もん章しようをつけた者が一人いただけで、その心強さはまったく違ちがった。

　どうしてもっと早く気づけなかったのだろう。そう思ったとき、唇くちびるが勝手に動いていた。

「おまえたちだけじゃない。バトラーも一緒に行く」

「えっ、本当に？」

「ああ。必ず同行するよ。同じ部屋にも立たせてもらえるよう掛かけ合うから」

「うぅん。なら一度くらい行ってもいいかな……」

「じゃあ、決まりね！　シャハトはいい子だねえ。──ほら、みんなもどう？」

　弟の頭を撫でながらサリバンが促うながすと、兄弟たちが少しずつうなずきはじめ、今までの堂々巡りが噓うそのように話が進んでいった。そんな中、オーキッドがまた泣きそうになっている。

　彼に議会はさすがに無理だと思ったとき、サリバンがシャハトから離はなれて末まつ弟ていの手を取った。

「大丈夫、オーキッドの代わりにぼくが出るからね。──いいでしょ、リーゼくん」

「そうだな。オーキッドはまだいい。通常の仕事に慣れることを優先しよう」

　できるだけ笑顔を作ってそう言うと、オーキッドは安あん堵どの表情を浮かべる。するとサリバンに触しよく発はつされたのか、どこからともなく兄弟たちの声がした。

「オーキッドの代わりなら俺も議会に出ていいぞ……」

「おれも、いける。でも一人は絶対に嫌だぜ？　バトラーが同行するならの話だ」

「じゃあ、もうこのまま今月の当番表を作っちゃおうよ。誰だれか、紙とペン持ってきてー」

　リーゼはひどく驚おどろいた。話の流れからすれば「オーキッドだけずるい」となりそうなものなのに。それどころか進んで出席するに至るなんて──ただただ吃驚びつくりするリーゼに、クロードが苦く笑しようを向けながら紙とペンを用意してくれた。

　そうして無事に議会出席の当番表ができたその夜、リーゼは執しつ務む室しつで溜まった書類を処理しながら物思いに耽ふけっていた。竜の兄弟たちの結束は強く、その中心にはサリバンがいる。そう意識しながらこの二か月の記き憶おくをたどった。

　ギルドの中庭でエドワード老と茶を飲みながら、老ろう兄けいの話に耳みみを傾かたむけるサリバンを見たことがある。帝てい都と暮らしに慣れない弟たちに「怖くないよ、楽しいこともいっぱいあるよ」と呼びかけ、一緒に出かけたりもしているようだった。

　──そのあと弟たちをギルドに帰して自分だけ歓かん楽らく街がいへ行くのはいただけないがな……。

　本来なら先ほども竜たちとの話し合いは決けつ裂れつして、議会に出る竜などあらわれなかったはずだ。でもうまく話が進んだのは、まちがいなくそこにサリバンがいたからだった。

　そう考えているとドアがノックされる。「どうぞ」と返事をすると、コレットが入ってきた。

「総司令部から〝面会要求〟だ。呼び出しじゃない。どうする？」

　昨日のサリバンのきつい威い圧あつが早々に効いてくれたようで、とてもありがたかった。

　リーゼではどうにもできないことを、あの飄ひよう々ひようとした風竜はいとも簡単にしてしまう。

「すまない、営業時間は終しゆう了りようしていると断ってもらえるか。あとはコレットも上がってくれ」

「わかった」

　昨日の今日で帝国軍の人間と会う気にはなれない。それに──。

「……っ、──う、……」

　机からばさばさと書類が落ちた。拾いたいが身体からだを少しでも動かすと内臓が引き攣つったように痛む。体内に巣を作り、そこで眠ねむっていた竜が目覚めたみたいにリーゼを苛さいなみだした。

　動きの鈍にぶくなった肺のあたりを手で押さえる。カチャリと片眼鏡が鳴った。

　ふたたびドアがノックされる。リーゼは「どうぞ」と返事をしなかった。

　相手は誰かわかっていたし、返事をしなくてもドアは勝手に開かれた。







「──あぁ、ん……もう、抜ぬいて、くれ……」

「えっ……やだ、どうして？　ぼくもっと出せるよ？」

「腹が、いたい」

「ぼくの血がおなかにまわって痛いんでしょう？　だったらもっと出さなきゃ──」

「ちがう、おまえの精液で腹いっぱいだから痛いんだよっ。いいから一回抜いてくれ……！」

「もうっ」

　サリバンはその声に本気の非難を含ふくませる。ただでさえ長いのに、未練たらたらのそれがゆっくりと引き抜かれる感かん触しよくは嫌になるほど生々しくて、リーゼは肌はだを震ふるわせた。

　なんで俺が咎とがめられるんだよ──まったく腑ふに落ちない思いで、四よつん這ばいになっている手足を伸のばしてうつ伏ぶせになり、身体を寝しん台だいの端はしまでずらす。床ゆかに落としたままのテール・コートを引っ張り上げ、ポケットからパイプとマッチを取り出した。

　そうしているあいだにも細い背にサリバンがなかば乗り上げるようにして、そこに浮うく汗あせを舐なめ取っていく。白い肌を甘く嚙かみ、きつく吸い、赤く染まったところを舌先であやす。

「………」

　とにかくサリバンのセックスはくどくてしつこい。リーゼに経験は皆かい無むなので比べようもないのだが、まちがっていないと思う。後こう戯ぎもまた然りで、粘ねばっこいものが延々と続けられる。

　絶対に睡すい眠みんを必要とする人間と違って、竜は眠るのがたまらなく大好きなだけだ。言わば最大の趣しゆ味みである。いざとなれば三、四日眠らなくても問題ない。だからリーゼが本気で止めない限り、サリバンはこのまま夜明けまで眠りもせずに愛あい撫ぶを続ける可能性がある。

　人間に時間も労力も割さかないんじゃないのかよ──そう思いながらパイプに火をつけた。

「えっ。うそ、リーゼくん煙草たばこ喫のむの？」

「まあな、でもこれはジゼルの──」

　そこまで言って、はっとなった。なぜかわからないがサリバンは母親の名前を出すとかなり機き嫌げんが悪くなる。時すでに遅おそく、訊たずねてくるその声は低くなっていた。

「ジゼルの、なに？」

　パイプはジゼルのものだがリーゼが管理していた。母親が喫みたいと言いだすと、リーゼが煙草を詰つめて火をつけ、ある程度くゆらせて喫める状態にしてから手て渡わたすのが常だった。

　ジゼルが亡なくなったあともその癖くせが抜けなくて、結局自分も喫むようになったと言ったら、サリバンはパイプを折りかねない。

「母親が持ってた刻み煙草の残りを喫んでるだけだ。捨てたらもったいないだろ？　誰かにやってもよかったんだけど、ほら、まわり誰も喫まないしさ」

「エドの爺じいさまにあげたらいいじゃない。ジゼルの残りをリーゼくんが喫む必要ないでしょ」

「や……、ほんともう残り少ないから。やるほどの量じゃない。エドワード老はもっといいやつたくさん持ってるだろうしな」

「ふうん」

　なぜ必死で取り繕つくろっているのか自分でもよくわからないまま、揺れる紫し煙えんを見つめる。

　サリバンは背を愛めでる作業に意識を戻もどしながらも不ふ機き嫌げんさを残していて、なにかしらジゼルに文句を言いたいようだった。

「議会での発言権なんて、ジゼルもほんとに面めん倒どうなものを遺のこしてくれたよね。誰だって議会なんか出たくないよ。オーキッドがいてくれて助かったね。あの子がいなかったらまだみんな議会に出るなんて言ってないと思うよ？」

　それは違う。オーキッドのことは関係なく、竜りゆうたちは議会に出ると言っていた。サリバンの巧たくみな導きによって。それに、先ほどは兄弟たちの結束に感かん嘆たんしただけで終わったが、今は泣きそうになっていたオーキッドに情け心を持ってしまったことを、リーゼは少し後悔していた。

「オーキッドを特別扱あつかいした俺の判断が正しいとは思えない。ジゼルなら、きっとオーキッドも議会へ出席させてるはずだ。そうすることがバトラーの……俺の仕事なんだって、ジゼルは説教したいんじゃないかな。──痛っ！」

　背から腰こし、腰から尻しりへと徐じよ々じよに下がっているサリバンが、尻の丸みに嚙みついてくる。

　甘あま嚙がみではなかった。たぶん尻に歯形がくっきりついたと思う。

「なにすんだよっ」

「リーゼくんはジゼル、ジゼルばっかりだよね。本気で嫌いやになる。ドラゴンギルドを作ったのはジゼルでもそれを使うのはリーゼくんでしょ？　判断ごとにあの子はもう関係ない」

「えっ……!?」

　とてつもなく大事なことを聞かされた気がした。もう一度ちゃんと聞きたくて、その言葉のひとつひとつを拾いたくなって振ふり返る。それなのに、サリバンはふざけて尻に頰ほおをすり寄せ、後こう孔こうをくりくりといじりはじめた。

「早く挿いれたいなあ。ぼく、リーゼくんのおしり大好き。白くて綺き麗れいでぷりぷりしてて、ずっと頰ずりできちゃう。孔あなだって小さくてかわいいのに、ぼくのペニスを吞のみ込むときは──」

「──っ！　やめ、ろっ。俺は真ま面じ目めに話してんだっ」

「はいはい。……大事なのはその都度判断したことに責任がとれるかどうかじゃない？　今回のオーキッドのことは問題ないよ。あの子がきちんと仕事をして議会に出られるようになるまで、兄弟が穴を埋うめればいいだけのことでしょう。そんな深刻になることじゃないよ」

「………」

「それでもうしろめたい気持ちがあるなら、オーキッドが一日でも早くギルドで独り立ちして議会にも出席できるように、リーゼくんが育ててあげたらいいんじゃない？　育てる方も頑がん張ばらなきゃね。最初は簡単な任務を確実に遂すい行こうさせるようにして、少しずつ自信をつけさせてあげるのが近道かなってぼくは思うけど。あの子要領はいいからある程度仕事覚えたらそこからは早いはずだよ。でも泣き虫だから厳しいのはやめてあげてね。今日のシーモアみたいに怒ど鳴なりつけちゃだめだよ。ぼくはあのリーゼくんも好きだけど」

　いつもおどけてばかりの飄々とした風竜は、驚くほど正確に核かく心しんをついてくる。

　能力は物もの凄すごく高い。でも決してそれをひけらかさない。

　誰にも頼たよらないと決めていたのに、リーゼは知らぬ間に仕事についてサリバンと話がしたいと思うようになっていた。そしてサリバンはそれを軽くあしらうこともなく、彼なりの考えをきちんとリーゼに示してくれる。

　仕事について語るあいだもサリバンは尻の丸みにチュッ、チュッと口づけ、歯形通りに赤く腫はれた部分を舌先で労いたわってくる。

「真面目な話はこれくらいでいい？　もう挿れていい？　早くリーゼくんの中に入りたい」

「だめだ」

「えーっ、まだあ？　だいたいねえ、ギルドは面倒なことが多すぎるよ。ぼく面倒なこと大きらい。今みたいにリーゼくんとだけ気持ちいいことしてたいな」

「だったらなんで進んで議会に出る？　人間を守る任務も……おまえは手を抜かない」

「あっ、ひどい。またぼくの希望は無視？　──最低限のことはしないと気持ちよくなれないからだよ。魔ま物ものや人間を守るのは竜に植えつけられた本能でしょう？」

　サリバンの言葉に、リーゼはパイプの煙けむりをくゆらせながら黙だまってうなずき同意を示す。

　世界最強の魔物である竜が人間に次々と斃たおされる最大の理由はここにあった。

　強大な身体と力を持つ竜は、魔物や人間を、そしてこの世界を守護せよという本能に支配されている。だから安易に人間を殺すことができない。魔ま物もの狩がりでも人間を攻こう撃げきするのではなく、魔物たちの盾たてとなって死んでいく。

　竜も性格は様々で、荒あら々あらしい竜種である火竜サラマンダーには人間を殺あやめることを躊ちゆう躇ちよしない竜が多いとされる。サリバンやサロメのように怒いかりに触ふれてくるような人間だけを殺す風竜シルフイードや水竜オンデイーヌもいれば、人間の命を奪うばうくらいなら自分が死ぬという悲しくなるほど優やさしい土竜ゲノムスもいた。

　しかしいずれにせよ、竜たちに人間を守れという本能が働くことにまちがいはない。たとえその守るべき人間に攻撃されることになったとしても。

「ティアマトーさまもさ、うるさいんだよね。『こらぁサリバン、遊んでばかりいないでちゃんと守りなさいよー』って。息子むすこたちはママに逆らえない」

「おまえは兄弟とも母親とも仲がいいな。寝台ベツドの相手も事欠かない。竜たらしの人たらしだ」

　いつもからかわれたり惑まどわされたりしているので、つい意地悪く言ってしまう。おどけた答えが返ってくると思っていたのに、リーゼの背に落ちてきた声は仄ほの暗ぐらさを帯びていた。

「兄弟と仲がよくて人間と寝ねるって、ただそれだけじゃない」

「え……？」

「いつも退たい屈くつだし満たされないんだよね。セックスしてても『中に出して』って言われた途と端たんに醒さめちゃう。きみ人間でぼく竜だよ、子供もできないのに中に射精する意味あるの？　って質問したくなる。朝には顔も忘れる人間の寿じゆ命みようを延ばすわけないでしょ、って思うしね」

　聞き流せないそれに思わず振り返って見たサリバンは、またあの冷めきった瞳ひとみをしている。

　でもその瞳の奥に確かな寂さびしさがあることを、リーゼはもう見過ごすことができなかった。

　そしてリーゼは考える──退屈で満たされない。愛することも愛されることも拒こばんで、失くすものが存在すらしない。番つがうこともなく長い時を生き、一代で死んでいく竜。人間とは異なる形状をした冷たい金色の瞳、その奥にある寂しさ──もしかしてサリバンは自分が孤こ独どくであることに気づけていないのだろうか。

「でも不思議だよね。リーゼくんだと満たされるの」

　その言葉に、かっと身体からだが熱くなった。理由はわからない。焦しよう燥そうか慄おののきか、それ以外のものなのか。しかしサリバンは人間が嫌きらいだと言った。この竜は思い違ちがいをしている。

「勘かん違ちがいもたいがいにしろよ……なにが満たされるだ。今の俺になら寿命が延びることを気にせずに好きなだけ中に出せるからだろうが」

「えっ？　ぜんぜん違うよ？　ぼく、誰だれかを抱だいて眠ねむる暮らしをずっと続けてきたの。でも中に射精したいなんて一度も思ったことないよ。そんなことはどうでもよくて、それより昨夜セックスしなくても眠れた。あんなの初めて。リーゼくんがそばにいるだけですごく満ち足りた気持ちで眠れたってことだよ」

「………」

「リーゼくんてこういうこと鈍にぶいよね」

　くすくすと笑う吐と息いきが肌はだに当たる。くすぐったくて敵かなわない。サリバンがゆっくりと上がってくる。大きな手で尻から背を撫なで、耳元でささやいてくる。

「ねえ、明日あしたからもずうっと巣にいるよね？　ぼく毎日お仕事早く終わらせて帰ってくるよ。リーゼくんが大好きな甘いお菓か子しもいっぱい買って帰ってくるから。ね？」

「……っ」

　サリバンは緑風を使ったのだろうか、その甘ったるい声は耳じ孔こうの最奥まで届いて、そこをくすぐってくる。両りよう肩かたをきゅっと縮めて、ひどく慣れないその感かん触しよくを堪こらえた。

　こんな気まぐれで不ふ埒らちな竜の言うことなど信じてはいけない。そう思っているのに、さっき見てしまった寂しさに染まる金色の瞳にその思考を打ち消されてしまう。素す直なおにわかったと言わないのは、リーゼにできた唯ゆい一いつの抗あらがいだった。

「毎晩なんか絶対しないからな。俺人間なんだぜ、竜に付き合ってたら身体が壊こわれちまう」

「しないってば。リーゼくんもベッドの中でパイプ吸うのやめてよね。お行ぎよう儀ぎ悪わるいよ？」

「………」

　人たらしの竜はそうやってさらりと二人だけのルールを作っていく。躍やつ起きになって抗うほどのことでもないから余計に質たちが悪い。

「ねえ、もうパイプ置いてよ。やけどしちゃう。ちゃんと約束を守るいい子には、ハーシュホーン通りで刻み煙草たばこ買ってきてあげるよ」

「え……？　ハーシュホーン通り、って──あの〝魔物通り〟？」

「そう。行ったことある？　魔物の血を持ってる者だけがお買い物できる高級商店街だよ」

「聞いたことあるだけだ。帝てい都とに存在してるのに絶対人間には見つけられない通りなんだろ」

「そうだよ。そこの煙草屋にしか売ってない刻み煙草があるの。魔物だけが喫のむ煙草だよ」

「魔物だけ……？」

「うん、そう。魔物だけ」

　つくづく嫌になる。もう人間なのに、心の奥底で魔物であることに執しゆう着ちやくしているリーゼと、知ってか知らずかそこを甘い言葉で突ついてくるサリバン。

「その刻み煙草、すっごく美味おいしいんだって。魔物はみんな病やみつきになるみたい。甘くて苦くて熟したフルーツみたいな薫かおりがして、くらくらするんだって。いいなあ。ぼく煙草苦手だから……あっ、でもその煙草を喫むリーゼくんといっぱいキスしたらいいんだ」

「………」

「どんな味がするのか楽しみ。……ね？　ほら、もうパイプ置いて？」

　パイプを持つ右手に、緑色の鱗うろこが煌きらめくサリバンの手が重なってくる。その手はサイドテーブルへ導くだけで、無む理り強じいはしない。リーゼが自分の意志で放すのをあえて待っている。

　やがてリーゼをどうしようもなくさせるあの濃のう厚こうな竜の匂においがしてきた。

『竜はみんな孤独なんだ。そのままならない感情をぶつけられる相手だと判断したら、竜はその者に執着し、束そく縛ばくしようとする。気をつけるんだよ』──その母親の教えも、今は思い出すことができない。頭の中はリーゼの好きな竜の匂いでいっぱいになっていた。

　魔物だけが喫む刻み煙草はいい薫りがするそうだが、果たしてこの匂いより極ごく上じようのものがあるのだろうか──。

　コト、と音がすると、サリバンはとても満足そうに笑った。その息は妖あやしく乱れている。

「いい子……もう挿れるよ。三つ編み握にぎって、リーゼくん……」

「んっ、あ、ぁ……っ」

　四よつん這ばいにされて、うしろから貫つらぬかれる。サリバンは獣けものの交こう尾びみたいなこの体位が好きなのか、今夜はこればかりをやらされた。シーツを握る左手に、長い指がからまってくる。

　水音を立てて抽ちゆう挿そうされながら茎くきをあやされると、勝手に啼なき声が漏もれてしまった。

　サリバンが首筋に顔をうずめてくる。すぐそばに綺き麗れいな金色の三つ編みが流れ落ちてくる。

　空いた右手がたまらなく寂しくて、リーゼはそれを強く握りしめた。
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　そうして始まった奇き妙みような共同生活によって、サリバンは奔ほん放ぽうな暮らしをぱったりやめた。

　リーゼに言った通り、どれだけ遠地での大規模な任務でも、完かん璧ぺきに遂行して必ず夕方までに帰き還かんした。議会に出席し、それが終わると出かけていく。そして刻み煙草やよく泡あわ立だつ石せつ鹼けんや、雑誌や玩具おもちや、大量の菓子を買って帰ってくるのが日々の約束ごとのようになった。

　リーゼが苦しくならない夜は、サリバンはただひたすらに背やうなじを愛めでつづける。

　そして少しでも苦しい素そ振ぶりを見せようものなら、治ち療りようと称しようして夜すがら体内に大量の体液を放出された。

　この共同生活はしばらく続いて、リーゼはなぜこうなったかを時折わざと思い出すようになる。そうでもしないとこの生活が当然のようになってしまいそうで、それは非常に都合が悪い。

　竜の血を浴びた身体には竜の精液が必要で、リーゼが巣にいることでサリバンは淫いん蕩とう生活をやめた。リーゼにもドラゴンギルドにもいいことばかりだ。だからリーゼはサリバンの巣へ帰るようになった──そう言い聞かせていた。

　やがて苦しくなる間かん隔かくが確実に開いていき、身体が完治したことを知る。サリバンもそれに気づいているはずだが、彼はなにも言ってこない。

　リーゼは竜の巣を出て自室での生活に戻もどすことを決める。

　サリバンに食事の同どう伴はんを請こわれたのはちょうどその日のことだった。

「悪いけど、俺、めっちゃ食うぞ。あと金も持ってない」

「知ってるよ。フルコースに肉料理ひとつ足しておいたからね。それでも足りなかったら好きなの注文して。あと、お金のことは言わなくていいから……」

「なんでサリバンは俺がめっちゃ食うの知ってるんだ？　あと甘いもんが好きとかさ。言ったことないだろ。サロメに聞いたとか？　鱗でのぞき見してたらぶっ飛ばすぞ」

「まあ、そんなとこ。鱗では見てないよ」

　食事の同伴はバトラーの仕事の一いつ環かんにあたる。

　ドラゴンギルドに所属する竜が自由に行動していいのはギルド内のみで、外出するときは必ずバトラーを同行させるか、私用発着願を事前申しん請せいする必要があった。

　実際はどの竜も好き勝手していて、リーゼもそれを取り締しまるまでの余よ裕ゆうがない。

　帝都を歩くくらいなら狩かられる可能性は低いだろうが、任務中でもないのに竜の姿で単身飛行するのは危険だった。ギルドを脱だつ退たいしたとみなされ、狩られることが多い。

　今、サリバンはバトラーであるリーゼを同伴して馬車に乗り帝都の中心地へ向かっている。これが魔ま物もの狩がりに遭あわないための正しい外出のしかただった。

　目的地に到とう着ちやくした馬車が停とまる。老舗しにせの雰ふん囲い気き漂ただようその店構えにリーゼは驚おどろいた。

「〝リテ・クラウン〟？　この店、サリバンが買ってきた雑誌に載のってたの見た。帝てい都と屈くつ指しの人気店で、予約は数か月待ちって書いてたぞ？」

「いいから。そんなにきょろきょろしちゃだめ」

　エスコートされて店内に入る。サリバンはこういうことにもそつがない。

　出で迎むかえてきた年配の男がこの老舗高級料理店の支配人らしく、サリバンは彼と親しげに会話をしていた。この風竜はいったい何者なんだと、胡う散さん臭くさいものを見る眼めになってしまう。

　店内は重じゆう厚こうかつ上品な雰ふん囲い気きに満ちていて、カトラリーと磁器皿プレートの重なる音やグラスの触ふれ合う澄すんだ音、盛装した男女の楽しげなおしゃべりが聞こえてくる。一人だけ長ちよう軀くで美しく端たん麗れいなシルフィードは、こんなに華はなやかな場所でも嘆たん美びの視線を一身に集めていた。

　通された奥の席に着くと、彩いろどりよく盛りつけされた煌びやかな料理が運ばれてくる。

　どれも深く複雑な味わいがして、初めて口にするものばかりだった。美味しいそれらをぱくぱくと食べてゆくリーゼを、サリバンは料理に手もつけず嬉うれしそうに見つめてくる。

「リーゼくん、お酒飲むでしょう」

「俺、酒は苦手だな」

「大だい丈じよう夫ぶ、リーゼくんでも飲めるお酒を選んでおいたからね。桃ももと林りん檎ごと、あと蜂はち蜜みつも入ってるの。とっても甘いお酒だよ」

　豊かな彫ちよう刻こくの施ほどこされたシェリーグラスに、濃厚な乳白色の酒が半分ほど入っている。量も少なく、これくらいなら飲めると思った。

「どう？　甘くて美味しいでしょう」

「ん。美味うまい。酒じゃないみたいだ」

「おかわりしていいよ」

　促うながされるまま、その白く濁にごったとろとろの甘い酒を何なん杯ばいか飲むうちに、まぶたが重たくなってくる。身体からだが火ほ照てってきて、ふわふわと浮ういているみたいになった。

　竜に同伴中なのに、仕事中なのに、これは非常によくない──そう思いながら、どうしても抗いきれずにリーゼはまぶたを閉じてしまった。







「……みず、くれ──」

　そうつぶやく自分の声で目が覚めた。正しくは覚かく醒せいしただけで、重いまぶたは閉じたままでいる。まぶただけではない、頭も身体も重たくて、どこに横たわっているかわからないそこに沈しずむようだった。

　サリバンに、すげぇきつい酒を飲まされた──眠ねむ気けを訴うつたえてくる脳で、それでも懸けん命めいに考える。この竜は奉ほう仕しされてもすることは絶対にない。水を飲みたければ自分で動くしかなかった。

「ん……」

　起きるのがひどく億おつ劫くうだと思っていると、いつもと同じ弾だん力りよくの唇くちびるが重なってきた。唇が開かれると欲ほつしていた水が流れ落ちてきたので、そこに吸いつくようにしてごくごくと飲む。

「もっと？」

　訊たずねられたのでこくりとうなずく。できれば普ふ通つうにグラスで飲みたい。でもまた唇が重なってきて水を飲まされる。同じように吸いついて飲みほすと、口の奥まで入ってきた長い舌に口こう腔こうを搔かきまわされて、そこでまぶたをかっと開いた。

「おい、水はどうなってる」

　寝しん台だいの上、仰ぎよう臥がするリーゼに覆おおいかぶさってきているサリバンは、またあの綺麗でいやらしい顔をしている。酔よった瞳ひとみにもよくわかった。

「リーゼくんって、食べ方もセクシャルなんだね。いつもあれをバトラーたちや兄弟に見せてるの？　よくないな。よくないよ……なにか対策を考えなきゃ」

「へ……？　なに言ってんだ、おまえ」

　まだ水と唾だ液えきに濡ぬれたリーゼの下唇を指先でふにふにとあやしながら、サリバンがうっとりとした表情で見おろしてくる。

「このかわいくて小さなお口に食べ物がどんどん吸い込まれていってさ。肉料理を食べたあとの艶つや々つやした唇、たまらなかったよ。どうして拭ふいちゃったの？　ぼくが舐なめるつもりだったのに。ねえ、桃と林檎のお酒は気に入った？　白く濁ってとろとろの感じがぼくの精液に似てるでしょう？　お酒を飲んでるリーゼくんを見てるあいだ、ぼくずっと勃ぼつ起きしてたんだ……」

「だ、黙だまれ……！　この、変態、竜っ」

　聞くに堪たえないその猥わい言げんに泥でい酔すいも一気に醒さめる思いがした。

　食事ひとつをよくそこまで性的なことに繫つなげられるものだと感心すら覚える。しかもこの竜は眼もおかしい。料理を頰ほお張ばる男のどこに興奮する要素があるのだろう。

　おかげで重い身体も動かそうという気になれた。

「もう、帰るぞ。俺は」

「だめ。リーゼくんのためにホテルとったんだもの」

「だったらギルドに電話させろ。俺はここで寝ねる。おまえだけ巣に帰れ」

「もうっ、なんでそんなひどいこと言うの？　ギルドにはさっき連れん絡らくしておいたよ」

「噓うそつけっ。おまえ一度も連絡してきたことないくせに。いいからちょっとどけよ」

　竜りゆうの巨きよ軀くの下でごろんと身体を返し、うつ伏ぶせてサイドテーブルの電話に手を伸のばす。酔った頭でも電話番号はなんとか思い出せた。二、三度の呼び出し音のあと、バトラーに繫がる。

「もしもし、リーゼです。悪いけど今日──」

『あれっ、どうした？　さっきサリバンから連絡あったぞ。芝しば居い観みて遅おそくなったから泊とまるって。朝の打ち合わせまでには帰るって言ってたけど。サリバンとはぐれてしまったのか？』

「──や、大丈夫だ。……竜は全員帰還したか？　それが気になって」

『帰ってきたよ。ゲートも閉めたし問題ない』

「わかった。ありがとう。お疲つかれさま……」

　にわかに脱だつ力りよく感がやってきて、受話器を戻すことも億劫になる。「ほら、ほら」と言うサリバンが代わりに戻してくれるあいだに、身体をくるんと丸くしてまぶたを閉じた。もう眠ねむってしまいたいのに邪じや魔まが入る。顎あごの下に竜の長い指が滑すべり込んできて、そこを撫なでられた。

「は、ぁ……かわいい……、ほんと猫ねこみたい。ぼくだけの、黒猫ちゃんだ……」

　無視しつづけてやろうと思ったのに聞き捨てならない言葉があって、がばっと上体を起こす。異議を唱えようとするその前に、サリバンの肩かた越ごしに見えた光景に目を瞠みはった。

　統一された柔やわらかなオレンジ色の灯あかりを浴びる調度品は、ギルドの脱だつ衣い室しつとよく似た豪ごう奢しやさだった。その部屋の四よ隅すみはリーゼからは見えない。それだけ広いということだ。加えて、さっきは普通に使用したが、ホテルの室内に電話が設置されているなんてほとんどない。

「ここどこだよ？」

「だからホテルだってば。スィートだよ。夜景が綺き麗れいだから予約してたの。でもリーゼくん寝ちゃって。今から見よっか。はい、抱だっこしてあげる」

　奉仕しないんだろ──そう言おうとしたが酔いに負けた。色々なことが面めん倒どうになって、されるままになる。リーゼを抱き上げたサリバンが一番大きな窓へと歩いていく。

　すみれ色をした猫のような瞳に、アルカナ・グランデ帝てい国こくの夜が映った。

「どう？　綺麗？」

「う、……ん」

　黒曜石を溶とかして彩ったような夜空に大きな時計塔とうが美しく浮かんでいる。

　等とう間かん隔かくに連なるオレンジ色のガス灯と、それを水面みなもに反射させている雄ゆう大だいなアーイルス川。川に架かかる壮そう麗れいなブリッジの上を、カンテラを吊つり下さげた馬車が右へ左へと流れてゆく。

　手を伸ばせば届きそうなほど鮮あざやかに輝かがやく星々と、たくさんの灯りが煌きらめく帝てい都との街並み。

「綺麗……だ、……」

　三週間ほど前、無断外がい泊はくばかりするサリバンを連れ帰った夜、彼の背に乗って見おろした帝都はリーゼの心になんの感動も齎もたらさなかった。同じ景色のはずなのに、なにが違ちがうのだろう。

　あのときは、心が停まっていたみたいだった。ジゼルを喪うしなって悲しむ時間すら与あたえられず、竜とは諍いさかってばかりで、帝国軍の問責に一人で耐たえる日々。

　でも今は少しだけ様子が違っている。サリバンにからかわれて惑まどわされて、でも助けられたり頼たよりにもする。サリバンがいてくれたから、竜の兄弟たちにも少しだけ近づけた気がした。

　そうやって日々は流れて変わっていって、リーゼの心も移ろってゆく。

　なにも感じなかった帝都の風景を綺麗だと思えるほどには、心は動きだしている。

　でも、やっぱり、どうしても悲しい。

　この美しい世界のどこを捜さがしてもジゼルがいないなんて。

「リーゼくん？」

　サリバンの肩かたにまわしている腕うでと手に、ぎゅっと力を入れてしまった。

　ジゼルを喪って、本当は凄すごく悲しいし寂さびしい。心だって傷ついている。でもリーゼがそれを知ったのは、サリバンとの生活を始めてからだった。それまではずっと一人で極度の緊きん張ちよう状態にあって、悲しむことすら許されないと思っていた。

　頼ってよと言ってくれたサリバンの腕の中で、リーゼはようやく母親を喪うしなったことを悲しみ、嘆なげき、寂しく思う時間を得る。サリバンがリーゼの傷ついた心に塗ぬる薬は蜂蜜のようにとろりとして甘い。とてもよく効くけれど、時折じくじくもするから不思議だった。

「リーゼくん。どうしたの」

　いつもからかってくるけれど、リーゼが本気で嫌いやだと思うときは、サリバンは絶対にふざけたりしない。窓辺を離はなれてソファに座ると、長い脚あしのあいだにリーゼを収めて左ひだり腿ももに座らせた。

　細い身体にまわってきた逞たくましい腕はリーゼがふらふらしないための支えとなってくれる。

「悪わる酔よいしちゃった？　大丈夫？　気持ち悪いとかない？」

「大丈夫だ。でもおまえ、飲ませすぎだろ。苦手だって言ってんのに」

「ごめんね、もうしないよ。次からは美味おいしいご飯だけだからね。食後はお酒じゃなくてリーゼくんの大好きなふわふわのケーキにしようね」

　サリバンはごく自然にこれからもずっと続く言い方をする。とろけるような声でリーゼだけを滅め茶ちや苦く茶ちやに甘やかしてくる。身体じゅうの産うぶ毛げがそわそわするからやめてほしいのに。

　これは竜の外出に同どう伴はんするというバトラーの仕事だ。そう思いたいのに、サリバンの甘い声はそれを許してくれない。素す直なおにうなずけなくて、適当に話を振ふってごまかす。

「これがおまえの常じよう套とう手しゆ段だんなのか？　美味い飯食わせて酒で酔わせて、夜景見せるのが」

「まさか。リーゼくんだからに決まってるでしょ」

「………」

　リーゼくんだから、リーゼくんのために、リーゼくんとだけ──人間が嫌きらいで奉仕が大嫌いと言うサリバンは、その言葉とは裏腹にかいがいしくリーゼをかまう。

　サリバンがそうするのは、リーゼが竜の血を浴びてしまったからだと思っていた。でもそうではないことにようやく気づく。気づいてしまって、背に冷たいものが走った。

　そしてジゼルが教えてくれたことを思い出す。まるで警けい鐘しようのように脳内に響ひびきだした。

『竜ってのは少々厄やつ介かいな性分をしていてね。あの仔こたちは気に入った者にとことん肩かた入いれして執しゆう着ちやくして、やたら束そく縛ばくしたがるんだ。気をつけないと〝所有〟されてしまうよ。竜が好きで大切にするのはかまわない。でも決して竜に惑わされないようにね』

　──竜の〝所有〟の気配がする……、──。

　得体の知れない不安と動どう揺ように、高く結ゆい上げた髪かみの先が揺ゆれた。その髪先にサリバンが長い指をからませてくる。

「明日あしたは髪留め買ってくるね。どんなのがいい？　鼈べつ甲こうとか翡ひ翠すいとか、似合いそうだなあ」

「なんでも、いい……」

　双そう方ほう怒おこると思うので一度も口にしていないが──サリバンとジゼルは、よく似ている。

　見み蕩とれてしまうほどの美び貌ぼうと、長く豊かな髪。飄ひよう々ひようとした性格。明朗でおしゃべり。それでいてリーゼが怖こわくなるほど強く冷れい酷こくなところ。

　十五テナー（約二百センチ）もある、しなやかな体たい軀く。リーゼを長い脚のあいだに収めて、片腿に座らせるところ。ポニーテールの髪先に指をからませて遊ぶところ。

　そのすべてがよく似ている。でもまったく似ていないところもある。

　ジゼルは優やさしかったけれど厳しくもあって、決してリーゼを甘やかさなかった。

　しかしサリバンはただひたすらに甘やかす。それは日を追うごとにひどくなって、そうされることにいつまでも慣れないリーゼは戸と惑まどうしかなかった。

　甘く柔らかな菓か子し、宝石みたいな石せつ鹼けん、美しい東洋の織物、七色に煌めくビードロ──竜の巣に日々増えていくリーゼへの贈おくり物。それは魔ま女じよの森にはないものばかりだった。

　サリバンは片腿に座らせたリーゼに大きなリボンをほどかせ綺麗な箱を開かせる。

　箱から鉄道模型や鼓こ笛てき隊たいの玩具おもちやが出てきたときは凄く困った。そんなものに触ふれるのは初めてだったから。困るけれど嫌ではないので素直にありがとうと礼を言う。するとサリバンはとても嬉うれしそうにして、次の日また違うものを買って帰ってくる。

　与えられた書しよ籍せきは、ソファに仰臥する竜の長ちよう軀くの上に寝そべって読んだ。そうしてほしいとしきりに頼たのまれて断るのが億おつ劫くうだった。サリバンは幸せそうな顔をして、雑誌をめくるリーゼの髪を梳すき、猫に手て渡わたしで餌えさをあげるようにその口に甘い菓子を持ってくる。

　サリバンは時折リーゼを七、八歳の子供のように扱あつかった。

「ぼくを連れて帰ってきたよ」と手渡されたものが、風竜の縫ぬいぐるみだったときはさすがに驚おどろいた。しかもそれを抱いて寝ろと言う。それには物凄く引いて「ガキ扱いすんな。変態発言もたいがいにしろ」と本気で怒おこったがサリバンは聞かない。

　結局、その屈くつ辱じよくを味わう羽目になった。風竜の縫いぐるみを抱かされたリーゼごと抱きしめて眠るサリバンは「リーゼくんのためにお仕事もっと頑がん張ばるね」とつぶやく。翌日その言葉通り、皆みなが避さける困難な任務を終わらせて帰き還かんしたのでその屈辱はちゃらにした。

　そうして主あるじが戻もどらない空っぽだった竜の巣は、瞬またたく間に贈り物でいっぱいになった。

　それらに囲まれて、二人はさながら蜜みつ月げつのように激しく濃のう厚こうな交合に耽ふける。

　リーゼはサリバンの長い三つ編みを握にぎって夜すがら啼なきつづけた。

　なにもしない夜はサリバンが眠れるか心配になってその寝ね息いきを待つ。そして彼が眠ると巣を舞まいはじめる綺麗な緑風に見み惚ほれ、それに頰ほおを撫でられてリーゼも眠った。

　その甘くくすぐったい生活はリーゼを駄だ目めにする。

　一人でいつも苛いら立だち、憤いきどおってばかりのころはそれがつらかった。常に逼ひつ迫ぱくしていて、気を張りつづけていた。でも今はサリバンに甘やかされて、その腕の中でリーゼはぐずぐずにとろけて啼いてばかりいる。それがたまらなくつらい。一人で苛立っていたときよりも耐えがたい。

　完治したのならこの生活を終わらせるべきだ。

　リーゼにはジゼルが遺のこしたドラゴンギルドを守る責任がある。一刻も早く元の生活に戻して、ギルドのためだけに時間を使いたかった。それをサリバンに伝えなくてはならない。きちんと伝えて、理解してもらいたかった。そう強く思いながら金色の瞳ひとみを見つめる。

「サリバン、俺──」

「お酒のせいかな、リーゼくん瞳うるうるしてるよ。かわいいね。本当に悪酔いしてない？」

「………。して、ない」

　同じように腿の上に座らされ髪先に触れられ、強く抱きしめられても、まったく違う。

　ジゼルにされると安心するだけだったのに、サリバンにされたら落ち着かない。

　胸がおかしな高鳴り方をする。もちろん安心もできるし、ほっとする。でもときどき力が強すぎて怖い。甘やかされすぎると恥はずかしくていたたまれなくなって逃にげ出したくなる。

　今も逃げ出したくてしかたない。それなのにサリバンはリーゼをソファに寝ね転ころがして覆おおいかぶさってくる。慣れきった動きでシャツの中に手を滑すべり込ませてきて、肌はだを撫なでまわす。

「あ、あっ」

「もうここで挿いれちゃおうかな……。それともリーゼくん、あわあわのお風ふ呂ろに入りたい？」

「サリバンっ、もっと──」

「もっと、なに？　もっと早く気持ちよくなりたい？」

「もっといい夜景を見せろ。夜風に当たりたい。今すぐ竜りゆうになれ！」

「えっ」

　いやらしい動きをしていた竜の手がぴたりと止まる。完全に酔よいを醒さまさないといけないと思った。サリバンは困こん惑わくの表情をする。

「ここの夜景もけっこう綺麗でしょう？　これじゃだめ？」

「だめだ、こんな、産業革命でできあがった成金の建物から見る景色なんか。魔物たちを地じ獄ごくへ追いやった産業革命を俺は絶対に許さねえ」

「リーゼくん、酔ってるでしょ」

「おまえが酔わせたんだろ。いいから早く竜になれ、俺が脱ぬがしてやるっ」

　そうして軍服をすべて剝はぎ取り窓辺に追いやると、サリバンはしぶしぶ竜に姿を変えた。

　リーゼを背に乗せると夜風をつかまえて滑るように空を渡わたってゆく。

　巨きよ大だいな竜になっても、サリバンはリーゼのことをとても丁てい寧ねいに扱ってくれる。帝てい都とを少し離れた郊こう外がいまでの飛行中にリーゼが強風に煽あおられることは一度もなく、落下する恐きよう怖ふもなかった。

　大きく広げられたサリバンの緑色の翼つばさ、その先には郷きよう愁しゆうを誘さそう風景があった。

　広がる田園に温かなオレンジ色の灯あかりがぽつぽつと浮うかんでいる。やがて見えてきたのは、豊かな枝葉を揺らすたくさんの樹が、互たがいを支え合うように立っている小さな森。それらは今は夜の闇やみに染まっていて、リーゼに魔女の森を思い起こさせた。

　魔女の森の夜は黒曜石よりも深い黒色をしていたけれど、少しも怖くなかった。魔物の半分は夜行性だから、森は暗くても一層賑にぎやかになる。深夜になると闇色を纏まとう魔物たちがジゼルをたずねて住すみ処かへやってきた。ジゼルがいなくても彼らはおかまいなしで、まぶたの半分閉じた幼いリーゼを相手に紅茶を飲み焼菓子をつまみ、おしゃべりをして帰っていく。

　かけがえのない大切な魔物の世界。それを守るために、魔物たちを守るために、リーゼは強い魔物になりたいと思った。必ずなってみせるとジゼルにも誓ちかった。ギルドの業務に追われる日々になっても、たとえ魔眼を失ってしまっても、その強い思いだけは失いたくない──。

「あの建物すごく綺き麗れいだね。あそこにしよう」

　リーゼの言葉を聞き落とさないサリバンは、産業革命以前に造られた高い建築物──大聖堂の屋根におりた。

　思っていたよりも夜風が冷たくて酔いは早々に醒めていった。くしゃみをひとつする。

「ほら、風邪かぜひいちゃうでしょう。すぐ部屋に戻るからね」

　四し肢しを折って座るサリバンの腕うでにすっぽりと包まれるようになった。その前まえ脚あしには、よっつの竜種の中で最も長く綺麗な鉤かぎ爪づめがある。風竜はそれを使って自在に風を編み、操あやつる。

　すべてを優しく包み込むような緑風も、万ばん物ぶつを破は壊かいする強大な竜たつ巻まきも生み出せるサリバン。

　厚く硬かたい胸むな板いたに手をあてて見上げたシルフィードに、リーゼは思わず溜ため息をつく。

「サリバン──」

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような、神秘的な美しさを宿す鱗うろこ。すらりとした首と、どんな風でもとらえる大きな翼。なびく豊かな鬣たてがみからは、煌きらめく緑色の星ほし屑くずがとめどなくあふれている。

　端たん麗れいで美しく、勇ゆう猛もうで巨大な、世界最強の魔物。

　堂々としたその姿に誇ほこりと誉ほまれを感じる。やっぱり竜が好きだ。どれだけ厭いとわれても言うことを聞いてもらえなくても、リーゼは疎うとんではいけない。そんなことはしたくない。

　サリバンが見おろしてくる。長いまつげが揺れて、そこからも緑色の星屑がこぼれてきた。

「なあに？　どうしたのリーゼくん」

「まつげ、どれくらい硬いんだ？」

「さあ。ちゃんと触さわったことも触られたこともないから、わかんない。──はい、どうぞ」

　サリバンは長い首を曲げ顔を伏ふせて、リーゼのところまで瞳を持ってくる。まぶたを閉じてじっとしているその姿は巨大な魔物なのに可愛かわいく見えた。金色の長いまつげに触れる。

「ばっさばさだな。おまえたちの軍服についてる飾しよく緒しよみたいだ」

「あはは。そうなんだ。飾緒ってわかりやすくておもしろいね」

　たまらなく竜が好きだと思う。

　そしていつも飄々としておどけているサリバンは、一等大事なときはリーゼを絶対にからかったりしない。そうわかっているから言える。弱みや不安に悩なやむぶざまな姿なんて誰だれにも見せたくない。そう思いつづけてきたけれど、今のサリバンになら言っても許される気がした。

「俺……、魔物に生まれたかった。おまえたちみたいな、強い魔物に」

「どうしてそんな言い方するの？　リーゼくんは黒くろ猫ねこの血をちゃんと持ってる魔物でしょう」

「俺は人間と同じだ。なんの力もない。俺に強い魔力があれば、もっと竜や魔物たちを守れた。守りたいんだ俺は。おまえたちのこと、もう一いつ匹ぴきだって狩からせたくない」

　ドラゴンギルド所属の竜を『一機』と数えると決めたのはジゼルだった。

　決して魔ま物もの狩がりの対象ではないことを、もう魔物すら超ちよう越えつした、帝てい国こくを守護する存在であることを皆の意識に植えつけるためだという。

　でも、リーゼは頑張っているけれど呼べない。ジゼルが決めたことを守りたいのに。

　誇りある竜が機械になってしまったように聞こえて、どうしても『一機』と言えない。

　竜は、リーゼが痛つう烈れつな憧あこがれを抱いだく〝魔物〟だから。

「強い魔力がなくたって、リーゼくんにはギルドがあるでしょう。それを使えば──」

「ドラゴンギルドは母親のものだ。本当は彼女が責任者になるべきだった。俺に魔女に値あたいする強い力があれば、ジゼルの代わりに呪のろいを遺して死ぬこともできたのに」

「死ぬなんて簡単に言わないで！」

　サリバンが急に声を荒あららげた。リーゼの目の前で緑色の鱗がばっと逆立つ。

　ひどく驚いて、でもすぐに気がついた。サリバンは自身の血でリーゼが苦しみ臨死したことに、自責と強い悔かい恨こんの念を今も棄すてられないでいる。

　そんな彼の前で安易に死を口にするなど浅せん慮りよに過ぎた。リーゼは逆立つ鱗を懸けん命めいに撫でる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺は絶対に死なない。生きてジゼルが遺したギルドを、守る、から──」

　その自分の言葉に、なぜか違い和わ感かんを覚えた。

　いつも心に留めおいて頼たよりとしている言葉なのに。なぜだろう。よくわからなかった。

「サリバンっ!?」

　違和感の理由をちゃんと考えたいのに、サリバンが突とつ然ぜん前まえ脚あしでリーゼをつかみ、翼を広げた。呼吸ができないほど高速で飛行する。そんな荒あら々あらしくされたことはない。いつも背に乗せてゆっくり飛んでくれるのに。

　ジゼルの名前を出してしまったからか──？　そう思うころにはすでにホテルの部屋に入っていた。乱暴に寝しん台だいに落とされる。人型になった裸ら体たいがずしりと重なってくる。

　サリバンは長く重い髪かみを編めとも言わずに、首筋に顔をうずめてきた。肌にぶつかるその息は乱れていて、躍やつ起きになってリーゼの服を剝ぎ取っていく。

「やめろっ、俺はもう完治したんだ。おまえもわかってんだろ？」

「だめだよ、リーゼくんが、死んじゃう。あの女、が……、攫さらいにくる……」

「──！」

　首筋に深く顔をうずめているサリバンの声は籠こもり、いつになく切れ切れになっている。

　しかし耳元でつぶやかれたそれは鮮せん明めいに聞き取れて、その内容に戦せん慄りつが走った。

　決して軽はずみな気持ちで言ったわけではなかったが、配慮が足りなかった。

　サリバンはリーゼの死とジゼルへの嫉しつ妬とで感情をひどく昂たかぶらせている。

「もう、早く射精しなきゃ、リーゼくんが……やっと、やっとぼくだけのものになるのに」

「なっ……？　サリバン！　だめ、だっ。……ぁ、うっ」

　裸はだかにされ脚を開かされた。後こう孔こうに先走りを塗ぬり込むと同時に挿そう入にゆうされる。

　この二週間サリバンを受け入れつづけたそこは竜の形と長さに慣れきっていた。馴な染じんだその感かん触しよくに、リーゼの思考を完全に無視して勝手にほころび陰いん茎けいを吞のみ込んでいく。

「リーゼくん、リーゼくんっ、……あ、あぁ──」

　白い首筋に頰ほおをすり寄せながら巨きよ軀くをぶるぶると震ふるわせて、サリバンは射精しつづけた。

　今までにないその長い放出に、リーゼは竜の肩かたをつかんで耐たえる。触ふれた身体からだは汗あせでしたたかに濡ぬれていて、緑色の鱗がくっきりと浮き出ていた。

「は、……ぁう、……」

「これで、大丈夫。もう、大丈夫だよ」

　リーゼを宥なだめているのか自分に言い聞かせているのかわからないことをつぶやいて、サリバンが頰や顎あごに口づけてくる。唇くちびるに重なってきたそれはいつもと同じリーゼの好きな弾だん力りよくをしているけれど、絶え間なく押しあてられる動きはひどくせわしない。

「ん、……んぅ、……ぁ」

「リーゼくん……」

　離はなれた唇と唇を透とう明めいの糸が繫つなぐ。縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳ひとみが、すみれ色の瞳にこれ以上ないほど深くからみついてくる。

　その人間とは異なる形状の瞳に、リーゼはぞくっと肌はだを粟あわ立だてた。

「ごめんね。またぼくのこと怖こわくなった？」

「また、って……。なん、だよ」

「ぼく知ってるんだよ、リーゼくんがときどきぼくのこと怖がってるの。それがすごく嫌いやだから、一いつ瞬しゆんだって怖がられたくないから、ぼく、うんと優やさしくしたよ。そしたらリーゼくんが嬉うれしそうにしてくれるときがあってね、たまらなくかわいいんだ。ぼくの血で苦しめてしまったことを少しだけ許してもらえてる気がするんだ。もうリーゼくんにしか優しくしたくないの。ねえ、まだぼくのこと怖い？」

「怖くない……」

「うそ。だったらどうしてこんなに震えてるの？」

　サリバンが怖くて震えているのではない。

　一瞬、魔眼が復活したかと勘かん違ちがいするほどに──サリバンの金色の瞳の奥に途と方ほうもない孤こ独どくを視みてしまったからだ。

　リーゼの頭の中で、警けい鐘しようが乱打されるように母親の言葉が次々と蘇よみがえる。

『竜りゆうってのはね、長い時間を一代で生き抜ぬかなきゃだめでね、そのせいでとんでもない孤独と寂さびしさを抱かかえてるんだ。あの巨きよ体たいに収まりきらないほどの、どうにもままならない孤独をね』

　サリバンに限ってそんなことはないと思い込んでいた。人間を嫌きらい、愛することも愛されることも拒こばむ彼だけは、ジゼルの教えに当て嵌はまらないのだと勝手に決めつけていた。

　でも違ちがう。知りたいと思った、サリバンが時折見せる冷れい酷こくな金色の瞳の、その真意──そこにあったのは、リーゼが震えを覚えるほどの凄すさまじい孤独だった。

『そのままならない孤独と感情をぶつけられる相手だと判断したら、竜はその者に執しゆう着ちやくし、束そく縛ばくしてすべてを支配しようとする。どんな手を使ってでもね。その者は竜の〝所有物〟になるしかないんだ。竜が好きで、大切にするのはかまわない。でも気を許しちゃいけないよ。決して竜に惑まどわされないようにね』

　気をつけろと繰くり返し言われてきたのに。竜に〝所有〟させる隙すきを見せるなと。でも──。

　──だめだ、ジゼル。たぶん俺もう逃にげられない……。

　とても簡単なことなのに、ごく自然なことなのに、どうしてリーゼは気づいてやれなかったのだろう──サリバンも本当は誰かを大切にしたいし愛されたいに決まっている。

　でも竜であるがために叶かなわぬことだと思い込んでしまった。そうやって自分から孤独の深みに嵌まっていって、どうしたらいいかわからなくなったサリバンは、その潜せん在ざい意識に巣くうとてつもない孤独を埋うめるために、誰かを抱いて眠ねむる作業をひたすら続けてきたのだろう。

　嫌いな人間を抱いて、でも定められた寿じゆ命みようを安易に延ばしてはならないという竜の本能が働くから、その体外で放出する。そのたびに己が誰とも番つがわず一代で死んでいく純血種であることを思い知らされ、孤独は強くなるばかりで、また金色の瞳は冷たさを増していって──。

　もう、サリバンにそんな思いをさせたくない。

　それなのに、見つめ返した竜の瞳は今も色いろ濃こい寂しさに染まっている。

「ねえ、ぼくたちの巣から絶対に出ちゃだめだよ。出ようなんて一瞬でも思ってないよね？」

　痛々しいその声で紡つむがれる言葉にいちいち心臓が跳はねて堪こらえられなくなる。

　主あるじの戻もどらない空っぽだった風竜の巣は、サリバンの中ではもう二人の巣になっていて、でもそこからリーゼが出て行くつもりでいたことを見み抜ぬいているみたいだった。

「ぼくたちの巣から出ようなんて思ってないよね？　リーゼくん、答えて。早く答えて」

　いなくなると知ったからこんなにも寂しい瞳をしているのだろうか。

　自分の血で苦しんだリーゼに二度と怖い思いをさせたくないし、怖がられたくもない。

　だから毎日贈おくり物をしたり優しくしたり、リーゼが喜ぶなら困難な仕事もこなして、これ以上ないほど甘やかした。それなのに出て行くと察知して、必死で命を繫ぎ止めたリーゼが死んだジゼルに攫われる幻げん影えいまで見て──。

「──思って、ない」

「ほんとう？　ああ……よかった。リーゼくん、いつもと少し様子が違ったから、ぼく心配で心配でたまらなかったんだ」

　よかった……と何度もつぶやきながらサリバンが抽ちゆう挿そうを始める。ひどく急せいていた先ほどとは違う、リーゼの内ない壁へきにねっとりとからみつくような動きだった。

「あ、ぁっ。サリバン、待て……っ」

　身体が完治して、サリバンの精液が必要なくなったリーゼ。それなのにまだ繫がっていることが、いけないことのように思えてならない。止めたかったがリーゼにはなす術すべがなかった。

「……はっ、……あっ、あ」

　腰こしの動きがすぐに速くなる。さっき放たれた大量の粘ねん液えきが体内でぐちゅぐちゅと音を立てる。止めたいと思うのに、硬かたく長いペニスが引き抜かれるとき、なぜかたまらなく嫌になった。

　出て行ってほしくない──竜の瞳に宿る凄まじい孤独と寂しさが伝でん染せんしたみたいになる。

　サリバンは短い呼吸を繰り返しながらまた絶頂へ駆かけ上がろうとしていた。

「いつも、みたいに、いっぱい出して、いい？　いいよね、リーゼくんっ、好きなんだ」

「──っ！」

　かつて、愛を告げられたら腹を抱えて笑うと言ったその口が、リーゼに情熱の籠った言葉をぶつけてくる。にわかには信じられなかった。リーゼとの行こう為いに耽ふけるサリバンはそれに気づきもせず、譫うわ言ごとのように好きだ好きだと繰り返しながら夢中で腰を叩たたきつけてくる。

「ぼく、リーゼくんの中に、射精したい。……もう、リーゼくんの中に、しか、出したくない。リーゼくんも、ぼくの精液ほしいって、思ってる、よね……？」

「ぁ、あ、……そん、なっ……」

『中に射精したいなんて一度も思ったことない』──そう言っていたのに。『好き』という言葉も口にするサリバンは、己おのれの言動をことごとく覆くつがえす。リーゼを〝所有〟するために。

「リーゼくんに、おねがいされて、いきたい。中に出してほしいって、言って」

　サリバンのきつい執着があらわになる。竜の所有が始まりかけている。恐おそろしさで身体は震えているのに、リーゼの心はサリバンの孤独だけをとらえていた。

「もう出したいっ。リーゼくんの中、に、出したいから、ほしいって言って……早くっ」

　抽挿がより激しくなる。サリバンの陰茎とリーゼの内壁が生み出す濡れた摩ま擦さつを、二人で一いつ緒しよに感じられていると互たがいにわかって、サリバンの綺き麗れいな瞳に巣くう寂しさが少しずつ薄うすくなっていくのが見えた。

「あっ、あっ、あっ」

　編まれていない長く綺麗な金髪ブロンドが、リーゼの肌の上で波のように揺ゆれた。普ふ段だん汗あせなどかかない風竜の、その滴しずくがぱたぱたと頰に落ちてくる。

「言って、ぼくもう、いくから……！　はやくっ、中に射精して、って……言って……！」

「な……、中に、出して、いいっ。……あ、……ぁ、う」

「ああ、いく、リーゼくんっ、リーゼっ……、──っ！」

　あのきつい孤独からサリバンを一瞬でも解放できるのなら、もうなんでもいい──そう思ったとき唇が勝手に動いていた。

　尻しりが大きく跳ねるほど強く突つき上げられて、熱い竜の体液がどぷどぷと注がれていく。

「あ、いや……多、い……サリバン──」

「う……ん、──リーゼくん、好きだ……。好き……」

　サリバンが長い射精を続ける最中まばたきもせずに見つめ合う、その行為には強い官能が宿っている。羞しゆう恥ちを搔かき立てられたけれど逸そらさなかった。間近で揺れる金色の瞳に、リーゼの心を波立たせるあの途方もない寂しさがなくなっている。それをずっと見ていたかった。

　リーゼでも、サリバンの色濃い孤独を消すことができて安あん堵どする。この時間が少しでも長く続いてくれることを願った。ずっとは無理でも、せめて今だけでも──。

「サリバン……。まだ、中に……、いても、大だい丈じよう夫ぶ……だ、から」

「うん、うんっ。リーゼくん大好きだよ。このままずっと繫がってようね。ずうっと……」

「あっ！　あ……ぁっ」

　サリバンはようやく綺麗に笑って、更さらなる放出へ向けて腰を動かしはじめた。










　　　　８




　帝てい都とに立ちこめる霧きりの中を一台の馬車がドラゴンギルドに向かって静かに進んでゆく。

　聞こえてくるのは、朝あさ露つゆに濡ぬれる石いし畳だたみを叩く蹄ひづめの音だけだった。

　懐かい中ちゆう時計を確かく認にんする。午前五時二十分──。リーゼは一人でギルドへ帰っていた。

　サリバンから逃げたわけではない。逃げられる気もしなかった。

　ホテルの寝しん台だいに眠る竜の、乱れた長い金髪をきちんと三つ編みにしてやり、書き置きもしてきた──朝の打ち合わせまでには必ず戻るようにと。

　リーゼは馬車に揺られながら考える。

　昨夜、〝所有〟の兆候が著いちじるしく見られたのに、抗あらがうことも逃げることもできなかった。

　それどころかサリバンに孤独であってほしくないと強く願い、そのためにリーゼができることがあるならしてやりたいとさえ思った。

　これまでサリバンとの交合がどれだけ激しく濃のう厚こうであっても、その目的はあくまで〝治ち療りよう〟だった。竜りゆうの血を浴びた身体からだを回復させるための手段でなければいけなかったし、リーゼはそうであると信じてきた。

　しかし昨夜は違う。もう竜の精液を体内に取り込む必要はないのに、その行為はいつにも増して長く、繫つながりは深いものだった。リーゼも心のどこかでそれを望んでいたのだろうか、いつもより快感を覚え、最後はみずからもサリバンを求めていた。

　でも、竜の腕うでの中で啼なき乱れた自分を思い出しても、以前のような羞恥や情けなさはない。繫がっているときのサリバンの瞳ひとみからは孤独の色が消えていたので、それだけでよかった。

　ただ、ぐずぐずとした得体の知れないものが残っている。それはリーゼの体内に溜たまったままの竜の体液とはまた別の、心に留とどまるものだった。

　その身体と心にあるもったりとしたものを瞬しゆん時じに吹ふき飛ばす書面が、ドラゴンギルドの執しつ務む室しつに届けられていた。

「くそっ……！」

　帝てい国こく軍からの書面──私用発着願の事前申しん請せいを徹てつ底ていせよ。未申請で飛行する竜はギルド脱だつ退たいとみなし即そつ刻こく処分する。人型にて歩行する際も同様の扱あつかいとする──その最終警告書を持つリーゼの手が焦しよう燥そうと憤いきどおりに震ふるえた。

　帝国軍はいよいよドラゴンギルドを──リーゼを追いつめにかかるのだろう。

　今まで竜の勝手気ままな外出をリーゼも追つい及きゆうしてこなかった。そこまで手がまわらないと言うのは単なる言い訳だという自覚がある。帝都を数時間歩く程度なら問題ないだろうと妥だ協きようしていた部分もあった。でも、もう駄だ目めだ。一いつ匹ぴきも狩からせないために、竜たちに話をして規律遵じゆん守しゆを徹底させなくてはならない。

　午前七時──。脱だつ衣い室しつに集まった竜とバトラーの中にサリバンの姿があった。

　いつも通り少し気だるそうにして、長い脚あしを組んで座っている。表向きはなんの変化も見られなかった。昨夜のこともリーゼが一人で先に帰ったことも、表情や態度には出さない。

　リーゼは彼のそういうところも認め、手本にしたいと思っていた。

　公私のけじめをつけられないのは好まない──この考えは自分自身への戒いましめも込めている。

「打ち合わせの前に話しておくことがある」

　帝国軍からの最終警告書の内容を伝えると、案の定、竜たちはあからさまな難色を示し、口々に不平不満をぶつけてきた。

「勘かん弁べんしてくれよ。こっちは私用発着願の事前申請をなくしてくれって言おうとしてたのに」

「俺たちはギルドに属し役目を果たしている。それ以外の時間まで縛しばられる理由はない」

「おまえたちの言うことはわからんでもないが、だめだ」

　無断外がい泊はくは狩られる可能性が非常に高いので許せないが、当日の任務を終えたあとくらい自由に飛行したいという彼らの希望は真っ当なものだと思う。しかしリーゼはドラゴンギルドの筆頭バトラーとして、ジゼルが遺のこした契けい約やく内容を竜たちに遵守させる使命があった。

「私用発着願の事前申請は、ギルド所属の竜が誤って狩られないようにするために、ジゼルが考えて遺したものだ。〝鮮せん血けつの契約書〟にも記き載さいされてる。任務以外で単独行動したいときは必ず申請するんだ。決まりを守らない側が罪になるから、申請せずに勝手をする竜はジゼルの呪のろいに守護されないことになる。ギルドを脱退してもないのに狩られてしまうぞ。そんなこと断じてあってはならない。絶対に守ってもらう」

　すると竜の中に首をかしげる者が出てくる。ほんの少し前まで『ジゼルならいいが、人間の子供に使し役えきされる謂いわれはない』と言っていた竜たちが、同じ口で信じがたいことを言いだした。

「ジゼル？　なぜ死んだ者が決めたことをなにからなにまで守らなきゃならない？」

「あの魔ま女じよはもういないだろう？　今のギルドに関係あんのか？」

「ジゼルを悪く言うな！」

　その心ない言葉に怒いかりが抑おさえられなかった。なんとか穏おん便びんに済ませたいという思いが一気に消え失うせる。手がわなわなと震え、持っている書類がくしゃくしゃになって破れた。

　ジゼルがどれだけ魔物を──竜を想おもって死んでいったのか、その強さをなぜ誰だれも理解できない？　大切な存在を守り抜ぬくためにみずから命を絶てるのか？　ジゼルと同じことをできる者は存在しない。同等の覚かく悟ごと勇気を持つ者など、この世界にあらわれないと言いきれる。

　ジゼルは断じていなくなってない。竜と魔物を守るという信念と想いは、ずっとこのドラゴンギルドに宿っている。リーゼはそう強く信じている。

　それでも、母親にはもう会えない。会いたくてたまらないのに。リーゼは最愛の人を喪うしなったのだ。その残ざん酷こくな現実を毎日突きつけられている。

　いなくなってないと思うのに会えないのは、ジゼルが死んだのはどうして──。

「ジゼルはおまえたちのために死んだんだ！　竜を守り生かすためにっ……！」

「………」

　不平を言っていた竜たちが口を噤つぐむ。

　リーゼ自身が作り出す張りつめた空気に、沈ちん黙もくが重なるようにおりてくる。

『まあまあ、そんな嫌いやがらないでさ、書類にさらっとサインするだけでしょ？　何枚かまとめて書き溜めしておいたら楽なんじゃない？』──サリバンがそんなふうに言ってくれたら、きっとこの空気も一いつ瞬しゆんで変わっていた。兄弟は文句を言いながらも規律を守ってくれただろう。

　しかしサリバンは黙だまったままだった。

「──っ」

　無言を貫つらぬくサリバンと視線がからんで、ひどく心がざわめいた。

　口くち添ぞえをしてこの窮きゆう地ちを救ってほしいとは思わない。それよりもリーゼの鼓こ動どうが速くなったのは、サリバンがまるで別人のような顔をしていたからだった。

　爬は虫ちゆう類るいのような縦長の瞳どう孔こうをさらに細くした、恐おそろしく険しい目つきでリーゼだけを睨にらみつけてくる。昨夜その瞳に宿っていた寂さびしさや孤独は、きつい冷れい酷こくさに覆おおい隠かくされていた。

　眉み間けんに深い皺しわを刻んで、普ふ段だんはまったく見せない牙きばの先までも薄うすい唇くちびるからのぞかせている。

　それはリーゼへの明らかな不快感と非難だった。サリバンが仕事場で個人的な感情をあらわにするなど今まで一度もなかったのに。

　なにより、からかわれたり甘やかされることはあっても、そんな憎ぞう悪おめいたものをぶつけられるのは初めてで、脚がわずかに震えはじめる。

　あんな顔、見たことがない──。

　サリバンにそうされることが、ただ純じゆん粋すいに怖こわくて嫌でたまらなかった。

　やがて重い沈黙を破って、誰かがぼそりとつぶやく。

「リーゼなら、なんとかしてくれると思ったんだがな。あてが外れたぜ」

「少しでも期待した俺たちがばかだった」

「ちがう、俺はおまえたちを守るための手立てだけはちゃんとやりたくて──」

　そう懸けん命めいに訴うつたえても、もう誰もリーゼの話を聞こうとはしない。できれば避さけたかったが、最終手段を選ぶしかなかった。

　リーゼはドラゴンギルドの責任者として、従業員たちに業務命令をくだすことができる。

　業務命令を厳守する義務がある竜やバトラーは、その命令に対し「イエス・サー」と返事をする決まりがあり、これもすべてジゼルが遺してくれたものだった。

　しかしギルド設立以来、一度も命令をしたことがない。竜たちはリーゼの言葉に耳を貸さない状態であり、『ジゼルならいいが、人間の子供に使役される謂れはない』と言われて、リーゼ自身にも拭ぬぐいきれない遠えん慮りよがあった。

　だが今はそれを気にしている場合ではない。勝手な行動をとった竜は今日にも狩られてしまうのだ。リーゼは言葉を紡つむぐことに苦労しながらも言い伝える。

「悪いがこれは命令にさせてもらう。私用発着願の事前申請の徹底を。未申請状態での飛行およびギルド外の歩行を厳禁とする。竜りゆうのときも人型のときも同様の処理を必ず行うように」

　竜たちは誰一人、イエス・サーと言わなかった。







　重く気まずい空気の中、朝の打ち合わせは解散となり竜たちは出動した。

　そのまま誰かがギルドを抜けてしまわないかと心配でならなかったが、今日の任務を完かん了りようさせて全員が帰き還かんした。そこから無断で外出する者もいないようなのでひとまず胸を撫なでおろす。

　午後四時──。執務室を出たリーゼは飼育小屋へ向かって歩いていた。

　飼育小屋はその名の通り、竜の幼生体を飼育する施し設せつだ。まだ幼生体も卵も発見されていないため、その設置作業もあとまわしになっている。しかし小さな命がいつ保護されてもいいように、できるだけ早く完成させたいと思っていた。

　飼育小屋の設置はサロメが請うけ負おってくれていて、彼を中心に作業は進められている。リーゼはそれを手伝うために今日サロメと飼育小屋で待ち合わせをしていた。

　歩きながら、朝のサリバンを思い出してしまう。また少し身が震えた。

　いつも飄ひよう々ひようとしているサリバンが孤独に苛さいなまれていることはわかったが、それとは関係なく彼は時折物もの凄すごく冷酷になる。

　竜にはよく見られる傾けい向こうではあった。人型の竜を間近で見ていると忘れがちになるが、彼らは世界最強の魔物であり、その力を発揮すれば帝国をも滅ほろぼすことができる。

　加か虐ぎやく性や残ざん虐ぎやく性をその美しい鱗うろこの下に秘ひめている竜は多くいた。

　しかしサリバンはその冷酷な瞳を意図的にリーゼだけに向けてきた。あの瞳で睨まれるのはひどくつらい。言葉にできない焦しよう燥そう感かんに見み舞まわれて息苦しくなる。こんなことは初めてで、リーゼはどうしたらいいのかわからない。

　サリバンの巣を出て行かないと言いはしたが、今日の仕事を終えたあと竜の巣に足を向ける気になれなかった。もしリーゼが自室に戻もどったとしたら、サリバンはどうするだろう。

　またあの孤独に染まった瞳をするのだろうか。ずいぶん前に一度だけ見せた、加虐的な表情をして怒おこるだろうか。

　それともリーゼに対する熱が冷めきって、また歓かん楽らく街がいへ戻ってしまうのだろうか。

　それだけは絶対に嫌だ。申請なしに私用で外出したら狩られてしまう。仮にサリバンが生き真ま面じ目めに申しん請せい書しよを提出してきても、リーゼはそれを受理したくない。

　歓楽街で嫌きらいな人間を抱だいてもサリバンの孤こ独どくは埋うめられない。それに……ただ純粋に行ってほしくないという思いがある。

　堂どう々どう巡めぐりに陥おちいりながら、飼育小屋への近道である中庭を横切ろうとした。するとサリバンの声がして、とっさにすぐ近くにあったライラックの茂しげみに身を隠す。

　中庭に植えられた楓かえでの樹の下に、風ふう竜りゆうの兄弟が立っていた。

　──誰かと話してる？　あ、オーキッドか……。

　オーキッドは成体になり人型をとれるようになって三日目でドラゴンギルドに所属した。

　ここで過ごして約三週間になる。手足は細くて頼たよりなく、身長も竜とは思えない低さで、リーゼと同じ十三テナー弱（約百七十センチ）しかない。支給された軍服はぶかぶかだった。

　薔ば薇ら色いろの頰ほおと短いくるくるの巻き毛。伸のびかけの短い角。雄おすの竜にも魔物にも見えない天使のようなその様子は、ギルドで少しずつ任務を遂すい行こうできるようになった今も変わっていない。

　サリバンとオーキッド。二人は同じシルフィードであり、気まぐれな性格を持った美男子という風竜の特とく徴ちようがよくあらわれている。

　美しい二人が身体からだを寄せ合っているさまは、兄弟というより恋こい人びとのように見えて──。

「オーキッドもう限界なの……。ここを出て故郷に……ペールレナの谷に帰りたい。だめ？」

　背に冷たいものが走った。オーキッドがギルドを脱だつ退たいしようとしている。

　動どう揺ようするリーゼとは対照的に、サリバンはいつもと同じ調子で落ち着き払はらっていた。

「だぁめ。ギルドを出たら人間に殺されちゃう。ここにいたらリーゼくんが守ってくれるよ」

「でも、あの人とっても怖いの。今日の朝も怒ど鳴なってた……」

「うんうん、怖かったねえ。でもリーゼくんはぼくたち竜の一族を守ることに必死だからじゃないかな？　それにオーキッドには絶対に怒鳴ったりしないでしょう？　お仕事も、オーキッドがきちんとやれる簡単なものを選んでくれてるの。知ってる？」

　その言葉に確かな喜びと安あん堵どを覚えた。今朝サリバンに冷酷な瞳ひとみを向けられて沈しずんだ心が浮いてきたように感じる。しかしそれも一瞬のことだった。

「ねえ、サリバンはオーキッドのこと守ってくれないの？」

「もちろん守るよ。守りたい。だからぼくのためにずうっとギルドにいるって約束して？」

　サリバンは愛らしい金色の巻き毛を優やさしい手つきで何度も撫でる。兄を見上げながらこくりとうなずいたオーキッドの大きな瞳から涙なみだがこぼれ落ちた。

「いい子。お兄さまとの約束を必ず守ってね。……ほら、もう泣かないで」

　その声は耳を覆いたくなるほどに甘ったるい。脚あしをからませて抱だき合い、サリバンはオーキッドの細い腰こしに腕うでをまわして涙を舐なめ取り、耳の裏に顔をうずめた。天使みたいな魔ま物ものは兄の腕の中で身体を震ふるわせて、薔薇色の頰をより赤く染める。

　リーゼはその場から逃にげるように走り去った。

　──なんだよあれっ……！

　普ふ通つう、兄弟はあんなことしない。サリバンは本当に見境がない好色な竜だと思う。否いな、たとえそうでもリーゼがとやかく言うことではない。

　問題なのはこの灼やけつくような胸の痛みだ。

　少し前のリーゼなら、あのまま平然と中庭を横切っていた。人間だけでは飽あき足たらず兄弟までたらし込むサリバンにただあきれて終わりだったのに。今はどう頑がん張ばっても中庭を通れない。自分以外の者を優しく甘やかすサリバンなど見たくなかった。

『もうリーゼくんにしか優しくしたくないの』──そう熱心に言われて、少しでも心をぐらつかせたことが恥はずかしくてしかたない。あの淫いん奔ぽんな竜は誰だれにだって簡単に優しくできる。

　色いろ濃こい孤独を宿した瞳で見つめられて、どうにかしたいなんて一いつ瞬しゆんでも思った自分がばかみたいだった。リーゼ以外にも、あの孤独と寂しさを消せる者はいくらでもいるに違いない。

　この感情の揺ゆれはいったいなんなのだろう。ひどく不快なのに、消える予感もなかった。

「リーゼ？」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに走っていると、飼育小屋で落ち合う予定のサロメと会った。馴な染じみの水竜オンデイーヌの姿に少しだけほっとする。

　すらりとした長ちよう軀くと腰まで届く美しい髪かみには、厳めしい軍服は少し不ふ釣つり合あいだ。

　女性と見み紛まがうほど美び麗れいな貌かおの、その眦には水すい紋もんを描えがいたような鱗が浮かんでいる。聖母みたいに綺き麗れいなのに、肩かたに軽々と担かついでいるのが鋼鉄の柱四本なのは少々違い和わ感かんがあった。　>>>♥

「中庭を通りませんか」

「や……、お、俺もそのつもりだったけど、今、中庭はちょっと……」

「……？」

「えっと……。サリバンと、オーキッドが──、その」

「わかりました」

　なにをどう解かい釈しやくしたのかわからないが、サロメはくるりと身を返して、もと来た道を歩いていく。リーゼは駆かけ足あしで追いついた。

「わ、悪いな、遠まわりさせて。俺も半分持とうか？」

「リーゼには無理だと思います……」

　そうして岩いわ肌はだに沿ってギルド内を半周するように歩く。飼育小屋へ向かっている途と中ちゆう、サロメが微笑ほほえんで言った。

「リーゼ。完治したのですね」

「あ、やっぱりわかるのか？　そうなんだ。サロメにもたくさん迷めい惑わくかけてごめんな」

「よかった。あのままリーゼを喪うしなっていたらと考えるだけで恐おそろしいです。エドワード老も私もジゼルに顔向けできません」

「うん。本当にありがとう。もうぜんぜん元気だから。早く飼育小屋を完成させような」

「はい」

　安堵の表情を浮かべるサロメは、それでもどことなく気落ちしているようだった。普ふ段だんから物静かで淑しとやかな竜ではあるが、長い付き合いもあってリーゼはその機き微びを察知できる。

「どうした？　サロメの方が元気なくないか？」

「………。リーゼは先ほど言っていたでしょう、中庭にサリバンとオーキッドがいたと──」

「うん」

「オーキッドはサリバンに涙を舐め取らせていたのではありませんか」

「お、おう……まあ、な。でもなんでそんなことわかるんだ？」

「彼は昨夜、私の巣に来ましたから。そこでもたくさん泣いて、私がすべて舐め取りました」

「涙って、舐め取るもんなわけ……？　ハンカチで拭ふき取るとかじゃだめなのか？」

　恐る恐るそう訊きくとサロメは少し驚おどろく。その表情を見て、リーゼは周知の事実──竜の涙の特徴をようやく思い出すことができた。

「そうだ、竜の涙は劇薬。安易にこぼしたらだめなんだった」

「はい。私たちの涙には再生・治ち癒ゆ力が宿りすぎています。涙の落ちた先が草花であれば数年枯かれませんし、岩や石なら風化しません。人間が作ったハンカチで拭くと本来持ってはならない強度を保持することになります。私たち竜は泣きませんが、なんらかの理由で涙がこぼれそうになったときは、近くにいる兄弟が舐め取るのが通例です」

　竜の基本的な特徴や習性はジゼルから教えてもらって理解しているはずなのに、そんな簡単なことすら思い出せなかった。中庭で抱き合う兄弟を見てどれだけ気が動転していたのかと、リーゼはまた恥ずかしくなる。

「耳の裏を舐めるのも竜の習性だったっけ？　……あれ？　匂においだったか？」

「匂いですね。耳の裏には記き憶おくを司つかさどる鱗が密集しています。そこは舐めるのではなく匂いを確かく認にんします。──私たち竜が、精神を集中させることで兄弟の居場所を感じとり、遠く離はなれていても言葉を伝え合えることは、リーゼもよく知っていますね」

「うん」

　その特性を知っていたリーゼは、サロメに頼たのんでサリバンの居場所を教えてもらった。

「それらに加えて、耳の裏の匂いを嗅かぐことで兄弟がどこでなにをしてきたか、なにを思ったかを知ることができます。情報交こう換かんのための行こう為いです」

「そうだった。すっかり頭から抜ぬけてた」

　先ほど見たあれは竜の習性に則のつとった行動だった。安易に落としてはならない涙を舐め取り、そしておそらくサリバンはオーキッドが本当にギルドに留とどまるかどうか、その思考を読み取るために耳の裏の匂いを確かめたのだろう。

　兄弟以上の感情があるように見えたのはリーゼの思い込みだったと安堵した。しかし次の瞬しゆん間かんには安堵していることにも、そんなふうにしか見てとれなかった自分にも動揺する。

　習性だと理解しても、見せられて気分のいいものではないとも思ってしまった。そもそもオーキッドが泣くからいけないのだ。契けい約やく書しよにサインするときあれほど注意したのに。

「竜ってのは泣かないもんだろ。魔ま物ものに頼まれて初めて泣けるんだろ？　あいつは泣きすぎだ。最強の魔物なのに、そんなのだめだろ。年長の兄としてなんとか言ってやればどうなんだよ」

「オーキッドは特別です。小さくて可愛かわいいからいいのです」

「………」

　真しん剣けんそのもののサロメの言葉に、リーゼはあえて反論しなかった。

　サロメは、無類のちび好きである。それは竜の習性と言っていい。自分たちが強大すぎるあまりに可憐で儚はかないものに憧あこがれ、小さくて可愛いものを盲もう愛あいする。

　彼らは、短いあいだだけ咲さいて儚く散っていく花に痛つう烈れつな憧れを持っていた。しかしどうしてか竜が摘つむとその花は枯れることを忘れて何年も咲きつづけてしまう。定められた命を安易に延ばしてはいけないという竜の本能が働くから、彼らは花を手た折おることに躊ちゆう躇ちよする。

『竜たちは本当に色々と厄やつ介かいなものを背負わされているんだよ。なんとかしてやりたいと思うけど、本能と習性ばかりはどうにもできないね』──パイプの煙けむりをくゆらせながら、ジゼルがそう教えてくれたことを思い出した。

　寂さびしくも純じゆん粋すいな習性を竜は一いつ匹ぴき違たがわず持っている。サロメはそれが顕けん著ちよなだけだ。リーゼからすればオーキッドは同じ体型をしている雄おすなのだが、そのあたりの線引きはよくわからない。小さな生き物を愛あい玩がんしてやまないサロメはその秀しゆう麗れいな貌を曇くもらせてほうっと溜ため息をつく。

「昨夜は私の腕の中でとても小さくなっていたのに、どうして今日はサリバンなのでしょう。可愛いあの子の涙なら私がすべて舐め取るのに……」

「や、明日あしたにはまたサロメのとこに行くと思うぞ。ほら、シルフィードって気まぐれだろ？」

「そうだといいのですが」

　なんだかおかしな感じになってしまったが、サロメを宥なだめることでリーゼは自身の心の揺らぎを少しだけ忘れることができた。

　飼育小屋に到とう着ちやくすると、サロメは鋼鉄の柱を埋うめる作業に入る。

「俺なにしたらいい？」

「先に石を運び込んでおきましたので、それを川底に敷しいてもらえますか。大きな石もあるので気をつけてください。敷き終えたら、きちんと水が流れるか試ためしてみたいです」

「よし、わかった。今日絶対に水を流すとこまでやる」

　早さつ速そく作業に取りかかるためテール・コートを脱ぬいでベンチの背もたれにかける。その拍ひよう子しに内ポケットに入れていた手帳がベンチの下に落ちたことに、リーゼは気づかなかった。







　川底に石を敷いて人工の清流を完成させたころにはすっかり陽ひが落ちていた。

　残ってもう少しだけ作業を進めると言うサロメと別れ、執しつ務む室しつに戻もどる。

　やはりサリバンの巣には行きにくい。一、二時間だけ先延ばししたところで意味はないのだが、幸い未処理の書類が溜まっているのでそこに手を伸のばす。

　書類に目を通す作業をしているといつも煙草たばこが喫のみたくなる。リーゼは書面の文字を目で追いながらテール・コートのポケットを探さぐった。

「……！」

　ない──。

　急いでポケットに入っているものを机上に撒まく。パイプ、マッチ、刻み煙草、懐かい中ちゆう時計、バトラー用の手て袋ぶくろ、ハンカチ、万年筆。出てきたものはこれだけで、どのポケットも空になった。

「手帳が！」

　いつも内ポケットに入れている手帳がない。にわかに混乱が生じ、涙なみだが勝手に滲にじんできた。

　あれはただの手帳ではない。ジゼルに頼み込んで遺してもらったものだった。魔ま女じよとその息子むすこだけの大切な言葉が記されている。

　──リーゼ。永遠とわの守もり人びと、ドラゴンギルドを駆く使しして永遠に竜りゆうを守れ。誇ほこりある魔物の血を断じて絶やすな。己おのれが魔女の息子であることを、竜を守る唯ゆい一いつの魔物であることを決して忘れるな──もう一句違わずに言える、その筆ひつ跡せきまでも正確に思い浮うかべることができる、あの手帳はリーゼが心の拠よりどころとするものだ。常に肌はだ身み離はなさず持っていたいものなのに。

「ど、どこでだっ……？」

　混乱した頭では今日の行動を思い返すことができなかった。

　とにかくギルド内を捜さがさなくては──じっとしていられなくて駆けだす。執務室の扉とびらに手をかける直前、ノックもなしにそれが勝手に開いて心臓が飛び出しそうなほど驚いた。

　そこに立っている者の姿に、さらにびくっと身体からだが揺ゆれる。

「サリバンっ？　なんだよ、ノックぐらいしろ！」

「どこ行くの」

　訊たずねてくるその声は低かったがリーゼはそれを気にしている余よ裕ゆうがなかった。

　陽が落ちて薄うす暗ぐらくなったドラゴンギルドの廊ろう下かは、等とう間かん隔かくに設けられた鈴すず蘭らん型のシェードからこぼれてくる明かりでオレンジ色に染まっている。その明かりを受けて扉に立つ長ちよう軀くのサリバンは本当に大きくて壁かべのようだった。

「捜しものだ。いいからどいてくれ」

「これのこと？」

「あ……！」

　竜の手に母親の形見があった。手にしっくりと馴な染じむ年季の入った黒革に小さな紫水晶アメジストが嵌はめ込まれている、魔女の手帳。飛びつきそうになるのを懸けん命めいに抑おさえて訊く。

「なっ、なんでサリバンが持ってるんだ？」

「さっきサロメに渡わたされた。飼育小屋に落ちてたって。ジゼルの手帳にまちがいないからリーゼくんに返しといてくれって」

「そうか！　ほんとに助かった。ありがと、う──」

　勢いよく手を伸ばしても手帳には届かなかった。サリバンがすっと手を高く上げる。そんなふうにされるとは思ってもいなくて、抑えがきかずにその胸むな板いたにぶつかってしまった。

　リーゼの耳元で、手帳に嵌め込まれたものと同じ紫水晶のピアスが虚むなしく揺れる。嫌いやな予感を覚えながら見上げたサリバンは、今朝と同じリーゼの心をざわめかせるあの顔をしていた。

「な、なあ……頼むから、返してくれ」

「なにその泣きそうな顔。失しつ恋れんしたときの人間がする顔だ……信じられない」

「中を見たのか!?」

「そんな低てい俗ぞくなことするわけないでしょう。それとも見られたらまずいことでも書いてるの？　そう、たとえば……ジゼルと恋こい心ごころを綴つづり合ってる──、とか？」

「は？　なんだそれ？　意味がまったくわからん」

「リーゼくん、きみさ」

　どんっ、と強く押されて執務室の奥までよろめく。うしろ手に扉を閉めたサリバンが大おお股またで寄ってくる。怒おこる隙すきすら与あたえられずもう一度突つき飛ばされて、ソファに押し倒たおされた。

「やめろっ、なんだよいきなり──」

「きみ、いったい幾いくつジゼルを纏まとってるわけ」

　抑よく揚ようのない声にはむしろ沸ふつ々ふつとしたものが含ふくまれているように聞こえた。倒れたリーゼの上にサリバンが覆おおいかぶさってくる。ソファが不安げにぎしりと軋きしんだ。

「毎日飽あきもしないでジゼル、ジゼルってさ。我が慢まんしてあげるにも限度があるの。わかる？」

　ひどく嫌な気持ちになる声だった。さっき聞いたオーキッドへの甘ったるい声とは天と地ほどの差があって、なぜかそのことに胸が痛くなる。なにも言い返せなくて黙だまっていると、間近に迫せまる形の美しい唇くちびるから信じがたい言葉が放たれた。

「ジゼルを抱だいたの？」

「いいかげんにしろっ！」

　怒いかりによってようやく声が出せるようになる。以前もそうして母親を侮ぶ辱じよくされた。あのときと同じように頭が熱くなったがそれは一いつ瞬しゆんのことだった。

　見つめたサリバンの瞳ひとみこそ、いつにない強い苛いら立だちと怒りを宿している。

「抱いたの？　答えて」

　思えばサリバンはジゼルの名を出すたびに機き嫌げんを悪くしていた。

　二人のあいだになにがあったのかリーゼは知る由よしもないが、昨夜サリバンは母親の幻げん影えいまで見ていた。今朝、冷れい酷こくな瞳を意図的に向けてきたのも、リーゼがジゼルを庇かばったからだろう。

「早く答えて」

「抱いてないし抱きたいと思ったこともない」

　今も戯たわむれに訊きいているのではない──そう理解したリーゼは怒りを消して真しん摯しに答えた。

「ジゼルは母親だ。師し匠しようだよ。彼女を愛してる。今も、死ぬまでそれは変わらない」

　その強くまっすぐな言葉に怒ったのか怯おびえたのか、竜の長軀がびくりと揺れた。またソファが軋む。リーゼはサリバンの瞳をとらえながら続けた。

「家族への親愛だ。師匠に対する敬愛だよ。抱きたいなんて一瞬も思ったことない。母親だぞ。おまえ、ティアマトーさまを抱きたいって思ったことあるか？　ないだろ。それと同じだ」

「でもぼくはティアマトーさまだけから生まれてきたんだっ。濃こい血で繫つながってる！　リーゼくんとジゼルは他人でしょう!?」

「それでも紛まぎれもない親子なんだよ」

　見み蕩とれない日なんてなかった。ジゼルほど美しい人はもうあらわれない。

　彼女が持つ唯一無二の美しさは、誰だれにも真似まねできない強さそのままだった。

　四百年ものあいだ魔ま物ものを守るためだけに生き、最後は竜を生かすためにみずからの手で心臓に短たん剣けんを突き立てた。そんなことができる人はもう二度とあらわれない。

　ずっと見み惚ほれていた。でもそれだけだった。ジゼルの白く柔やわらかな肌はだに毎日触ふれて、その綺き麗れいな裸ら体たいを見てきたけれど、抱きたいと思ったことは一瞬もなく、劣れつ情じようは欠片かけらもなかった。

　でもたぶん、それをサリバンに理解してもらうのは難しい──すみれ色の瞳に映る竜の端たん整せいな貌かおが悩のう乱らんに歪ゆがんでゆく。

「俺が憎にくくてしかたないって顔してるな」

「憎い……まだジゼルのことでいっぱいのリーゼくんが憎い！　どうして？　ぼくあんなにたくさん出したのにっ。あの女、死んでもリーゼくんのこと独ひとり占じめしてる」

「やめろ。亡なくなった者にとやかく言うな。意味ない」

「そうやってまたジゼルの肩かたを持つんだ」

「だから違ちがうっ。どう言えば納なつ得とくするんだ？　どうすればおまえは満足するんだよ？」

　懸命に言葉にしてもなにひとつ伝わらない。きつい歯は痒がゆさに任せてそう言ってしまった。

　後こう悔かいしても遅おそい。竜が妖よう艶えんに嗤わらう。強い力で抱きしめられる。

　鼻先が触れ合う。これ以上ないほどの至近距きよ離りで、金色の瞳が妖あやしく狂くるおしく光った。

「今すぐ番つがいになる」

　ぞっと全身の肌が粟あわ立だつ。その言葉に、サリバンの執しゆう着ちやくと渇かつ望ぼうと束そく縛ばく心のすべてが宿っているように聞こえた。また警けい鐘しようが鳴る。母親の声がする。

　──所有されてしまうよ。竜に惑まどわされないようにね──。

「ば……ばか言うな……。冗じよう談だんきついぞおまえ」

「魔女の息子はもうおしまい。リーゼくんはぼくの奥さんになるんだ。ふふ……、ねえ、心も身体も頭もぼくでいっぱいにして？　……ぼくだけにしてリーゼくんの中全部！」

「ま、待て、待ってくれサリバンっ──」

　捕つかまる、逃にげられない、竜りゆうに所有される──！　必死で身体を返して腹はら這ばいになる。全力で足あ搔がいて巨きよ軀くの下から抜ぬけ出そうとしたが腰こしをつかまれてたやすく引き戻もどされた。

　竜の重みで背が撓しなる。背後からまわってきた長い腕うでで上体をきつく縛しばられた。

「ほら、いい子だから動かないで。ね？」

「やめろっ、放せ！　──痛っ！　痛いっ、なん、だ……!?」

　両の耳じ朶だに鋭するどく尖とがったものを刺さされた感覚があった。その正体の知れないことが恐きよう怖ふ心に拍はく車しやをかける。怯えるリーゼの顎あごから喉のど元もとを撫なで、サリバンがうっとりとした声を出した。

「ああ……すごく綺麗だよ。紫水晶なんてだめだ。リーゼくんには緑色だけが相応ふさわしい」

「あぁっ!?　そんな……やめて、くれ」

　サリバンの手でローテーブルに放ほうられたものが儚はかなげな音を立てる。それが魔女の息子になってから一度も外したことのない紫水晶のピアスだとわかったとき、ジゼルと引き離はなされたようになって耐たえられない悲しさに襲おそわれた。

「いや……、いやだ。……う、ぅ──」

　血の滲む両の耳朶と、左右を交こう互ごにぴちゃぴちゃと舐なめる竜の舌。そのあいだに宝石のようなものが揺れている。新たにつけられたピアスはどれだけ強く引っ張っても取れない。

　まるで身体の一部のようになってしまった、自分では絶対に外せない竜の鱗うろこ──。

「なんでこんなことすんだよっ。外せ！」

「ぼくのだから」

　そうあっさりと告げられた言葉はいっそ恐おそろしい。竜は否いや応おうなしに所有行こう為いを続けてゆく。

　机の上に置いたままにしていたパイプを、サリバンは緑風を使って手元に引き寄せた。

「どうせこれも魔ま女じよの形見なんでしょう？」

「ち、ちがう！　頼たのむからやめてくれ」

「リーゼくんの噓うそつき。悪い子にはお仕置きする。──あとは……そうだ、鉞まさかり。どこ？」

　サリバンはなにもかも取り上げると決めている。ジゼルの面おも影かげを跡あと形かたもなく消し去って、その上から自分だけを刻みつけるつもりだ。リーゼは唇をきつく嚙かんでそれに抗あらがう。

「どこ。言って」

「………」

「言わないと酷ひどいことするよ。リーゼくんが我慢できなくて泣いちゃうような、すごく酷いこと。ぼく本気だよ。ほら、今すぐここで──」

「──っ。……机、の……引き出し」

　サリバンが机に向かってふっと息を吹ふくと、強い風に翻ほん弄ろうされるみたいに引き出しがガタガタと鳴りだした。勝手に開いたそこから緑風に乗って鉞が勢いよく飛んでくる。ぱしっと音を立てて竜の大きな手が鉞の柄えを受け止めた。

　リーゼは打ちひしがれて顔を伏ふせる。ジゼルと自分を繫ぐものはもうなにも残っていない。

　今のリーゼにあるのは、じくじくとした両耳の痛みだけだった。

「パイプと鉞はぼくが買ってあげるね。他ほかは？」

「な、い……。もう、やめて、くれ──」

「ドラゴンギルドはどう？」

「え……？」

　その言葉に反応したリーゼが振ふり向むいたのが先か、サリバンに顎をつかまれて振り向かされたのが先か、どちらが先かはわからなかった。縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳にはまだ冷酷さが残っている。もうやめてほしい。その瞳で見ないでほしいのに。

「リーゼくん、ギルドの責任者として頑がん張ばってるよね。でもそれってジゼルのためだけ？」

「ジゼルのためだけ、って……？　なんだ？」

「リーゼくんは『ジゼルのためだ、ジゼルが遺のこしたギルドを守る』ってぼくに言ったよ。ギルドもあの女の形見ってことじゃないの？　もしそうなら、ぼくはギルドを潰つぶす」

「やめろっ、潰すなんて噓でも口にするな！」

「ぼく、おっきな竜たつ巻まきをたくさん吐はいてこの帝てい国こくを草木一本生えない荒こう野やにすることもできるの。ギルドを潰すなんて、わけないよ？　噓だと思う？」

「そんな、言い方するな……。お、俺は」

　俺は──？　そのあとに続くはずの言葉が、どうしてかすぐに出てこなかった。

　少し前のリーゼはなんの迷いもなく口にしていた、否いな、リーゼのすべてだった『ジゼルが遺したドラゴンギルドを守り抜く』──それが出てこない。

　逡しゆん巡じゆんするリーゼの耳朶、そこに煌きらめく緑色のピアスに、サリバンの唇があたる。

「ねえ、ギルドはなんのためにあるの？　命を差し出して創つくったジゼルのため？　毎日頑張ってるリーゼくんはいったいなにをしてるの？　ジゼルの墓標でも守ってるつもり？」

「いや……、待って、くれ……俺は──」

　サリバンの言葉に、鱗のピアスが揺ゆれる両耳の痛みに、リーゼの中にある霧きりがわずかに散っていく。まだ霧が消え残るそこにうっすらと見えたものは、違い和わ感かんだった。

『生きてジゼルが遺したギルドを守るから』──昨夜サリバンに伝えた自分の言葉に覚えた違和感。そう感じた理由が、わかりそうな気がした。

　たしかにリーゼはなにかをまちがっていて、圧あつ倒とう的に足りないものがある。

　そこまではわかったのに、肝かん心じんなところにまだ手が届かない。

　──ジゼルのためだけ、なのか……？

　そうではないような気がする。でもこれ以上はどうしてもわからなくて、ひどくもどかしい。

　今だけではなくサリバンはこうして折々にシグナルを発しつづけてくれた。それを拾おうとしなかったのはリーゼの方で──。

　うまく言葉にできないまま考えを巡めぐらせているとサリバンが痺しびれを切らした。

「なんで黙だまってるの？　ギルドはわかんないの？　じゃあ、ぼくとジゼルどっちが好き？」

「そんな、ことっ……」

　比べることなんてできない。

　サリバンへの感情は、ジゼルへの情愛とはまったく違ちがう。その自覚だけはあった。

「リーゼ。言って」

　意図的に呼び捨てにされる。

　支配と従属を孕はらむそれに、あらわになっているうなじがざわめく。

　無防備にさらしている耳の裏に唇くちびるを近づけられたとき、身体からだに強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつ反応が起こった。

「や……！　やめろっ、触さわるな！」

　それだけはされたくなくて全力で抗った。やみくもなリーゼの抵てい抗こうにサリバンが凄すさまじい苛いら立だちを見せる。

「ぼくを拒こばむなんて絶対に許さないから！」

　顎をつかんでいる手に力を込められて動けなくされ、うなじに嚙みつかれた。

「痛っ……、ちがうっ」

「ちがうってなに？　ぼくこんなにいらいらするの生まれて初めて。これ以上は嫌いやだな。リーゼくんだけに優やさしくしたいんだよ。傷つけたくないし怖こわがらせたくない。早く言って」

「………」

　習性とわかってもされたくない。否、わかったからこそ嫌だ。

「──オーキッドに……すること、を……俺に、……するな」

　なぜここまで拒みたくなるのだろう。兄弟と同じ扱あつかいをするなと言っているようなものだ。それに、さっきオーキッドに優しく触れたばかりの唇で触れられたくないとも思ってしまう。ひどくみじめなことを考えている自分がたまらなく嫌だった。ジゼルへの情愛はこんなにどろどろしていない。この粘ねばついた感情が嫉しつ妬とだということに気づいて愕がく然ぜんとした。

　信じたくなかった。リーゼはドラゴンギルドの責任者であり、ここは執しつ務む室しつである。公おおやけの場でわけのわからぬ感情に揺さぶられるなど、そんな愚おろかなことは断じてあってはならないのに。

「ああっ？　リーゼくん、やきもち？　うそ……かわいい。ねえ、もう一回聞かせて？」

「ちが、うっ。もう頼むから、やめてくれ……」

　そうはっきりと指し摘てきされて羞しゆう恥ちに顔が熱くなる。真っ赤になった自分が情けなくて、躍やつ起きになって頭かぶりを振り顔を伏せた。高く結ゆい上げた髪かみの先が滅め茶ちや苦く茶ちやに揺れる。

　リーゼの嫉妬に気づいたその瞬しゆん間かんから、サリバンは苛立ちも冷れい酷こくな瞳ひとみも完全にどこかへやってしまった。うなじに浮うかぶ嚙み痕あとを嬉き々きとして舐め、いつもの甘い声を出してくる。

「あぁ、ん……もう、ポニーテール揺らしちゃって、かわいいなあ。ほら、恥はずかしがらないでお顔上げて？　ぼく、リーゼくんにしか優しくしないって言ったでしょう。オーキッドのはただのふりだからね。あの子に優しいふりしたのはリーゼくんのためだよ？　わかってる？」

「え……？」

「ギルドにいたら安全なことも、抜けたら狩かられることも、みんなもう充じゆう分ぶん理解してるの。それでも抜けたいなら好きにすればいいってぼくは思ってる。狩られるとわかってて抜ける愚かな兄弟はもう知らない。でもリーゼくんが悲しむでしょ？　もう一いつ匹ぴきも狩らせたくないって言ってたものね。だから止めたんだよ。あの子はあれくらいしておかないと本当に出て行っちゃいそうだったからね。リーゼくんが悲しまないなら、ぼくはもう放っておくけど？」

　喜んだらいいのか咎とがめたらいいのかわからなかった。

　その言葉から、竜たちがドラゴンギルドを『生き抜くための手立てにできる』と認にん識しきしつつあることが知れる。嬉うれしかったし安あん堵どもできた。本当に必要とされているかはわからなくても、その存在を認められた気がしたから。

　しかしそう思うほどに、リーゼの中にあるあの違和感がどんどん膨ふくらんでいく。

　そしてサリバンは冷酷にも、ギルドを抜ぬける兄弟を完全に見捨て、見放していた。

　それでも止めたのはリーゼのため──ドラゴンギルドを抜けようとする兄弟に向けられた冷れい淡たんさと、リーゼのために動いてくれた喜びのはざまで心はまた揺れ動く。

「でも嫌な思いさせてごめんね。兄弟には二度としないよ。毎日リーゼくんだけにする。触さわれないところがあるなんてそんなの絶対にだめだ。ぼくだけのものなのに、おかしいよ」

　所有することが当然であるかのようなサリバンの言葉に肌はだが粟あわ立だった。震ふるえるリーゼの身体を力いっぱい抱だきしめてくる。

「ねえ、もうわかってるんでしょう？　ぼくのこと好きだって。やきもちまでやいて知らないなんて言わせないから」

「──っ！」

　大事な職務を担になう場で、これ以上個人的な感情に翻弄されるなんて絶対に許されない。

　リーゼにも責任者としてのプライドがある。公私混同など死んでもしたくない。

　それなのにサリバンの手が下か肢しに伸のびてきた。

　ぎりぎりのところで筆頭バトラーの顔を保ち、叱しかりつける。

「やめろっ！　仕事場だぞ！　……俺たち、の」

「うん、そうだね。じゃあ、ぼくたちの巣に帰ろ」

　リーゼはうなずく。一秒でも早くここを去りたい。怒ど濤とうのように押し寄せてくる制せい御ぎよできない感情をこの執務室には断じて入れたくない。

「もう、いい。早く──」

「ふふ……今度こそリーゼくんの中ぼくだけにするからね。あふれるくらい、いっぱいにするんだ……」

　サリバンは妖よう艶えんな笑えみを浮かべて嬉しそうにつぶやくと、魔ま女じよの遺品を片手に持ち、もう片方の腕うででリーゼを抱だき上げて執務室を出た。







　竜りゆうの巣に帰ってもサリバンの所有行こう為いは終わりを見せない。

　この部屋に一歩入ったときから、ドラゴンギルドやリーゼの中にある違和感については考えることを許してもらえなかった。

　もうそれでいい。執務室に侵しん入にゆうされることを恐おそれたあの激情はまだリーゼの身のうちで燻くすぶっている。どうしようもなく持て余すそれをサリバンになんとかしてほしかった。

　でも、当然のように裸はだかに剝むかれると恐ろしさが先行する。寝しん台だいに座らされて肩かたをうしろへ押され、そこに積まれた幾いくつもの柔やわらかなクッションに背を預けるよう促うながされた。

　立てている両りよう膝ひざにサリバンの手が重なってきて、ゆっくりと、限界まで開かい脚きやくさせられる。

「あぁ……リーゼくん、綺き麗れいだね……」

「……っ、──」

　同じ裸ら体たいの二人には大きな違いがあった。硬かたく引き締しまった長ちよう軀くと、白く華きや奢しやな身体。すでに熱いきり立つ竜のペニスと、垂れ下がったままの性器。

　性的なことにあまり関心のなかった淡たん白ぱくな身は、サリバンの侵入を許して外も内も余すところなくその匂においをつけられ、いつしか肌を撫なでられるだけで熱を持つようになった。

　それなのに、今はどうしてかなんの反応も示さない。けれどサリバンは怒おこりもせず、それどころかリーゼの萎なえた茎くきを凝ぎよう視ししながらほうっと感かん嘆たんの吐と息いきをついた。

　大きく開かされた脚あしのあいだに竜の巨きよ軀くが入ってきて、煌きらめく緑色のピアスに口づけられる。

「リーゼくん……好きだよ。大好き。ねえ、リーゼくんは？」

「っ、……ぅ」

　かつて嘲ちよう笑しようの対象としていた言葉を、サリバンはなんの躊ちゆう躇ちよもなく口にするようになった。その直ちよく截せつな言葉と甘い吐息が耳じ孔こうの奥まで届いて、そこから身体が溶とけてゆくのではないかと心配になる。片眼鏡が外されて焦しよう点てんが合わなくなったけれど、視界には最初からサリバンしかいないので平気だった。

「お顔が真っ赤だね。瞳もうるうるしてる。言うの恥ずかしい？」

　熱でのぼせそうになりながら小さくうなずく。言葉にすることがひどくためらわれる。

　サリバンへの想おもいはたしかにあるのに、所有行為が強すぎてその怖さに吞のみ込まれていた。

「うん、ってうなずくだけなら恥ずかしくないかな……？」

「ん……」

　重なってきた竜の唇は少し冷たくて、自分がどれだけ熱を持っているのかを知らされた。

　食はみ合ううちに二人の唾だ液えきに濡ぬれて唇の温度が溶け合っていく。サリバンは何度も顔の角度を変え、ぷちゅ、くちゅ、と音を立てて唇を吸ってくる。

　まぶたを閉じてその形と弾だん力りよくに酔よい痴しれていたら、口の中に甘ったるい息が入ってきた。

「ぼくのこと好き？」

「う、……ん。──あ、んん……っ」

　短い返事をしてすぐに長い舌がねじ込まれた。口内を舐なめ尽つくす激しい動きに翻ほん弄ろうされていると左手をつかまれる。途と端たん、その薬指に嚙かみつかれるような感覚があった。

「痛っ……。なん、だ？」

「さっき言ったでしょう？　ぼくたち番つがいに──夫ふう婦ふになったんだよ。今日がその記念日……」

「──!?　あっ……」

　その甚はなはだしく常じよう軌きを逸いつしたサリバンの言葉に戦せん慄りつが走る。あらためて見た左手の薬指に緑色の指輪が嵌はまっていた。やはりまだ所有行為は終わっていない。サリバンの鱗うろこでできたそれは見た目の美しさからは想像できない剛ごう力りきでリーゼを思いきり縛いましめてくる。

「リーゼくんはぼくだけの奥さんだよ。そのしるし」

「やめろ、その言い方……。痛い、きついっ……、外し──ゆ、緩ゆるめてくれ」

　外せなどと言おうものならまた冷酷な瞳になって怒ることが容易に知れた。でも度を越こした締めつけに薬指が悲鳴をあげている。

「だめ。もっときつくてもいいくらいなのに」

「頼たのむ……本当に、指が痺しびれて痛いから」

「それがいいの。離はなれてるときも指がじんじんしてるあいだずっとぼくのこと思い出してね」

　痛がるリーゼを宥なだめるようにサリバンが額に口づけてくる。頭のうしろにまわった大きな手で髪を束ねている紐ひもをほどかれた。

　肩まで流れ落ちてきた細く柔らかな猫ねこっ毛けを、竜の指が繰くり返し梳すいてくる。

「ごめんね、今日髪留め買ってくる約束してたけど、やめたんだ。鼈べつ甲こうも翡ひ翠すいも似合わない。髪留めもぼくの鱗でいっぱい作ってあげる。明日あしたからずっと使ってね」

「………」

　開脚させられたまま座っているリーゼの上にサリバンが腹はら這ばいになった。片かた腕うでだけで腰こしを抱き、平たい胸に頰ほおをすり寄せてくる。竜の重みで身体からだがクッションに沈しずんでいく。

　すでに痺れを生じている左手に長い指をからませてきて、緑色の輪が煌めく薬指にうっとりと見み蕩とれては口づけてくる。

「はぁ……すごく似合うなあ……。毎年ひとつずつ増やしていこうね。ネックレスとブレスレットとアンクレット……本当は今すぐ全部つけたいけど我が慢まんする。記念日にとっておくんだ」

　ぞく、と肌がざわめいた。その言葉に心を乱さずにはいられない。

　リーゼは竜が好きだ。

　美しく端たん麗れいで飄ひよう々ひようとしていて、最強の魔物に相応ふさわしい強さを持つサリバンが好き。

　甘やかされてばかりの生活は戸と惑まどうだけだったけれど、心も身体も溶けてしまうほどの喜びもたしかにあった。叶かなうならリーゼ自身でサリバンの孤こ独どくを消したくて、兄弟とは同じ扱あつかいをしてほしくなくて、リーゼもサリバンを求めている──それなのに、ひどく怖こわい。

　年ごとに身体に増やされていく緑色の鱗。果てしなく続く竜の所有行為。その強すぎる想いに臆おくしてしまう。

　恋こい心ごころと畏い怖ふが綯ない交まぜになる。こんなにも臆病であったことに気づかされる。

　足りないものが多すぎる未熟な自分がつくづく嫌いやになった。

　ドラゴンギルドに対しても、サリバンへの恋れん慕ぼに対しても……リーゼに足りないものはなんなのだろう。ずっと苦しいままなのは本当につらいから、早く答えを見つけ出したいのに──。

「あ……」

　サリバンが頰をすり寄せていた胸に唇くちびるを押しつけてくる。

　ちゅう、と尖とがりを強く吸われると、肌に纏まとわりつく恐きよう怖ふや迷いは強い快感に塗ぬり替かえられていった。長く重たい舌で転がされて潰つぶされて、乳ち首くびがぴんと立ち上がる。

　凝しこったところをかりっと歯で挟はさまれ、「あっ」と声をあげて竜りゆうの肩に手をついた。

「サリ、バン……」

　触れた逞たくましい肩には綺麗な緑色の鱗が浮うかび、形の美しい筋肉が隆りゆう起きしている。名を呼ぶとそれが一層膨らんで、腰にまわされた腕にも、繫つないだままの手にも力が込められた。

　竜の頭が下がっていく。硬く尖らせた舌先で臍へそをうねうねとくじられて、その淫いん猥わいな動きに腰がぴくんと跳はねた。そこにまわしていた腕をほどいて、サリバンが下腹部を撫でてくる。

「ん、っ……」

「今日はずっと小さくて柔らかいね」

　サリバンによって性感が齎もたらされて淫みだらな気持ちにもなっているのに、そこだけ恐怖が残っているかのように茎は萎えたままだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、リーゼくんが怖くなくなるまでうんと優やさしくするからね」

「あっ……あっ、……」

　くにゃりとしたそこに口づけられる。硬くならなくてもサリバンはそれを愛しそうに指であやし、優しいキスを何度も落としてくる。

「ああぁ、……」

　弾力のある唇でそこを挟まれた。くにくにと強弱をつけて食まれるとたまらなく気持ちいい。

　唾液のたっぷりと含ふくまれた長い舌に巻かれる。なまぬるい粘ねん膜まくにくるまれて、小さな茎が快感に震ふるえだした。

「リーゼくん、好きだよ」

「ん、ぁっ。……いや、だ、……そこ──」

　性器を口に含みながら言わないでほしい。そこに直接声が響ひびくと堪こらえられなくなる。

　口淫するサリバンを直視できなくなった。自力で座ってもいられなくなって、汗あせを纏いはじめた上半身を完全にクッションに沈める。

　逸そらした顔の半分もうずめてまぶたをかたく閉じ、あふれてくる劣れつ情じように耐えた。

「リーゼくんもぼくが好き？」

「も、う……、さっき、言った、だろ……」

「何回でも聞きたいの。好きだよね？　だってリーゼくんはぼくの奥さんだもの」

「──ぁ、あっ……んんっ！」

　ずっと柔らかいままだったそこがにわかに芯しんを持って、くんっ、と立ち上がる。

　巻きつく舌を勢いよく弾はじき、硬くなった先せん端たんで口こう蓋がいを押し上げてしまった。

「ペニスがお返事してくれた。ああ、かわいい。リーゼくん、好き──、好き、だ……っ」

「……っや、サリバンっ……あっ、あぁっ」

　今まで堪えていたものが爆はぜたみたいに、甘い言葉づかいと優しい口淫をしていたサリバンが屹きつ立りつを滅め茶ちや苦く茶ちやにねぶってくる。薄うすい下生えにぶつかる息も荒あらく熱くなっていく。

　でも乱暴ではない、ただ急せいているだけなのがよく伝わってくるから、気持ちいい。

　リーゼも息を乱しながら、せわしなく動くサリバンの髪かみに触ふれ、角を撫でる。

「好きだっ、リーゼっ、ぼくだけの──」

「あっあ、──いくっ、サリバン、もう、いく……！　あっ、ああっ」

　からませた指に力を込め合う。何度やらされても口内射精は慣れなくて、いけないことをしているような気持ちになるから、放出もためらいがちになる。

「あぁ……、ごめ……待って、ほし、い……俺、まだ──」

　ぐずぐずするから終わりが早く来てくれない。泣きそうになりながら腰を振ふるあいだもサリバンは繫いだ手を離さずに、もう片方の手で宥めるように内うち腿ももを撫でてくれる。

「は……ぁ、う……、──あ……？　あっ！」

　絶頂の余よ韻いんにたゆたうことは片時も許されなかった。両りよう膝ひざの裏にサリバンの手が滑すべり込んでくる。次の瞬しゆん間かんには膝ひざ頭がしらが乳首に触れるまでに身体を折り曲げられた。あらわになった秘部が竜りゆうの手でさらに大きく開かれる。

　指を使って窄すぼまりを拡ひろげられ、そこに口づけられた。

　孔あなに生温かい液体を感じたかと思えば、それを勢いよく注ぎ入れられる。

「な、に……？　──いやだ！　サリバン、やめて、くれっ」

　内ない壁へきをとろとろと伝うものが放ったばかりの白はく濁だくだと知って、淫猥な嫌けん悪おに肌はだがざわめいた。

　そんなもの絶対に入れられたくない。今すぐ搔かき出したくて足をばたつかせても、簡単に押さえつけられるだけだった。

　股またを開き尻しりを上げさせられた、あられもない姿で後こう孔こうを舐められ舌先でくじられる。

「あっ、あっ……、いや、だ、ぁっ……中、いれる、な……」

「もう、今日はいやいやばっかり言うね。どうして？　リーゼくんはぼくの舌とセックスするのも大好きでしょう？」

「自分の、なんか……いやだ。きもち、悪いだろ……」

「ぼくの精液は平気なのに？　すっごくかわいいこと言うね……。大丈夫、いつもみたいに気持ちよくしてあげる。よすぎて飛んじゃうやつ。我慢しないでおしりでいっていいからね」

「ひ、……あぅっ」

　サリバンは人間よりずっと長い竜の舌を硬かたくして、その付け根までを孔に埋うめ込んでくる。そうしていつもリーゼと舌に性交をさせて、なにもわからなくなるくらいよがらせるのだ。

　中の濡ぬれ具合を確かめたサリバンが舌を引き抜ぬき、満足そうな吐と息いきをついた。

「今日はいつもよりぬるぬるしてるね。気持ちよさそう……」

「あ、だめ、きついの、やめ、て、くれ……あっ、あっ」

　またすぐに奥深くまで挿そう入にゆうされる。抽ちゆう挿そうが速くなる。長い舌も後孔も粘ねん液えきと唾だ液えきにまみれて、ずちゅ、ぬぷっ、と粘ねばついた水音をさせた。淫らすぎる感かん触しよくに身体がぶるぶると震えだす。

　寝しん台だいには官能的な竜の匂においが濃のう霧むのように澱よどんでいた。サリバンの手で恥はずかしい体位をとらされ、頭の線が焼き切れそうなほどいやらしいことをされて、その濃のう厚こうな雄おすの色いろ香かに溺おぼれそうになる。リーゼはクッションの海でもがくように手足を跳ねさせた。

　激しい抜き挿さしでとろけた窄まりを、ちゅうぅ、ときつく吸引されるともう駄だ目めだった。

　我慢がきかなくなって喘あえぎ声が漏もれていく。勝手に腰が揺ゆれはじめる。

「──あ、ぁ……ん……、や……ぁ」

「ああ、ぼくの黒くろ猫ねこちゃんは本当にかわいく啼なくね……たまらないよ。今日はもう飛びそうだね。おしりの中のこりこり、いっぱい舐なめてあげる。リーゼくんがいやらしくなるところ」

「いや！　あれ嫌きらいだっ、わけが、わからなくな、る──ああぁ！　……ん、ぁ、あ、あ！」

　ぬる、と長い舌が埋め込まれた。内壁の奥まったところにある、性感帯の塊かたまりみたいなそこを舐めまわされて、ぐりぐりと押されて突つかれて、強きよう烈れつな快感に頭がぱちんと弾はじける。

「あ──、……っ！」

　凄すさまじい勢いで快楽の波に吞のみ込まれていく。力の入らない下か肢しがぶるぶると激しく痙けい攣れんする。真っ白になった視界の中で、ふいに不安を覚えて泣きそうになった。

　これは、この硬さと長さはサリバンのペニスじゃない。どうしよう、知らない誰だれかに挿入を許してしまった──そんな錯さつ覚かくと惑わく乱らんに陥おちいって、凄すごく気持ちいいのに嫌でたまらなくなる。

「はっ、はぁっ……！　これ、は、よく、ないっ……俺に、は──決まった、竜、が」

　躍やつ起きになって言うと中に入っているものが抜かれた。サリバンが本気で叱しかりつけてくる。

「だめだよリーゼくん、ぼく以外とか、いけないこと考えてるでしょう。飛ぶのはかまわないけどそれは絶対許さないよ。ほら、言ってごらん。リーゼくんは今なにとセックスしてる？」

「あ。ぅん……サリ、バン、あっあ、……サリバン、の、舌……っ！」

「そう、ちゃんとわかってるね。いい子。ご褒ほう美びに孔をうんと強く突いてあげるね」

　叱られて言葉にさせられて安あん堵どする。体内に埋められているものはまちがいなくリーゼの好きな竜のものだと教えられて、切なさと感度が一段と募つのった。はしたなく開く後孔に、長い舌がぬぷっ、ぬぷっ、と出たり入ったりを繰くり返す。

「あぁ……、ん！　……あっあっ」

「リーゼくんはおしりの孔にぼくの舌を挿れながら啼くのが大好きだよね」

「うぅ、んっ」

「気持ちいい？」

「い……いいっ。──あ！　サリバンっ、いく、いくから、もう、近く、来てくれっ」　>>>♥

　射精を伴ともなわない絶頂がくる。それには得体の知れない怖こわさがあった。

　後孔だけではなく、心や脳にある性感帯までサリバンにねぶられるような気持ちになるのはいつものことで、リーゼは一人でそれに耐たえることができない。

「は、はやく、ぅ、来てっ、くれって……！」

　サリバンが覆おおいかぶさって抱だきしめてくれる。舌で孔を愛あい撫ぶされる淫いん猥わいな快楽よりも、汗みずくの裸ら体たいにずしりと重なってくる長ちよう軀くの感触がたまらなく心地ここちよくて好きだった。

「いっていいよ」

「ひ、ぁ、ううぅっ──」

　その心地いい重みに誘さそわれて、リーゼは一気に絶頂へと駆かけ上がる。すがるようにサリバンの首に腕うでをまわして背の鱗うろこに爪つめを立て、意識が飛んでしまいそうになるのを必死で堪えた。

「んっ……、んっ──、ふ……」

「汗ぐっしょりだ。よかったね。リーゼくんは気持ちいいと汗いっぱいかくもの」

　サリバンの腕の中だと怖さが幾いく分ぶんましになるけれど、受け止めきれない快感はいつも長く尾おを引いた。びく、びく、と身体じゅうが大きく痙攣するあいだ、サリバンはそこに浮うく大おお粒つぶの汗を舐め取っていく。

「おしりでいくの上手になったね。いやらしくてとっても綺き麗れいだよ。リーゼくんのとろけた顔を見てるだけでぼくもいきそうになる。我が慢まんするのすごく大変なんだから……」

　息を乱すサリバンが、唾液と粘液を滴したたらせて開ききる後孔にペニスを挿入してくる。

　硬く長いそれは驚おどろくほどなめらかにリーゼの中に嵌はまり込んだ。

「……ああ。気持ち、いい。──リーゼくん、好きだよ。愛してる。リーゼくん……」

「あ、あ……だめ、……ぁ、あ……」

　愛してる、と繰り返しささやきながらサリバンは射精しつづける。達したばかりの身は肌も体内も過か敏びんになっていた。神経が剝むき出しになったようなそこに熱い精液を叩たたきつけられ、無防備になった心を甘い言葉で撫なで上げられると堪えきれないほど切なくなる。

「ほら……リーゼくんの中で、ぼくたち夫ふう婦ふがひとつになっていくよ」

「ひとつ……？　あ！」

　サリバンはリーゼの体内にある二人分の粘液を攪かく拌はんする作業を始めた。ぎりぎりまで抜いては突き入れる動きが速くなっていく。硬い亀き頭とうで腹の奥をぐちゅぐちゅと搔きまわされる。

「あっ、あっ、あっ」

　ぱん、ぱんっ、と腰こしで叩くようにきつく挿入されて尻がゴム毬まりのように弾はずむ。

　ひときわ腰を突き上げられて、ぴんと拡がりきった孔のふちにサリバンの下生えをまざまざと感じるそれはひどく淫みだらだった。結合部をこれ以上ないほど密着させて、逞たくましい腰をぐりっとまわされながらまた精液を浴びていく。

「ねえ、感じて……ぼくをおなかいっぱい。リーゼくんの中いっぱい……」

　乱れた吐と息いきの合間に切なくささやいてくるサリバンの射精はいつにも増して濃厚で激しい。それは紛まぎれもない竜の生せい殖しよく行こう為い──竜が仔こを成すことはなく、ましてや男のリーゼには決してあり得ないことなのに、腹に宿るのではないかと心配になるほどの質量と動きだった。

　サリバンは美び貌ぼうを悩なやましげに曇くもらせる。眉まゆをひそめ、深く嵌まり込んだ下肢を震ふるわせた。

「ああ……リーゼくんを想おもうだけであふれてくるんだ。ぼくもどうやって止めたらいいかわからないの。だからリーゼくん、もっと……」

「あ、う」

　どぷ、とまた大量に放出されて、リーゼはとうとうなにかを孕はらむ錯覚に陥る。

　なんだろう。リーゼの中になにかがいる。それはひどく恐おそろしくはあるけれど、決して嫌いやなものではない──朦もう朧ろうとして真っ白になった視界に浮かんできたのは、二人の種を結合させた新個体ではなく、リーゼ自身だった。

「あ、──」

　新しい生命を孕み生むように、身体からだが内側から創つくり替かえられていく。

　風竜シルフイードの強大な魔ま力りよくが身のうちに宿る。細さい胞ぼうが老化と劣れつ化かを忘ぼう却きやくする。死が天てん涯がいへと遠のいた。

　最強の魔物の伴はん侶りよに相応ふさわしい、老いを知らぬ身体ができあがっていく──。

「怖い……。サリバン、頼たのむ……俺を、強く抱だいてくれ──」

「リーゼくんっ……」

　細胞の配列が変わっていくような未知の恐ろしさに耐えきれず、サリバンに助けを乞こう。

　その一条の光のような美しい三つ編みを力いっぱい握にぎりしめる。

　サリバンは骨が軋きしむほどに強く抱きしめてくれた。

「どうしたの？　なにが怖いの？　ぼくがずっとリーゼくんを守るよ、怖くないよ」

「うん」

　足りないものが多すぎて、わからないことだらけで惑まどってばかりのリーゼ。

　でもひとつ、気づけたことがある。緑色の鱗が煌きらめく逞しいサリバンの腕。この腕に抱かれていたらなにも怖くないことがやっとわかった。

　それだけではない、たぶんもっと強くもなれる。そんな気がした。

「ありがとな……も、怖くない」

　だからリーゼはとても安心して微笑ほほえむと、ゆっくり意識を手放していく。

　まぶたを閉じて眠ねむるリーゼを搔き抱いだいて、サリバンは誰に聞かせるでもなく口にした。

「もう魔女のものじゃない。リーゼくんはぼくだけのものになったんだ。やっとだ、本当に長かった……。ぼくがずっと守り抜く。愛してる、リーゼ、ぼくのリーゼ……」

　──やっと……？　本当に長かった、って？

　いつからだ？　そう訊ききたかったけれど、覚かく醒せいしているときの機能を完全に放ほう棄きしてしまった身体を動かすことはもうできなかった。

　サリバンの長い三つ編みを握ったまま、深い眠りの淵ふちへ落ちていく。

　そしてリーゼは夢の中で思い出す。

　──俺は昔、この綺麗な金髪に触ふれたことがある。

　決して記き憶おく違ちがいなどではない。砂金で染め上げたような、きらきらと煌めく長い髪かみ──サリバンのものほど美しい金髪は存在せず、まちがえようがなかった。

　でも、いつ、どこで──？　リーゼは夢の中でその場所を捜さがしはじめた。

　やがて景色が見えてくる。

　そこにはいつも綺麗な花が咲さきこぼれ、林りん檎ごや木き苺いちごがたわわに実っていた。

　優やさしい木こ漏もれ日びと心地いいそよ風。柔やわらかな苔こけ桃ももをクッション代わりに昼ひる寝ねをした。

　幼いリーゼのまわりに集まってくる小さな魔物の友人たち。

　世界中でそこにしか棲せい息そくしない金色と銀色の番つがい鳥どりが美しい声で啼く。

　答えとなる風景が、リーゼの中に色いろ鮮あざやかに蘇よみがえった。

　一度だけ緑風の吹ふいた、あのフェールベルンの庭が──。
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　左手の薬指のきつい痺しびれで目が覚めた。

　眠るサリバンの向こうに見えた大窓は夜明け前の薄うす暗ぐらさに染まっている。

　普ふ段だん自分ではいっさいなにもしないのに、サリバンは眠るリーゼの身体を清め、シーツまで替かえてくれたようだった。からみ合う腕や脚あしはどこもさらさらとして心地いい。長く豊かな髪は三つ編みがほどかれて、寝台に金の穂ほ波なみを作っていた。洗って拭ふくまではできたが編めなかったらしい。

　サイドテーブルに手を伸のばす。手て探さぐりで見つけた片眼鏡をかけて竜りゆうの腕から抜ぬけ出した。

　母親の遺品はリーゼが眠っているあいだに隠かくしたのだろう。室内を捜したが見つけられなかった。サリバンが落ち着いているときに話し合えば返してもらえると信じて、今は諦あきらめる。

　スーツを着て、髪を結ゆう紐ひもがないことに気がついた。昨夜ほどかれたものが寝しん台だいの近くに落ちていないか捜す。するとサイドテーブルに髪留めが幾いくつも並べられているのが眼めに入った。

　ずいぶんと凝こった意い匠しようばかりで、どれも綺麗な緑色に輝かがやいている。

「………」

　サリバンは昨夜どんな思いでこれらを作ったのだろう。眠る間ま際ぎわに聞いたあの言葉がとても気にかかったし、そのあとに見た夢のことも気にならないと言えば噓うそになる。

　しかしそれよりもなによりも、彼が孤こ独どくを抱かかえていなければ今はもうそれでよかった。

　美しく煌めく髪留めを見る限りその心配はしなくてもよさそうで、リーゼは胸を撫でおろす。

　でもそれらをひとつひとつ見て首をかしげた。やけに可愛かわいらしいものばかりである。

　──ハートにウサギに……チェリー？　なんだこりゃ。俺、男だぜ……。

　リーゼに似合うと思って作ったのなら、サリバンのセンスは非常に疑わしい。幅はば広ひろの輪にリコリスが彫ちよう刻こくされた、一番控ひかえめと思われる髪留めをもらうと、髪を高く上げてまとめた。

　熟じゆく睡すいするサリバンの金髪を梳すき三つ編みにして、竜の巣を出る。そして昨日やり残した仕事を処理するため執しつ務む室しつへ向かった。

「──今朝の連れん絡らく事じ項こうは以上です。各自現場で業務に入ってください」

「あっ、待ってリーゼ。これ……」

　ほどなくして夜が明け、朝の打ち合わせが終わった直後、シャハトとキュレネーから紙を手て渡わたされた。受け取ったそれが私用発着願だったことに驚く。

「僕たち明後日あさつての任務を終えてからエール湖へ水浴びに行きたいんだ」

「サインしかしてないけど、これでいいですか？」

「お、おう。問題ない。このあとすぐに処理しておく」

　規律を守ってくれることがとてもありがたく嬉うれしかったが、この若い兄弟は竜の一族で群を抜く生き真ま面じ目め組だった。他ほかの竜が彼らと同じようにするかはまだ不安が残る。

　リーゼは手にしている二枚の用紙に視線を落とし、それぞれのサインを見つめた。

　──この薄うすい紙一枚で竜は確実に守られる。俺だって安心して行ってこいって言えるのに。

「あの、さ！」

　打ち合わせが終わったばかりの脱だつ衣い室しつにはまだ竜とバトラーが全員いる。リーゼはどう言葉にするかまったく考えていなかったが、とにかく皆みなを引きとめたくて大きな声を出した。

　出動準備に入っていた室内はがやがやとしていたが、そのざわめきがやんでいく。

「え、っと……。──昨日は、よくない言い方をして、悪かった」

　二、三日前に生まれたリーゼの中の違い和わ感かんは燻くすぶりつづけている。でもその答えはまだつかめていない。なにが足りないのかも見み出いだせないでいた。

　だからといって逡しゆん巡じゆんしてばかりいるのは嫌だと思う。今のリーゼにできることは、自分の考えを自分の言葉で伝えることだけだった。

「竜にとって私用発着願の事前申しん請せいは、凄すごく面めん倒どうなことなんだろうって俺も思う。規律を遵じゆん守しゆすることは重要なんだが、まあその……このぺらぺらの紙切れ一枚が、おまえたちを守る最強の盾たてになるんだ。だから、利用してやるくらいの心持ちで提出してくれると、ありがたい」

　相変わらず竜たちから「イエス・サー」の返事はなかったが、これは命令ではないのでかまわない。それにうしろの方から「はーい、わかりましたぁ」というサリバンの飄ひよう々ひようとした声が聞こえてきたので、それで充じゆう分ぶん救われた。

　リーゼはそれだけを言うとほんの少し笑って脱衣室を出た。

　竜が全員出動するとゲートを一いつ旦たん閉めて、脱衣室の整理やゲート自体の洗せん浄じようとメンテナンスに入る。竜の巨きよ体たいがぶつかるゲートは破損することが多く、入念なチェックが欠かせない。

　晴れ渡わたった空の青が眩まぶしい、午後二時──。竜たちが帰き還かんする前の最終点検をしていると、突とつ然ぜんゲート内にサイレンが響ひびいた。リーゼとクロードは驚おどろきに肩かたを震わせながら目を合わす。

「なんだ？　誤報か？」

「鳴るの初めてだよな……」

　みっつしかないゲートに竜が五ご匹ひき同時に帰還したりと、サイレンが作動してもおかしくない状じよう況きようにはたびたび陥おちいってきた。しかしそれが鳴ったことは一度もない。

　一匹の竜も帰還していない、しんと静まり返った発着ゲートにサイレンだけが鳴り響く様子はひどく不気味だった。妙みような胸むな騒さわぎを覚え、得体の知れない不安を搔かき立てられる。

　サイレンを強制停止させる装置は、ゲートに併へい設せつされたアナウンスルームにあった。クロードがその方向に眼をやって言う。

「アナウンスルーム行って確かく認にんしてみる。故障かもしれないし」

「ああ、悪いけど、頼む。俺はスピーカーを見てくる──」

　そのとき二人の上に影かげが落ちてきた。それは真っ黒で大きく、リーゼたちを容易に吞のみ込む。瞬しゆん時じに夜になったかと錯さつ覚かくを起こしてしまうほどだった。

「うわあっ！」

　錯覚に惑う暇いとまもなく強大な衝しよう撃げきにみまわれる。轟ごう音おんとともに第一ゲートが破は壊かいされた。立っていられないほどの震しん動どうにクロードは転んでしまい、踏ふみとどまったリーゼは彼に手を伸ばす。

「大だい丈じよう夫ぶかクロード！　なんだよこれっ？」

　頭をよぎったのは帝てい国こく軍だ。竜たちに直接干かん渉しようすることもギルドを潰つぶすこともできないのであれば、営業が困難になる程度まで破壊する──その強きよう硬こう手段に出たとしか考えられない。

「え──、……う、噓、だろ!?」

　リーゼはこれ以上ないほど瞠どう目もくする。目の前に広がった光景が信じられなかった。

　否いな、断じて信じたくない──帝国軍の大たい砲ほうなど一門も見あたらず、見上げたそこは空の青色をしていなかった。リーゼの視界は二色の竜の鱗うろこで埋うめ尽つくされる。

　一色は温かそうな琥こ珀はく色いろ。起き上がったクロードが叫さけぶ。

「なっ、なんで竜がギルドを襲おそうんだっ？　やめろ、シーモア！」

　その名に耳を疑った。どうしてあんなにもおとなしくて優しい土竜がこのような行動に出ているのか、混乱している頭では考えつくことができない。

　もう一色は緑色。一目見てわかる。サリバンじゃない。リーゼの薬指に嵌はめられた、神秘的な緑色とはまた違ちがう、もう少し色の濃こい──。

「ガーディアン!?」

　二匹の竜は正規の帰還ルートを完全に無視してギルドの真上から急降下してきた。第一ゲートの大部分を破壊したのはガーディアンだ。そのシルフィード特有の長い鉤かぎ爪づめが身体からだにまわってきて、ぞっと戦せん慄りつが走った。

　ふいに重力を感じなくなる。足が地面から離はなれた。強い風に頰ほおを荒あら々あらしく撫なでられる。

「リーゼ!!　──おいっ、おまえらどこ行くんだっ！　戻もどってこい！　リーゼを放せ！」

　クロードの叫び声が一いつ瞬しゆんで遠のく。その姿がみるみる小さくなり、見えなくなる。

　巨きよ大だいな発着ゲートが、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに連なる豪ごう奢しやな竜の巣が小型模型のようになった。そしてドラゴンギルドが視界から消えたとき、リーゼは確信する。

　こいつら、俺を攫さらいやがった──。

「くっ、そ……！　なに考えてんだおまえら!!　ガーディアンっ、放せ！　今すぐおろせ！」

「喋しやべんなよ、舌を嚙かむぞ？　おとなしくしてろ。長く飛ぶからな」

　リーゼを前まえ脚あしでつかむガーディアンと、それに並んで飛行するシーモア。二匹の竜はどこか明確な目的地に向かっているようだった。

「ガーディアンっ！　てめぇ……。──おいっ、シーモア！　おまえなにやってんだよ！」

「ごめんなさい……」

　誰だれよりも優やさしくそして臆おく病びような土竜は、わずかに生えている眉まゆ尻じりをこれ以上ないほど下げて、今にも泣きだしそうになった。攫った側がする顔ではない。

　そもそもシーモアがリーゼを攫う理由がまったく思いつかなかった。二匹の竜とは別の意思が働いているように思えてならない──リーゼはシーモアに鎌かまをかける。

「誘ゆう拐かいの首しゆ謀ぼう者しやがおまえとはな……次はどうすんだ？　ギルドに身みの代しろ金きんでも要求すんのか？」

「ううんっ、ちがうよ！　僕は絶対にいやだって言ったもん。でも将軍のおじさんが──」

「なにっ？　将軍だと!?　誰だそいつは！　なにを言われたっ？」

　なんでも素す直なおに言ってしまうシーモアに、ガーディアンが舌打ちをした。

「黙だまってろシーモアっ」

「言え!!　言わねえと今すぐぶん殴なぐるぞ!!」

　どちらからも怒おこられたシーモアは、ひっ、と小さな悲鳴をあげる。

　しかしリーゼへの恐きよう怖ふが勝まさったようだった。まぶたをぎゅっと閉じて白状する。

「しょ、将軍のおじさんに言われたんだ。リーゼを国境近くにおろしたら自由にしてやるって。そのままドラゴンギルドに戻らなくても狩からずにいてやるって……」

「なっ……!?　なんて愚おろかなことを──！」

　罠わなだってわからないのか!?　そう叫んだはずなのに、声になる前に搔き消されてしまった。ガーディアンが飛行する速度を一気に上げ、シーモアがそれに懸けん命めいについていく。

　リーゼは帝国軍への怒いかりに任せて竜りゆうの鉤爪を殴りつけたがびくともしなかった。

　これは罠だ。帝国軍は竜に命令も干渉もできない。だから言こと葉ば巧たくみに〝誘さそった〟のだ。

　ギルド内でどの竜が最も自由を欲ほつしているのかを監かん視しし、時折所在不明になるガーディアンと、リーゼを恐おそれているシーモアを標的としたのだろう。

「くそっ。いいから一回おろせ！」

　そう言ってもガーディアンには届かなかった。生身の人間には耐たえがたい速さで二匹の竜は三十分以上も飛びつづける。それでも広大な土地を保有するアルカナ・グランデ帝国の国境はまだ見えてこない。

　さらに三十分ほど飛んでようやく竜たちが着陸したそこは、リーゼが来たことのない場所だった。一面の赤い土に岩山が多くそびえ、乾かん燥そうと熱に強そうな樹が寄り添そい合って立っている。

　赤土と岩と瘦やせた樹しかないそこはやけに静かで、そして危険に満ちていた。

　国境一帯に澱よどむ静せい寂じやくの中に、夥おびただしい人間と鉄の塊かたまり──大砲の臭においが充じゆう満まんしている。

　帝国軍は岩山や木々に潜せん伏ぷくし、巧たくみにその姿を隠かくしていた。鉤爪から解放されたリーゼは赤土に足がつくよりも先に竜たちを説得にかかる。

「これは罠だっ。ガーディアン、なぜおまえほどの者が気づかない？　臭いでわかるだろ!?」

「罠？　どういうことだ……」

「帝国軍が俺を拘こう束そくしたいだけなら今までのように総司令部に呼び出してる。でもそうしないで、なんでこんな辺へん鄙ぴな場所を指定してきたかわかるか？　俺を拘束したあと確実におまえたちを殺すためだっ」

　リーゼの言葉にシーモアはまた小さな悲鳴をあげた。

　岩山や木々をつぶさに睨にらみ、周囲に漂ただよう危険な臭いを察知したガーディアンだが、それでも曲げられない信念がある。リーゼにぶつけられたそれは、自由とドラゴンギルドのはざまで揺ゆれ動く竜の切実な思いだった。

「俺は魔ま物ものであることを……竜の一族であることの誇ほこりを失いたくない。ギルドにいたらそれを忘れそうになる。あのなまぬるい居い心地ごこちのよさは……自由を求める心まで吞み込まれそうになる……俺にとって毒でしかないんだ」

「そんなことない！　ギルドにいたって魔物であることにもっと誇りを持って生きていい！　ガーディアンが忘れそうになっても俺はちゃんと憶おぼえてる！　おまえたちは誉ほまれ高き竜の一族だって毎日でも叫んでやる！　自由もなくさせはしないっ。どれだけ時代が変わっても、誇りある竜の血を絶やさないためにギルドはあるんだ。もうわかってるだろ、ガーディアン？」

　息が切れ切れになるほど必死になって紡つむぐそれは、ガーディアンへの言葉でもあり、リーゼ自身へのものでもあった。

　その言葉の中に、今まで必ず出てきていた母親の名前がないことに気づく。でも不自然ではなく違い和わ感かんも覚えなかった。気が動転しているからそう感じただけかもしれないが、そんなことはどうでもよくて、今はただ一刻も早くこの二匹の竜を安全なところへ帰したかった。

　押し黙ったガーディアンは、リーゼの言葉をきちんと理解してくれたと思う。

　見やったシーモアはその優しげな金色の瞳ひとみに涙なみだをいっぱい浮うかべていた。

「リーゼ。ごめんなさい。どうしよう。僕たち大変なことしちゃった。ごめんなさい……」

「大変なことってなんだ？　このままギルドに帰ったら済む話だろ？　謝らなくていい」

　リーゼが優しくそう言うとシーモアはまた涙を増やした。竜の本能が働いて、涙を落とさないように必死でまばたきをする。

「僕、ギリー地方に帰りたかったの。あそこの土はとても柔やわらかいし人もみんな優しいから」

「ああ、おまえがあの土地と人を大切にしてるのは知ってるよ。だから俺は、ギリー地方一帯の依い頼らいや任務は全部おまえに任せてる。土だって、おまえの巣に持ってきていいんだ」

「ほんと？　リーゼ怒らないの？」

「怒るかよ。おまえの巣なんだから自由にしていい。土をもらうときは一いつ緒しよに行こうぜ」

「うんっ。──ガーディアン、僕ギルドに帰る。ガーディアンも帰ろ。……あっ、でも……」

「俺を連れてこいと言われたんだったな？　大丈夫だ、おまえたちが巣に戻ったら、俺はその足で総司令部に行く。今すぐギルドに帰ろう」

「……乗れ」

　不ふ機き嫌げんな低い声ではあったが、ガーディアンがそう言ってくれて心から安あん堵どした。

　リーゼを乗せるために身を低くしてくれる。その背に足をかけようとしたとき、綺き麗れいな緑色をしているガーディアンの鱗が、いきなり真っ赤になった。

「え……。なんだこれ──」

　かっ、と赤い閃せん光こうが大気を走り、ドンッ、ドォン……という轟音がする。

　世界中が燃え盛る炎ほのおに包まれたように見えた。

　一面の赤土を凌りよう駕がする鮮せん烈れつな赤い炎の塊が、リーゼたちめがけて一直線に飛んでくる。

「ぐ、あぁぁっ──！」

「うわぁっ！　痛い！　痛いぃっ！」

　リーゼの目の前で、帝国軍の放った砲ほう弾だんが、美しく強きよう[image: 靭]じんな鱗うろこたちを破壊して巨きよ体たいに減めり込んでいく。竜が人語を操あやつれない獣けもののごとく咆ほう哮こうし、長い首をぐうんと撓しならせて吐と血けつする。

「ガーディアン!!　シーモアっ!!　なに……なんだよこれっ！」

　リーゼは突とつ如じよ強きよう烈れつな頭痛と眩暈めまいに苛さいなまれた。この凄せい惨さんな光景を現実として受け入れることができない。脳がそう拒きよ否ひしている。戦慄と怒りで総毛立った。

　砲ほう撃げきはやまない。鼓こ膜まくが破れそうな爆ばく音おんと肌はだを灼やく熱風に襲おそわれる。ふたたび火砲が放たれる。まっすぐ飛んできた砲弾を、ガーディアンは鱗の剝はがれ落ちたその身で受け止めた。

「ぐぅ、う！　ちくしょう──、……逃にげろ、リーゼ……」

「うわあぁっ……ガーディアン！　もういいっ！　もうやめてくれ!!」

　乱らん舞ぶする土つち埃ぼこりの中で、ガーディアンとシーモアが巨体を揺らしながら崩くずれ落ちていく。

「リーゼ……痛いよ……、いやだ……」

「大だい丈じよう夫ぶだっ、俺が助ける！　すぐ治してやるから！」

　大きな前脚が伸のびてくる。優しい土竜ゲノムスに鋭するどい鉤爪はない。なにものも傷つけまいという思いが強いから、自然と丸い爪が生えてくる。臆病なシーモアをこれ以上怖こわがらせたくなくて、リーゼはその丸い爪が並ぶ前脚にしがみつき滅め茶ちや苦く茶ちやに撫でた。

「リーゼ、はやく……僕、の……うしろ、隠れて、て……」

「シーモアっ、おまえ……！　く、うぅっ──」

　リーゼは憚はばかることもなく滂ぼう沱だと涙を落とす。伸ばされたシーモアの前脚は助けを乞こうものではなく、傷つき倒たおれてもなおリーゼを守るためのものだった。

　きっと心臓が止まっても盾たてになろうとする。そんな尊い優しさと強さを持った竜を殺すことしかできないのなら、こんな帝てい国こくなど滅ほろんでしまえばいい。

　否いな、ジゼルの呪のろいを待つよりも先に俺がこの手で滅ぼしてやる──。

『筆頭バトラー！　今すぐ前へ出ろ！』

　あたりは赤い砂さ塵じんに包まれていてリーゼからはなにも見えない。その砂塵の向こうから、拡声器を通した軍人の声が聞こえてきた。岩山や木々に潜伏していた帝国軍は大規模な陣じん形けいを作り、すぐそこにまで迫せまっている。見えなくても気配で充じゆう分ぶん感じとれた。

『ジゼルの呪いを解けるのはきさまだけだ！　竜を殺されたくなければ今すぐここに来て呪いを解け！　さもなくばそこに転がる魔物の息の根を止める！』

「この、下げ種すどもが」

　呪いを解く方法などあるわけがない。あったとしてもジゼルが他言して死ぬはずがないだろう。少し考えればわかることだ。そんなくだらないことで竜を傷つけたというのか。

「全員ぶっ殺してやる……」

　身体じゅうの血管が切れるような怒りを覚えた。体内を巡めぐる溶よう銑せんのごとき激情が左手の薬指に集まってゆく。鱗の指輪が鮮烈な緑色の光を放ちだした。

　リーゼは指輪の輝かがやく手で、倒れたガーディアンとシーモアを撫なでる。

「おまえたちのこと、俺が命に代えても守るからな」

　ゆらりと立ち上がり、猫ねこの瞳で帝国軍を睨みつけた。

「呪いは解かない！　竜を殺すなら、俺がこの帝国を滅ぼす！」

『ばかめ。やれるものならやってみろ。──魔物を撃うて！』

　幾いくつもの大たい砲ほうが一いつ斉せいに火を吹ふく音がする。リーゼは細い腕うでを目いっぱい広げて竜を守る。

　炎を纏まとう砲弾が間近に迫ったとき、左手の薬指がきつい縛いましめから解放された。

「え……」

　鱗の指輪が割れる音は、キン、と澄すんでいて美しく、爆音の中にあってもリーゼの耳に鮮せん明めいに届いた。割れた指輪が緑色の風に姿を変える。砲弾が届くよりも早くリーゼを包み、倒れた竜たちをも包み込む。

　──サリバンが、いる。

　リーゼがその存在をたしかに感じたとき、ごう、と爆ばく風ふうが吹き荒あれた。

　放たれた砲弾たちがことごとく前進を阻はばまれる。荒あら々あらしい竜たつ巻まきがあらわれて、動きの鈍にぶくなった砲弾を粉々に破は壊かいしながら帝国軍の戦せん陣じんへ向かっていく。

『うわぁっ……！　なにごと──なんだこの竜巻は!?　ただちに隊列を組み直せ！』

　竜巻に吞のみ込まれた兵士たちの悲鳴や叫さけび声が聞こえてくる。

　ごうっ、とまた強い風が吹く。

　目を開けていられないほどの暴風だったけれど、リーゼはまばたきすらしなかった。

　そのすみれ色の瞳に映ったのは、橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような、神秘的な美しさを宿す緑色の鱗。どんな風でもとらえる大きな翼つばさと、なびく豊かな鬣たてがみ。

「サリバン──」

　美しく端たん麗れいなシルフィードはその身に緑風を纏わせて、リーゼを前まえ脚あしの間に挟はさみ、包み込むようにして着陸した。身体からだに長い鉤かぎ爪づめがまわってくると、言葉にできないほどの安心感と勇気が湧わいてくる。なおもリーゼを守るように鉤爪から緑風が次々と編まれ、舞まっていく。

　サリバンはかつてない激げき怒どに、輝く鱗をばっと逆立て鬣を膨ふくらませた。瞳どう孔こうを細くした金色の瞳を獰どう猛もうに光らせ、牙きばを剝むき出しにして大気を震しん動どうさせる咆哮を放つ。

　比類なき美しさと強きよう烈れつな禍まが々まがしさを併あわせ持つ、世界最強の魔物。

　見上げるリーゼの胸はこれ以上ないほど熱くなり、痛いまでにどくどくと高鳴った。

　サリバンが深く裂さけた竜りゆうの口を限界まで開き、長い首を振ふって巨きよ大だいな竜巻を吐はき出していく。

「うわぁぁっ！」

『た、隊列をっ──』

「大砲、が……！　ぐ、あぁ……っ」

　数多あまたの竜巻が砂塵を巻き込み、人間を吞み込んでいく。岩山を砕くだき、木々を攫さらっていく。

　シルフィードが生む風はなにもかもを吹き飛ばす。砲弾も、帝国軍も、リーゼの惑まどいまでも。

　赤い砂塵の合間に鮮あざやかな空の青が見えた。

　力強いサリバンの風に吹かれて、リーゼの中の霧きりが晴れていく。

「サリバン。……俺、やっと──わかっ、た」

　リーゼは自分が罪深い過あやまちを犯おかしていたことにようやく気づく。

「──ジゼルの、ためじゃない……」

　ジゼルのためだけにドラゴンギルドを守ろうとしていた。そんなリーゼに、竜たちが心を開くわけがなく、命を託たくしてくれるはずがない。

『ジゼルが遺のこしたドラゴンギルドを守り抜ぬく』──信じて疑わなかったその言葉が、がらがらと音を立てて崩れてゆく。それは決して悲ひ愴そうな音ではなく、清すが々すがしいほど潔いさぎよいものだった。

　ジゼルのためじゃない。竜のためだ。竜たちを守りたい──なんの力も持たないリーゼが竜たちを、ひいては魔ま物ものたちを守り抜くために、ドラゴンギルドは存在する。

　それに気づかせてくれたのは、リーゼを導いてくれたのはサリバンだった。そのことを強く心に刻みつける。

　ジゼルの面おも影かげに、ずっとずっとすがりきりだった。

　リーゼに足りなかったのは潔さだ。覚かく悟ごを決める心の強さだ。

「俺に……ギルドを遺してくれて、ありがとう、ジゼル……」

　ずっと繫つないでいたかった魔女の手を、その白く綺麗な母親の手を、リーゼは自分から離はなす。

　ちょっとだけ寂さびしくなったけど、大丈夫だ。サリバンがいてくれる。竜の兄弟たちも。

　ジゼルの欠片かけらと思い出をひとつひとつ丁てい寧ねいに心の奥底にしまう。

　そうしてリーゼは今ようやくドラゴンギルドの筆頭バトラーになった。

「サリバン！」

　岩山も木々も姿を消し、大砲は鉄てつ屑くずと化し、帝国軍はすでに壊かい滅めつ状態にある。しかし怒いかり猛たけるサリバンは竜巻を吐くことをやめない。その竜巻は雷かみなりをも呼び寄せた。

　なにもなくなった大地に爆風だけが荒れ狂くるう。緑色の稲いな妻ずまが大気を走る。

　まるで世界の終しゆう焉えんを見るようだった。

　リーゼは風竜の身体を登っていき、顔にぐっとしがみつく。

「サリバンっ、もういい！　落ち着いてくれ、もう充分だから！」

「よくもリーゼを、兄弟を……。一人残らず殺す！　帝国軍を滅ぼしてやる」

「頼たのむよ、今すぐ兄弟を助けたい！　俺にサリバンの力を貸してくれ！」

　リーゼはさらによじ登り、煌きらめく金色のまつげに顔を埋うめる。わずかに届いた鬣を懸けん命めいに撫でると、ずっと大きく開いていた竜の口が閉じられた。

「サリバンにしか頼めない。ガーディアンとシーモアを助けるために、みんなを呼んでくれ」

「………。うん。リーゼくんの声を、ぼくが兄弟たちに届けるよ」

「ありがとう！」

　すらりとした首を曲げて、サリバンがゆっくりと顔を下げる。赤土に足がつく。

　美しい緑色の鱗が並ぶその額に自分の額を重ねて、サリバンとその向こうにいる兄弟たちに、リーゼは心からの言葉を紡つむいだ。

「俺はずっとジゼルのためにギルドを守ろうとしてた。でもちがう、わかったんだ、竜たちを守るためだけにギルドはある。ドラゴンギルドを使って俺がおまえたちを守る、そう決めたんだ。でも俺はまだめちゃくちゃ非力で……頼む、兄弟の力を貸してくれ！」

　その言葉にサリバンは怒りを治めた。逆立っていた鱗がゆっくりと平たくなっていく。

　リーゼを導いてくれたのはサリバンなのに、綺き麗れいに笑う風竜シルフイードはどうしてか礼を言った。

「ありがとうリーゼくん。リーゼくんの声はちゃんと届いたよ。みんなすぐに来るからね」

「うん、……うんっ。ありがとうな！」

　その声がとても幸せそうだったから、リーゼもたまらなく嬉うれしくて切なくなってしまった。

　あらん限りの力を込めて、サリバンの顔を滅茶苦茶に抱だきしめる。

「──あっ、凄すごいぞ、もう見えた……！」

　サリバンの言う通り、太陽が傾かたむきはじめた空に琥こ珀はく色いろと水色の星が輝く。

　バーチェスとサロメ──彼らは国境近くの任務地から飛んできてくれたようだった。

　サロメは倒れたガーディアンとシーモアのすぐ近くに着陸し、聖水を吐き出す。心配でたまらないリーゼはそこへ駆かけ寄った。

　竜が着陸するたびに大地が震動する。フォンティーンとシャハトとキュレネーは持てる力を限界まで使い、超ちよう高こう速そくで国境に集まってくれた。続いてエドワード老も姿を見せてくれる。

　サロメ、フォンティーン、キュレネー──癒いやしの竜であるオンディーヌたちが大量の聖水を吐き、ガーディアンとシーモアの身体を清めていく。どろりとした血が消え、砂や泥どろが洗い流されていく。しかし大きく開いた傷口からまた新たな血があふれてきた。

「オンディーヌよ、おまえたちの涙なみだを傷口に落としてやってくれ。どうか頼む！」

　必死になって心から願うと、清せい麗れいな水竜の兄弟たちは涙を流しはじめた。溜ため息が漏もれるほど美しい紺こん碧ぺきの涙がさらさらと水色の鱗うろこを伝い、ガーディアンとシーモアの身体に落ちてゆく。

　傷口が塞ふさがり、鱗が再生されてゆくその様子をリーゼはじっと見つめつづける。

　すると帝てい国こく軍の残党が集まりだし、新たな陣形を作りはじめた。

「サリバン、いい」

　また竜巻を吐こうとしたサリバンの前脚に手を添そえて、リーゼはそれを制止した。

　よく見れば陣形を作っているのではない。巨大な竜たちに囲まれて恐おそれ慄おののき、身を寄せ合っているだけだった。追い打ちをかけるように、バーチェスやシャハトが咆ほう哮こうしながら後脚を力強く踏ふみおろす。大地に入った亀き裂れつがそこまで届いて、帝国軍の残党はいよいよ震ふるえ上がる。

　リーゼは一歩前に進み出て、腹に響ひびく声で怒ど鳴なりつけた。

「ここにいる竜は一機残らずドラゴンギルドのものだ。俺のものだ！」

　潔さを手にした今は、どうしても言えなかった『一機』という言葉も自然と口から出てきた。

　これは機械を数える単位ではない。魔物も人間も世界をも守護する、誉ほまれ高き竜たちの称しよう号ごうであることをリーゼはちゃんと理解できた。

「竜に近づくときはこの俺の許可を得ろ。俺は誰だれ一人許可してない。これ以上の接近は認めない。一機でも殺してみろ、アルカナ・グランデ帝国を滅めつ亡ぼうさせてやる！　竜たちには筆頭バトラーの業務命令を厳守する義務があることを忘れてないだろうな？　帝国を滅ほろぼせと、俺はいつでも命令してやるぞ。それを頭に叩たたき込んでおけ！」

「て、帝国軍に対する叛はん意いとみなすぞ……。ぐ、軍法会議に訴うつたえて潰つぶしてや、る……」

　深手を負う将官らしき男が必死で言うそれはもはや負まけ惜おしみにも値あたいせず、完全に戦力と戦意を喪そう失しつしていた。リーゼはぴんとつり上がった猫ねこの瞳ひとみを光らせる。片眼鏡をカチャリと鳴らし、不敵な笑えみをくれてやった。

「受けて立とう。──兄弟を背に乗せてやれ。全機、ドラゴンギルドへ帰き還かんする！」

「イエス・サー！」

　リーゼの号令に竜りゆうたちは揃そろってそう返事をしてくれた。その中に、最後に到とう着ちやくしたオーキッドの声もたしかに含ふくまれていたことをリーゼは聞き逃のがさない。

　サリバンは綺麗に笑って、長い鉤爪でオーキッドのくるくるに巻かれた鬣を撫なでる。

「オーキッド遅おそかったねえ。迷っちゃった？　それとも怖こわくてどこかに隠かくれてたの？」

「ち、ちがうもん！　一いつ生しよう懸けん命めい飛んできたけど、遠かったんだもん。……ねえ、これ使う？」

　前脚に持っているものをおずおずとリーゼに差し出してくる。それは三枚の毛布だった。

「ガーディアンもシーモアも裸はだかんぼだと恥はずかしいでしょう？　ぼくもこんなにたくさん飛んだの初めてだから疲つかれちゃった。──ねえサロメ、ぼく人型になるから乗せて帰って？」

「だから三枚持ってきたのか？　一枚はおまえの分か……」

「うん！」

　オーキッドの独特な優やさしさと気き遣づかいが本当に嬉しくて、そのちゃっかりしたわがままが末まつ弟ていらしくて、リーゼは思わず泣き笑う。サロメは物もの凄すごく嬉しそうに微笑ほほえんでうなずいた。

　人型になったガーディアンとシーモアを毛布でくるみ、兄弟の背に乗せる。

　竜たちはドラゴンギルドへ帰還を始めた。







　竜の巣が連なる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが見えるころにはすっかり陽ひも落ちて、一番星が輝かがやきはじめる。

　壊こわれてしまった第一ゲートも使用し、リーゼを含めたバトラー総動員で竜たちの洗せん浄じようとオーバーホールを行った。

　防護服を装着する時間すら惜しくて、テール・コート姿のままデッキブラシを握にぎり、水みず浸びたしになって竜を洗っていく。リーゼも全身泥だらけだったのでちょうどよかった。

　リーゼが連れ去られる現場を見たクロードは泣いたり喜んだりと忙いそがしい。そして優しさの塊かたまりである彼は、夜通し付きっきりでシーモアの看病をすると言ってくれた。

　濡ぬれたスーツを脱ぬいで真新しいシャツとスラックスに着き替がえる。シーモアの巣に行き、人型になっても巨きよ漢かんな土竜が寝しん台だいに入るのをクロードと二人がかりで手伝った。

　毛布をかけてやると、シーモアは金色の瞳をきらきらさせながら訊きいてくる。

「リーゼ、土いつもらいに行く？　あした？」

「明日あしたか……そりゃ少し気が早いな。しばらく安静にしておかないとだめだ。そのあいだに俺はギリー地方の領主と話をつけておくよ。勝手にたくさん持って帰ったら怒られるからな」

「うんっ、ありがと。リーゼ、クロード、おやすみなさい」

　シーモアはにこにことしてまぶたを閉じ、すぐに地鳴りのような鼾いびきをかきはじめた。

　爆ばく音おんの響くこの巣に一晩中いるのは至難の業わざと思われる。しかし気にならないのか、クロードは「よかったなー」と眠ねむるシーモアの頭を撫でていた。彼はバトラーの鑑かがみである。

　ガーディアンは性格上一人になりたいだろうから、巣で休んでいるところを見み舞まうだけにした。少しばつが悪そうにしているので、リーゼの方から歩み寄る。

「自由は……本当にあるんだ。今ちょっと手続きが面めん倒どうだけどな。だからもっと楽な方法を考えるよ。そうだな……たとえば、ギルドの紋もん章しようが入った腕うで輪わをつけることで、私用発着願を受理したとみなす……とか。腕輪をつけっぱなしにしとけばいつでも自由に飛べるってことだ。いいアイデアだろ？　まあ、議案として議会に出す必要はあるだろうけど」

「そういう意義のある議会なら、出てやってもいいな。──腕輪を作る職人、探しとけよ」

　自由とギルドの将来について語れたことに互たがいに安あん堵どして、ガーディアンの巣を出た。

　長い廊ろう下かを歩き飴あめ色いろの大階段に差しかかったところで裸のサリバンとばったり会った。

　リーゼを見つけるなり、おろしたままの長く重い髪かみを揺ゆらして一目散に駆けてくる。

「もうっ、リーゼくん遅いよ！　どこふらふらしてたのっ？」

「ま、前を隠せ……！」

　バトラーは皆みな、竜の裸ら体たいに慣れている。特に脱だつ衣い室しつでは彼らが裸でうろうろすることは至し極ごく当然のことで、リーゼも別段気にしない。

　しかし仕事場でもサリバンの巣でもないところで裸を見ると無む性しように恥ずかしくなった。

「リーゼくんがお願いって言うから巣で待っててあげたのに！　もー！　遅すぎる！」

「や、だからもう行こうと……、──ぅ、わっ」

　ぷりぷりと怒おこるサリバンはリーゼの言うことが耳に入っていないようだった。抱だき上げられて巣へ連れていかれる。寝台に落とされた身体からだに竜の長ちよう軀くが伸のしかかってくる。

「今日怖かったのによく頑がん張ばったねえ。ぼくがうんと優しくして忘れさせてあげるからね」

「ちょっと、待てっ。なんでいつもすぐこうなるんだよ？」

　首筋にぴたりとくっついてくるその綺麗な顔面を手で押し退のけ、衣服をすべて剝はぎ取られるのをなんとか回かい避ひする。

「俺はサリバンとちゃんと話がしたいんだ。頼たのむよ」

「えぇ……話ってなあに？　ぼく、ガーディアンたちにはもう怒ってないよ、怒ってたけど」

「わかってる。もっと大事なことだよ。髪も編まなきゃな。ばらばらするの嫌きらいだろ？」

　サリバンは少しむっとしながらも胡坐あぐらをかき、その上にリーゼを座らせてくれた。

　長く綺麗な金色の髪を肩かたの前に持ってきて、近くに櫛くしがないので手で梳すく。丁てい寧ねいに編んでいくうちに、不本意そうにしていたサリバンは、どうしてかとても幸せそうな顔をした。

　その表情をされると駄だ目めだった。リーゼはたまらなく切なくなる。

　先を結んだ三つ編みを背へまわしもせずに、そのままサリバンを抱きしめた。

「ありがとうな。サリバンがそばにいてくれなかったら、俺はずっと自分のまちがいに気づけてなかった。誰かを大切に想おもうことも。その……、甘やかされると落ち着かないけど、嬉うれしいとか。し……嫉しつ妬と、したりとか、サリバンが幸せそうな顔してたら、俺も嬉しくて……、切なく、なるとか、さ……。そういうのも全部、知らないままだった」

　細い身体にまわされたサリバンの長い腕うでに、力がぐっと込められる。

　きつく抱だき合っているから真っ赤になった顔を見られずに済んだ。でもリーゼの頰ほおはサリバンの肩に触ふれていて、そこにある緑色の鱗はひんやりとして心地ここちいいから、頰が物凄く熱いことはとっくにばれているのだろう。

「ふふ……、リーゼくん、好きだよ。だぁいすき」

　好きだ好きだと言えるサリバンが羨うらやましかった。軽く言っているように見えて、その実、言葉のひとつひとつに強い想いが宿っていることがよく感じとれるから、なおのこと。

　言ってもらえると嬉しいからリーゼも伝えたいとは思うけれど、やはりどうしても照れくさくて敵かなわない。申し訳ないなとも思う。でもリーゼにはサリバンに伝えたいことが他ほかにもたくさんあった。もちろん、訊たずねたいことも──。

「俺、強い魔ま物ものになりたくて、ジゼルに頼んで息子むすこにしてもらったんだ。強い魔物になって……竜を守りたくて。絶対に忘れちゃいけない物凄く大事なことなのに、俺、忘れてしまってたんだ。ジゼルを喪うしなって、彼女の代わりにできたギルドを守ることに必死になって。でもサリバンが気づかせてくれた。なんの力も持ってない俺でも竜を守り抜ぬけるように、ジゼルがドラゴンギルドを遺のこしてくれたんだ。──なあ、サリバン、俺もうまちがってないかな」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。リーゼくんは今までだってなにもまちがってない。ずっと頑張ってたよ」

「サリバンは何度も俺を導みちびこうとしてくれてたのに……気づくのが遅くなってごめんな。俺、本当にばかだった。母親にすがったり、もう人間なのに魔物でいたいってめちゃくちゃ執しゆう着ちやくしたりさ。そんなどうでもいいことに気を取られて、一番大事なものを失うとこだった……」

「リーゼくんは魔物だよ。ぼくたち竜がそう感じてるんだもの、まちがいないよ」

「ううん、俺もうなんでもいいんだ。竜を守れるなら人間でも魔物でも、それ以外のものだってかまわない」

「違ちがうよ、慰なぐさめで言ってるんじゃない。本当にそうだから言ってるの」

「え……？」

　とても不思議なことを聞かされて、抱き合う腕を少しだけ緩ゆるめてその綺き麗れいな貌かおを見つめた。

　サリバンは微笑んでまたリーゼを導いてくれる。

「思い出して。竜は魔物に頼まれて初めて泣くんだよ。大おお怪け我がをしたガーディアンとシーモアを治したのはサロメたちだけど、あの子たちに涙なみだを流してってお願いしたのは誰？」

「お願い……？　って……。──あ！　俺、涙をくれって……言っ、た……」

「そうでしょう。オーキッドが珍めずらしいんだよ。本来竜は泣かないし人間に頼まれても涙を流さない。オンディーヌは特にそう。たとえリーゼくんとサロメが親友でも、リーゼくんが人間だったら、サロメは頼まれても涙を落とせなくてすごく困ってたはずだよ」

　本当に、もうリーゼの中では決着のついていたことだった。

　その存在認にん識しきはなんだっていい。自分が竜の守もり人びとでいられたらそれで充じゆう分ぶんだった。

　でもあらためて気づかせてもらえて、心が歓かん喜きに震ふるえているのがわかる。サリバンたちと同じ魔物の世界にいられることを誇ほこりに思った。

　サリバンもとても嬉しそうにして、ぐりぐりと容よう赦しやない頰ずりをしてくる。

「リーゼくんはずうっとぼくだけの黒くろ猫ねこちゃんなんだから。ああ、かわいい、かわいいなあ」

「ぅ、痛いてぇ……。──自分じゃ本当にわからないから、教えてもらえて凄すごく救われた……ありがとう。俺、サロメたちに涙をくれって頼んだこと自体を忘れてた」

「シーモアたちを助けるのに必死だったものね。すごく怒ってたし、混乱もしてただろうし」

「サリバンこそ切れまくってたぞ。ジゼルの呪のろいよりも先にこの世の終わりが来たと思った」

「ねー？　リーゼくんがからむとぼくってあんなに怒れるんだねえ。知らなかったなあー」

　あのぞくぞくするほどの美しさと強きよう烈れつな禍まが々まがしさを呈ていしておきながら、至極他人ごとのように飄ひよう々ひようと言うサリバンが可笑おかしくてリーゼは笑う。

　そして考える。ジゼルが遺した帝てい国こく滅めつ亡ぼうの呪いについて──。

「俺……、ドラゴンギルド所属の竜りゆうが殺されたらジゼルの呪いが発動して、天変地異でも起こって帝国がなくなるんだと思ってた」

「ぼくも。でも違ったね。リーゼくんが命令して、竜の一族が滅ほろぼすんだ。ジゼルはそうなることをちゃんとわかってたんだね」

　一人残されたリーゼは若く未熟で、惑まどうばかりになってひどい遠まわりをしてしまう。それでもいつか必ず竜たちの信しん頼らいを勝ち得て、真の筆頭バトラーになれる──ジゼルはきっとそこまでを見通してくれていたのだろう。その思いにきちんと応こたえることができて本当によかった。ずいぶんと気を揉もませてしまっただろうけれど──。

「俺は力に驕おごったりしない……。でも、竜の兄弟が一機でも殺されたら、俺は確実に命令する。そう決めたんだ」

「うん。みんなまちがいなくイエス・サーって言うよ」

「人間を殺すことになっても？　シーモアやエドワード老は死んでしまうかもしれない」

「そうだね……。だから、リーゼくんが命令する日が来ないといいな」

「うん」

　そんな日は絶対に来ないと言いきれる。リーゼはもう一機の竜だって手放さない。

「サリバン。俺、頑張るから」

　なにが足りなかったのかを知り、心を強くできたリーゼは、やがて幾いくつもの覚かく悟ごを決める。

　ドラゴンギルドを駆く使しして竜たちを守る覚悟。恋こい心ごころをきちんと自覚できたからこそ、この風竜シルフイードに囚とらわれる覚悟。

　そして、サリバンの色いろ濃こい孤こ独どくと執着を引き受けることを覚悟する。

「もっと強くなって、ギルドを使ってサリバンや兄弟たちを守り抜いてみせるから。俺、サリバンがいるだけで凄く強くなれるんだよ。だからずっとそばにいて俺を無敵でいさせてくれ」

　そう想いを籠こめて口にすると、また骨が軋きしむほど強く抱きしめられた。加減を知らないサリバンの抱ほう擁ようはいつも痛いけれど、それ以上に心地いい。

「リーゼくん愛してる。ぼくずっと、ずうーっとリーゼくんのそばにいるよ。だってぼくたち夫ふう婦ふだもの。リーゼくんはずっとぼくだけの奥さんだものね」

　美び麗れいな貌でのぞき込まれて、ぼっ、と音がしたかと勘かん違ちがいするほどに顔が真っ赤になる。

　サリバンにも驚おどろかれてしまって、そうなるとますます抑おさえがきかなくなった。

　好きとは言いたいが婚こん姻いんをあらわす言葉には抵てい抗こうが残っていて、それこそ恥はずかしすぎて逃にげ出したくなる。応とも否いなとも答えにくくて、違う言葉で返事をした。

「……ゆ、指輪が割れた、から……新しいの、……」

「あっ、そうそう、今日使ったんだよね」

　サリバンはごく自然にうなじから鱗うろこを一枚引き抜くと、リーゼの左手を取った。

　鱗にふっと息を吹ふきかけて輪を作り、薬指に滑すべらせてくる。

「前のみたいに、きつすぎるのはやめてくれ。本当に血が止まりそうで危険だったんだ」

　そう言うとサリバンがわずかにむっとする。とにかく束そく縛ばくできるところは全力でしないと気が済まないのだろうと気づき、言い添そえた。

「でも、緩いのはもっとだめだな。……ちょっとだけきつい、くらいが、いい」

「もぅ……」

　サリバンはリーゼの左手を握にぎったまま、へなへなとうなだれる。

「あんまりかわいいこと言わないで。今いきそうになった……そんなの格好悪いでしょう」

　本気で困った様子をするサリバンの手で嵌はめられた指輪は、きつくも緩くもなく、優やさしい強さでリーゼを縛いましめてくる。

　一いつ瞬しゆんごとに鮮あざやかに色を変える鱗の指輪は、風竜の強い魔力と豊かな生命力をそのまま宿していた。フェールベルンの庭に咲さくシャムロックみたいな黄緑色になったかと思えば、次の瞬間には翡翠かわせみの羽のような色にもなる。昨日つけられたときは恐きよう怖ふが勝まさっていたが、想いをきちんと自覚できた今はその美しさに心を奪うばわれるばかりになって、自然と言葉がこぼれてきた。

「綺麗だな……」

　サリバンはリーゼよりもうっとりとして、そこに口づけ頰をすり寄せてくる。

「はぁ、ほんとよく似合うなあ。やっぱりあのとき鱗つけとけばよかった。ぼくのばか──」

「あのときって、いつ？」

　すかさずそう訊きくと風竜は恍こう惚こつから醒さめて、緑色の鱗が浮うかぶ肩かたをびくりとさせた。

　リーゼがサリバンに訊ねたいことはまさにそれだった。

　二人が出会ったのはドラゴンギルドができた翌日のことだ。それなのにサリバンは昔からリーゼをよく知っているような言い方をする。気にしすぎなだけかと思っていたが、今の発言と態度でその気がかりは決定的なものになった。

「なあ、おまえも俺に話さないとだめなことがあるんじゃないのか？　『あのとき』って、『ずっと』って、『本当に長かった』って、なんだよ？　いつからのことを言ってるんだ？」

「別に、いつからとか……ない、よ」

「こっち向いて言え。おまえ、俺の右みぎ眼めが見えないと気づいたのも『いつもと動きがぜんぜん違ったもの』って言ったよな。『いつも』ってなんだ？　俺のことそんなに知らないだろ？」

　そう問いただすと、饒じよう舌ぜつな風竜が突とつ然ぜん口を噤つぐむ。眼だけではなく顔まで逸そらそうとするので、三つ編みを引っ張ってそれを阻そ止しした。サリバンは飄々の体ていでごまかそうとしてくる。

「痛いったぁい。ぼくの奥さんは相変わらず凶きよう暴ぼうだなあ。そこがまた魅み力りよく的なんだけど──」

「なんだよ。夫婦間に隠かくしごとはなしだろ。それともなにか？　俺の亭てい主しゆは人のこと鱗でのぞき見するくせに自分のことは黙だんまりを決め込むわけか。やってられねえな」

「て、亭主って……！　最高……すっごく滾たぎる！　おねがいリーゼくん、もう一回言って！」

「おまえの話が先だ。早く言えよ」

「長くなるからまたおいおい。ね？」

「朝まで時間はたっぷりある。全部話せ」

　ぴんとつり上がった猫ねこの瞳ひとみで見つめると、サリバンは降参したように深い溜ため息をついた。

「……ぼくの話すこと噓うそだって思ったりしない？」

「思うわけない。全部信じる」

　心からそう言ったのがちゃんと伝わったみたいだった。

　サリバンはいつものおどけた様子を隠した真しん剣けんな表情で、驚くべき事実を話しだす。

「………。ぼくがリーゼくんのことを知ったのは十年と少し前だよ。燃やされた町で唯ゆい一いつ生き残ったリーゼくんを助けるのは、本当はジゼルじゃなくてぼくのはずだったんだ」

「え……!?」

「リーゼくんの町が燃やされたあの日の魔ま物もの狩がりは、最大規模のものだった。いろんなところで魔物を焼く炎ほのおが上がってたよ。ぼくは空を飛んでいて、焼け野原になった町にひとつだけ小さな命が残っているのを感じた。魔物か人間かわからないけど、とにかく助けなきゃって、降下を始めたんだ。そしたらジゼルがあらわれて『馴な染じみの町だから、あたしが行く』って言うから、ぼくはあの子に任せて、他ほかの魔物たちを守るために別の場所に飛んでいったの。ジゼルが来てなかったら、ぼくがリーゼくんを背に乗せてたはずなんだ……」

　俺、なんで空を見上げなかったんだ──ふいに強烈な後こう悔かいの念が生まれた。あの日のリーゼが一度でも空を仰あおいでいたら、そこに綺麗な緑色の鱗を輝かがやかせる風竜が見えていたのに。

　サリバンは長い金色のまつげを伏ふせて語る。

「それからしばらくは最悪だったよ。魔物たちが次々と狩かられて、兄弟も盾たてになっていっぱい死んでいった。ぼくも大怪我をしては隠れて傷が癒いえるのを待って、また魔物たちを助けに行って大怪我をしての繰くり返し。魔女も人魚も魔ま獣じゆうも……魔物全体が疲ひ弊へいしきってた。ぼくも本当に疲つかれ果てて……攻こう撃げきをやめない帝国軍が……人間が、憎にくくてしかたなかった」

　リーゼはサリバンを強く抱だきしめる。

　サリバンは長いあいだ魔物狩りとの攻防の最前線に立ちつづけていた。その苛か烈れつさは容易に想像できない。彼が命を懸かけて魔物たちの盾になっていたとき、リーゼは魔女の森に守られてフェールベルンの庭で吞のん気きに昼ひる寝ねなどしていたのだ。恥はじだと思った。

　凄せい惨さんと悲しみに満ちた過去を、サリバンは飄々としたその姿に隠して、一度だってリーゼに感じさせたことがない。そうできるのはサリバンが揺ゆるぎない強さを持っているからだ。

　しかしその声がほんの少しだけ小さくなった。

「人間への憎しみは日ごと強くなって……とうとう人間を抱けなくなっちゃった。でも抱かないと眠ねむれない。十日以上ずっと眠れなくて。頑がん張ばったけど、どうしても眠れないんだ。さすがに参ってきて。でも人間を見たら抱くよりも殺したくなる。本当は守らなきゃいけないのにね。ティアマトーさまを恨うらんだときもあったよ。よくもこんな本能を植えつけてくれたねって。疲れきってて、もう人間の顔も見たくなかった。だから一時避ひ難なんのつもりで魔女の森に入ったんだ。あそこに人間は絶対いないから」

「………」

「でも、金銀鳥フエールベルンの庭で人間の子供が寝ねてた」

　俺、か──？　そう瞳で訴うつたえると、サリバンは少し困ったみたいに、でも優しく笑う。

「もう本当に会いたくないのに、だからわざわざ魔女の森まで来たのに、なんでだよって思った。ぼく、あのとき頭がおかしくなってたんだろうな。帝国軍に幼生体を殺された恨みがあったから、殺すまではしなくても傷つけてやろうって気持ちが芽生えて、人間の子供に近づいたんだ。そしたらさ、まわりにいた小さな魔物たちが『友達のこと傷つけちゃだめだ』ってキーキーぼくを威い嚇かくしてくるの。あの子たちはすごく臆おく病びようで、竜なんか見たら一目散に逃げ出すのにね。ちびの魔物たちにここまで慕したわれるなんて、不思議な子だなって思った」

　サリバンは昔話を続けながらリーゼの頰ほおに触ふれた。

　懐なつかしそうに、愛いとしそうに、何度も優しく撫なでてくる。

「のぞき込んだその子はね、まつげがすごく長くて、猫みたいにぴんってつり上がった瞳をしてたの。まぶたを閉じてたけど、それでもよくわかったよ。短いポニーテールがよく似合ってた。殺したいほど憎い人間なのに、しばらく顔も見たくないって思ってたのに、でもその子がたまらなく綺き麗れいでかわいいから、ぼく、キスしちゃったんだ」

「え！」

「ほら、眠り姫ひめってキスしたら起きるでしょう？　だから目が覚めるかと思って。起きたらぼくの住すみ処かに連れて帰ろうって決めてキスしたの」

　いったいなにから驚けばいいのかわからなくてひどく混乱した。昔語りを続けるサリバンはそのときのことを鮮せん明めいに思い出したようで、少し楽しそうにする。

「でもリーゼくんは起きなかった。ぐうぐう寝てた。どうしても起きてほしくて何回もキスしたけどだめだったの。だから諦あきらめて、ぼくも隣となりに寝ね転ころんだ。風に揺れるリーゼくんのまつげを見てたらすごく眠くなって、うたた寝しちゃったんだ。……ぼく、そのときやっと眠れたの」

　続きを聞きたいのか聞きたくないのか、わからなくなる。サリバンが二人にとって物もの凄すごく大切な話をしてくれているのに、リーゼの記き憶おくにはなにも残ってないのが嫌いやになってきた。

「うとうとしたのはほんの二十分くらいだったと思う。それでも、疲れきってた心と身体からだが少しだけ軽くなってた。目を覚ましたら、リーゼくんがぼくの胸にぴったりくっついててね、ぼくの髪かみを握ってたの。あのときのぼくは身なりなんか気にしてる暇ひまがなくて、髪もぼうぼうに伸のびて汚きたなかった。でも、うっすら眼を開けたリーゼくんが言ってくれたんだ。『綺麗な髪だね、三つ編み似合うよ。あとで編んであげるね』って」　>>>♥

「ごめんっ……俺を許してくれ！　サリバン、ごめんな……！」

「え？　えっ？　なんでリーゼくんが謝るの？」

　リーゼは何度も許しを請こいながらサリバンを滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いだいた。

　点々としたものが繫つながってくる。リーゼがフェールベルンの庭で一度だけ感じた緑風は、まちがいなくサリバンのものだった。心地ここちよすぎて目覚めることができなかったのも納なつ得とくがいく。

　しかしそんなことはどうでもよくて、リーゼは自分の過失に苛さいなまれる。その罪は忘ぼう却きやくだけではない。もっと罪深いことを行い、言ってしまった。

「なにも憶おぼえてない。なんでだ？　こんな大事なことなのに。髪を編む約束だって果たしてないだろっ？　それに俺……、俺、おまえに……短く切っちまえって、言ったんだ……っ」

「なぁんだ。そんなことぜんぜん気にしてないよ」

「だめだっ。本当に嫌だ。取り消したい。今すぐあの夜に戻もどって自分の口を塞ふさいでやりたいっ。なんでこんな綺麗な髪なのに……俺どうかしてた。ごめんな……」

　美しく煌きらめくサリバンの三つ編みをぎゅっと握って額に寄せる。思いやりに欠ける自分が嫌で嫌でしかたない。うなだれていると、サリバンが焦あせってふざけだす。

「あらら、リーゼくん顔を上げてよ。今朝も昨日の朝も、起きたら三つ編みになってたよ。ぼくすっごく幸せで、一人でにやにやしちゃった。それにリーゼくんはいつもぼくの三つ編みを握にぎってあんあん啼なくでしょう？　あれもうたまんないの。今日も握って。絶対握って。ね？」

「そんなんで幸せになれんだったら毎日いくらでも編んでやるよ。俺もサリバンの綺麗な髪を整えるの好きだ。……でも握るのは知らん。いつもおまえが勝手に握らせてんだろ」

「ええっ。ぼくの黒くろ猫ねこちゃんはいつも急につれなくなるなあ」

　サリバンのおかげでどうにか涙なみだを堪こらえられた。ぐす、と鼻を鳴らしながら考える。

「なんで憶えてないんだろうな？　そこまで喋しやべったなら少しくらい記憶に残ってるだろ……」

「たぶん、ジゼルがリーゼくんに魔術をかけて、記憶からぼくを消したんだと思うの」

「えっ？」

「そのあとリーゼくんはまた寝ちゃって、結局目を覚まさなかったんだけど、ぼくもう連れて帰ろうって思って抱き上げたんだ。そしたらすぐそこにジゼルが立ってた」

　記憶にはなくても、容易に想像することができる──木こ漏もれ日びの差す緑豊かなフェールベルンの庭。炎のような赤い髪を揺らす長身の魔女ジゼルと、同等の長ちよう軀くを持つサリバン。その腕うでの中で眠る、小さなリーゼ。

　厄やつ介かいな竜りゆうに見つかってしまったと、真っ赤なルージュを艶つやめかせて、ジゼルは困ったように笑う。サリバンは子供が人間でありながら魔女の養子だということを知り驚おどろく。あの焼かれた町で一人だけ生き残り、サリバンが助けようとしたところを、代わりにジゼルが助けた子供であることにも気づいた。魔女は真剣な表情で風竜に語る。

『この子はいずれ、おまえたち竜の守もり人びとになる。そのときは苦労するだろうから力を貸してやっておくれ。それまでおまえも生き延びろ。なんとしても狩られるな』

『力を貸すくらい別にかまわないけど……そのときはぼくだけのものにするよ。いい？』

『できるのならしてもいい。ただし無む理り強じいはいけないよ。さ、いい仔こだからもうお行き』

　魔ま女じよはリーゼを抱いて帰り、記憶を消した。起きたリーゼは、自分で目を覚ませなかったことにも、すでに住処に戻っていたことにも驚く。そして母親は強く言いつけてきた。『あの庭では絶対に眠ってはいけない。眠ってるあいだに攫さらわれてしまうからね』と──。

「一番きつくて独りで、どうしようもなかったあの日に、ぼくはリーゼくんに救われたんだ。リーゼくんのおかげでぼくは人間の世界に戻ることもできた。今までのように誰だれかを適当に抱いて眠って、魔物狩りが起きたら助けに行って……。でも、どうしてもリーゼくんを諦められなくて、しょっちゅう様子を見に行ったよ。そのたびにジゼルが追い払はらってくるの。でもぼくはそんなのおかまいなしで何度も攫いに行った。そしたらとうとうジゼルのやつ、ぼくだけ魔女の森に入れない魔術をかけたんだ。ひどいでしょう？」

「や、俺が親でもそうするぞ……。俺のことをよく知ってるのは、ずっと見てたからか」

「うん。だって本当はぼくがリーゼくんを助けて育てるはずだったんだよ？　リーゼくん、ニワトコの花のコーディアルが美味おいしくて、がぶ飲みして、その夜におねしょしたよね。ジゼルにばれないようにこっそり洗せん濯たくしたんだ。あれだってぼくが育ててたら、ぼくの腕の中でおねしょしてたんだよ？　ぼくのためのおねしょだったのに。ああ、惜おしいっ、悔くやしいっ！」

「………」

　その発言のありとあらゆるところを突つっ込みたかったが、変態竜が真剣そのものだったので、リーゼはあえてなにも言うまいと思った。

　サリバンが時折リーゼを七、八歳の子供のように扱あつかい、鉄道模型や縫ぬいぐるみを与あたえてきた理由もわかった。本当は幼いリーゼを守り育てるはずだったサリバン。そのときにしたくて、でもできなかったことを今ようやく叶かなえていたのだろう。

「ジゼルも少しは俺に言ってくれたらよかったのに。追い払ってる素そ振ぶりも見せなかったな」

「リーゼくんに言えないくらい、あの子も必死だったってことだよ。ぼくたちしょっちゅう大おお喧げん嘩かしてたもの。でもジゼルが死んでドラゴンギルドができたとき、あの子が言ってたことがようやくわかったんだ。リーゼくんはギルドの責任者になって、ぼくたち竜を守る。それはとても大変なことだ。ぼくは協力すると同時に、すぐにでも自分だけのものにしようって思った。それなのに、リーゼくんは頭も心もジゼルでいっぱいでさ。『ジゼルが遺のこしたギルドを守る』しか言わなくて、ぼく本当に腹が立ったんだ」

「………。悪かったと思ってる……毎晩歓かん楽らく街がいに行ってたのはそのせいか？」

「うん。まあ……誰か抱かないと眠れないのもあったけどね。でもリーゼくんはぼくをホテルまで迎むかえにきてくれたでしょう。すごく嬉うれしかった。だからリーゼくんがジゼルのことで頭がいっぱいでも我が慢まんして、ちゃんと協力して助けなきゃって思ったの。それなのに──」

「サリバン？」

　抱だきしめてくる腕の力が急に強くなった。その腕や背に緑色の鱗うろこがくっきりと浮うき出ている。

　身体だけではなく声までも震ふるえだして、リーゼは必死になって抱き返した。

「そう思ったのに、リーゼくんが……ぼくの血、を、浴びて……」

　凄せい惨さんな魔ま物もの狩がりを生き抜ぬき、その苛か烈れつさを欠片かけらも表に出さない強きよう[image: 靭]じんな心と体たい軀くを持つサリバンが、初めて弱さを見せる。端たん麗れいさと禍まが々まがしさを併あわせ持つ世界最強の魔物である彼が、ひどく儚はかないものに見えてしまって、リーゼはその肩かたで逆立ちかけている鱗を懸けん命めいに撫でた。

「フェールベルンの庭で会ったときから、ぼくだけのものにする日をずっと夢見てた。毎日会いたいし守りたいって思った。リーゼくんのこと、本当に大切に想おもってきたんだ。リーゼくん一人だけ……それなのに、自分の血で苦しめて殺すなんて、これほど残ざん酷こくな罰ばつはこの世界にない。命に代えても助けるって必死になってるのに、リーゼくんはまだジゼルを求めてた。ぼくが誰よりも近くにいるのに。リーゼくんを怖こわがらせてしまったのはぼくだけど、それでもぼくを見てほしいって思ってしまったんだ。怖い思いさせてごめんね。でもぼく、もっと恐おそろしかった……まだリーゼくんのなにも手に入れてないのに失ってしまうんだって……」

　サリバンの募つのりに募った想いと、痛切な悔かい悟ごと懺ざん悔げに心が抉えぐられるようになった。

　強[image: 靭]な心にできてしまった深い傷が消えることはもうないのだろう。それならばなおのこと、もう言葉にさせたくなくて、震える唇くちびるを自分の唇で塞ぐ。

　互たがいに舌を深く挿さし合い、からめ合う。吐と息いきが乱れるころになって、ようやくサリバンの震えは止まった。額を重ねて力強い声で伝える。

「俺はサリバンがいるから生きていられるんだよ。心も身体も命も、なにもかも全部おまえだけのものだから」

「リーゼくん、おねがいだからぼくより先に死なないで。ぼくは動かなくなったリーゼくんを見ることができない。いなくなるって想像しただけで狂くるいそうになる。おねがいだ……」

　つまりそれは、人間の寿じゆ命みようを遥はるかに超ちよう越えつした歳月を生きるという意味だ。そこには未知と恐きよう怖ふしかない。少し前のリーゼなら、サリバンの言葉に慄おののき、また惑まどっていたと思う。

　しかし今は違ちがっていた。覚かく悟ごというものは、決めてしまえばなんのことはない。そのことに気づかせてくれたのはサリバンで、そして覚悟したことを確実に成し遂とげる力と勇気をくれるのも、他ほかならぬこのシルフィードだった。

　サリバンの心の傷が消え、自責と悔かい恨こんの念から解放される日があるとするなら、それはたぶんあの一日だけで、その日を作り出せるのはリーゼしかいない。

　リーゼは綺き麗れいに笑って、伴はん侶りよに誓ちかいを立てる。

「わかった。サリバンより一日だけ長く生きてやる。サリバンは俺の腕の中で逝いけるんだ。最高だろ？」

「ほんとうに？　約束？　絶対だよ？」

「ああ、約束する」

「ありがとう……ありがとうね。ぼくの奥さんは強いなあ。その強さはどこから来るの？」

「言っただろ。サリバンがいたら、俺は無敵なんだ」

　見み惚ほれてしまう美び貌ぼうに至福の笑えみを湛たたえて、サリバンがリーゼの着衣を脱ぬがしてゆく。

　裸はだかになってもう一度サリバンの胡坐あぐらの上に座り、その腹に貼はりつくペニスに触ふれてこすると、リーゼは後こう孔こうをくすぐられた。甘い吐息の漏もれる唇を重ねて、互いに愛あい撫ぶし合う。

　もう何度も早々に繫がってきたのに、今ばかりは互いが相手を欲しがりすぎてうまく繫がらない。そんなことも楽しくて嬉しくて、額を重ねて笑い合う。

　孔あなに硬かたい先せん端たんが押しあてられる。そこにはしたなく吸いつくような感かん触しよくがあったけれど、もう恥はずかしくなかった。リーゼの望みを叶えてくれるサリバンが、すぐに奥まで入ってくる。

「あ、ぁ……深、ぃ……、すごく……、いい──」

「リーゼくん、好きだよ。大好き……」

「ん、……俺、も、……サリバンが、好きだ……あっ、あ！」

「──っ、……リーゼ、っ……！」

　激しく突き上げられて熱い体液が放たれると、そこから深い快感が押し寄せてきた。すぐに汗あせを纏まとうリーゼの肌はだに、サリバンが余すところなく口づけてくる。

　心地ここちよいその感触に身を委ゆだねながら、芯しんのとろけだした頭で考えた。

　ジゼルとリーゼには絶対的な運命がある。どう巡めぐろうとも必ず出会い、親子になり、ともに暮らして、母親はリーゼにドラゴンギルドを遺して死んでいくのだろう。

　その運命に逆らう気はないが、想像するのは自由だと思う。だからリーゼは想像する。

　フェールベルンの庭から攫われて、サリバンに育てられる自分の姿を。

　勝手をしたシルフィードのことを最初は怒おこるかもしれないし、怖がるかもしれない。でもたぶんすぐ好きになってしまう。

　サリバンは魔物狩りでどれだけ傷ついても必ずリーゼのところへ帰ってきてくれる。

　怪け我がをして血が流れていると触れられない。それが悲しくて泣いてしまうかもしれない。

　でも自分にできることを考えて、薬をもらいに魔女をたずねていくだろう。

　魔物狩りが起きないときは、サリバンはリーゼに玩具おもちやや菓か子しを買って帰ってきてくれる。

　そうして毎日一いつ緒しよに眠ねむれば、サリバンの孤こ独どくはもっと早く消えていたに違いない。

「さ、さ……」

　望むだけならジゼルだって怒りはしない。だからリーゼはその切なる願望を口にした。

「リーゼくん？　ささ？」

「さ……攫って、くれても……よかったのに、な。……って。──ぅ、わ」

「──っ!!」

　驚おどろいたサリバンの長ちよう軀くがブルッと震えたかと思うと、さらに腹の奥が重くなる。喜んでほしくて言ったが逆効果のようだった。サリバンは心外の射精も相あい俟まって妙みように声を荒あららげる。

「えーっ！　えーっ!?　今それ言う!?　ひどいよ！　ぼくもう後こう悔かいで死にそうっ……！　どれだけ我慢したと思ってるの!?　こんなのいやだっ、過去に戻もどりたい！　今すぐ十年前に戻って小ちっちゃいリーゼくんを攫う！　魔術ないの？　ジゼルの手帳に書いてないの!?」

「や、さすがに魔女でも過去をどうこうするのは無理だと思うぞ……」

「だったら過去はもういいよっ。……ら、来世！　そうだ、来世にする」

「来世って？　なんだ？」

「死んで生まれ変わっても、ぼくリーゼくんを迎えに行くからね。来世も、その次も、そのまた次も、ずっとずっと。わあ、素す敵てきなこと思いついちゃったなあ。リーゼくん約束だからね」

　次の瞬しゆん間かんにはもう上じよう機き嫌げんになって、力いっぱいリーゼを抱きしめてくる。来世などありもしないと思うけれど、この執しゆう念ねん深い風竜シルフイードならやってのけそうな気がしてきた。

「今から百年以上も生きるのに、来世とはまた気の早い話だな……」

　そう言いながらも、喜びから少しだけ声が上ずってしまう。それをごまかしたくて、リーゼは綺麗な三つ編みを握にぎってサリバンを引き寄せ、その形の美しい唇に口づけた。







　　　　[image: †]　終章




「ねーぇ、リーゼくん、ぼくのおねがい聞いて？」

　このドラゴンギルドには、齢よわい四十八にもなる筆頭バトラーのことを、あつかましくも『くん』付けで呼ぶ竜りゆうが二機もいる。もちろん一機はサリバンである。そしてもう一機は──。

「なんだオーキッド。休日よこせ以外なら聞いてやろう」

「えーっ、先に言わないでよ！　お休みが欲しいのっ」

「こら、動くな。サインがぶれるだろうが」

　爽さわやかな秋晴れの日、時刻は午後三時──。リーゼは執しつ務む室しつにある黒革の椅い子すに座り、大量に積まれた書類を処理していた。パイプをふかしつつ、腿ももに座ってくるオーキッドを左ひだり腕うでで抱いて、書類にどんどんサインしていく。

　三十年前、リーゼに怒られて泣き、ギルドを抜けようとしていたこの小さな竜は、ガーディアンとシーモアの事件の翌日から突とつ然ぜんリーゼに懐なつきだした。

　紙とペンを持ってきて、上うわ目め遣づかいで「文字を教えて」と言ってきたのだ。教えてやれば「サインしたときみたいに一緒に書いて」とねだってくる。天使みたいな魔ま物ものの正体は、とんでもない小悪魔であった。その強きよう烈れつな魔ま性しように翻ほん弄ろうされる竜や人間は数知れない。

　オーキッドは議会にも出席するようになり、今では「その議案つまんなーい」と発言して議事堂を凍こおりつかせるという芸当もやってのける。それを仕込んだのはリーゼだ。オーキッドが文句をつけた議案は、ほぼ廃はい案あんになる。議員たちの議論する気が削そがれるからだ。ギルドにわずかでも不利な議案は、天使が放つ悪魔の一言で確実に廃案へと持っていく。

　サイズの合っていなかった軍服も彼専用のものに作つくり替かえられた。あのぶかぶかな感じがよかったし、今の軍服は身体からだのラインが露ろ骨こつすぎてけしからん──そう文句を言いながら、リーゼは自分の腿に密着するオーキッドの可愛かわいい尻しりの、その丸みや張りのよさを堪たん能のうしていた。

　この魔性の天使は今も初心うぶなままのはずである。もし手をつけるような輩やからがあらわれようものなら緑色の鉞まさかりで打ちのめし、ありとあらゆる職権を行使して葬ほうむり去るつもりでいた。

　サリバンから贈おくられた緑色の鉞は〝LIESE〟と名の刻まれた筆頭バトラー仕様になっている。風竜の強い魔力としつこい愛がたっぷり詰つまったこの強[image: 靭]な鉞に断たち切れないものはない。

「ねーぇ、お休みちょうだい。ぼく今週お仕事いっぱい頑がん張ばったでしょう？」

　オーキッドがねだりにかかってくる。リーゼの首に腕うでをまわし、頰ほおをすり寄せてきた。

「何日欲しいんだ？　どこへ行く？」

「一週間。南の島にバカンスに行くのー」

「なにぃ。バカンスだと？　誰だれと行くつもりだ。そいつは俺に挨あい拶さつもなしか？　え？」

「挨拶もなにも、テオだよ？　外出にはバトラーの同行が必要でしょ？　だからテオのお休みもちょうだい」

　その若いバトラーの名に血管が切れそうになった。

「ふざけんな……！　あいつからなんの報告も受けてないぞ俺は！　給料下げてやる」

「やだぁ、そういうの職権濫らん用ようっていうんだよ」

「誰だそんなくだらねえことをおまえに教えたのは。テオか？」

「リーゼくん」

「………」

　オーキッドはくすくす笑いながらリーゼのパイプを取って喫のみだした。

　この刻み煙草たばこはサリバンがハーシュホーン通りで買ってくるものだ。リーゼは三十年間これ一筋で、他の刻み煙草はいっさい喫まない。

　銘めい柄がらは〝Nectary of Virgin〟──〝処女の蜜みつ腺せん〟。よくもまあこんなスケベな名を思いつくものだとあきれると、サリバンは「ぼくが付けたんじゃないでしょ」と反論していた。

　多少の催さい淫いん作用があるから人前で喫まないようにとサリバンに言われたが、それは非常に疑わしい。本当なのかサロメに訊きくと「そんな作用はありません。誰かがリーゼに眩くらむとすれば煙草以外の理由です」と言われて、面めん倒どうになったのでこの話は打ち切りにした。

　オーキッドは脚あしをぶらぶらさせ、パイプをリーゼの唇くちびるに戻してくる。

「リーゼくんってときどきおじさんみたいになるよねえ。ぼくにパパがいたらこんな感じなのかなあ？」

　おじさんみたい、ではない。正しよう真しん正しよう銘めいおやじである。オーキッドの弾だん力りよくのある尻を撫なでながら内心デレデレになるほどには。

「ほんとはリーゼくんと行きたいよ？　でもお仕事あるから行けないでしょう？」

「ああ……わかったよ。休みの件は考えておく。ただしおまえだけ。テオにはやらん」

「えー！　ひどぉい。リーゼくんのけちんぼ」

　薔ば薇ら色いろの頰を膨ふくらませるオーキッドを腿の上からおろして立たせる。リーゼも立ち上がってパイプを灰皿に置いた。二人で一緒に執務室を出る。

「休みが欲しければ自分で頼たのみに来いと言っとけ。ギルドに屍しかばねを埋うめるつもりで来いってな」

「しかばねってなあに？」

「あいつに言えばわかる」

「はぁい。伝えとくー。また明日あしたね」

　オーキッドと別れたリーゼは一人でアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群へ向かう。就任してきた新人の法務将校から呼び出しを受けたからだ。ちょうどいい、ドラゴンギルド擁よう護ご派に躾しつけるには最初が肝かん心じんである。

　将校はそこそこ顔の整った好青年だった。女性には非常に受けがよろしいかと思われる。

　執務室に入るとソファを勧すすめられた。座る直前に立ち眩みのように身体を揺ゆらすと男は皆みな、一様の行動をとる。必ずリーゼの腰こしに手を添そえて隣となりに腰かけるのだ。そのときもう一度身体を震ふるわせると、おおかた男の膝ひざに座ることになる。

「あ、ぁ……、いけません。このような大変失礼なことは断じて許され──」

「いえっ、私は気にしませんから。体調がよくないのですか？　ずいぶんと、細くて軽い──い、いや、失礼……」

「瘦そう身しんをお見せするのはとても恥ずかしいのですが……。巨きよ大だいな竜たちに言うことを聞いてもらい、任務を果たしてもらうには、相当な……心労があります。食事も喉のどを通らないほどの」

「それはいけない」

「わたくしが未熟なばかりに……閣下のお力ちから添ぞえをいただけたらどれだけ心強いかと……」

「も、もちろんっ。そのために今日筆頭バトラーに来てもらったのです」

　華きや奢しやな身体や、二十歳はたち前後の白く秀しゆう麗れいな顔立ちは三十年前から変わらないが、サリバンのせいで艶つやのようなものが無む駄だについてしまった。その色いろ香かに早々に吞のまれたらしい法務将校は、頰を赤くして鼻息を荒くする。

　リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、心の中でくすりと嗤わらった。

　若い男はいい。戦せん闘とうと孔あなに挿れることしか頭にない下級兵士には目もくれないが、法務将校となれば話は別だ。彼らは帝てい国こく軍所属でありながら、それらを裁く司法権を持っている。

　帝国軍であってそうではない──その立ち位置はギルドに近いものがあった。加えて、昨今のギルドの活動を目まの当たりにして育った若者の中には、竜に憧どう憬けいを持つ者も少なくない。

　そして、なにより一いち途ずである。

「閣下こそ……お風邪かぜを召めしておられるのでは？　熱があるようです」

「いえ、私は──」

　バトラー用の手て袋ぶくろを外す。右と左、どちらの手袋を外すかも重要だった。

　若いリーゼが既き婚こん者であることを知って余計に燃える質たちの男もいれば、途と端たんに萎なえる男もいる。この純じゆん朴ぼくな将校は後者なのでリーゼは右の手袋を外した。そして指先ではなく手ての甲こうで顎あごあたりに触ふれる。男はわずかに肩かたを揺らす。

　掌てのひらで頰を思いきり撫でられることを期待していたはずだ。あえてそこからずらす。ギルドに有利に動けるイイ子だと判断できたら、この次はまた掌で、頰を──そう暗に示し唆さする。

「新しい環かん境きように慣れておられなくて、ご自分が思われている以上にお疲つかれなのだと思いますよ。あまり無理をなさらずに。慣れてきましたら、ぜひ、ドラゴンギルドの視察をお願いしたく思います。軍事予算ではまかないきれず、お見苦しいところがあるかと思いますが……」

「筆頭バトラー。私は本当に大だい丈じよう夫ぶです。疲れてなどいませんので、視察はすぐにでも。どこになにが足りないのかをともによく検討し、議会にて予算引き上げの議案を──」

「閣下」

　淡たん白ぱくそうな見た目とは違ちがい、燃えやすくてせっかちな男のようだ。二十歳そこそこにしか見えないリーゼが四十八のおやじだと知らないのは気の毒かもしれない。

　いずれギルドに金を運ぶ役目を担になわせてやるが、今は時期ではない。急せいては事を仕損じるって勉強しなかったか？　坊ぼうや──しかたないのでもう少し近づき、耳元でささやいてやる。

「わたくし、なにごともゆっくり時間をかけて──いく、……方が好きです」

「わっ……わかりました。ではそのように」

「ありがとうございます。本日は失礼いたします。閣下もお早く休まれますよう」

　すっと立ち上がると法務将校はひどく残念そうにする。素す直なおにもほどがあるだろう。

　立場上、感情は安易に読み取られない方がいいぜ──そう思ったが助言はしない。

　大変失礼だと思うが、こいつはつまらんセックスしかできないんだろうな……という余計なことまで見み抜ぬいてしまうのは、近年のリーゼの悪い癖くせだった。

　未練たらたらの男に妖よう艶えんな笑えみをひとつやり、一礼して退出する。

　若い法務将校は思いのほか簡単に堕おちてしまった。少し心が痛むがしっかり働いてもらおう。すべてはドラゴンギルドのため──愛してやまない竜りゆうたちのためである。

　ギルドに戻もどり、飴あめ色いろの大階段を上がって執務室までの長い廊ろう下かを歩く。その廊下からは中庭が見える。サリバンと新人バトラーのアナベルがアフタヌーン・ティーをしていた。

　サリバンは相変わらず年長者を敬うのも年下の面倒を見るのも上手うまい。

　新人バトラーは先せん輩ぱいバトラーに付いて基本的なことを教わるのが当然なのだが、リーゼはアナベルをあえてサリバンに託たくした。その方が覚えが確実に早いという信しん頼らいからである。

　二人を見おろす。サリバンはよく笑い、アナベルは顔を赤くして身み振ぶり手振り話している。またアナベルは困らされているようだ。リーゼはその様子を見て微笑ほほえんだ。

　リーゼの中にジゼルはもういない。この身のうちは愛いとしいシルフィードで満たされている。

　しかし中にはいなくても、いつでも会える。リーゼが思いを馳はせさえすれば、ジゼルはすぐにあらわれてくれた。今も、リーゼが立つ隣の窓まど枠わくに腰かけている。

　艶つやめく黒い髪かみと紫し紺こんの瞳ひとみ、それを彩いろどる瑠る璃り色いろのシャドウ。真っ赤なルージュをひいた唇。

　煌きらめくネイルは、あの日リーゼが施ほどこしたすみれ色。その綺き麗れいな指でパイプを持つ仕草がたまらなく好きだった。そして母親は極ごく上じようの微笑みをくれる。

『それでいい。ドラゴンギルドを使って永遠に竜を守り抜ぬくんだよ』と──。

　ドラゴンギルド設立当時を知る年寄りの軍人や政治家たちはリーゼを気味悪がる。

　三十年経たっても変わらない容姿。人間でありながら、最強の魔ま物ものたちを統制する唯ゆい一いつの人物。〝サタン・オブ・ギルド〟──ギルドの悪魔。そう呼ばれて久しい。上等だ。

　この身が朽くちるその瞬しゆん間かんまで、ドラゴンギルドを使って竜を守りきる。

　怖こわいものなどなにもない。サリバンの存在がリーゼを無敵にする。

　そして、愛することも愛されることも拒こばみながら、それでいてひどく愛に飢うえていたシルフィードを、この身を賭として愛し抜いてやると決めたのだ。

　そのサリバンの執しゆう着ちやくと束そく縛ばくは、年を追うごとにきつくなる。

　オーキッドを膝に座らせたことや、法務将校と会っていたことが許せず嫉しつ妬とに狂くるって、今夜も容よう赦しやないセックスでリーゼを限界まで責め立ててきた。

　しかしサリバンは手て酷ひどい行こう為いのあと、必ず滅め茶ちや苦く茶ちやに甘やかしてくる。リーゼのためだけに存在するその優やさしくいやらしい律動はたまらなく気持ちいい。もっとしてほしいとねだればサリバンは際限なく与あたえてくれるから、リーゼはまた夜すがら啼なきつづける。

　そうして風竜と黒くろ猫ねこの夫ふう婦ふの蜜みつ月げつは、三十年ものあいだ一度も途と切ぎれることなく続いてきた。

「リーゼくん愛してる……永遠に。来世も、その次も、ずっとずっとだよ……」

　この三十年、夜ごと口にしてきた言葉をサリバンは今夜もまた、初めて口にするみたいに厳おごそかに言う。

　永遠などという言葉に夢は見ない。遥はるか遠い未来、アルカナ・グランデ帝国は滅ほろび、ドラゴンギルドもやがては姿を消すだろう。

　でも、サリバンとなら夢を見られる。永遠に手が届く、そう思わせてくれる。

　竜の精液を得て若さを保持する生き物がそれを失ったとき、どうなるのかは誰だれも知らない。

　おそらくそれは悍おぞましいものになる。ジゼルが死んだときのように、否いな、もっと残ざん酷こくな光景になるだろう。眼球は溶とけ落ち、内臓は腐くさり、身体からだは干ばつした大地のようにひび割れて粉々になる。一いち陣じんの風が吹ふいて、リーゼは跡あと形かたもなく消えるだろう。

　なんのことはない。サリバンを喪うしなった絶望と悲しみは一日で終わる。恐おそろしい一いつ瞬しゆんを過ぎてしまえば、リーゼは次の世界でサリバンが見つけてくれるのを待っていればいい。

　そう思うと、どれだけ苦痛が待っていても笑って死ねそうな気さえしてくる。

　リーゼは愛しさを籠こめて綺麗な金色の三つ編みを握にぎった。そしてサリバンに希こいねがう。

「なあ……、来世はもう少し早く迎むかえにきてくれな」

「うん、すぐに行くよ。約束ね」

　そう言ってサリバンはこの上なく幸せそうに笑う。

　サリバンが起こした美しい緑風に、リーゼは確かな永遠を視みた。







　あとがき







　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『黒くろ猫ねこは蜜みつ月げつに啼なく～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は、前作『紅こう炎えん竜りゆうと密約の執しつ事じ』のスピンオフ作品となります。サリバンとリーゼのお話が書けたなんて夢みたいです。こんなに嬉うれしいことはありません。編集部さま、担当Ａさま、沖おき麻ま実み也や先生、読者の皆みなさまに厚く御お礼れい申し上げます。

　私は脇わき役やくにカップルを出すのが好きみたいです。（担当Ａさまが言ってくださって気づきました！）脇役だけあって、恋こいに悩なやむ主役たちを余所よそにラブラブしている……主役たちからすればたまりませんよねホント。なかでもサリバンは「ザ・脇役」として自由にさせた結果「超ちよう絶ぜつ美男子で変態」という少々残念な竜にできあがっていました。よく主役になれたね……でも飄ひよう々ひようとしていて強く、愛妻家（正しくは恐きよう妻さい家か）であるサリバンが憎にくめない私です。

　リーゼは前作の主人公・アナベルの上司として出ていましたが、私が最初に書いた彼は片かた眼鏡めがねをかけていなくて、アナベルたちと同じリボンタイを結んでいました。

　でもリーゼは若者に見えるだけで、じつは偉えらい人なんですよね。そんな彼にアスコットタイと片眼鏡をつけ、他のバトラーたちとの差別化を図はかってくださったのは沖先生でした。

　お話が広がっていったのはそのときです。片眼鏡がなければ今作も成り立っていません。

　物語が成長していく、その感かん触しよくに鳥とり肌はだの立つ思いがしました。このような貴重な経験をさせていただけた私は稀まれに見る幸せ者です。ドラゴンギルドは沖先生やＡさまに育てていただいたお話ですので、ひときわ思い入れもあります。本当にありがとうございました。

　サリバンとリーゼには最強の夫ふう婦ふでありつづけてほしいという思いがあり、それにファンタジー設定を活いかさない手はないと、転生・来世・永遠まで含ふくませました。

　転生や永遠というテーマには、やはりロマンがありますね。あと少しの寂さみしさと。昔そういった内容の漫まん画がをよく読んでいたなぁーと思い出していました。

　現代に転生したサリバンはスーパーモデルをして（もちろん角は隠かくしますよ！）リーゼは彼のマネージャーになり、今月はいくら稼かせげるかパチパチ計算するのです（本編には出せませんでしたが、リーゼって守しゆ銭せん奴どなんですよ）。魔ま物もの狩がりが起こる前の時代にも転生して、一日中イチャイチャしてるとか……あとはもう好きにしてもらったらよろしいかと思います。

　そしてひっそりと人気のある（？）サロメについて、Ａさまと「攻せめか受か？」と話していました。私もどっちかなと思っていたのですが……彼は攻です。敬語攻めですよ（ハァハァ）。

　オーキッドは受ですね。テオはオーキッドにロックオンされていると同時にリーゼにも命を狙ねらわれています。そのような視点から前作『紅炎竜と密約の執事』を読んでいただけたら、また少し違ちがうおもしろさがあるかと思いました。サリバンとリーゼの、熟年夫婦の連係プレーもお楽しみいただけるはずです。（必死の宣伝です！）

　本書をお手に取ってくださった皆さま、ここまで読んでいただき本当にありがとうございます！　ドラゴンギルドの日常的な掌しよう編へんなどは、また少しずつブログに上げていけたらいいなと思っています。よろしければお立ち寄りください。お待ちしております。


二〇一五年　五月　　　　鴇 六連　
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